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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◆第三十九話　雨降りて兵法家と語らう




　アスリア王国マルヤランタ侯爵領北東部、第三王女親衛団駐屯地。

　そこに幾つか建つ屋内練兵場の内の、新しくも小規模な一軒において、雨が屋根を打つ音を、風が木々を揺らす音を、血が体内を巡る音を聞く。

　ゆっくりと、ゆっくりと……オイヴァは呼吸を繰り返す。

　右肩を前にして半身自然体、やや腰を落とした姿勢。両手で構えているのは訓練用の木槍だ。

　穂先には刃がないどころか厚く何重にも布が巻きつけられているが、それでも先端であることに変わりはなく、空気の揺らめきをすら手の平に感じ取れるかのようだ。

　己が武威を表す先鋒部隊……そんなことを思う。

　兵法家にとって己が身はそのままに一個の軍事力なのだ。

　得え物ものを兵隊とするならば、踏み締める両の足は城塞だ。間合いの内側は領土だ。戦意を漲みなぎらせる心は将帥だ。全てが合わさることでオイヴァの戦う力を形作っているのだ。

　兵法家が専せん心しんする闘争とは、軍略家が指図する戦争の縮図に他ならない。

　だからオイヴァは幻視する。目の前に、精強無比な軍勢が展開している様を。

　突きつけられた得物は一本のみ。こちらと同じく殺傷力を取り除かれた木槍である。

　その穂先は鋭過ぎる闘志を宿していて、僅かにも揺れ動くことがない。真っ直ぐに、ただただ真っ直ぐに……まるで退くことを知らない構えだ。恐ろしいものだ。幾百の命を穿うがつことで研ぎ澄まされてきたのであろう冷徹が感じられる。

　そのくせ、槍持つその手は瑞々しい。駿馬を思わせる優美な体軀には骨肉の固まりきらない若々しさが感じられる。当然だろう。まだ十四歳だ。

　マルコである。

　解け乱れた黒髪の奥から、刃物のような眼光でオイヴァを見据えてくる。

　そして刺突が来る。声もなく。上半身だけを使った浅い攻撃だ。見え透いている。

　右の手の平で叩き落とすような感覚で槍を返すが、読まれていたか、マルコの槍は下回りにひるがえって右手を狙ってきた。慌てず手元近くで擦り上げる。この右手首を内側に捻る技法はオイヴァの得意とするものだ。

　突く。勢いをそのままに。

　これは決まる。腕を伸ばす。狙うは防具の厚い胸元だ。そこならば容易くは怪我をさせない。

　だが当たらなかった。

　上から押さえるようにして引き込まれた。そうやって勢いを萎されたのだ。剣に比べると槍の間合いは懐が深い。見ればマルコは後ろへ跳んですらいる。

　来る。仕掛けてくる。槍を絡めていなしてしまおう。

「むおっ!?」

　弾かれた。横合いから打ち払われたかのように。

　槍が錐揉み状に回転したのだ。空気に螺旋の軌道を描いての刺突。速く、鋭く、この上ないほどに研ぎ澄まされている。

　右肘をかすめて脇腹へと迫る穂先……それを包む布の中に赤色を認めて、オイヴァは得心した。

　あいつらのようじゃないか、と。

　マルコの闘争における最先鋒は、やはり、あの赤布の軽騎兵なのだと。

　火撃……物凄まじき狂兵たちよ。

　さても衝撃を受け止めて、オイヴァはその痛さと重さに顔を顰しかめた。強力な一撃だ。刃がついていたなら革鎧など物ともせずに貫通するだろう。武装した人間を殺すことに特化している。

　打ったる後、槍はすぐさま戻っていく。突く時とは逆回転に螺旋を描きながら。

　残心とは少し違う。突くと戻るとが一つの型として完成しているようだ。

　オイヴァにはわかる。それは次々と敵を穿うがつためだと。

　何と血腥い技なのだろうか。このマルコ独特の槍法は、一撃必殺の威力を持ちながらも、複数の敵兵との戦闘を想定して練り上げられているのだ。

　見える。戦場を縦横無尽に駆け抜ける騎兵の勇壮が。

　見える。次々と戦陣を切り裂いていく赤色の猛攻が。

　オイヴァは唸うなった。マルコの征く道はやはり凄惨に過ぎる。十四歳が志していい道程ではないし、十四歳が歩み至れる途上でもない。彼特有の不思議さと言ってしまえばそれまでだが。

　目が離せない。その在り様は捨て身と見紛うばかりに狂おしい。

　思い出されるのは第三王女親衛団の初陣だ。

　行イク禍マガ原ハラを越えたあの戦い……帝国軍の前線砦を焼き落とした際、マルコはその炎に魅入られたかのように呆然としていた。何もかもを置き捨てにして緩みきったかにも見えた、その姿。

　あれがマルコという少年の赤裸々だったのではあるまいか。

　凄まじさの代償に何かが損なわれてしまった、哀しく痛ましい姿だったのではあるまいか。

　彼はもつのだろうか。いや、もたせるのだろう。遥かな先を見据えている限りは。

　だが残るのか。いいや、決して残るまい。彼はきっと消えてなくなってしまう。

　いかなる名剣も摩耗するように、いかなる精兵も損耗するように、いかなマルコとて消耗していった末には滅びてしまうに違いない。人間であるからには。

「まったく……相変わらずお前はとんでもねえな」

　だから、オイヴァは笑いかけるのだ。労わるように。健闘を称えるように。

「本当にとんでもねえよ。まだ大人にはなりきってないのによ」

　いいのを一突きやられちまったと愚痴りながら、マルコの肩に手を置くのだ。手の平で彼の輪郭を確かめるように。手の平から彼へ力を注ぎ込むように。

　そうするとマルコが笑むと知っている。昔から変わらない笑顔だ。

「訓練用の木製品だからですよ。僕にとって軽さは強みとなりますが、オイヴァにとっては逆です。貴方の膂力は重い武器を使ってこそですからね」

「いやいや、得物が何であれ凄え技だったぜ。剣術でいう萎やし突きに似ていたな。しかも、突き技極意のそれよりも、色々な意味で捻りがあるってんだから」

　見よう見まねで槍を捻ってみるも、やはりマルコのそれのような鋭利さは生じない。素振りで磨き実戦で仕上げなければ真の威力は望めまい。

「さすがですね。そうまで再現できるということは、しっかりと技が見えていただけでなく、術理をも捉えきったということですから」

　何歳であっても勝てる気がしませんよ、などと言ってマルコも槍を振った。

　洗練された動きだ。合理的で無駄がない。敵を貫くという一事を極めんとした幾千回、幾万回の素振りを経てきているのだろう。実際に奪った命の数は幾百で足りるものか。

　十四歳の技ではない。それゆえにこそ、マルコの技である。

　そんなことを考えていると、クスクスと笑う声が聞こえてきた。

「ん、何だ？」

「いえ、オイヴァと稽古できる幸運を思いました」

「はあ？」

「他の誰とやるよりも自分がわかります。今の自分がどのようなものか見えてくるのです。その一方で、打ち合う前と後とでは自分が変わったとも感じます。それがとても好ましくて」

「剣でも槍でも楽しいもんだからな。一撃見舞ったとなりゃなおさらだろ」

「ふふ……打たせてもらっただけですよ。最後、肘で逸らせたでしょう？　あれほどに技を見切ったのですから、敢えて見過ごしたことは明らかです」

「組み打ちありなら抵抗したけどなあ。槍の試合だしよ」

「確かに。何でもありとしたなら手も足も出ません」

　どうだかな、とオイヴァは腕を取りにいった。

　マルコは素早く応じてくる。その身構え方にも戦場の気配があるが。

「……なるほど、格闘の方はまだまだだな。年相応に弱そうだ」

「はい。僕の兵法で実戦に通用するのは、槍法と馬術だけです。剣もそこそこはやりますが、護身が精々でしょう。弓についても非力の放つ矢でしかありません」

「それで軽騎兵……いや、軽騎兵であればこそってところか」

「はい。馬の力を借りなければ弱卒もいいところです」

「馬の力を活かせない騎兵なんざぼんくら以外の何者でもないだろうが。お前にしちゃ、随分と道理を知らないことを言う」

　らしくねえなあ、と言って頭を槍で叩いてやる。マルコはそれを避けなかった。

「不安……いや、不満なのか？」

　わかるようでわからないから、オイヴァは身を屈かがめ顔を覗き込むようにした。

「そういうわけでは……いえ……そうなのかもしれませんね」

　汗ばんだ頰ほおがやや強張っている。読み取れずとも、そこにはマルコの表情がある。

　オイヴァはふと四年前の井戸端を思い出した。馬賊との決戦をマルコの初陣とするか否かを判断すべく試合をした日のことを。

　振り返れば八年だ。マルコと出会ってからそれだけの月日が過ぎた。

　世間の風潮に不貞腐れ、憂さ晴らしに竹束剣を振るっていたところへ、不思議な少年がやってきた。当時六歳の幼さにして、気圧されるほどの雰囲気をまとっていた。

　もう長く、マルコと共に在る。

　大人びた眼差し一つで違和感のあった幼子も、背が伸び骨肉が鍛えられて、今は凛々しい若人となった。子供が大人にならんとする様は誰であれ劇的だ。

　身体の成長に伴ともない振るう剣も槍も鋭くなったが……しかし、オイヴァは半ば確信している。

　マルコの武はこの八年で鍛えられたものではない。

　その性質は別問題として、完成度が高過ぎるのだ。事実、これまで手探りに最良を求める様子は見受けられず、それがために術理の工夫を誤ることもなかった。余人は知らず剣の深奥を見たオイヴァが武を見誤ることはない。

　マルコはただ確認していただけだ。徐々に調整してきただけだ。元より身につけていた技術に、身体が対応できるようになってきた……あり得ざるも、それだけのことなのではあるまいか。

　そしてそれは、歴戦の猛者の如き精神もまた、出会った頃から備わっていたということを意味する。兵法とは小手先の技ではないからだ。

　不思議なことは、あるもの。

　マルコが口にするそれは、オイヴァにとって、槍の一振り一振りから感ぜられるものだ。

「あと五年」

　回想を切り捨てた。即座にマルコを見た。そうさせるだけの響きがあった。

「せめてあと三年……それくらいは」

　碧へき眼がんが燃えている。

　ここでない場所を、今でない時を見据えて猛々しい気配を放っている。

「それくらいはもつだろうと。戦端は開かれないだろうと、僕は考えていました。その程度の時間はあるのだと……それだけのことをして、それ相応の対価を支払ったのだと……そう、過信していたのです。期待していた、と言ってもいいかもしれません」

　内容についてはオイヴァの理解を超えるところがあるが、それでも伝わるものがあった。

　マルコは憤っている。そして同時に哀しんでもいるのか。

　誰よりも早く戦争を予期し、戦争を準備し、戦争を指揮した人間が……他の誰でもないそのマルコが、自らの栄達躍進の機会ともなった戦争を否定するのだろうか。

「今であったからこそ得られたものと、今であったがために得られなかったものとを並べ、比べ、計算すれば……」

　その眼光とは裏腹に、冷たく、凍えるような声音だった。

「危うさの先に、幾つもの命の取りこぼしが導き出されます……僕のものも含めて」

　微笑むのか。それでも。

「馬鹿なことを言うな！」

　オイヴァは我知らず吠えていた。マルコの両肩を摑んでいた。

「戦争をやるんだ。そりゃあ、死ぬ。人間、誰だって死ぬもんだが、それが一等早まるのが戦争ってもんだ。でも、それでも、お前だけは駄目だろうが。お前の死ぬ順番は最後の最後なんだ。兵たちの、俺たちの命を上手いこと使って……使い切って、そうやって征き着く先に、お前の成し遂げたいことがあるんだろ？　そうだろ？」

　言葉が後から後から湧いて出て、勢いのままにマルコへぶつかっていく。

　マルコが静かな眼差しでオイヴァを見てくる。声を聞いている。きちんとそこにいる。

「俺がいる。いや、俺だけじゃない。皆がいる」

　語って聞かせなければならない。そうしないではいられない。

「強ぇ奴が必要なしんどい場面は、俺やヤルッコさんに任せりゃいい。速い奴を駆けさせるっていうならクスターだ。敏い奴に采配をとらせるならアクセリさん、偉い奴でなきゃって場面ならダニエルさんだ。暗い危険な界隈はベルトランの奴がお誂あつらえ向きだ。ラウリさんは……」

　そこまで言ってつまずいた。どうしたものか。

「ええと、ラウリさんは……その、なんだ……戦場には連れてってやるなよ？　特に前線はやめておいてやれ。すぐに死んじまいそうだ」

　笑っては悪いところなのに、マルコがクスリと笑った。少し困る。

　向き不向きの問題なのだ。あの人のいい商人は何の抵抗もなくやられる、あるいは捕まってしまうだろう。戦う姿がまるで想像できない。馬も駄目だ。手痛い落馬経験があると聞く。

「いえ、エルヴィを護衛につければ大丈夫かもしれませんよ？」

「ああ、ラウリは矢を渡す係か。なるほどなあ」

「渡しながらも勘定するでしょうね。一本幾らかを理解しながら戦争をするというのも、中々に気をもむことですし」

「物惜しみする人じゃないが、ま、心配性ではあるからなあ」

「考えてみれば、エルヴィも値段を把握していますね」

「無駄矢が減るな。何としても当ててくれそうだ」

　想像すれば滑稽さがある。オイヴァは笑ってしまうことにした。既にマルコも笑っている。

　これでいい。今はもう、これで。

　不思議を抱えつつも間違いなく十四歳でもある彼が、楽しそうに笑えるのなら。

「充分戦えるさ。俺たちは」

「ええ、そうですね……僕たちは……」

　やまない雨音に包まれて、マルコの呟つぶやきが滲み消えていく。

　オイヴァは黙して戸口を見やった。

　夜が、駐屯地に漂い始めていた。





◆第四十話　役に立つと言ったでしょう




　その男は着古した羽織りの下に屈強な筋骨を持っていた。

　髭には白いものが混じっており、片足も不自由な様子だが、まず間違いなく切った張ったを生業としてきた人物だ。

　胆力もある、とベルトランは判断した。こんな場所に単身で乗り込んでくる者は狂える者か豪の者、そのどちらかでしかない。

「まさか本当に〝緑巾〟が生き残り、潜んでいたとはな……世の中とはわからないものだ」

　感慨深げに言う様子を酒杯越しに見る。

　意図して暗がりを残すこの小部屋は、ベルトランがチトガ大町に営む船宿の中でも密室と言うべき場所だ。壁の裏にも、床の下にも、合図あらば客を亡き者とする刺客が潜んでいる。

　ベルトランは男が小さく喉を鳴らした音を聞いた。

　どうやら気付いているようだ。そして、さすがに刃の上で酒を舐める気にはなれないらしい。

「昔の呼び名だ。教会の紹介だから会いもしたが、名乗らずにご挨拶ではないか」

「これは失敬した。私はエベリア帝国で軍需の端材を商っている者で……」

　ベルトランは鼻で笑ってやった。胡坐あぐらの足を組み直す。ギイと床が鳴った。

　その音一つで、男は僅かに尻を浮かせた。いかにも無様だが滑稽には映らない。

　これは胆力の問題ではないとベルトランは判じた。男は怯えているわけではないのだ。

（まだ死ねない男か。さて、誰のための用心であろうな……）

　グイと杯を呷あおり、次を注ぎながら目で促した。男は髭の下で呼吸を整えたようだった。

「……拙者はドナルド・コレトスと申す。帝国騎士だ。見ての通りの歳と足だから、騎士団に所属しているわけでもないし、軍属としての階級があるわけでもない」

「密偵か」

「そうとってもらって構わん。王国内のエベリア人を訪ねているのだ。沙磨屋の頭領よ」

　ドナルドと名乗った男の眼光には強く激しいものがあった。

　賢さかしらな多弁で煙に巻く類ではなさそうだが、噓を言わずとも真実を隠すことはできる。

　ベルトランは内心で笑んだ。大物の予感がしていた。

　王国内に暮らすエベリア人は二種に分類できる。

　一つは、かつての戦乱の中で居付くなり奴隷になるなりした者たちだ。この十数年をそれぞれの歩調で生きており、幸か不幸かはともかく、この地に根差した日常を過ごしている。ベルトラン自身もこちらに属し、配下の手勢の中にもそれは多い。

　もう一つが問題だ。それは休戦後に密入国してきた者たちで、その手段には教会が協力していると推察されている。無論のこと、その目的は諜報活動であろう。

　ベルトランの把握するところでは多くが前線に近いサルマント伯爵領、ペテリウス伯爵領に潜んでおり、次いでユリハルシラ侯爵領と王都とが挙げられる。彼らは地下組織として連携しており、その活動にもまた教会の庇護が感じられた。

　目の前の男はエベリア人を訪ねていると言った。ベルトランがその意味を履き違えるわけもない。教会の紹介もある。この面会には陰謀と工作の臭いが立ち込めている。

「そこもとはあの戦乱に一剣をもって名を成した男だ。その果敢な戦働きは拙者の耳にも届いていた。今は亡き皇太子殿下も、傭兵たちの勇猛さについて賞賛の言葉を残している」

　男の言葉には熱があった。それは密偵らしからぬ密偵とベルトランには感じられた。奇妙な誠実さがある。言動と立ち居振るまいから察するに、このドナルド・コレトスという男は戦場において一線級の騎士だったのではないだろうか。ベルトランがその名を耳にしたことはないが。

　皇太子に近しいといえば近衛軍だ。それは一介の傭兵風情には最も遠い軍でもある。当時のベルトランは目の前の敵を斬ることより他に興味がなかったから、己の記憶を当てにもできなかった。

「武運については敢えて語るまい。しかし志とは人から人へと継がれるものだ」

　誰の武運への言及を避けたものだろう。ベルトランのものか、それとも皇太子のものか、あるいは帝国軍全体のものか。

　ベルトランもまたそれを敢えて確認しなかった。今はただ聞く。

「今この新たなる戦乱の世に臨んで、拙者はこの身にでき得る限りの戦いを為さんと働いている。かつての終わり方に受け入れ難い思いを抱えているからだ。そこもとはどうだろうか？　その身には拙者と同じ火熱が燻くすぶってやしないだろうか？」

　中々に聞かせる弁舌であったから、ベルトランはそれを表彰する思いで、酒杯を掲げてみせた。

　そして飲み干す。それで終いだった。返答はにべもないものとする。

「まるでないな。俺は捕虜となって辛酸を舐めた身だ。王国を恨むとしてもその主体は俺自身にある。帝国のためではないだろうよ」

　そう言ってやると、男は大きく顔を顰しかめた。

　それは憤りではない。双そう眸ぼうには同情と遣る瀬なさがあった。申しわけなさかもしれない。

　つくづく珍しい密偵だった。多様な感情を表して隠すところがない。

　しかしその分だけ使命感は強いのかもしれないとベルトランは思う。

　そして、この男は恐らく負傷兵であるとベルトランは推察した。死の神が支配した殲滅戦……それ以前に前線から退き、あるいは行イク禍マガ原ハラの西にまで戻されたのではないだろうか。

　あの死地に騎士は一人として生き残らなかった。近衛軍などは皆殺しにされたのだから。

「そこもとの物言いから察するに……むしろ帝国を恨んでいるのか？」

「そうではない。興味がないと言っているのだ」

　本音とは短く言い切れてしまうもの。ベルトランは意識して言葉を継ぎ足していった。

「俺はかつて戦場の喧騒の中に刃をやり取りして金を頂戴した。今は川霧の中に刃の商いをして金を頂戴している。言いたいことはわかるかな、誇りと愛国心とに満ちた騎士殿。清流を生きるものたちの浮沈など泥中の虫にとっては他所事だ。知ったことではない。餌を寄こせば働いてやる。それだけだ」

　ベルトランは荒んだ物言いを心掛けた。

　慣れたものだが切り替えが必要なのだ。

　何故ならば、彼は今、心から充実した日々を生きている。人の世の清濁などいかばかりの価値があろうか。神と己との間には唯一無二の道が繫がっていて、踏みしめる一歩一歩に歓喜を伴ともなうのだから。

「そう……か。わかった。そこもとを怒らせるつもりはなかったのだ。相すまん」

　感情を抑制したことが却かえってそれらしく見えたようだった。

　これも主しゅの加護かと心中に笑む。

　ベルトランの心身には常に信仰の愉ゆ悦えつが巡っている。

「謝ることはない。虫の扱いを知ればいいだけだ。騎士殿の前に座っているのは、戦争を養う血流に取り着いているだけの寄生虫なのだよ。あまり眩しく熱してくれるな。これで臆病な性質さ」

　ベルトランは酒瓶を手に持ち突き出した。

　男は杯をチラリと見た後に飲み干し、空の杯でもって注がれる酒を受けた。

　ベルトランは手酌し、互いに無言のまま杯を呷あおった。忠義の男は多感な性質らしかった。

「それで？　帝国の騎士殿は俺にどんな話を持ってきたのかな」

「……船を用意してもらいたい」

　気落ちの中にも未だ熱いものを失わないままで、男はそう告げた。

「荷は軍事に関する全てだ。兵も、馬も、兵糧も、何もかもを運べる手筈を整えてほしい」

「……量によっては手段を選ばないことになるが」

「いかなる手段も合法となる。そういう依頼なのだ、これは」

　低く力の篭る声だった。言っていることの重大さがそうさせるものか。

　この男は帝国軍がアスリア王国領に侵攻した後のことを話している。行禍原を越え、前線二領を蹂躙するだけに留まらず、更に軍を進めるつもりなのだ。

　ベルトランは視線でそれを確認した。

　重々しい頷きが応える。

　ベルトランは深呼吸することでもって初めの感想を示した。

「時期を聞いてもいいものか？　今日明日にもというわけにはいかんぞ、それは」

「夏と秋を越えて、冬だ。この町は新たな春を、今と違った旗の下に迎えることになる」

　帝国軍は大規模な作戦を二季節先に準備している。現在の行禍原は先立っての会戦以前と代わり映えのない状況だというから、何かしら決定的な戦果を挙げる策があるのだろう。

　ベルトランは静かに分析する。

　それは次の会戦での大勝を期してか。それとも別の何かか。あるいは両方か。

　わからなかったが、それはベルトランにとって何ら不安なことではなかった。

　彼は信仰者だ。己のわからぬものの答えを、上位より充分に与えられる立場である。わからぬままでも迷うことなく動ける人間なのだ。

　だから、赤心から無関心な返答ができる。

「春の終わりに次の春の話か……事が事だけに、気が早いとは言えんのかな？」

「……準備は整うか？」

　男の声にはハッキリと落胆が混じった。次第次第に前のめりになっていた身体を溜息と共に正す様子にもそれがわかる。

　ベルトランは気付かぬふりをして、しかし酒杯の裏に笑んでいた。

　どうやらこの密偵は工作員である以上に熱意の勧誘者であったらしい。

　王国内のエベリア人を訪ねている、とはそういう意味合いの言葉だったのかと納得する。密偵への指示や諜報網の調整ではなかったようだ。

「整う。しかし確実を期すならば手勢を増やしたいところだな。少数精鋭であることが我が屋の方針だが、規模のために手段を選ばぬとなれば話は別だ」

「それも道理か。人と金、どちらが望みだ？」

「奴隷商人に伝手がある。金の方が色々と都合がいいだろうよ」

「なるほど……そうだな。一人でも多くを拾ってやってくれ」

　男は思いを込めて言った。

　ベルトランは承諾を答えつつ、この人情家の密偵を物珍しげに眺めた。

　言外に託されたものがあった。エベリア人戦争捕虜の救済である。

　昨年の秋に一本の矢によって始まった両国の戦争は、〝一矢二亡〟の言葉のままに、多くの人間に災いをもたらし続けている。

　数えるほどの栄光の背景には無数の不幸が積み重なっているのだ。

　見えなくなるものの代表は死者であり、見えてくるものの代表は戦争捕虜であろう。

　強制労働と奴隷化。ベルトランも体験したことだ。

　そんなベルトランの境遇を思ってか、男は感に堪えないという眼差しで口元を引き締めている。

　好きなように思わせておけばいい……ベルトランは無言で酒杯を重ねた。

　後はもう金の受け渡しの他に話すこともない。多くを語れば綻びも出るものだ。

「……帝国に家族はいるのだろうか？」

　最後に男はそう尋ねてきたが、それはどこか悲しげで、万が一にも人質にすることを目的としていないように聞こえた。作ってそう話しているのならば恐るべきものだが、顔に隠しきれず浮かぶ安堵が演技でないことを証明してしまっている。余程、刃の潜む座敷は堪えたらしい。

「孤児だ。珍しいことでもあるまい」

「そうか……いや、詮なきことを聞いた。御免」

　夜闇の奥へと男は消えていった。右足の動きが悪くヒョコヒョコと上下する歩みだったが、決して振り返ることのない背中には静かな威風があった。

　それは騎士の後姿だ。仕えるべき主と果たすべき主命とを抱えた誇りある姿だ。

　見送る。尾行はつけなかった。つけるまでもなかったからだ。

　この町のどこに行こうとも端々にベルトランの耳目がある。果物をほおばる童にも、魚を干す老婆にも、門に立つ衛兵にも、どこにでも糸が繫がっている。金銭色のそれを伝って多くが集まる。

　ヘルレヴィ領全域に勢力を持つベルトランにとって、この大町を掌握することなど雑作もないことだ。ましてや教会の協力すらある。

「ドナルド・コレトス……か」

　ベルトランは男の名を口にしてみた。

　いずれ斬ることになるかもしれない。漠然とそんな予感を覚えた。

　死を知り、死を恐れつつ、死の間際を行動する……そういう気骨ある男へ死を与えることもまた、ベルトランの仕事だ。

　小さく虫の音が聞こえていた。夏の盛りには川べりの草むらなどが毎夜盛大なこととなる。

　しかし始まりは独奏なのだ。密やかに妖しく、惹き込むような強弱で響く。

　その後何匹もが奏で始めようとも、それらの音に隠れようとも、今響くこの音色こそが夏を呼んだ音となるのだ。だから魔力を帯びる。聴くものを酔わせる。

　ベルトランは近づいてくるものの気配を感じていた。

　戦乱はその賑やかさを減ずることなく、より力強くなっていくようだ。

　嵐となるのだ。

　大陸に生きるものは再び試されようとしている。

　今度は誰が死に、誰が生き残るものか。

　ベルトランは胸が躍った。

　死の時代とは、つまるところ、彼の主の時代ということだから。

　喜びがあった。

　彼個人の生死など取るに足らないところでもって、時代が確かに加速していた。





◆第四十一話　陰を先んずれば陰を知る




　カツリカツリと音がする。それは時代の足音であろうか。

　大雑把に見て、この大陸は大門の形を成している。西の柱はエベリア帝国であり、領土を南北に西龍河が流れていて柱の芯となっている。東の柱はアスリア王国であり、領土の南北を流れているのは東龍河だ。互いに中央南寄りに首都を置いている点も似ている。

　両柱の間には二つの原がある。

　北部の原は行イク禍マガ原ハラだ。変化に富む広大な原野は幾多の会戦が行われた戦場であり、両国の北部と併せて北を天境山脈に蓋されている形だ。

　その向こうには大氷原が人間の営みを否定する世界を広げている。それがどこまで続くものかは人の知るところではないが、少なくとも季節ある世界と同等かそれ以上の面積が、ただ凍れる土地として続いているようだ。

　南部の原は紫雲海だ。波高く潮流の不規則な魔の海原であり、どんなにか堅牢な船を建造しようとも沖に出て一昼夜と無事にはいられない海だ。巨大な海獣がいるとも、船を搦め捕る大海藻があるとも、浮かぶ何物をも許さぬ無限の泡沫うたかたが湧くとも言われている。

　唯一、聖杯島付近のみが特殊船で航海することが可能で、東西両柱の南端との間に辛うじて海上の道を見出している。

　国は二つきり。使える征路は一つきり。外洋の先には陸地の有無もわかりやしない。

　人の世界の限界は知れていた。つまるところ人の営みの限界もまた知れている。

　世界全図を羊皮の大紙の上に見やりながら、その男は腹の底からの吐息を噴き出した。

　白髪と白髭に縁どられた皺しわ多き顔には猛もう禽きん類の如き両眼が煌々としている。表情は険しい。眉間の皺などは凍りついたものか平たく戻る気配すらない。

　男の名はライムンド。エベリア帝国の皇帝である。

　豪ごう奢しゃな執務室の中で微動だにせず、帝国の国旗を背に机上の地図を見下ろす。飽くこともなく、さりとて楽しげにでもなく、そこに救われ難い債務でも示されているかのようにして、睨む。

　人間社会の半分を支配する彼にとって、その地図は憤ふん懣まんやるかたない何かであった。

　視界を部屋の中へと戻した時、未だに鳴りやまない音の正体が知れた。カツリカツリと繰り返されるそれは執務室の扉から発せられている。

　ライムンドが『入れ』と告げたならば、それはやんで一人の青年が入室してきた。

「失礼いたします。父上」

「……うむ」

　ライムンドは皇帝たる己を父上と呼ぶ者を見やった。

　線の細い柔和な印象がまずあり、次いで公私の分別もつかない幼さが舌に残る甘味のように香り立つ。出会った頃の皇妃の面立ちによく似ていて、この息子が戦場に立つ姿がどうしても想像できない。

　イスマエル。今や唯一人となったライムンドの子である。

「出発を前にご挨拶に伺いました。これより北へ発ちまして、この夏を北辺で過ごしたる後、秋に帝都へと戻ります。実りある報告をできますよう、頑張って参りますね！」

「そうか……〝幻魔森〟に立ち入る際は充分に気をつけよ。お前は夢中になると周囲が見えていないことが多々ある」

「また私を子供扱いして……大丈夫ですとも。これでも名手を自負しています。きっと七色の成果を挙げてみせますよ、私は」

　嬉しげに笑んで、イスマエルは執務室より退出していった。

　ライムンドはその姿を最後まで見送った後、長く静かに息を吐く。それには幸せの成分が含まれていたようで、吐き切った彼には苦々しげな顔が残るばかりだ。

　彼の息子は……帝位継承権第一位たるイスマエルは、笑顔で北へと旅立つ。多くの護衛を伴ともない、充分な財貨と時間とを使い戦争とは無関係のある事を為すために。充実した日々を送るために。

　北の森林での昆虫採集。それが旅の目的だ。

　天境山脈の麓より鬱蒼と広がる魔の密林地帯、幻魔森。奥に分け入ったならば戻ることの叶わない人外の地だが、外周付近は比較的安全で、特殊な生態系の片鱗を覗くことができる。他に見られない昆虫も多く、そのことでイスマエルは長く興味を募らせてきた。

　そんな彼の元へ辺境の民より情報が寄せられた。薪まき拾いに森へ入った童が、木々の合間を幻灯のように光りつつ飛ぶ七色蝶を目撃したというのだ。

　イスマエルは驚喜した。是非ともそれを捕らえたいとライムンドへ乞い願い、それは許されて此度の仕儀となる。ひと夏を北辺の村で過ごす旅だ。イスマエルが捕虫網を手に笑顔で過ごす夏の日々……ライムンドはそれを容易に想像することができた。

　美しい光景を欲していた。夢のような光景を。

　それを過ごす者が自分でなくともいいのだ。ただ、そんな光景が人の世界に現れるだけでいい。

　ライムンドは瞼まぶたの裏にそれを夢想して、束の間の寛くつろぎへと心を遊ばせていた。再びの音に起こされるまでは。

　ガツガツと、今度のそれは力強い現実の響きを持っていた。

「失礼いたします。ドナルド・コレトス、只今帰還いたしました」

「うむ、よくぞ戻った」

　足を引きずるようにして入室したその男は、威儀を正して直立不動の態をとった。寸分の乱れもなく着込んだ騎士服は勇壮であり、腰に下げた長剣はこの場においても帯剣を許された身の特別を示している。

　この初老の騎士こそはライムンドの股肱の臣だ。成人する以前からの側仕えである。

　かつての戦乱では行禍原の大会戦を轡を並べて駆けた。その後ライムンドは後備えとして帝国領に留まったが、ドナルドは近衛軍に参加してアスリア王国へと赴いている。

　王国領北部を平らげ、そこから南へ向かったところで激戦の中、足に大怪我を負った。今は〝陸水面〟と俗称される辺りでのことだ。

　護るべきを護ったことで受けた戦傷であるから、ライムンドはそれを名誉の負傷と思う。

「ご報告申し上げます。アスリア王国における諜報活動は第二段階に入り、王国内の残存エベリア人有志による挺身隊は各所に恙なく組織されました。進軍経路としては三路の内の一路が良、一路が可、一路が不可と相見定めましてございます」

　前線で戦う能力を失ってなお、その身を粉にして働く騎士の報告。ライムンドはその忠義を当然のものとは考えていない。

　ドナルドは特別だった。肩書きとしては一介の騎士に過ぎないが、己の半身の如き存在である。

「挺身隊の規模はいかほどとなったか」

「は。主要な町にはそれぞれ三十人から五十人が機会を待っております。領城内部への潜伏は叶いませんでしたが、町の外門を開くことおよび市街への放火や騒乱誘導については効果を見込めるものと思われます」

「それなりの人数であるな……全てがエベリア人か？」

「いえ、地元の悪党の類を金で手懐けたものにございます。こちらの素性は知らせておりませんから、それと知らずに住まう国に仇為すことと相成りましょう」

「繫がりを気取られてはおらぬな？」

「複数の仲介を通し、個々別個に接触しております。事の起こるまで己が数十人の中の一人であることにも気付かぬものと思われますが……」

　きっぱりと答えていたドナルドであるが、話の最後に言葉尻を濁してみせた。そこに微かな後悔を察し、ライムンドは眼差しをもって先を促した。

「唯一、水運に影響力を持つ川賊、沙磨屋についてのみは、私が帝国騎士であると告げた上で協力を承諾させております。本来であれば挺身隊に組み込む予定もあったのですが、叶わず」

「ふむ……エベリア人ではあるのだな？」

「かつて帝国軍の傭兵部隊にて名を上げた者にございます。そして……最後の戦いにも参加し、戦争捕虜となった者とか」

　ライムンドはすぐには返事をできなかった。胸の疼うずきが息を詰まらせる。

　最後の戦いとは、即ちライムンドが次代皇帝と見込んだ息子を失った戦いのことである。

　親の欲目もあろうが、見惚れるほどの男だった。覇気があり、軍才に富み、そして万人を惹き付ける資質を持っていた。ライムンドをしてアスリア王国侵攻軍の全権を委ねることに何の躊躇ためらいも感じさせなかった。それほどの大器だったのだ。

　その息子は魔人の手により葬られてしまった。勇者を討ったことはさすがの戦いぶりであったが、まるで魔法のように殺戮の風が吹いて、帝国の未来を担う宝玉は砕かれてしまった。

　悪夢だった。実際、ライムンドは今でも夢に見る。

　彼在りし日々の輝きと、彼失いし日々の暗闇と、その落差は絶望的に思えた。

　代われるものならば代わりたかった。可能ならば今からでも代わってやりたい。

　この十五年、ライムンドはそんな悲嘆に取り憑かれたままに生きてきた。今この瞬間もその暗黒は胸中にわだかまっており、それはもう墓場まで伴ともない行くものと悟っている。

　疼きが消える時は死す時だ。

「……そうか。話を聞きたいものだが」

　万感の思いを込めて、ライムンドはそんな言葉を口にした。会うことなどないと知っている。実際に会ったとしても、間違ってもその時の話などはさせないだろう。

　ライムンドの〝傷〟は深く深く心の深奥にまで届いている。触れて揺すれば今でも新鮮な血を吐き出すだろう。

「彼の者は国家に関わることを厭いとい、虚無に身を浸しているようでもありました。それを察することのできなかった私の迂う闊かつを悔いるばかりにございます」

　ドナルドの言葉はライムンドに苦味を生じさせた。

　何故ならそれこそが彼の本心に近いからだ。

　国家の行く末に苦心するなど虚しい……ともすれば心中より生じてくるその思いは、否定のしようもなく、ライムンドの本心であった。

　しかし、彼は皇帝である。川賊の頭領とは背負っている物が量においても質においても異なる。

　絶望を抱えようとも果たすべき巨大な責務というものがあり、そのために余命を燃やし尽くすより他に生きる意味を持っていない。

　ライムンドはまだ死ぬことを己に許していない。王国を滅ぼさなければならない。

「これは三路の内の良とした水路に関わることでもありますが、彼の者には侵攻軍を支えるに充分な働きを期待できるものと存じます。教会の工作活動に協力してきた実績があり、また、悪党の中にあっても頭抜けた実力を持っていることは間違いありません。払う金次第で多くを働きましょう」

　ドナルドの説明に、ライムンドは頷く前に確認した。

「教会には真意を明かしておらぬな？」

「は。あくまでも情報収集が主目的であるよう体裁を整えましてございます。物流についてはやがて侵攻の暁あかつきには協力するよう各所に要請いたしましたが、これはむしろ要請しない方が不自然となりましょう。開戦の目的が王国への侵攻であることは明らかなのですから」

「うむ。精々それらしい動きを教会には見せておけ」

　ライムンドは教会を信じていなかった。先の前哨戦における砦焼失なども直近の例だが、かつての戦乱における教会の動きには不審な点が多過ぎたからだ。

　行禍原における大会戦。ライムンドの親征となったそれを教会は中立の立場で受け入れていた。

　その時点では傍観者であり、どちらの味方をする素振りもなかったのだ。

　態度が急変したのは、帝国が大会戦に勝利し王国領へと侵攻軍を雪崩れ込ませた後のことだ。急に王国への協力姿勢を示し始め、それは帝国が勝利を重ねるごとに露骨になっていった。

　決定的な行為となったのが、〝勇者の聖定〟だ。

　王国南部に奇跡の瑞光ありと大々的に発表した後、どこからか見出した一人の若者を聖定の勇者であると宣言した。そして聖杯騎士団を派兵したのである。勇者に率いられてこその騎士団であるとして。

　そのことで王国軍は持ち直した。勇者が王国に味方し帝国と戦ったからである。

　亡国の瀬戸際であったところを押し返していって、そして最後の戦いへと至るのだ。

　ライムンドは今も思う。帝国軍が勇者を狙ったことは正しかった。教会の大義名分が勇者という特異な存在に拠るのだとすれば、それを討ちさえすればいい。それで優勢を取り戻せたはずだ。

　もしもサロモンなどという虐殺者が現れなければ、勇者を討ったその後、帝国軍は王国の息の根を止めていただろう。この人間世界にはエベリア帝国のみが唯一の国家として在り、ライムンドはそれを見届けて退位していただろう……彼在りし日々の先に思い描く理想の光景だ。

「水路はよし。他の二路について聞こう」

　再びの疼きを嫌い、ライムンドはドナルドへ報告を催促した。

　美しすぎる夢想は現実の悲惨を辛く耐え難いものへと悪化させる。

　今はその時ではなかった。

「ヘルレヴィ領を通る陸路は可と見ましてございます。一見したところ物流は整然として管理の行き届いた様子に見えますが、実のところそれは民間の働きに支えられている割合が多く、これは利をもって介入できることを意味します。事実、川賊が強奪品を秘密裏に横流ししているのはこちらなのです」

　無言で頷く。商家が時に国家の枠組みを超えたがることは国の東西を問わない真実だ。

　それはライムンドもよくよく承知していることであり、その利用価値についても弁わきまえていた。

「ユリハルシラ領を通る陸路については、これを不可と見ます。開戦に前後して前線への補給路を整備し、交通規制を強化しております。これは件の騎士団が前線へ常駐していることと無関係ではないと思われます」

　ドナルドが騎士団の固有名をぼかしたことで、却かえってライムンドは意識を刺激された。

　そう仕向けられたのだろう。そしてそれは苦々しい思いをライムンドに抱かせた。

　あのユリハルシラ侯爵が養う精鋭の騎士団……四剣方形の軍旗をたなびかせるは剣角騎士団だ。

　かつても存在し、今もまたその精強さを失っていない。前哨戦においても快勝し、先の行禍原会戦においても秩序だって後退した数少ない部隊の内の一つだ。

　そして、この新たなる戦乱において絶えず彼らと戦っている集団がある。千五百騎の軽騎兵からなる一個増強大隊だ。指揮する者の名は忘れようにも忘れられないものとしてライムンドの胸に刻まれている。

　理屈ではわかっているのだ。しかし疼く絶望が承服させない。

　だからドナルドのその提案に対し、ライムンドは沈黙をもって答えを保留した。

　己の狭量であることも、八つ当たりであることも、立場らしからぬ固執であることも理解していた。それでも即答できないのだ。頷けないのだ。ライムンドは苦しかった。

「陛下、テレンシオ・バルセロ帝軍中佐に更なる兵権をお与え下さい。不可の陸路を可にも良にもしてのける者は、彼より他に誰もおりません」

　答えられなかった。しかしライムンドは考えることは放棄しなかった。





◆第四十二話　戦争の夏に蛇を放つ者は




「話が見えないな……どうして俺の部隊が増員されることになる」

　用兵の達人と言えど困惑すればこのように話すものか……バルセロの様子を見ながら、ドナルドはそれを興味深く思った。

　一人の武人としても、一軍の将としても、ドナルドはバルセロに及ばない。

　戦場で彼にこんな表情をさせられる男などいやしないだろう。

　いや、過去には一人だけいたものだが、もういない。

　火の中に消えるとはどのような気分であるものか。

　ドナルドは焚き火の橙だいだい色いろの中にその答えを求めたが、風向きから煙を浴びてしまい、目に涙を浮かべることとなった。

　軽く頭を振って周囲を見渡す。

　無惨な有り様を見せる砦を傍かたわらにして、幾つもの天幕が千人を超える軍人たちの住まいとなっている。

　行イク禍マガ原ハラ会戦に先立って焼き落とされた帝国軍前線砦。

　再建されないままに放置されたそれに寄り添う形で、テレンシオ・バルセロ帝軍中佐の軽騎兵大隊は駐屯していた。

　ここの守備につけば補給に色がつくという話だからそれが目的か。それとも、隊員が言っていたように、この焼け跡に何某なにがしか思うところがあるためか。ドナルドはゆっくりと思考しながら、その視線を稀有の実力を持つ軍人へと戻した。

「……説明はないのか」

「いや、すまん、少々呆けた。顔を温められたからかな」

　思考を飛ばしていた間が彼を焦らしてしまったらしい。

　ドナルドはゴワゴワと乾いた両手で顔を揉みしだき、こすった。

　仄ほのかに眠気もあった。このところは大陸を狭く使っており、疲れもする。

「何、陛下もお主の実力は承知しているということだ。この危急の時にあって帝国軍の最精鋭とも目される軽騎兵を無為に遊ばせておく余裕などあるわけもなかろう」

「言ってくれるな。俺は充分に仕事をこなしている」

「剣角騎士団を封じ込めていることは確かに見事。しかしお主の本領を発揮しているわけでもあるまい。こうして老兵を相手に火など用意する余裕が証拠よ」

「……古馴染みだからと歓待してやれば、これだ。まったく」

　面白くもなさそうな顔でバルセロは火箸を用いた。

　火の中から鉄の閉じ箱を引きずり出し、それを箸先で器用に開いた。湯気を吐いた後に残ったのは芋と野菜である。そこへ壺から塩を振って、ズイとドナルドの足元へ押しやってきた。

　ドナルドは木箸で根菜を切り分け、食はんだ。

　素朴な旨みが口内に熱く広がる。肉でも酒でもなくこれを出してくる心情を慮おもんぱかった。くすぐったい温かさだった。

「一先ずは五百騎を追加する。これまでは一個増強大隊という形であったが、これで二個大隊の扱いとなるから支給品の量と品目が増えるぞ。バルセロ騎兵連隊の誕生というわけだな」

「全て騎兵で揃えていいのか」

「無論だ。どうしてバルセロの武名を冠する部隊に歩兵を混ぜようか。軽騎兵としての兵装はもう用意させてある」

「馬は？」

「私の目利きだがとりあえず八百頭ほどを準備した。そこから選えり抜くといい。残りについても替え馬として使うのならば引き渡す。お主の場合、ただ渡したのでは売り払われかねないからな。軍において十頭売って名馬一頭を得るなど常識的なことではないのだ」

　困ったことだと首を振ってみせれば、バルセロも伏せた顔の内に笑みを浮かべたようだ。

　そういう前科のある男である。吝りん嗇しょくをもって生活の流儀とするくせに、自部隊の戦力向上のためにしばしば無茶な金の使い方をしては周囲を驚かせた。

「二千騎でどこまでやれる、バルセロ中佐」

「……剣角騎士団を討つことはできる。しかし損害は大きいものとなるだろう」

「では討たなくていい。今まで通りにあしらっておけば充分だ。しかし別のわかりやすい戦果がいる」

「それが増員の条件か」

「昇進の条件だ。お主はこの夏を駆けずり回って、秋には帝軍大佐の地位に戻らねばならん」

　強い意思を込めた言葉はどう届き、どう響いたものか。バルセロはその面に光と影とを揺らせて身じろぎもしなかった。戦場に敵対したならば恐るべきその眼差しは、この場にあっても研ぎ澄まされた刃のような迫力を感じさせる。

　ドナルドは息を整えつつそれを受け止め続けた。

「俺は……再び三千騎を率いることができるのか？」

「そうだ。そのために私が動いている」

　言いつつ、ドナルドは野菜を取って口に放り込んだ。まだ充分に熱いまま食べてしまいたかった。額に汗が流れるが構わず次を食べる。そうやって顔を上げないままにしばらくを過ごした。

　バルセロからは何もない。言葉もなく、恐らくは眼差しも向けられていまい。

　ドナルドもバルセロを見ない。

　一人の武将が十数年の時間を越えて思いを馳せるのならば、そこには余人の理解を超える様々が在って当然だ。そこには他人が覗いてはならぬ熱情が在って当然だ。それを慮ることもせずに、どうして武を語らうことができようか。

　荒い塩気と野菜の水気と、そのどちらもに腹を満たされて、ドナルドは息を吐いた。

　おもむろに焚き火に枝を向ける。

　炎の形を整える。

　あるいは火の前であったなら……そう思うものがあった。

　人は火を前にすると本質が浮かび上がる。光と熱との捉えようもない連続は心の深奥へ働きかける魔力を持っている。ドナルドはそう信じていたし、教会がそれを〝拝火〟として特別視していることも知っていた。わかる話だった。

　ドナルドが思い返したのは、チトガ大町に出会った元傭兵の男のことだった。緑色の頭巾を被り、静かな佇まいの裏に狂気を抱えた剣士。

　腕も立つだろうが、兵法家としての強い弱いとは別のところでドナルドは気圧されるものを感じたものだ。その正体を摑みきれなかったことが勧誘の失敗であったように思う。

　緑巾の男が身にまとっていた虚無の気配……あの不気味さは何だったのだろうか。

　ドナルドは未だにそれがわからない。

　口をついて出るのは自虐的な言葉であったり、国家権力の軽視であったりしたが、根っこのところでは何もかもに価値を見出していない空虚さがあった。そのくせ奇妙に悦を秘める。

　騙す者の冷笑でも憤る者の嘲ちょう笑しょうでもなく、ドナルドには理解できない何某なにがしかの笑みを持つに違いない。

　ある種の化け物にも思えた。裏社会に群を抜く存在とはそういった者なのだろうか。

　ドナルドは小さく震えを覚え、それが火熱に慰められることを感じていた。

　欠片の栄光もない世界は骨身が冷える、そう解してもドナルドの働きどころは変わらない。

　彼はまだ忠節を尽くしきっていない。

「我が帝国には良将が育ってきたが、それでも往年の力には及ばない。陛下もそれは理解しておいでだ。帝国軍は人材の面で脆弱と言わざるを得ない」

　頃合を見計らって、ドナルドは言葉を紡ぎ始めた。

　バルセロは静かに聞いているようだ。

「前哨戦における損害も痛い。この場で言うのも薄情なことだが、砦を焼失したことはさして問題ではない。人だ。帝国軍は長大な戦線を維持することがより困難になってしまった……」

　ドナルドの言葉には溜息が混じった。軍の精鋭で全てを揃えられるわけもなし、前軍を支える後軍にはそれ相応の人材というものが配されている。それを無視できないほどに討たれてしまった上、王国の王族を冠する部隊に名を成さしめてしまったことは痛恨だった。

「先にも言ったが、お主ほどの男を遊ばせておくわけにはいかない。帝軍大佐への昇進は最低限のことだ。私はお主に可能な限り大きな兵権を持たせたいと考えている」

「……随分と見込まれたものだな」

「遊撃軍が必要なのだ。独自の判断で効果的に動くためには才能だけでなく経験が必須だが、それこそが新生帝国軍に最も欠けているものだ。会戦のための戦力は整っているのだが」

　ドナルドは脳裏に一人の女性を思い浮かべた。帝国で最も有名な女性騎士であるところのベルタ・イグナシオだ。彼女とその指揮下にある黄金剣騎士団とは会戦のために用意された、会戦に特化した戦力である。大軍の中の華として、勝利の象徴として、戦意高揚の要として、命を燃やすような戦いを期待されている。

　それはかつて皇太子と近衛軍が担った役割だ。

　今、その再現をすることは不可能である。

　帝国は皇帝唯一の子であるイスマエルを失うわけにはいかないし、そもそも彼には軍を率いる才は皆無だ。新生近衛軍については調練も進んでいるが、これは最後の切り札とされていた。今の段階で摩耗させるわけにはいかない戦力だった。

　我ながら酷こく薄はくなことを考えているとドナルドは内心に自嘲する。

　皇帝と彼とが練りに練った侵攻作戦の中にあって、ベルタと黄金騎士団は完全な消耗品だ。

　特にベルタについては冷酷で、生死を問わず英雄として扱われることが決定事項となっている。生きて勝ち続けても良し、死んで象徴となっても良しということだ。彼女もそれは承知している。

　それでいてなお示される高潔には、偽りから生じた真実とでも言うべきか、真の英雄の精神があるとドナルドは感じていた。

　見ればバルセロもまた誰かを思っている風である。あるいは同じ人物のことかもしれないとドナルドは思った。バルセロとベルタとの間には交友があると知っていた。

「……次の会戦は秋以降か」

「そうだ。しかしそこにお主は参加しない」

　火の中に木が小さく弾けた。炎の形が変わるが、どちらもそれを整えようとしなかった。

「剣角騎士団をどうするつもりだ」

「どうともせんよ。会戦に出てくるならば何れかの部隊が相対すだろうし、出てこないようであれば引きずり出すこともない。いずれにせよ討つのがお主である必要はない。お主に討ってもらいたい相手は別にいるからだ」

　視線が交差し、それはどこか刀剣の間合いにも似ていた。

「……聞こう」

「ユリハルシラ侯爵領領軍の全てだ」

　バチリ、と今度は大きく火が鳴った。炎がばらけて土の焼ける臭いが漂った。

　俄にわかに明るさを増した中にあって二人は共に身動きをすることもない。

　バルセロの目が煌々と光を発していた。刃が刃先の鋭さを向けているかのようだ。

　ドナルドは歯を食いしばった。

「正気を疑う発言だな」

　静かな声だった。

　しかしその内に秘められた何かがドナルドの胆を冷やす。

　刃が体を貫くような感触だった。見えない剣でも振るわれたのかもしれない。

「聞かなかったことにしよう」

「そうはいかんぞ、バルセロ中佐。これは必要なことなのだ」

　グッと下腹に力を込めて、ドナルドは言葉を発した。戦いを挑む心持ちだった。

「お主が大佐に昇進するその時、帝国軍は新たに三千騎をお主に預けるだろう。その全てにお主は調練を施し、次の戦場へはその中から千騎を選んで連れて行くことになる」

　バルセロの困惑が伝わってきた。ドナルドの言葉の意味をどう解釈したものか決めかねている様子が表情に見て取れる。細めた目が何かを見極めようとしている。

　ドナルドは口の端を笑みの形にしてやった。

「心配するな。その時点におけるお主の連隊を奪おうと言うのではない。ましてやそんなことをした上で千騎のみで戦えなどと言うわけがない。私はお主に充分な力を振るってほしい。本領を発揮してほしいと言っているだろう」

　理解の色が広がっていくその顔に向かって、告げる。

「そうだ。ただの足し算だよ。バルセロ騎兵連隊二千騎に対し、新たに三千騎を加えるだろうと言っている。大佐となったお主は三千騎を率いて戦場へ出るが、その後方には二千騎の予備兵を抱えることになるのだ。充分に調練を施した二千騎をな」

　無茶なことを言っていた。だが、その無茶を通すために様々に動いているのがドナルドだった。

　皇帝ライムンドがバルセロという軍人に対して抱く名状し難い思いは、その煩悶は、もはや解消を期待できるものではない。それならばと苦心苦慮を重ねていた。

「……何故、そうも面妖な真似をする」

「年内にもお主を帝軍准将に昇進させたいからだ」

「何、だと……？」

「そうなれば五千騎を指揮することができる。そしてその五千騎は数だけ揃えればいいというものではない。即戦力でなければならない。大佐でいる期間はごく短いものとなるだろう。お主を必要とする戦場はすぐに訪れるからだ」

　細められていたバルセロの目は、今や逆に大きく見開かれていた。

　ドナルドは奇妙な満足感を覚えた。用兵の達人にかくも多様な表情を生じさせたことは、目立った武功もないドナルドにとって勲章のように思えたのだ。

　これは彼にしかできない仕事だった。皇帝ライムンドの心情を深く知り、また、バルセロという男の軍才をも知る自分だけができる仕事だ。

　偉大な男たちの間に立って、そのどちらもの力を発揮させるのだ。これほどに喜ばしい仕事が他にあるだろうか。そのためになら幾らでも汚泥の沼を泳ぐ覚悟があった。

「バルセロ騎兵旅団が生まれることを私は切望している」

　熱い思いを込めてそう言い放った。

「そしてその旅団の任務こそが、ユリハルシラ領における独立遊撃戦なのだ。それが可能な将軍はお主しかいないと考えている。持てる能力の全てを発揮してもらいたい」

　焚き火の熱量は減じていた。

　しかしドナルドは己の体が火照るのを感じていた。

　夏が始まる。

　この夏が両国の命運を占うものになることを、ドナルドは確信していた。





◆第四十三話　いざや調練三昧の日々を




　強い日差しを受けて野に風となる。大気の清涼を覚えつつも見渡すこと広し。ひるがえる軍旗の敵味方は紅白の簡便な色で区別されている。

　あちらもこちらも共に千騎。手には槍を模した木の棒があり、その穂先は竹束の模造品だ。

　やや軽く戦意も乗せにくいが、しかし……アクセリ・アーネルは馬上に笑む。

　クスター率いる馬賊との再戦だ。

　アクセリだけではない。彼の率いる軽騎兵の中には元ヘルレヴィ領軍騎兵隊の者もおり、彼らにとっても再戦だ。一度は命のやり取りをした間柄である。奮い立つものがあって当たり前だった。

「各騎、打つよりも駆け抜けることを心掛けよ！　次の丘を越えたら仕掛ける！」

　意図して緩めている速度を溜めに溜め、丘を下り坂としたところで一気に加速した。

　アクセリを先頭に右へ鋭く旋回していく。千騎が流星のように迫る先にはクスターら千騎の姿がある。右手やや後ろを並走していたのだ。

「貫け！」

　勢いのままに突き出した竹の槍先は、何ものに当たることもなかった。

　アクセリの前方には視界が開けていた。

　クスターらが変化したのだ。前半分五百騎は加速して後ろにアクセリをやり過ごし、後ろ半分五百騎はアクセリら同様右へ旋回することで激突を避けたようだ。

　アクセリは二手に分かれた相手を素早く見定めた。クスターは前半分の中にいる。

「右手の集団を追う！　後列は迎撃用意！」

　クスターの用兵は速度の中に変幻自在を実現する。

　アクセリはそれに同様の変化で対応することを放棄していた。それでは練度の差が露骨に表れると判断したからだ。以前の対決では対応しきれるものと油断したところに急変化の分離攻撃をもらっている。同じ過ちを繰り返すわけもない。

　後ろ半分であった五百騎に迫る。距離はジリジリと縮まっているようだ。

　アクセリら千騎の後ろにはクスターを含む五百騎がついている。奇妙な縦列ができた形だ。

「後列、僅かに減速しつつ背面斜形陣！　前列は最速で駆けるぞ！」

　アクセリは隊を分けた。後ろ五百騎には右上から左下へと至る斜線の隊形を取らせる。

　それは追いすがるクスターに右への旋回を誘いつつも勢いに蓋をするだろう。

　この相対速度では突破することは叶うまいという判断だ。

　自らは五百騎を率いて前方へ加速した。

　それと察してか相手も加速し、縮まりかけた距離がまた開いた。

　縮まるのが止まったのではない。開くのだ。

　何故ならアクセリらの加速は短時間のものでしかない。馬列を左へ振って、逆に減速したのだ。

　今、この瞬間に、前方の五百騎は機動戦闘の間合いから外れた。

　それはアクセリが千騎でもってクスターの五百騎を相手にできるという意味である。

　アクセリの右手に斜形陣が駆けていく。広がってもその砂さ塵じんは小さなものであったが、それでも僅かに目を眩ませられたならいい。

　その間にアクセリはクスターの左手に並走して現れるのだ。

　そして右へ旋回して再び衝かんとする。もう分かれて逃れることは叶うまい。

　敵の目を眩ませての分離攻撃……そう、これはかつてクスターより受けた痛撃をアクセリなりに再構築した戦術だ。しかも瞬間的とはいえ相手に倍する数で当たることができる。決まれば決定的な打撃を与えられるだろう。

　しかし、決まらなかった。斜形陣は機能し、前に退路はなかった。

　アクセリの旋回も鋭かった。

　だが、クスターら五百騎は開いた右側へとこれまでにない速度で駆け去ったのである。その先には前方の五百騎も駆けていて、合流して再びの千騎となり丘の上へと駆け上がっていった。

　アクセリは追えなかった。あの速度で丘を上がるための体力が馬に残されていなかった。

　速度を減じつつこちらも合流して千騎の馬列を流す。

　クスターらは馬を止めてすらいるようだ。

　あちらは高所にあり、こちらは低所である。

　アクセリは逆落としを恐れて隊を止められない。

　そら、来た。恐るべき投槍のような逆落としが来襲する。

　アクセリの隊にはそれを振り切るだけの力がない。

　尻を向けて逃げても被害が出るし、分離してみたところでいずれかを狙われ崩される。

　被害を最小限に抑える舵取りが迫られていた。

「各騎、中隊単位での行動を用意せよ！」

　アクセリは逆落としに尻を向けて千騎を駆けさせた。相対速度を少しでも減らし、しかも殿の二百五十騎を用意して逆撃を狙う腹づもりだ。一個中隊に被害を収束させ、残りの三個中隊でその広がりを抑えるための打撃を行うのだ。

　その目論見は、クスターに読まれたようだ。

　クスターは隊を三つに割った。

　中央が被害担当の中隊へと襲い掛かり、左右が未だ充分に反撃の用意の整わない中隊へとそれぞれ向かう。先刻を逆にした状況だ。

　アクセリを含む先頭中隊二百五十騎がこの瞬間に間合いから浮いてしまった。

　今三箇所における彼我の戦力差は五十騎以上である上に追われる形だ。

「第四中隊、奮闘せよ！　第三中隊までは合流せよ！」

　アクセリは殿の中隊を囮おとりとした。已むなき選択だ。

　そして三個中隊を右へ旋回させて相手の右側三百三十騎余りを狙う。こちらは合流して七百五十騎という数だ。倍であれば充分な打撃を与えられる。その戦果でもって囮とした中隊の被害を贖あがなううことを狙ったのだ。

　そしてその狙いは叶うことがなかった。

　クスターが隊を三つに分けたのは擬態だったのだ。三個中隊を狙うつもりなど初めからなかった。三つ首のどれもが殿の中隊を狙っていたのである。

　背後から、右側面から、左側面から、千騎による半包囲攻撃が為されて中隊は瞬またたく間に打たれていく。

　討つ、ではない。打つ、だ。

　この模擬戦では竹束の穂先が胴体か頭に当たれば戦死扱いである。落馬もまた同じだが、それはなるべく避けるよう注意されている。

　結局、殿の中隊は全滅することと相成った。

　そしてそれが切っ掛けとなり、後は敗北への時間を数えていくだけとなる。

　アクセリは様々に隊の生存と反撃とを画策したが、追われる形を崩すこともできないままに半数を打たれた。

　そこで模擬戦は終了する。クスターらの被害は数十騎に留まるものだった。

「参った。一当てしてやろうと思ったのだが」

　下馬したアクセリが言うと、クスターは大真面目な顔で答えた。

「いや、旦那は大したもんだったぜ。馬の質が同じならこうはならなかった」

　勝ち誇るどころか神妙な顔である。

　荒々しく精悍なその顔には敬意すら浮かんでいて、アクセリはそれに笑みを誘われて仕方がなかった。この馬賊の頭領にはどこか人好きのするところがある。

「やはり俺は振り回されていたか」

「ああ、それが最も安全な機動力潰しだからな。わかってたろ？」

「わかっていてどうしようもない、というのは難儀な話だ。動ける内にと勝負をかけてみても空振りだ。あれも馬の力かな」

「そうだよ。俺はずっと温存していたからな。狙い自体はうめぇもんだったが、あのやり取りを丘の上に逃げられちまったら旦那に勝ちはねえや」

「違いない。その後はもう、どう負けるかしか考えてなかった」

「そう考えたからああも長引いたし、こっちもそれなりに打たれたんだろ」

　そう言われて、アクセリはニヤリと笑った。

　打たれた数の十分の一しか打てなかったものだが、このクスターという男はその数をすら評価している。軽騎兵による機動戦闘への大きな自負があるからだ。それでいて嫌味を感じさせない。高い目標意識でもって今も精進を重ねている証拠だろう。

　しかも、と笑みを深くする。アクセリはこの頼もしい同僚に確認した。

「何やら慰められているような気がするが？」

　返答はまず笑みで返された。ニヤリと男らしく笑んでから、クスターは言った。

「そりゃあ、そうだろ。慰めてんだから。俺がマルコ様に射落とされた時にゃ、誰も慰めちゃくれなかったけどな」

　互いに笑い声を上げてから、次の対決の形を打ち合わせる。

　クスターは間違いなく当代有数の軽騎兵戦巧者だ。アクセリは幾らでも学ぶことがあった。

　対決は随時休憩を挟みつつ、夜戦も実施するなどして、何日間にもわたって行われ続けた。

　一度としてアクセリは勝てなかったが、しかし、負けにくくなっていった。引き分けとも言える結果もあった。クスターから軽騎兵でしかできない多くを学びつつ、アクセリはそれをただ模倣するのではなくて、己の中にある様々な兵種の様々な戦術と絡めて発想していく。先の斜形陣も元は歩兵の陣組だ。

　引き出しの多さこそがアクセリの持ち味だった。それは敵を知るということであり、あらゆる状況への対処を可能とする。

　万能であることがアクセリの考える将の理想であった。決定力である必要はない。王の剣や槍になることではなく、王の分身と成り得ることを願っているのだ。

　例えばクスターは軽騎兵に長じるもののオイヴァやヤルッコを使いこなすことはできない。ダニエルのような戦場外の戦いも無理だ。

　しかしアクセリは全てを行える。王の見る大局を覗くことができる。彼は専門家でないことを短所とは捉えていない。

　しかしたった一つだけ、専門家に勝てない点があることも自覚していた。それは速さだ。多くの選択肢を持つがゆえの短所である。それが恐ろしい敗北に直結することもあるのが戦場であり、最も顕著に影響が出るのが軽騎兵による機動戦闘だ。

　アクセリはそういう認識であったから、クスターと対決するこの機会を大いに利用していた。

　三度連続で軽被害に終わったところで、アクセリとクスターの模擬戦は終了した。

　陸水面の中では平坦とも言える丘陵地帯にて戦ったものだが、駐屯地へと戻ってみたならば、そこにはアクセリらと同様にボロボロとなったオイヴァらがいたのである。

「おう、遅かったなあ。こっちも今回は一度上がりだよ、上がり」

　オイヴァとヤルッコもまた、それぞれ歩兵を率いて陸水面で模擬戦闘を行っていた。アクセリらとは逆に、特に困難な地形を選んでの過酷な調練である。竹束剣で打ち合う以前に、行軍の段階で負傷者が出るほどの過酷さだったようだ。












「兵の目つきも変わったが、二人の人相もどこか男らしさを増したようだぞ？」

「嫌味にしか聞こえんわい」

　アクセリの軽口に不貞腐れてみせるのはヤルッコだ。

　どうやら強制的に酒断ちをしたようで、顔の血色だけはいつにも増してよかった。

　しかし後は服装も髭もひどいものだ。聞けば何度も土に埋まったらしい。

　穴を掘るどころか穴に潜むことすらし始めた、親衛団歩兵隊の面々である。

「皆さん、お疲れ様でした。いい調練になったようですね」

　そう微笑むマルコにしても、独自の調練を行ってきた。

　彼に近侍する九十九の騎兵……首に赤布を巻くその者たちを連れて、馬賊の残りの騎兵たちと激しい日々を送ってきたのだ。

　それはあるいは更なる赤布を選抜するための特訓なのかもしれない。

　アクセリは聞かずともそう考えた。

　誰しもが汗と泥と疲労とにベットリと体を汚している。水浴びは順番待ちだ。

　駐屯地全体が常に熱量を放出しているかのような気配がある。

　親衛団は今、その戦力を充実させるために時間を費ついやしている。

　ここには今、五千の兵が存在していた。

　第三王女親衛団として正規に運用が認められた兵数は三千人である。あの初陣を経て改めて増員、編成されたもので、重騎兵二個中隊五百騎、軽騎兵一個大隊千騎、歩兵一個増強大隊千五百卒という編成となっている。

　白流旗を掲げる三千の兵力であり、アクセリが名目上の指揮権を持つ者たちだ。

　残る二千とは、クスター率いる馬賊二千騎のことだ。

　彼らは今も体裁としては傭兵部隊であり、親衛団との契約は切れたものとされている。

　この駐屯地には親衛団の好意によって滞在しているだけであり、その経費については王国からは何の手当ても受けていない。強力な食客を抱えている形だ。

　書類の上では五千人規模の武力集団などこの陸水面には存在しない。

　三千人に増強された第三王女親衛団があるきりで、国庫が運営費用を負担しているのはその三千人分のみである。

　全ては秘めたる潤沢な資金によって支えられていた。

　マルコの資金源は複数あり、そのどれもが巨大な利益を生んでいる。

　一つにヘルレヴィ領内における護衛団の活動が生む利益。これには白はく透とう練ねりの独占販売による利益や、物流を握ることによる利益もまた含まれる。

　一つに同領内およびチトガ大町におけるベルトランの非合法活動が生む利益。これには川賊としての強奪品をヘルレヴィ領へ横流しすることで得る利益や、純粋に強奪した金銭も含む。

　その二つを大きな柱として、他にも親衛団へ国庫から給付される正式な活動資金や、先の初陣におけるユリハルシラ侯よりの援助金などがある。

　戦果に応じた報奨金も出た。

　全ての管理を任されたラウリが悲鳴を上げるほどに資金は豊富だった。

　その気になれば一万を超える兵でも維持できるほどだ。

　この戦乱に向けて様々に活動してきた成果が、今、確かな力となっている。

　アクセリは充実感を感じてやまない。

　兵も、将も、金も、旗も、何もかもが揃っているからだ。

　この地に駐屯する五千人は、王国で最も恵まれた独立戦力であると言えよう。

　だから、マルコがその言葉を告げた時にも、アクセリはそれも当然だと思ったものだ。

「近頃、前線には妙に元気な蛇が出るそうです。ダニエルを通じてユリハルシラ侯から援軍の要請がありました。剣角騎士団の助太刀として騎兵を出します」

　戦いの夏へ。両国の部隊がしのぎを削る前線へ、命の火花散る行イク禍マガ原ハラへ。

　親衛団もまた参加する。それはごく当然の流れのように思えたのだ。





◆第四十四話　旗を振りましょう、戦の旗を




　行イク禍マガ原ハラは戦人たちの社交場だ。

　変化に富んだ地形は軍勢によってのみ踏み荒らされた原野であり、どこにも集落など存在せず、動物の群れが生息している気配もない。

　北には天境山脈および幻魔森の末端、南には紫雲海と人外魔境に挟まれた土地であり、そのためか、冬でも北風ではなく南から海風が吹いて奇妙な湿気に包まれる。

　瘴気の濃度という意味では一年を通して最も過ごしやすい北部と言えるのかもしれない。

　ましてや、今は夏の盛りだ。日照と降雨とが連続して植生の豊かさが現出しており、それは多種多様な戦の形を戦人に思い描かせる。

　そこな林で、そこな丘で、そこな砂地で、そこな平原で、万を超える規模での会戦ならばいざ知らず、精々が三千人規模の部隊を率いての哨戒活動は、それを指揮する者たちに己の戦というものを期待させずにはおかない。

　歴戦の戦人であるテレンシオ・バルセロもまた、そんな夏を勇躍して過ごしていた。

　彼にとって戦場を駆けることは人生そのものであり、そこに充実感と幸福感とを味わっているのだから、堪らない。堪らないほどに楽しい。

　人の命の健やかなるを楽しむことが人生の正道だとするならば、彼は外道だった。

　彼は人の命を切り崩し、刈り取ることをもって己の生を楽しんでいる。

　しかし実のところ命そのものを軽視しているのだ。

　命など戦場に投ずる掛け金に過ぎなかった。戦争という名の賭博遊戯だ。

　己と部下との命を賭け、敵の命を頂戴していく。命を尊重する敬虔さなど絶無だ。

　老若男女の差異も無意味だ。

　戦場にいる、ただそれだけで彼にとっては獲得する戦果の一単位にしか映らない。

　慈じ悲ひはない。慈悲を乞うこともない。

　冷淡な意識の内に確かな充足感を味わいながら、彼は今日も行禍原を駆けるのだ。

　彼は人の形をした一個の武器だった。

　他方、彼は〝黒蛇〟として敵味方に認知されている。

　ゆえに、彼の部隊が掲げる旗には剣と蛇とが在る。

　武骨な抜き身の刃に、一匹の黒蛇が棲まうようにして絡みつく……刀剣住蛇の印章。バルセロ騎兵連隊の連隊旗だ。

　この夏に掲げることを許されて誂あつらえた、彼にとっても初となる己の旗だった。

　かつてはただ孤軍として行動する中でその名を知られたに過ぎない。

　しかしこの夏は状況が異なる。

　彼の指揮する軽騎兵二個大隊二千騎は独立した武力集団であると同時に、積極的に味方の部隊を援護することで戦功を重ねている。

　そこの遭遇戦で、あそこの機動戦で、帝国軍が劣勢となるや疾風のように刀剣住蛇の騎兵隊が来援するのだ。その旗は前線将兵らの中で特別な意味を持ちつつある。

　先の会戦においては端役でしかなく、次の会戦には不参加を決定されているバルセロだが、両会戦の間に戦われるこの時節においては主役に近い位置に立っていた。

　今、丘陵の陰に千五百騎を休ませながら、バルセロはそんな己の状況を考えていた。

　名誉や栄達など望んでやしない。ただ兵権を欲していた。

　一騎でも多く率いて、一戦でも多く戦いたい。

　己の軍略がどこまで威力を発揮するものかを知りたい、味わいたい。

　そしていつか空想の中にでもあの男に勝ちたい。

　未だ遠く追うばかりの恐るべき敵将……サロモン・ハハトに。

　つまるところそれが全てであった。

　二騎の斥せっ候こうが丘の上に現れ、バルセロの元へと駆け寄ってきた。行禍原に広く分散させている五百騎の中の一騎だ。この夏を戦い抜くにあたり、補充された五百騎については調練の不足をそのような形で補わせていた。

　並行して鍛えもするが、そう易々と息を合わせられるほどにバルセロの戦術は甘くない。

「敵部隊を発見しました。旗は四剣方形にして重騎兵主体の陣容。剣角騎士団です」

「方角は南東、距離は駈歩でも三刻はかかるかと。緩やかに西進しています」

　それはバルセロにとって朗報とは言い難いものだった。うむ、と返答してしばし黙考する。

　剣角騎士団。アスリア王国の重鎮、ユリハルシラ侯爵お抱えの騎士団だ。

　かつても今もその武名は堅実さと共に語られる。何事につけてもそつがなく、常道を専もっぱらとしつつも確かな戦力として機能する敵だ。奇を衒てらうことはしないが、相手の失策を見逃さず食い破る獰猛さを有している。難敵と言えた。

　昨年秋に偶然対峙してからというもの、バルセロは剣角騎士団と戦場の縁で結ばれている。遭遇戦としても何度か戦っているし、先の会戦においても対決している。あちらの意向もあれば、こちらの意向でもって戦うこともあったが、いずれにせよ深く踏み込まない浅い戦ばかりだった。

　相性が悪いのだ。

　バルセロらは速さを信条とする軽騎兵集団であり、剣角騎士団はそれに対応してか堅さを旨とした重厚な陣容でもって戦いを挑んでくる。

　数にして半数であるバルセロら千五百騎に対して、騎士団三千人は手堅過ぎる防御と弓射戦を仕掛けてくるのだ。挑発してもその戦法には揺らぎすら見られない。

　互いに一兵も失わずに離れることすらあった。

　そしてそういう時に限って一昼夜も睨み合っているのだ。

　損害を覚悟せずに打ち破れる敵ではなく、そうまでして打倒しなければならない敵でもない。

　討つことを求められてもいない。油断できる相手でもない。あしらうにしても時間がかかる。

　総合するに厄介な敵ということだ。

　しかし、そこへもう二騎の伝令が駆けてきて、状況の妙を伝えてきた。

「南西より味方部隊が急速に東進しています。旗には八枚花弁の印章、紅華騎士団です」

「紅華騎士団団長より伝言、蛇は退路を断つべし、以上です」

　紅華騎士団。それはベラスケス伯爵家の主催する騎士団であり、伯爵家の次男が団長を務める新進気鋭の戦闘集団として知られていた。団長以外にも貴族の子息が複数名参加しており、会戦戦力でこそあれ、このような地味な局面に出張ってくることは考えにくい。

　バルセロはいぶかしんだ。

（紅華騎士団は先の会戦では右翼に配されていた。その戦いぶりは……目立つところがなかったか。ベルタの突出により敵右翼が動揺し、それをこちらの左翼が押し崩したことが勝負を決した。右翼は総じて働きどころが少なかったものだが……）

　だからと言って右翼に参加した諸将が罰せられた事実などはない。

　少なくともバルセロはそんな話を聞いていなかった。

　そうであれば懲罰的出撃ではありえない。

　では逆だろうか、とバルセロは考える。

　まさか功名心や戦功を求める熱情でもって行禍原を駆けていやしないか、と。

　そして、苦笑する。

　自分も同じだと気付いたからだ。

　この夏の彼はハッキリと戦果を挙げるために戦っている。それが次へ繫がるのだと確約されているからだ。部隊戦力を手に入れるためならば何でもする。節約でも、散財でも、露骨な人気取りでも、何でも。

　今、もし、紅華騎士団が若さゆえの蛮勇でもって名にし負う剣角騎士団へ挑むとするならば、バルセロはそれを無謀とは思えども愚かとは言いにくい。

　結局のところ、戦場における栄光とは命を掛け金にした先にしか存在しないからだ。

　誰であれそこに勝利を夢見る。程度の差こそあれ変わるものでもない。

「剣角騎士団を牽制することを目的として、出撃する」

　バルセロの声が発せられ、千五百騎が迅速に出発の準備を開始した。

　これは戦いにはならない……バルセロはそう予測していた。剣角騎士団の実力を高く評価するゆえのことだった。

　かの騎士団が、前方より鼻息も荒く迫る紅華騎士団を察知しないわけがない。同数の騎士団同士であるから対陣して名乗り合う流れも見えなくはないが、恐らくはそうせずに退くだろう。

　彼らの目的はバルセロとの対決であり、矢鱈に戦功を求める意思はない。

　その退路をバルセロが押さえたならば面白い戦にもなるが、これまでの経験上、そんな致命的な失敗を犯す相手とも思えなかった。横にも広く斥候を放っていよう。千五百騎に後ろへ回られるような間抜けではないのだ。

　以上のことから、これは戦いにまで発展しないとバルセロは見る。

　剣角騎士団は早い段階で後退する。バルセロらを警戒しつつ、味方部隊へも連絡するだろう。

　紅華騎士団があくまでも東進を続けたならば包囲される恐れもある。連携する以上は紅華騎士団の被害は避けなければならない。そういった意味では足手まといとも言えた。

（いっそ早い段階で姿を晒さらすか。この状況を短時間で安全に解決できるというものだ）

　バルセロは馬上の人になってからも先の判断を前提に戦場を見渡していた。

　この夏を通じて己の巣のようにも感じ始めた原野を、己の手足のようですらある千五百騎を率いて疾とく駆ける。

　油断したわけではなかった。

　緊張感を欠いていたわけでもなかった。

　しかしこの時、テレンシオ・バルセロという戦人は自分らしさを見失っていたのかもしれない。

　彼は本質的に飢えて戦う者だった。

　刃の上に身命を乗せ、研ぎ澄ませた牙でもって血肉を喰らう者だった。

　牙狼は餓狼であり、瞬間の戦いに全身全霊をもって当たることが本当の彼らしさだった。

　そんな彼が、予断と打算でもって戦場を駆けている。

　理由は幾つもあった。

　長く居座っている戦場、約束された昇進、戦い慣れた相手、若さを感じさせる味方……そして初めて許された己の戦旗。

　バルセロが刀剣住蛇の旗を掲げるよう指示する時、その声には喜びの成分が混じっていた。

　長く軍内に不遇を生きてきた彼にとって、それはあまりにも誇らしいことであった。

　疾駆しつつ背に聞くはためきに胸を躍らせていた。

　満たされる思いがあった。

　たとえ僅かであれ……浮ついていたのだ。




　戦場の生と死は実に容易く変転する。




　バルセロら千五百騎は東南東へと駆ける。

　斥候を小刻みに放ち、敵の斥候にも警戒して、夕暮れにも剣角騎士団を間合いに捉えんと進む。夜襲になるかどうかは相手次第である以上に、味方の紅華騎士団次第だ。

　いつ発見され、どのように剣角騎士団に作用するものか。どのように進み、どのような戦いを思い描いているものか。それらに合わせて動くことをバルセロは考えていた。そして激戦になるなどとは予想もしていなかった。

　だから、斥候より剣角騎士団が西進速度を速めたと聞いた時には耳を疑った。

　思考の虚を衝かれた。それはまったく想定していない動きだったのだ。

「……気付かれてはいるのだろう？」

　思わず確認してしまったほどだ。

　既に充分に接近しており、まだ間合いには遠いものの剣角騎士団のものと思われる斥候も目撃している。味方が前進している状況は夜陰に乗じての進軍を選択肢から除外しているから、発見されることは想定内のことだったが。

「はい。剣角騎士団の陣形は右側面に我々を意識した重なりを持っているようです。進軍路も比較的高所を選んでいることから、いつもの重層弓射を意図しているものと思われます」

　それでいて前進するとはどういうことか。

　バルセロは進軍速度を下げる選択をした。剣角騎士団がその前方に紅華騎士団を把握していることもまた間違いない。進めば挟きょう撃げきされる危険を敢えて冒す理由が見えなかった。

　違和感があった。己が戦場において次の最善手を即断できないことに戸惑った。

　だから、斥候が新たな部隊を発見したと報告する声をば、微量の恐れと共に聞くこととなる。

　剣角騎士団はその後方に騎兵千五百騎を従えていたようだ。

　その編成は重騎兵五百騎に軽騎兵千騎である。騎士団との間に開けた絶妙な距離と、地形を縫うようにする巧妙な進軍とがこうも発見を遅らせた。斥候の早合点もまた原因だろう。

　バルセロだけでなく、彼の斥候もまた剣角騎士団にばかり意識を囚われていた。良くも悪くも指揮官の意識は部隊に影響する。

　旗は白く流れる独特なもの……白流旗。第三王女親衛団である。

　剣角騎士団は前進をやめず、今や互いに姿を確認するに至った紅華騎士団もまたその速度を更に速めた。

　騎士団同士の戦いには名乗りが伴ともなう。両団の代表が己の名誉を堂々と表明し合い、勇戦を約してから戦うのが礼儀とされている。

　それに先立つ斥候同士の行き交いが始まろうとしている。

　対決は確定だが、バルセロは動けない。動きようがなかった。

　親衛団の騎兵たちは奇妙な位置取りでもって騎士団同士の戦いとバルセロらとを見据えていた。

　剣角騎士団を左前方にしてまずは重騎兵五百騎が在り、それを更に左前方に見る形で軽騎兵千騎が控えている。三千、五百、そして千という斜形を描いているのだ。

　バルセロらは右手に紅華騎士団を見つつ正面に親衛団の軽騎兵千騎と正対している。地形はあちらが高所にあり、こちらは全体として低所だ。

　形勢不利、とバルセロは即断していた。

　遠目にも白流旗の下に並ぶ騎兵たちの練度が伝わってくる。

　並みの敵ではない。

　会戦に先立って成し遂げられた事実が無形の威圧となってバルセロを脅した。

　思考の隙を衝かれた段階で既に己が受身であることをバルセロは自覚していた。

　それもまた形勢不利とした材料である。

　夕闇が迫る前に、騎士団同士の名乗り合いが始まっていた。

　しかしバルセロは動けない。彼もまた無言の名乗り合いをしていたからだ。

　軽騎兵千騎の中で白流旗が合図のように振られている。重騎兵五百騎の中でも同じだ。

　誘っているのか。そして何をしようというのか。

「……旗を振り返しておけ」

　バルセロはそう言うと、呼吸をゆっくりと整えていった。

　期せずして、難しい戦いが始まろうとしていた。





◆第四十五話　単独ではなく、一部として




　紅華騎士団の戦陣は常識的なものだ。中央前列に槍歩兵を並べ、後列中央には重騎兵たる騎士が全体に睨みを効かせつつ騎馬突撃の機会を窺うかがう。

　騎士を挟んで左右には弓歩兵がやはり前方に槍歩兵を盾のようにして並び、矢を放物線を描くように放つ構えだ。

　それらを中央として、両翼には軽騎兵が配されている。

　これは従騎士の中でも上位の者たちだから、比較的高い練度を認めることができる。

　対する剣角騎士団の戦陣は一般的なそれとは異なっていた。

　中央前列に槍歩兵が並ぶところは同じだが、その戦列は両側面にも伸びており四方の内後方のみを除いて堅く槍やり衾ぶすまを展開する構えだ。

　それに護られるようにして、内部前面中央には騎士たちが騎射の構えを取っており、その両脇や後ろには弓歩兵がズラリと弓射を為す備えだ。

　その後方、唯一開かれた背後には少数の軽騎兵が予備部隊のようにして控えている。両翼のどちらにも飛び出してくるだろう。

　それは幾度もの戦いを経て洗練されていった形である。圧倒的な機動力を誇る敵と勝負するために、自らの機動力を犠牲にしてでも堅牢さと遠距離攻撃力とを求めた結果だ。

　個の武功に固執しないという意味でも徹底している。想定する敵部隊を壊滅させることのみをもって至上目的としているのだ。

　他ならぬ自分のことだ、とバルセロは心中に呻いた。軽鎧の内側には冷たい汗がねばつき、視界はやや暗く狭まっているように思えた。

　それは久しく感じていなかったもの……敗北の予感だ。

　戦った先に満足のいく勝利を見込めない。どれほどに小さな戦術を駆使したところで、この場にこの状況が現れた時点で大勢は決している。

　バルセロの脳裏に行われる冷徹な思考が、既にして被害の減少を模索する方向へと戦術を組み立て始めていた。

　紅華騎士団をどのようにして退かせるか。それが問題だった。バルセロの見たところ、騎士団同士の戦いはどういう経緯を辿ろうとも紅華騎士団の敗北に終わる。

　総合力に差があり過ぎた。新進気鋭という評価は伸びしろに対しての賞賛であり、裏を返せば現状における未熟が誰の目にも明らかであるということだ。

　それでも勢いはあるから、相手の混乱を誘えたならば戦果も期待できるが……相手が悪過ぎる。長く武名を誇る熟練の戦闘集団だ。

　剣角騎士団に弱点があるとすればその陣容である。軽騎兵の数が極端に少ないから、機動力で搔き乱せば全体を揺さぶることができる。速さを捨てて堅牢さを選んだことは、そのままに弱点でもあるのだ。

　しかし、無理だろう。バルセロはその予測に皮肉を感じずにはいられなかった。

　何故なら、剣角騎士団に機動力への対応を経験させたのはバルセロ自身だ。幾度もの戦いが……被害を嫌って駆け引きに終始した戦闘の全てが、剣角騎士団にある種の熟達を成させてしまった。

　それでもバルセロならば崩せる。被害に目を瞑れば堅陣を切り裂くことができる。

　しかし紅華騎士団の従騎士たちにそんな真似ができるはずもなかった。

　そして、バルセロは彼らを直接に援護することができない。第三王女親衛団の騎兵たちがそれを許さない。

　ぶつかって圧倒されるつもりはないし、軽騎兵と重騎兵の混成部隊であれば同数でも翻弄する自信すらあった。機動力で引きずりまわして騎兵の軽重を分断し、各個に打ち破ればいいだけだ。

　それができない。味方部隊の存在がその最も有効な選択肢を破棄させる。

　バルセロが親衛団の軽騎兵と機動戦闘に入ったならば、相手の練度から見て勝負は長距離を駆ける中に決せられるものとなろう。

　それによって引きずり出せるのは軽騎兵のみだ。重騎兵五百騎は残ることとなって……紅華騎士団の背後へと回るだろう。あるいは助太刀の形で横槍を入れるかもしれない。

　どの時機にそれが為されるにせよ、紅華騎士団はただでさえ決定事項のように思われるその敗北をより無惨で壊滅的なものとするだろう。バルセロには味方貴族を見捨てた結果が残るのだ。

　紅華騎士団はその若い戦意でもって既に名乗りを上げ、戦いを始めようとしている。そして敗れるだろう。そうなった後の被害を減じなければならない。

　そのためにバルセロが取れる手段は少なく、しかも被害を避けられない。

　しかしやるしかない。この上は上手く被害を支払うより他に方法はないのだ。

　持てる技術を駆使して小さく勝利を重ね、大勢に影響していかなければならない。

　バルセロの背筋に冷たい一撃が走った。嫌な閃きと言ってもいい。それは戦慄の既視感だ。

　無形の力に圧迫されつつ、勝利の見えない状況の中で戦術的打開を模索する……これは初めてのことではない。

　この息苦しさには覚えがあった。

　まるで巨大な手の平の上で弄ばれるような感覚。

　サロモン──これはサロモンの感触だ。

　バルセロの全身が粟立つ。目が見開かれる。乾いた口からは声もない。

　しかし俄にわかに鮮明となった視界が敵を探していた。ひるがえる旗は白流旗ばかり。

　あの旗があるわけもない。アスリア王国義勇軍の旗はもうどこにも在りはしない。

　バルセロ率いる軽騎兵千五百騎が為す術もなく見守る中、遂に騎士たちの戦いが始まった。

　矢の射掛け合いは明らかに紅華騎士団の劣勢だ。矢の量、密集度、精度、どれ一つとっても剣角騎士団が優れている。

　紅華騎士団の矢が広い面に放たれる疎ら雨であることに対して、剣角騎士団の矢は面を絞った集中豪雨のようにして飛来している。狙われているのは弓歩兵だ。

　今は右の隊に、次は左の隊にと、不規則でありながら息を合わせた密の矢雨を浴びせてくる。高い熟練による弓射だ。

　さもあらん、それは高速で機動するバルセロらを捉えるために磨かれた技術である。

（そのまま射殺され続けるつもりか!?　どうした、何故動かん……！）

　紅華騎士団の動きは鈍いにもほどがあった。矢の行き交う量は差を決定的にしつつある。

　敵の効果的な弓射により弓歩兵が壊滅しつつある。それなのにまるで動じず平然としている。

　その理由を察し、バルセロは舌打ちした。己の千五百騎に命令して動き出す。

　騎士の頭上に矢が来ないからだ。

　それが伯爵家の次男たる団長をして危機感を鈍らせているに違いない。

　騎馬突撃に栄光を覚える猪騎士たちの間には矢戦を浅ましい戦いと見る傾向があるから、両軍の矢が尽きた後が本当の戦とでも夢想しているのかもしれない。

　会戦ならばそういう手順を踏むこともある。しかしこの規模の戦闘で、その練度の相手との戦闘で、そんな判断をしているとしたら致命的だった。

　こちらに合わせたとでも言うつもりか、ようやく両翼の軽騎兵を駆けさせたようだ。

　遅い。今更動かしたところで矢の的だ。そもそも矢の装備量からして違うのだ。防御と遠距離攻撃とに特化した剣角騎士団は、下手をすれば弓矢のみでも紅華騎士団を壊滅させかねない。

　バルセロは歯ぎしりした。

「軽騎兵と重騎兵の間を抜く。千騎は陽動として左へ駆ける。五百騎で抜けろ。重騎兵を牽制しつつ背後へ回れ。剣角騎士団の動きを抑えろ」

　徐々に加速しつつ、バルセロは口頭で命令を伝達した。部隊を分けなければならない。それは親衛団騎兵隊を撃破することを諦めるという選択だ。

　そうまでしても騎士たちを中心にした機動戦を展開しなければならない。そうすることで重騎兵と剣角騎士団の双方に影響するのだ。

　背後に回ることが最も効果的だが、それを易々とさせてくれる相手ではない。今も息を合わせて加速してくる様子が窺える。

　だから、変化するよりないのだ。隙を作ってそこを穿うがつ。

　問題は軽騎兵千騎だ。地形の差もあって速さでは向こうが優ろう。動きにも鋭さがあり、こちらの意図を察することも早いと思われる。

　あれを戦場から離さなくてはならない。

　大きく左へ回れば自然と反応もしようが、千五百騎でそれをやれば重騎兵が自由を得てしまう。

　さればこその五百騎の別働だ。

　どちらも難しい役割だが、戦闘目標が限定されるという意味では五百騎の方が難度が低い。

　千騎の方は上手く収束させないと泥沼に引きずり込まれる恐れがある。親衛団の歩兵隊が見えないからだ。

　バルセロの知る第三王女親衛隊は三千人規模の戦闘集団である。この場には騎兵のみが千五百騎いるきりだ。今やもう確認する手段もないが、どこかに残る千五百が伏せていてもバルセロは驚かない。そうである方が自然だ。

　軽騎兵を誘引した千騎は、足元のどこに罠があるとも知れない野を駆け回ることになる。しかも主戦場から離れ過ぎてはいけない。難度が高い役割と言える。バルセロが率いるべきだった。

　速歩から駈歩へ。親衛団の軽騎兵千騎へと向けて緩やかな坂を駆け上がっていく。互いに正面からぶつかる形だ。

　しかし右手に重騎兵五百騎も出てきているから、このまま行けば軽騎兵同士が争うその脇腹を抉られるだろう。

　それに対処する擬態のため馬列を蛇行させる。重騎兵の側へ一挙に当たるようにも見せたい。

　向こうもまた重騎兵の動きが心憎い。こちらに来るとも、無視して紅華騎士団の後背へ出るとも思わせる動きだ。狭まる間合いの中に虚きょ々きょ実じつ々じつの駆け引きがある。

　そして駈歩から襲歩へ。弾けるようにしてバルセロは部隊を分けた。自らは千騎を率いて左へと旋回していく。

　当然のように敵の軽騎兵千騎もまた同方向へ、あちらから見て右へと旋回してきた。

　やはり鋭い。ここから始まる機動戦闘は僅かな気の緩みも許されない。

　バルセロは視線で切りつけるように敵の千騎を見やって……愕然とした。

　視線の先で、後列から分かれた五百騎が隊列を千切れさせているのが見えたのだ。

　あの速度の旋回だから重騎兵が機動で応じられるはずがない。

　だというのに、馬列は砕かれて十騎や二十騎といったまとまりに散らかされてしまった。

　既に被害も相当に出ているようだ。

　騎射だ。重騎兵による強力な騎乗射撃が直撃したのだ。

　バルセロは信じ難いものを見た思いだった。それはあり得ないことだからだ。

　重騎兵の大弓は正面から左側にしか弓を射ることができない。馬体が邪魔するからだ。

　五百騎は重騎兵隊の右側を駆け抜けたのだから矢を浴びるはずがない。

　しかし現実には射られてしまった。

　遠ざかりつつある光景の中に、その解答を見ることができた。

　部下の五百騎は剣角騎士団の後背にあって、追う重騎兵らによって今も射られ続けている。重騎

　兵らの軌道は剣角騎士団の側へ膨らんだ弧を描いている。

　バルセロは呻き声を漏らした。敵の見事を知ったからだ。

　バルセロが部隊を分けたあの瞬間、親衛団の重騎兵隊は己の右手に迫る五百騎を無視して左へ旋回したのだ。左手に見えていただろう剣角騎士団の側へ鋭く旋回、それを右手に見て、弓手の方向の後方から飛び出してくる敵影を迎えたに違いない。バルセロの分けた五百騎という的を。

　恐るべき判断だった。

　突撃してくる敵を前に槍に持ち変えることもなく弓矢を携え、敵の巻き起こした風を右に感じながら逆へと旋回し、そして襲歩で駆け抜けんとするその馬列に対して強弓の一射を見舞う。

　敵がぶつからずに抜けることを確信していなければできないことだ。軽騎兵の速度に慣熟している必要もある。

（読まれていたか……！）

　バルセロは敗北感に打ちのめされた。戦術とは突き詰めれば機先を制して敵の力を封じることに尽きる。主導権を握った側が有利な状況を作る。敵が対応せざるを得ない点を衝くことが肝要だ。

　今、バルセロは剣角騎士団の後方へと五百騎を突破させることを狙った。そのために千騎を陽動として駆けさせた。千騎の数と速度、そして迂回行動を示すことによって敵が応じざるを得ないようにした。機動戦闘の先を取ったつもりだった。

　しかし、騎士たちの戦いが劣勢であることを嫌った時点で、既に親衛団の主導する戦の形へとはめ込まれてしまっていたのだ。剣角騎士団の後背へ回る道は三つあった。騎士団と重騎兵の狭間、重騎兵と軽騎兵の狭間、そして軽騎兵の更に外側の三つだ。

　最初の道は死の道だ。剣角騎士団は側面にも長槍部隊を配しているし、そこはまさに重騎兵の弓手の方向である。挟きょう撃げきされるばかりだ。

　最後の道はバルセロらにとっては最も安全な迂回路だが、これは重騎兵を自由にすることであり、紅華騎士団に危機が到来する。

　味方の被害を減らすために動くのならば、初めから二つ目の道しかなかったのだ。

　敵を動かしたつもりが、動かされていたに過ぎなかった。

　読まれていたのだ。だからこその効果的な一撃が放たれ、それによって別働の五百騎は手ひどい被害を受けてしまった。

　後の先とでも言うべきものをかくも鮮やかに被ったと自覚し、バルセロは却かえって冷静になる。

（……これまでだな）

　千騎同士の機動戦闘を継続することは無意味だった。敵の練度から言って短期決着は望めず、時間がかかればかかるほどに味方が追い込まれる。別働の五百騎は散り散りになり、紅華騎士団は壊滅の危機をいや増しに増していく。被害が広がりゆく前に変化を生じせしめなければならない。

　ここに命の支払いどころが訪れていた。

「中隊を直率する。残るは左へ旋回して味方騎士団を援護しろ。その後は上手く退けよ」

　一個中隊は二百五十騎だ。バルセロは伴ともなう中隊を選択すると、残る者たちへ目線のみで意思を伝えていく。

　勝つことも難しいが負けることは更に難しい。命の取捨選択もある。託すものもまた、在った。

「……行け！」

　敢えて口頭で指示し、バルセロは二百五十騎の決死隊を率いて右へ旋回した。

　敵は四倍の千騎だ。勝てるわけもない。

　しかし喰らいついて時間を稼ぐつもりだった。死に物狂いの猛攻は状況を覆しはしなくとも混乱させることがままある。その死中に活を見出すよりなかった。

（第三王女親衛団の軽騎兵隊か……お前はそこにいるのか？）

　応じて避ける間も与えずに、ぶつかった。

　旋回した分だけ速度を失い、敵千騎の先頭よりは下がった位置が目の前にある。

　強引に割り込むようにして槍を振るっていく。

　強い。槍先に感じる練度があった。

　二騎、三騎と討ったところで限界がきた。

　側頭部に強い一撃を喰らって兜が吹き飛んだ。

　意識が霞む。咄嗟に屈かがんだものだが、反撃に転ずるまでの余裕はない。

　グイと馬体ごと押される感覚があった。

　部下が分け入ってきたようだ。古株の男だった。

　黒い戦いくさ外がい套とうをことのほか大事にしていて、雨の日にそれを懐に抱えて濡れていた姿を思い出す。

　相討ちだった。槍は両者の腹部を共に貫き合っていて、奇妙な結合の二騎と成り果てた。

　馬は窮屈でもそのままに駆ける。

　その在り様は戦いの中にも目を見張るものがあり、それが僅かな空虚をその場にもたらした。

「将軍、御免つかまつる！」

　横から伸びてきた手が手綱を奪い、それをグイと引き寄せた。

　バルセロの周囲を部下たちが固めていた。一個の魚群のようになったその集団は、突破を諦め、再び左へと旋回していくようだった。

　半ば包囲されつつあったが、激しく槍を繰り出し続け、遂には離脱に成功したようだ。

　バルセロは股下の震動でそれを察していた。目には血が入り視界がどうにもいけない。

「一番分隊十二騎、行けぇ！」

「おうさぁ！」

　中隊長が指示し、それを分隊長が了解したようだ。

　バルセロはどこか遠い出来事のようにそれを聞いていた。

　槍は手放していない。しかし他人の手であるかのように持っている感覚も遠い。耳鳴りがする。

「次！　二番分隊、死んで来い！」

「おうとも！」

　どうやら死兵を逐次ぶつけて追っ手を阻んでいるようだった。それは命の支払いだ。戦場における敗北の形の一つだ。

　バルセロは急速な眠気に抗い、耳に届く部下たちの声を拾い続けていた。聞き逃してはならないと知っていた。二度と聞けない声と知っていた。




　バルセロは生き残った。




　直率した二百五十騎の内の百八騎が失われた。半減に近いが、千騎を相手にしては極少の被害とも言える。敵が死兵の相手を嫌ったことと、馬の質においてバルセロらが優ったこととが逃げ切れた理由であった。持久力の違いが大きかった。

　紅華騎士団は大敗を喫していた。弓射によって両翼の軽騎兵を封じられ、槍歩兵同士のぶつかり合いも押し負けた。更には中央を強引に押し広げられ、そこへ騎兵突撃である。分厚い槍歩兵もそれに追従したため、剣角騎士団総員による中央突破を成し遂げられた形であった。

　そこへバルセロが分けた軽騎兵七百五十騎が来援し、その後の殲滅戦だけは避けることができた。再びの堅陣を組ませるまでに牽制し、味方が壊走するその背中を襲わせなかった。

　伯爵家の次男が逃げ遂せたことは大きい。貴族にも死者は出たが、それでも多くを生かせた。

　重騎兵の騎射に晒さらされていた者たちも、三々五々、後方に逃げ延びてきた。

　バルセロは頭部に応急処置をした身でそれらを迎えた。敗将の姿を隠さず、生き残った一人一人と目線を交わした。

　バルセロ軽騎兵連隊二千騎は、この戦いで二百八十五騎を失った。二千騎の内では一割と少しだが、実際に戦闘に参加した千五百騎からすれば二割に近い損害だった。紅華騎士団は文字通りに半壊したため、軍旗を下げて一時活動を停止することとなった。

　与えた損害を知ることはできなかった。それどころではなかったからだ。

　この敗北はそれまでの勝利を帳消しにするほどの衝撃で帝国軍を揺らす。

　再び第三王女親衛団が現れ、またも帝国に痛撃を与えた。

　それは三度目を予感させるものだからだ。

　しかし、刀剣住蛇の軍旗は依然として掲げられ、動揺は沈静化していく。

　バルセロは幾度となく味方を救い続け、今回もまたそれを成したと見なされたからだ。

　ベラスケス伯爵も謝意を表明した。帝国軍の黒蛇は、忌み嫌われて在った者は、ここに帝国軍の守護者としての名声を得たのである。

　負傷した姿を隠すこともない当人は、笑顔の一つもなく、ただ毅然として屹立していた。

　死すものが死に、生きるものが生きる。それは行イク禍マガ原ハラの夏の一幕であった。

　決して唯一無二のものではない。ただ繰り返されるだろう光景でしかなかった。





◆第四十六話　新聞をいかに楽しもうとも




　アスリア王国は一つの戦勝に沸いていた。

　王都発の新聞には『剣角騎士団の黒蛇退治』が英雄的勝利として強く賛美されており、四剣方形の旗を掲げた騎士が蛇を踏みつけている挿絵はまるで絵物語の竜退治のようだった。第一王女エレオノーラによる祝福の言葉も載せられており、主要な騎士については近々叙勲もあるだろうとして記事は締めくくられている。

　第三王女親衛団についても記載されていた。

　こちらは一人の少年を中心とした記事内容となっている。辺境に忠烈の志をもって立った勇敢な少年は、初陣でありながら行イク禍マガ原ハラを横断して帝国軍前線砦へ突入するという快挙を成し遂げたと紹介されている。剣角騎士団の黒蛇退治においても追従して武功を立てた、という扱いだ。

　その紙面にも、それ以外の紙面にも、新聞として記され公布された情報の中には行禍原会戦における王国軍の敗北については一言たりとて記されていない。会戦があった事実すら明らかにされていないのだ。

　悪辣なエベリア帝国は栄光の王国軍によって打ち破られつつある。

　今も勇者の御霊は王国を守護しており、その正義は燦然と輝いている。

　新聞に躍る文言に酔い痴れていったならば、さぞかし、この戦争は美しく誇らしいものとして体験できることだろう。悪にして愚かなる敵は明確にその存在を示されており、善にして凛々しい自分たちはそれを打倒し、事の道理を正す立場として存在している。殴る敵と肩を抱く同胞とが用意されている。胸のすく爽快感と高揚を誘う充実感とが提供されている。

「愉快なことだ……」

　その呟つぶやきには何の感情も込められていなかった。乾ききっていた。暗い地下牢のようなその部屋で、僅かな灯火をもって羊皮紙を照らしていた男は、肥えたその身体を粗末な服で包んでいた。

　男は名をヨアキム・ベックという。

　東方司教としてアスリア王国の中央部を影響下に置き、その猛烈な弁舌と漲みなぎる生気とで怪僧と認知されているところの彼は、今この私的な一室において静寂に浸かりきっていた。表情もなく動作もなく、絨じゅう毯たんも敷かない石床の上へどっかりと胡坐あぐらをかいている。

　夜がそうさせるものか、まとう雰囲気は老人のそれであった。

　パタリ、と小さく音を立てて羊皮紙が落ちた。薄汚れた暖炉の口へと放られたのだ。中は焦げた色々が乱雑としていて退廃の気配がある。未だ綺麗な新参者を迎え入れて塵ちりの舞う様子には、絵物語の不死者たちが生者を誘うかのような趣おもむきもあった。

　次いで小さな蠟燭が火のついたままに投じられたなら、そこには火が広がっていくのだ。

　ベックはそれを見守る。

　生き物の皮が焼ける臭いが立ち込めた。

　紙は苦悶を踊るかのように丸まり、端から黒く焦げ崩れていく。白い小粒がひょいと追加され、火の勢いが増した。油脂だ。

　この部屋に動くものは火と燃料ばかりとなった。

　微かにチリチリと鳴るのは皮が炭へと変じていく音か。それともこの陰気な部屋に埃ほこりの積もりゆく音か。あるいは時の進む極微細の針音か。

　ベックは身動ぎもせずに火を見る。橙だいだい色いろの揺らめきがゆっくりと萎しぼんでいく様を見続ける。

　やがて全てが台無しになって、ベックは小さく息を吐いた。

　傍かたわらの手拭いを拾い首をぬぐう。空気の淀むこの部屋は暑くジメジメとしている。これでも過ごしやすくなってはきたのだ。

　夏は盛りを越えた。どんなにか昼に晴天を誇ろうとも夕闇には冷めた風が混じる。

　そしてそれはもう戻らない。

　ジワリジワリと冷えていって秋になる。ゾクリゾクリと冷え切って冬になる。瘴気を運ぶ北風は強まり、人に命の終わりを予感させる。冬とはどう言い繕おうとも死の季節だ。今はもうそこへ向かって転げるように冷えていくばかりなのだ。

　冬は誰しもの頭上に平等に到来する。世界は必ず冬に閉ざされる。どこもかしこも逃れようもなく冬の支配を受け入れるのだ。

　しかし、それでも、人類は死滅しない。

　再びの春が来るからだ。奇跡のようにそれは来る。人々はそれを祝い寿ぐ。当然だろう。新春とは世界が蘇ることに等しい。

　ベックは考える。世界がそうであるならば、人はどうであろうかと。

　生は死へと転落するが、その逆は起こりうるものなのだろうかと。

　死は生へと昇ることもあるのだろうかと。

　絵物語の不死者のようにではなく、神話の奇跡のようにして、失われた命が再び世界に返り来ることなど起こりうるのだろうかと。

　そう、例えば就寝と起床のようにして。

　人の一日とは人の一生の相似だ。夜の眠りもまた永久の眠りの相似であろう。そうであるならば、朝に目覚めるようにして、死の先を再び生きるといったことも可能なのだろうか。人が意図してできずとも、神の奇跡や悪魔の呪いが振るわれたならば、そんなことが世界に罷り通るのだろうか。

　繰り返し耳に聞こえる言葉があった。

　銀の髪に紅の瞳の彼女が口にした言葉だ。

「あの人は死んでしまった。けれどまだいる……また生きる」

　ジキルローザ。〝魔眼〟のジキル。あの男の副官であった女だ。

　その彼女が虚こ空くうを見据え、確信に満ちた表情でそう言ったのだ。無視はできない。言葉をそのままには受け止められないにしろ、何某なにがしかの秘された意味があるはずだった。

　ベックはその秘密を知りたいと欲したが、十五年を経てなお、何一つ知ることができないでいる。

　彼女は今どこにいるのだろうか。ベックはそれを把握していない。

　世界に朝と夜とがあるように、理ことわりにも表と裏とがあって世界を動かしている。

　彼女は裏の理の奥を歩く者だ。

　ベックもまた裏を知る者だが、その深度において彼女に迫ることは不可能に近い。

　彼女は〝魔眼〟であり、ベックはただの人だからだ。

　彼の両の眼に映るのは、いつだって世俗の生々しい在り様ばかりだ。

　ベックとしてもそれが己にお似合いであることは百も承知である。

　此度の一年は去年よりも更に血腥い四季節を巡るようだ。

　春にとうとう行われた行禍原会戦。

　勝利宣言を出したのは帝国軍であったが、しかしそれは辛勝でしかなかった。

　その後は再びの部隊哨戒が繰り返されることとなって、前線には夏が訪れた。

　そこにまず名を上げたのが〝黒蛇〟ことテレンシオ・バルセロ帝軍中佐である。五百騎の軽騎兵を戦場広くに散らせて敵味方の遭遇戦をいちはやく察知、状況に応じて千五百騎で来援して両国の勝敗を帝国軍の大きな勝ち越しへと導いたという。

　ベックにとってそれは、冬眠したはずの蛇が躍り出てきたかのような印象であった。

　かつての戦乱においても黒蛇は精強さで知られていたが、あくまでも末端や外縁部の良将といった風で、戦争の重要局面にはついぞ現れることがなかった。大きく活躍することなく終わったのだ。捕らえられず帝国へ逃げ去ったとは聞いていたが。

　それを付け狙う集団が現れた。剣角騎士団である。会戦前の前哨戦においても勝利しているが、歴史ある屈強な騎士団であるから当然なのだろう。

　ベックはその部隊戦力の詳細については理解していない。彼は聖騎士ではなく僧侶だ。その領分は刀剣の届かない場所にある。

　ただ騎士団はユリハルシラ侯爵家が傘下に養うものであると知るのみだ。優秀な駒であると聞く。

　そんな彼らの活躍は、奇妙にも第一王女エレオノーラの自尊心に悦をもたらすようだった。己の派閥に属する貴族の騎士団であるから、それは己の騎士団であるに等しいという理屈だ。彼女の中ではそれが歪みなき真実なのであろう。

　ベックは呆れたものだ。

　愚かな話だった。

　騎士団とはそもそも四し侯こう六ろく伯はくが独自に保有する戦力であり、その存在理由の根本は王権に対する抑止力である。国軍の統帥権を持つ国王が暴走しないよう監視するための戦力だ。

　その構図が大事なのだ。兵権を分割することは軍事力による重大事件を抑制する効果も見込める。極端な侵攻や軍事革命が起こりにくくなる。

　四侯六伯と騎士団の制度は、それを望んだ教会が両国に介入して実現した制度であり、建国を援ける条件であったという。

　ところが、現実には第一王女のお声掛かりにおいて、大々的に騎士団の活躍が謳うたわれている。前線における軍事力の運用について一切口を出さないと約した第一王女だが、かしましい界隈においてはその活動を自粛するつもりなど毛頭ないのだろう。

　ベックはそう判断し、今のところそれを放置していた。聞こえてくる噂や新聞の内容の中に教会を示唆するものがないからだ。

　今も昔も、教会は両国に対して中立の立場を表明している。かつての戦乱において聖杯騎士団が帝国軍と交戦していても、建前上は王国に味方したわけでも帝国に敵対したわけでもない。

　あくまでも〝勇者〟の指示に従ったに過ぎないのだ。教会は勇者を援助し従う義務を有し、それは両国への配慮よりも優先されるものと定められている。

　聖杯騎士団は勇者の剣であるに過ぎない……たとえその剣が王国に対して振るわれようと、帝国に対して振るわれようと、問い質すべきは勇者なのであって教会ではないという理屈だ。

　詭弁だ。

　ベックは教会の裏の理を知る立場にある。その彼が勇者と聖杯騎士団についての理屈を一言で断じるならば、それはただ詭弁の二文字であった。

　むしろ逆であると知るからだ。

　勇者の剣として聖杯騎士団があるのではない。教会の剣として勇者があり、勇者を旗はた頭がしらとして聖杯騎士団がその力を存分に振るうのだ。

　それはそうだろう。勇者とはそもそも教会によって選ばれるのだ。教会が必要を感じた時、教会にとって都合のいい誰かが、教会によって仕立て上げられて勇者となる。それが教会の道具でなくて何だと言うのか。

　ベックは勇者と会話したことがあった。当時はまだ司祭で、勇者の聖定について裏の理を知らずにいたが、相対しただけでそれと知れる威があることに驚いたものだ。見た目はいかにも美しい青年であったが、やはり普通の人間ではなかったのだ。

　人柄としては純粋で子供らしい性格であったようにベックは記憶している。

　王国南部の孤児院の出身だが、血を辿ったならば王家の傍流に連なるという。

　それが事実かどうかはベックの知るところではないが、過去の勇者も全員が両国どちらかの王家の血を引いていたとされているから、その意味するところは二つきりだ。

　王族の血には勇者の資質が備わっているのか、もしくはただの詐称か。

　今の立場なら確かめようと思えば確かめられるそれを、ベックは未だ確かめていない。興味がないからかもしれない。

　今、教会は勇者を必要としていない。

　両国の戦争は行禍原に拮抗状態をもって展開している。

　剣角騎士団に狙われてなお活躍した黒蛇が、もしもそのまま勝ち続けることによって帝国の大勝利を招いていたのならば、あるいは勇者が必要となったのかもしれない。王国側に再びの勇者が現れたのかもしれない。

　しかしそうはならなかった。

　黒蛇を打倒する戦闘集団が現れた。

　第三王女親衛団である。

　初陣にて帝国軍の三個連隊を次々と破り、果ては前線砦の一つを焼き落とすまでのことをしてのけた戦闘集団だ。それはしかし〝火撃〟の騎兵隊と呼ばれる凄腕の傭兵団を雇ったゆえのこととも言われていたが、実力を疑問視するそんな声を塞ぐだけの戦果が再び打ち立てられたのだ。

　第一王女がいかに事実を捻じ曲げて膨らませようとも、事実が消え去るわけではない。

　剣角騎士団を大々的に賞賛し、親衛団については美談を持つ少年を中心に据えることで団としての功績を薄めようとしているようだが、前線将兵から伝わってくる真実というものがある。

　第三王女親衛団は傭兵の力を一切借りず、黒蛇に勝利したのだ。

　初陣の戦果によって人数制限を解除された親衛団は、王国軍から抽出された千五百人の兵をもって正規の三千人規模の部隊となっていた。駐屯先はベックも実物を知らぬ破れ砦で変わらないが、随分と熱心な戦闘訓練を積んでいたらしい。その殊勝は戦場において成果に繫がったようだ。

　剣角騎士団と共に行禍原へと出撃した親衛団は、団長自らが軽騎兵千騎を率いて黒蛇と対決したとのことだった。歩兵千五百卒は後方に停滞して戦闘に参加しなかったというから、騎兵にのみ訓練を施していたものだろうか……ベックにはわかりかねることだが、いかにもありそうな話ではあった。

　第一王女が紙面に書かせたところの少年は、重騎兵五百騎の中にあって何もしなかったというのが真実らしい。

　それは道理だった。十四歳の体が重い鎧に身を包んだ上で大弓など引けるものではない。それくらいはベックでも知っている。

　しかし安全ではあっただろうと思う。象徴としての一騎を重騎兵の中に潜ませることは戦場ではままあることとベックは聞いていた。剣角騎士団においてもユリハルシラ侯の嫡子に初陣を経験させる際、そんなことをしたとか。

　何にせよ、少し勝ち過ぎていた帝国軍が手痛く敗れたことは幸いだった。

　ベックにとっては戦闘の詳細などどうでもいいのだ。両国の軍事力が均衡状態にあるか否かにのみ関心がある。この夏の状況は悪くなかった。会戦前には予測のつかない状況になると思われた事態は、望ましい範囲内に収まりつつあった。

　血腥いことに違いはない。次に来る秋もまた似たり寄ったりの犠牲が払われるのだろう。

　そうなるように見守り、それが乱れないよう少々は手を加えなくてはならない。匙加減というものがある。

　そうやって季節を四つ巡り、厳冬の末に世界は冷えて閉じるのだ。その静けさの中にしかベックの安眠などない。いや、あるいは本当の冬が来るまではあり得ないのかもしれない。

　安らかな眠りなどという贅沢は死のその瞬間にまでとっておいて……ベックはこの夜も身を横たえず胡坐あぐらをかくのだ。

　彼が匙加減を調節すべき事柄は多かった。

　夏は終わろうとしていた。

　秋が、新たな血の臭いと共に訪れようとしていた。





◆第四十七話　酒を飲むことの愉しさは




「いやいや、実に見事なものでしたよ。権門の格式というものですな」

　言葉とは裏腹に、アクセリは皮肉げな笑みで首を横に振る。肩も竦ませている。

　周囲の面々も苦笑いだから、ラウリとしては笑い声の一つ二つを上げてみせる。

「ふん、やっぱりの。だから祝福せんのだ、儂わし」

「あれ？　爺さん、縁起物の銀細工で何か作ってなかったっけか？」

「ふんがっ!?　どっどど、どうしてそれを！」

「おいおい、何だよ、教えろよクスター。何を見たんだ？」

「オイヴァ！　聞くなオイヴァ！」

「え？　いや、器用なもんだったぞ？　俺も細工は好きだからよぉ」

「クスター！　く、クスター!!」

　上等な酒ということもあり酔いは早めに回っているようだ。木卓の上には肉や野菜の他に焼き菓子の類も並べられていて、それはこの本部室以外でも同様となっている。

　第三王女親衛団の駐屯地は、本日、調練を中止しての大宴会だ。

　ラウリも呼ばれてやってきていた。

　名目としては二つある。

　一つは、先の出撃についての祝勝会だ。剣角騎士団に助力したものだったが、目標部隊へ打撃を加えることに成功している。クスターら馬賊騎馬隊を駐屯地に残しての出撃であったことも少なからぬ意味を持つようだ。

　兵士の心情の機微についてはラウリもそう詳しいわけではないが、やはり初陣の大勝利はクスターらの活躍が占める割合が多かった。〝火撃〟という異名が親衛団全体に対してでなくクスターらにのみ名付けられたことでもそれがわかる。

「ま、まったく……油断も隙もあったもんじゃないわい。土塗れになる毎日の合間で、細々とやっとったことじゃのに……」

「おう、そういや例の穴掘りってどうだったんだよ。あんたらの穴掘りってな地形変える勢いだけどよ？　蛇の一匹や二匹はかかったのか？」

「不発だなあ。やるにはやったが出番が回ってこなかった。ま、埋め戻す作業も慣れたけど」

「そりゃ残念だったなぁ」

「いやいや、後背にオイヴァらが支度をしてくれているからこそ、俺は〝黒蛇〟と速さを勝負する気にもなれたのだ。そこへ駆け込めばまず負けんのだからな。そうでもなければとてもやれんよ」

「はっは、団長殿は謙遜かい？　どうだよ、俺とどっちが強かった？」

「駆け引きにまでいかず終わったから何とも言えんが……何かしら執念のようなものを感じたよ。五分での機動戦は御免という意味ではクスターと変わらんかな。次があれば任せるさ」

「黒蛇なぁ……勝てても勝ち切らせちゃくれねえだろうな」

　クスターはそう言うなり焼き菓子を放り上げ、口で受け止めてムシャムシャとやった。

　敵味方に噂される凄腕の傭兵部隊隊長……という仮面は、本当に仮面でしかない。

　クスターらは武名を誇る様子が皆無だ。彼らの心はもとより他の兵士たちと異なる。

　冗談や酔狂で馬賊をやっていたわけではないのだろうとラウリは思う。

　王国の権威に対して何ら尊崇の気持ちを抱いていないし、己の身命の置きどころも使いどころも兵士たちとはまるで違うのだ。

　馬賊の里について、ラウリは詳細を知らされていないが、マルコは三年間をそこで過ごし、他に類を見ない特別な騎兵隊を支配下に置いている。

　クスターらはマルコを王として仰いでいる。

　それはラウリも同じことだが、何かが違う。

　クスターらの態度にはベルトランに通ずる性質があるのだ。

（不思議なことはあるもの……か。その不思議を生む源は何だろうか？）

　親衛団の団員たちはマルコを優秀で勇敢な少年であると、アクセリ団長の唯一無二の副官であるとして尊重している者が大半だ。護衛団出身の者についてはその度合いが高まる。対馬賊戦にてクスターを射落とした事実を知るからだ。

　そして、護衛団時代にとある現場にいた者たちだけは、マルコを見る目に畏い怖ふが混じる。

　その現場にはラウリもいた。護衛団の幹部は揃い踏みしていた。

　馬賊討伐を成し遂げた後のことだ。捕虜となった者たちを前にして、マルコは命の選択を強いる演説を行った。縛られた中にはクスターもいた。百名だけを選抜させ、残る百名余りを敗者の無惨に置き捨てる行為……それを説明する時のマルコは妖気すら発していたようにラウリには感じられた。十歳のマルコの姿だ。

「勝ちに乗じることは容易いものです。上手く敗れることの方が遥かに難しい。クスターの言う通り、バルセロ将軍は無様な負け方をしない人でしょうね」

　今、この場には十四歳のマルコが微笑んでいる。白い頰ほおが酒気に染まっていてどこか幼い。

　焼き菓子の中でも酒漬けの果実が乗ったものを気に入ったようで、手元の小皿に四つほど取り置いている。穏やかな姿だ。不思議も妖しさもそこにはない。

「ただ、今回の負け方はあまり上手なものではありませんでした。死兵を使いましたからね。アクセリの言う通り、部隊としての精神性には見るべきものがありましたが、戦術としては褒められたものではありません。途中で負傷したためでしょうね」

　いや、やっぱり不思議だ……そうラウリは思い直した。

　不思議も大き過ぎると小さな不思議が目につかなくなる。

　発言内容のどこに十四歳の平凡があろうか。

　才気だけではない。どうして誰よりも帝国軍の将軍のことを知るのだろう。

　不思議は常に在る。

「ふむ。負け方の無様さで言えば、敵の騎士団は酷いものでしたな。戦い方も猫と虎でしたが」

「歴戦の勇たる剣角騎士団と比べても見劣りしない騎士団、となれば限られてきます。休戦期間に新設された騎士団であれば尚のことでしょう。あんなものですよ」

　ついと酒杯を口にして、焼き菓子にも手を伸ばしたマルコだったが、しかし触れるだけで持ち上げはしなかった。小さな吐息が音もなく散る。

「勝つことばかりを考えて戦う恐れ知らずは脆く危うい。大いに勝ちますが大いに負けもします。僚軍とした者は不幸ですね。災いの火種を抱えて苦しむことになる……バルセロ将軍は対陣した時点で逃げるべきでした。逃げられるものならば」

　それはどこか悲しげな口調に聞こえて、ラウリはマルコの顔を凝視した。

　視線は焼き菓子を見ているようで何も見ていない。指先が果実片をそっと押している。

「あるいは、紅華騎士団を囮おとりにしてアクセリの千騎へ機動戦を仕掛けるべきでした。一個の脅威として在り続けられた方がこちらの被害も増えたでしょう。そうさせないために、歩兵隊には対騎兵陣を敷いてもらっていたのですが……彼もそれは察したかな？」

　ペリ、と果物片が取れた。マルコはそれをつまんで口に運ぶ。

　ラウリがふと視線を転じたならば、他の誰もがマルコに注目していた。アクセリも、オイヴァも、ヤルッコも、クスターも。

　その中でクスターだけがどこか辛そうな表情をしているようにラウリは感じた。口元は杯で隠れているが眉根に皺しわが寄っている。

　彼はマルコの不思議について何かを知っているのではないだろうか。

　ラウリはそう直感し、改めてマルコの様子を見やった。

　マルコは土台の焼き菓子もパクリとやって、杯も呷あおった。相変わらずの微笑みがあるばかりだ。

「存在を明らかにする者は用心深くなければなりません。あの行イク禍マガ原ハラにおいてバルセロ将軍は柄にもなく目立ち過ぎていました。誰の挑戦でも受ける英傑のようでしたね。だから僕に嵌はめられる」

　これこそマルコだった。それは竜の笑みだ。

　ラウリは脳裏に竜と蛇との二つを比較する。

　どちらも戦いに巧みであるかもしれない。しかし規模が違う。手数の種類も違う。たとえ牙を剝く口の大きさが拮抗しようとも、地を這うのみの蛇に対して竜は空を飛べるのだ。身をくねらせるのみの蛇に対して竜は手足と爪とを持つのだ。

　戦に疎いラウリではあるが、その差は決定的に思えてならない。

「やっぱり、その紅華騎士団というのを誘き寄せたのって、マルコなの？」

　ラウリは聞いてみた。専門外のことではあるので、戦闘の詳細については聞いていなかった。マルコが重騎兵を、アクセリが軽騎兵を、ヤルッコとオイヴァが歩兵を率いて戦い、勝ったと知るばかりだ。それでも察するものはある。

「はい。剣角騎士団に依頼して、斥せっ候こうに旗振りをしてもらいました」

「旗振り？」

「軍旗ですよ。特別に斥候に持たせてもらったのです。振り方によっては色々と意味を持たせることができるので、それで挑発を試みました。俗な方法ですけどね」

「へぇ……ちなみにどういう意味を伝えたの？」

「挑戦をば受けるぞよ、という感じですね。なるべく尊大な感じで振るようにお願いしましたから」

　ぞよ、という言い方が芝居めいていて、ラウリは思わず笑ってしまった。

　それが命のやり取りの勝敗を分けたのだとしたなら笑い事ではないのだが。

「そういえば我々も黒蛇殿と旗振りをしましたなぁ」

「それも挑発したの？」

「違います。ただ挨拶をしただけですよ。こう、手を振る感じで、やあやあとね」

　マルコとアクセリが共に首など傾げて手を振ってみせるものだから、ラウリは噴き出してしまった。オイヴァも、ヤルッコも、クスターも同じように笑いの発作に襲われている。その内の誰が噴霧したものか、部屋には酒の甘い香りが強く立ち込めた。上等の酒は上等の香りがする。

　それを見ていたわけでもなしに、外からも大きな盛り上がりが聞こえてきた。

　今日の駐屯地はそこかしこで存分に酒が飲まれているのだ。戦闘とは勝利しても犠牲を伴ともなうものだが、その冥福を祈る気持ちもまた宴の空に舞っている。

　酒は人類の友なのだなあ、とラウリは妙に納得していた。

「ま、何にせよ勝って良かったぜ。負けるわきゃねえとは思ってたけどよ」

　クスターが言ったなら、アクセリ、オイヴァ、ヤルッコ、そしてマルコが不敵な笑みで応えた。

　そう、今回の勝利は親衛団が常時三千人規模となってから初の勝利でもあるのだ。

　ヘルレヴィ領軍とハッキネン護衛団とで混成された千五百人は新たな千五百人を迎えることで却かえってよくまとまったそうだ。

　初陣により両国に知らぬ者とてなくなった白流旗がそれを後押ししたらしい。今や第三王女親衛団は武名を持つ戦闘集団である。白く長くたなびく旗は、既にある種の魔力を保持するに至った。

　増員された千五百人についても、親衛団の調練を受ける以前から優秀な人員が集められていた。

　親衛団の名声による効果もあったが、何より、ユリハルシラ侯爵による手回しがなされていたことが大きいという。

　ラウリの聞いた話では、王国軍から兵員を抽出する際に侯爵自身がかつての職場に姿を見せたそうだ。名目としては侯爵家所縁の軍幹部を身内の事情で訪ねたことになっているが、その直後に抽出作業が実施されたのだからわかりやすくはあった。

　しかし事情が事情だからなぁ……とラウリは思い、そして愕然とした。

　慌てて周囲へ呼びかける。

「ね、ねえ、皆さん！　大事なことを忘れてましたよ！」

　キョトンとする面々に、ラウリは宣言するしかない。

　この大宴会の名目の内のもう一つを思い出させるのだ。

　上等の酒も、肉も野菜も、焼き菓子も、全てはそちらの名目を主しゅとして贈られた物だ。アクセリはその輸送便と共に王都から帰還したのだ。そのアクセリまでが何食わぬ顔でいる。

　ラウリは両手を大きく上げて高らかに声を発した。

「この宴会は、ハッキネン男爵のご婚約を祝賀するものでもあったのです！」

　そう、ダニエル・ハッキネン男爵は婚約したのだ。

　妻に迎えることとなった女性は、ユリハルシラ侯爵の娘アマリアである。以前よりその動きはあったとのことだが、此度の剣角騎士団の戦勝が一つの契機となったようだ。ダニエルの働きにより親衛団が助勢し、それが勝利の要因になったとして評価されたのだ。これまでの功績もあって秋には子爵位への昇爵も内定したという。

　婚礼は昇爵後に執り行われるが、それに先立つ形で婚約発表が王都でなされた。親衛団からはアクセリのみが発表会に招待されたのだ。

　沈黙の時が流れた。

　驚きを共有してもらえたのかとラウリが見渡したならば、そこには震える面々が顔を赤くしていたのだった。

　笑いが爆発した。爆笑だった。

　ラウリは呆然とするよりない。

　マルコすらがお腹を押さえ、目に涙を浮かべて笑っている。

「知ってるし！　んなこた知ってるし！　酔い過ぎだぜ、ラウリさんよ！」

「ラウリよお、それはあんまりだ、あんまりだぜ。最初の乾杯でそう言ったろう」

「俺は杯に口をつける度に男爵へお悔やみ……ゴホン、お祝いを念じていたのだがな」

「お前さんも中々に言うんじゃの。儂、お前さんだけはそういうんでないと信じとったが」

　口々にラウリへと言葉をぶつけ、ついでとばかりに酒を注いでくる。その度に流されるままに酒杯を呷あおる。呷らされる。












　ラウリは酔いに酔った。自分はそんなに変なことを言ったのだろうか、と気持ち良さの中にグルグルと考える。

「大丈夫ですよ。祝いの席であることに間違いはありませんから」

　マルコからそんなあやふやな慰めの言葉をもらいつつ、ラウリはクラクラする頭をしゃっきりさせようと外へ出た。井戸の水で顔を洗おうと思い立ったのだ。

　空は茜色に染まりつつあり、涼やかな風が頰ほおを優しく撫でていった。気持ちのいい夜が訪れようとしている。

　駐屯地は方々で宴もたけなわだ。誰もが笑顔でいるから、ラウリも誘われて笑顔になった。

　いい風景だと思う。これもまた竜の見せる風景だ。天を行く竜も憩いこう時間があって当たり前だ。

　近くで乾杯の声が上がった。それはきちんとダニエルの婚約を祝していた。

　ラウリも唱和したところ、杯を持たされ酒を注がれた。

　いい男たちだった。大いに盛り上がった。

　しばらくして、ラウリは隣にマルコがいることに気付いた。

　幹部会は終わりとなったらしかった。また方々で乾杯の声が上がっていた。ラウリも唱和した。

　美味しい酒だった。ラウリはいつかの夜を思い出していた。あの日、書類仕事に疲れたラウリへダニエルが注いでくれた酒も、すこぶる美味しいものだったから。

　ラウリは王都の方角に杯を掲げ、その中身を飲み干した。

　素敵な宴の夜であった。





◆第四十八話　童の歌声に魔力の宿りて




　秋は実りの季節だ。メコン麦の穂は収穫を前にして豊かな重みにたわみ、人々は間もなく始まる刈り入れの重労働を思って鎌を研ぐ。租税を数え、冬をいかにして越えたものかと思案する。

　役人たちも、商人たちも、王侯貴族すらも、全ては地が恵む穀物の一粒を基礎として成り立っているのだ。

　クラウス・ユリハルシラは書斎の椅子に深くもたれ、満足げに鼻息を吹いた。目の前には自領の農政に関する諸々の書類が並べられている。

　今秋の収穫高は豊作とまではいかないものの充分な量が見込まれていた。それは王国全体についても同様で、冷害による危機は概ね脱したものと見て間違いなかった。

　余人は知らず、クラウスは今年の収穫高こそが王国の命運を握るものと確信していた。休戦期間に復興した民の暮らしも、冷害が続いたならば、建物ばかりを残して無惨なものと成り果てる。食べる物がなければ何もかも立ち行かないからだ。

　不作であればあるほどに盛況を博す奴隷市など社会の徒花でしかない。帝国との戦端が開かれた今、これ以上気候不順が続くようであれば国の秩序が根幹から崩れかねないと考えていたのだ。

　クラウスは束の間、目を閉じる。安堵感が心身を巡っていた。

　コツコツと控えめに扉が鳴った。

　入室を許し、姿を現したのは容姿端麗な貴公子である。ダニエル・ハッキネン男爵だ。

　クラウスにとって彼は、政治の犠牲者であり、貴族にしては珍しい民生の実務家であり、嫡子の相談衆であり……この秋にも義理の息子となる男であった。

「ふむ、婚約発表の席でも言ったことだがな、ハッキネン男爵」

　クラウスはニヤリと笑いつつも、ねめつけてやったものである。

「卿には愛想というものが欠けておる。笑顔でいろとは言わんが、もそっとこう、景気のいい表情をしておれんものかな？」

「景気、ですか……それは」

　己の頰ほおなどを触れてみせるダニエルに、クラウスはフンと鼻を鳴らすのだった。

　言いがかりである。娘を嫁にやる男親の常としてか、クラウスはこのところダニエルにあれこれと絡むことが多くなっていた。自ら見込んで娘を嫁がせることを決めたのだから辛く当たる謂れもないが、親心として、少しくらいは浮かれていてほしいのである。

　とはいえ、ヘラヘラとしていたならばそれはそれで見込み違いも甚はなはだしいが。

　彼に命じた任務のこともあった。机上に展開した心温まる報告とは真逆のものが伝えられるとわかっている。

　昨今、ここ王都のみならず王国領のそこかしこで歌われる奇妙な流行歌があった。童歌のようなそれはクラウスら権力の中枢にある者や軍関係者にとって聞き捨てならない内容を含んでいた。




　行イク禍マガ原ハラに風の吹く。大きな戦いくさの風が吹く。

　東西がっぷり組み打ちて、今度も西が競り勝った。

　あわれ負け者、妻つま愚おろか。浮気で我がまま、怒りんぼ。

　昨日と今日とで言うこと変わり、頭にきたらばすぐ殺す。

　勇ましき者も魔の者も、殺しに殺す、痴れ女。

　行禍原に風の吹く。痴れ者殺せと風が吹く。




　歌詞が微妙に異なったものが幾つも報告されているが、どれにも共通して二つの要素があり、それは民衆が知り得ない情報を間違いなく含んでいる。

　一つに、起こったことすら秘されている行禍原会戦のことだ。しかも王国の敗北であることを示唆している。これについては前線帰還兵により徐々に噂として広がりつつあったことでもあり、近々公式な見解を発表する用意もされていた。だが、先に歌として流布されてしまったことは政治的な失敗とも言える。

　一つに、王族への中傷だ。まず間違いなく第一王女エレオノーラの名誉を棄損する言い回しである。それも王女を知っている者が考えたとしか思えないところが悩ましい。歌詞そのままとはクラウスも思わないが、近いものはあると認めていた。ある程度権力の高みにいなければ連想しないとは思われるが。

　クラウスはこういった民草の間の流行を軽視しない。かつて流行った『行禍原は今日も赤色か？』という歌もそうであったが、移ろいやすい大衆心理を国家権力の予測しない方向へと導いていく場合がある。

　あるいは逆かもしれない。大衆心理が大きく動いたその時に、その象徴として流行歌が生まれるのかもしれない。

　いずれにせよ、好戦と厭戦の割合、王国への忠誠心、帝国への敵愾心、何もかもが変動するものだ。政治に携わる者はそこに敏感でなければならないとクラウスは考えていた。

　国家とは世界の始まりから存在する確固不変のものではない。信じる者が多ければ形を成し、少なければ雲うん散さん霧む消しょうする……そんな儚さを持った存在である。

　クラウスは国をそういうものと認知するがゆえに、奔走する。不安は常に在る。

「それで？　歌の出所は特定できたのか？」

「いえ、それは……前線帰還兵を中心に調査しましたが、それらしい話は聞けませんでした。むしろ郷里に戻って初めて知った者が大半のようです」

「そうなのか……当てが外れたようだ。となれば王宮内の高い所からという話にもなるが、私の耳にも何ら情報は入ってこない。作者不詳では困るのだがな、今回ばかりは……」

「……困りますか」

「困る。歌をエレオノーラ様の耳に入れた馬鹿者がおる」

　ダニエルは表情を変えなかったが、眉がピクリと動いて驚きを伝えた。そして感心しないという風に溜息を吐いた。

　クラウスも同じ気持ちであるが、それだけでは済ませられない立場を生きている。

「どう……なりましょうか」

「どうにもならん。エレオノーラ様はご自身への中傷であるとは感じておられぬようだ。人間、自分のことはわかるようでわからんものらしい。救われたな」

「……伝えた者はわかっていたのですね」

「その通りだ。馬鹿め、先の行禍原会戦に己の騎士団を参加させなかった物惜しみを、あろうことか先見の明があったかのように誇りおる。エテラマキ伯の騎士団が損害を出したことまで引き合いに出し、次の会戦が楽しみだなどと嘯いておる。会戦を望んでおるのだ。痴れ者とは奴のことよ」

「カリサルミ伯、ですか……」

「成り上がり者は埃ほこりっぽい言動ばかりだ。迷惑極まるわ」

　クラウスは吐き捨てるように言い放った。傍かたわらの水差しから杯へ水を注ぎ、飲む。

　報告書がもたらした安らぎは既に消え去っていた。

　行禍原の先には敵国が矛を並べて存在しているというのに、王国の内情は不安ばかりであった。

　国王は病状に好転の兆しなく、この冬を越えられないと見られている。

　第一王女は何故か前線の軍事にこそ口を出さなくなったものの、相変わらずの情緒不安定さだ。

　貴族たちは戦争をどこか他人事に受け止めていて、不安げに見て見ぬふりをするか、逆に妙に好戦的な態度を示して軽はずみな行動に出たりする。思いついたように騎士団を増強したり、それを前線へ派遣したり、それを周囲に断りなく前線から戻したり……碌でもない。

　戦略的な視点で戦争を考えている者はごく少数だ。その少数であるところの軍部も些いささか緊張感が欠けていて、現状の膠着状態はどちらかが余程の失策をしない限り長く続くと見られていた。

　先の会戦の敗北はあまり重く受け止められていないようだ。引き分けに近いという見方が主流で、それにはクラウスも納得するところがある。追撃殲滅戦がなかったからだ。

　かつてアスリア王国が亡国の危機に陥おちいったのは、帝国軍が追撃殲滅戦略を取ったからに他ならない。大会戦において王国軍を壊走させ、それを追う形で王国領へと雪崩れ込み、反撃態勢を整わせないままに次々と主要都市を攻略したのだ。東龍河の川幅に勢いを殺されることを嫌った帝国軍は支流を渡って南進する陸路を取り、王都へと迫った。

　それを阻んだのが当時のクラウスであり、ユリハルシラ領軍を中心とした王国防衛軍である。

　王国防衛軍は帝国侵攻軍を打ち破ること叶わず、逐次戦線を後退させていく戦術でもって王国の延命を図ったに過ぎなかった。王都を護りきることもできず、結局は帝国軍に明け渡す羽目となった。しかし時間を稼いだことは確かだったのだ。

　その貴重な時間でもって、王国南部に救国の軍勢が再編されたのである。

　そして〝勇者〟が見出され、王国軍は帝国軍を北へと押し返していくこととなった。

　そんな攻防を知る者ならば、先の会戦など勝利でも敗北でもないと感じて当たり前だった。

　何しろ王国の前線砦へは帝国軍の一兵卒たりとて来襲しなかったのだから。むしろ勝ったはずの帝国軍の砦が一つ焼け落ちている。夏の諸戦闘も剣角騎士団の快勝によって概ね五分の戦果だ。現状に変動があると想定する方が難しいのかもしれない。

　クラウスも軍の立場としてはそれで正解だろうと考えていた。

「カリサルミ伯が歌を広めた、ということはありませんか？」

「ないな。あれはそういう迂う遠えんなことを図れる男ではないし、下から上を動かすという発想もない。直接に上へ働きかけ、それによって下を動かそうとするだろう。今回のようにな」

「第一王女の感情に働きかけ、次の会戦を早める……ですか」

「私は遅ければ遅いほどいいと考えている。見解の相違というやつだな。かつての戦争では私の方が戦場に立っていたし、当時のカリサルミ子爵が勇敢に戦ったという話はついぞ聞いたこともないのだが、時が移ろうとは恐ろしいことだ。いや、忌々しいと言うべきか」

　クラウスは頭痛を感じ、視線で酒を探した。

　目下最大の懸念対象は、貴族と軍幹部の中に徒党を組みつつある好戦派とでも言うべき者たちだった。声高に帝国打倒を叫び、次なる会戦にてそれを果たすと息巻いている。

　かつての開戦派の貴族も多くがその熱病のような雰囲気に毒されていて、カリサルミ伯はその中でも急先鋒の一人だった。なまじ伯爵家であるから声が大きく響く。

「伯は功あってヒルトゥラ家に代わり昇爵したものと聞きますが……」

「舌で成した功だ。それを卑しいと言うつもりはないが、私は戦場の軍人が王宮の讒言をもって殺される歴史を忌む。人の卑劣さの中でも特に許し難く思うのだ」

「……閣下、それは……」

「うむ。それ以上は聞いてくれるなよ。私が伯と共に誰の派閥に属するのか、それだけを弁わきまえておいてくれればいい。卿にとってももはや他人事ではないのだからな」

　沈黙が流れた。クラウスは自分が酷いことを言っていると自覚していた。

　彼がダニエルを巻き込んでいるのだ。北方から招き寄せ、まずは嫡子を宛がい、次いで娘を妻として押し付けようとまでしている。己の背負う重さを少しずつ味わわせようとしているのだ。

　ダニエルの目が、クラウスにそれをさせる。これはどうだと試すようなことをさせる。

　その気持ちは信頼とは少し違う。

　もしも挫折したり失敗したりしたならば、裏切られたと憤るよりも、その程度であったかと優越感をすら感じるだろう。

　不毛な不幸自慢にも似た心境があった。

　似ているのだ。ダニエルの在り様はかつてのクラウスに似ている。

　いかなる状況においても心に思い定めた決意一つを支えにして不動を実現している。

　それは自信過剰や自己本位による傲慢ではない。自分のための決意ではないからだ。

　むしろ敬虔ですらある。誰かに捧げた決意だからだ。

　クラウスにとっては国王がそれだ。己の運命を捧げる相手だ。

　しかしダニエルの相手は国王ではないようだ。

　無論、それが自分であるなどとクラウスは自惚れていない。

　ダニエルの目はどこか遠くを見ている。その先にいるのが誰かはわからない。

　王族か、貴族か、あるいは平民か。それが誰であろうと構わなかった。

　何故ならば、クラウスはダニエルの言動に未来を感じ取っているからだ。

　正体の定かならぬ、それでいて力強い鼓動を感じさせる未来の予感。

　今の王国に最も必要なものであり、今のクラウスが最も失っているものでもあった。

　クラウスは自分が既に時代の主役ではないと確信している。

　老人だ。今在る物を戦々恐々と保守する者でしかない。それ以上のことができない。

「……卿は、この戦争をどう見る」

「私如きが読みきれる流れではありません。翻弄されるのみです」

「ふむ。ではこの流れを読みきり、翻弄されぬ者とはどういう存在か」

「それは巨大な存在でしょう。この世界の夢と現と、その双方を摑みて押さえつけ、揺らぐことなく聳える存在……そのような者ならば叶いましょう。読みきることも。翻弄されぬことも。翻弄することも」

　思いがけない言葉だった。力強く、確信に満ちた言葉だった。

　クラウスは己の試みが意外なほどの大音を鳴らしたことを知った。

　それは老骨に心地よく響く快音だった。暗く閉じた扉の向こう側に、明るく爽やかな風が吹いていると教えられたような、そんな気分を感じていた。

「そうか……私はそんな巨人にはなれなかったな」

「私もです。なれるとも思いません。ただ日々にあくせくとするのみです」

「ほう。それでは私と同じではないか。若いのに欲がないことだ……」

　クラウスは脱力した。不思議と頭痛は治まり、目は酒ではなく窓を見ていた。

　寒さも混じる秋風を遮って木戸を閉めてある。機密保持と防犯のために滅多に開けることもなくなった窓だ。

　いつ頃からそうなったものか。クラウスは夢想した。

　父はどうであったかと。祖父はどうであったかと。窓を開けたろうか。

「少し風を入れましょうか？」

　ダニエルが言って、無造作にその木戸を開けてみせた。

　空が四角形に切り取られてなお青く澄んでいた。広さは見えずとも高さがあった。

　風はさして寒くもなかった。

　クラウスは王に会いたくなった。王にこの青さを伝えたかった。

　王はもう見えず、動けない。

　だからせめて、伝えたかった。





◆第四十九話　帷幕の内に策を巡らす者は




「問う。そもそもアスリア王国とは勇者の国なのか。勇者に頼ってそれを殺されてしまった国なのか。それとも魔人の国なのか。魔人に救われそれを殺してしまった国なのか。どちらにせよ既に勇者はなく、魔人もまたなし。聞け。魔力の正邪を問わず、それに頼り依存した今のアスリア王国は蛮国である。恥じるべし。この大陸に人の世の秩序を人の力で営むは、文明国はただエベリア帝国があるのみ。従え。ひれ伏し、疾とく従え。正統な文明に急ぎ参画すべし。さもなくば十万の軍にて再び攻め滅ぼすぞ」

　それは言葉の剣だ。

　幾多の矢文で、幾人もの使者で、繰り返し文言が放たれる。叩きつけられる。挑発と言うには生ぬるい内容を繰り返し伝達する。それはしかも前線においてばかりではない。街々の辻でも、王都の深く高いところでも、人を代え形を変え、しかし鋭さはそのままにして叫ばれるのだ。

　潜入した工作員たちによりその下地作りは充分に果たされている。王国を揶や揄ゆする流行歌。教会の協力により礼拝の脇で子らに教えられもした流行歌。

　色付き水を植物に吸い上げさせるが如くに、歌は王国を巡って潜在的な不穏分子を明らかにした。面白がった者たちはその全てが帝国にとって利用価値のある駒だ。色水が毒水に変わったところで、それらを汲み上げ広めていく。教会が今更に止めようとももう遅い。

　王国と教会の誤算、それは勇者伝説を多用し過ぎたことだ。

　悲劇に酔い痴れるそれも、狂乱に酔い痴れた魔人火か刑けいも、どちらもが精神を薄弱とさせる劇薬だ。注意深く少量をもって利用すべきものだ。たとえ滅びかけ病身の国体であろうとも、細心の注意を払って冷徹な理性でもって服用させなければならなかった。

　いや、あるいは教会はそうしていたつもりだろうか。

　甘い。甘過ぎる。両国の歴史を長く知るがゆえの油断だ、それは。

　見よ。今の王国の民など、風向きによっていかようにも身を折り振るぞ。葉ばかり大きくその身に芯のない長草ばかりではないか。風任せの生き方に慣れきっている。流れに容易く身を委ねる。判断を余所に任せるくせに、その身ばかりは熱心に振り動かす！

　さもあらん、人の営みとは個々に熱を帯びるものだ。拍動とは命の熱気に満ちている。人形ではないのだ。無機質な糸で行儀良く操りきれると思うのならば、それは傲慢というものだ。

　人の熱情は確かに在って、しかもそれは病体の国家においては制御不能の衝動として発揮される。理性を欠いては熱に吞まれるのが定めだ。

「……獣なのだよ、もはや」

　暗い帷幕の内に独り言が呟つぶやかれた。

　寝食も忘れて資料と地図とに埋もれる男は、ドナルド・コレトスである。

　髪はざんばらとなり、髭もむさ苦しく、頰ほおもこけている。血色も悪い。

　しかし充血したその両目だけは煌々と光を放っているかのようだった。

　彼の策が山場を迎えようとしていた。

　春先に会戦を行ったばかりの両国は、この初冬に、年内二度目の会戦を行おうとしている。それも前回を大きく上回る規模であり、どちらも十万を超える将兵を動員する。

　大会戦だ。待ち望んだものだ。

　百の策を用意し、その全てが成ったわけではない。一つの策が失敗すれば次善策を、それも叶わなかったならばそれを補う策を……しぶとさだけを必勝の手段として、ドナルドは多くの策を必死にその手で編み上げてきた。

　鮮やかさなど無縁だった。しかし一度たりとて熱意を失わずにやってきたのだ。

　崩壊した帝国軍の再編がまず難事であったし、それは外に王国軍の侵攻を恐れつつ内に帝国分裂の危機を抱えたものだった。精鋭の主力軍を失うとはそういうことだ。

　教会を信じることなどできないままに、その力を大いに頼らざるを得なかった。

　民を慰撫し、王国の注意を国内復興に向けさせ、帝国貴族に権力奪取への蠢動を自重させる……皇太子をすら亡くし権威の失墜も明らかな帝室にそれらを行えたはずもない。西方教会が伝統的権威によって辣腕を振るったものである。

　困った時に頼りになるのが教会だ。調子が良くなった時に取り立てられる援助でもあるが。

　あと一押しで王国を滅ぼせるというその時機に〝勇者〟が聖定されたことが証拠であるとドナルドは考える。

　歴史上、勇者の現れ方には二種がある。一つは魔境の拡大を伴ともなう自然災害が発生した時で、もう一つは大陸に覇者が誕生しかけた時だ。後者については追い詰められた弱小国家を善とし、追い詰めた大国を悪とする勇者伝説が記され、語り継がれることとなる。

　冗談ではなかった。ドナルドはそんなことを認めるわけにはいかない。

　歴史とは人形劇ではない。その時代を懸命に生きる人々が大地に刻み残した足跡だ。

　人の血と体温とが感じられるものでなくては意味がない。

　彼は勇者伝説を否定する。帝国人の多くはそこまでの考えを持たず、ただ先の戦乱に現れた勇者の真偽についてのみ疑問符をつけるが、ドナルドは勇者という存在そのものを拒絶するのだ。

「たとえ神であれ人の形をしているのならば討つ……か」

　ドナルドにそんな言葉を残した人物がいた。

　かつての皇太子である。近衛軍を率いて勇者と激烈な戦いを繰り返した英雄だ。

　そしてその最後の戦いにおいて、遂に勇者を討ち果たしたのである。

　それは命を懸けた証明だったようにドナルドは思う。人の歴史が人のものであることの証明だ。

　だからドナルドは勇者を認めない。そんな存在に人の歴史が歪められ、停滞させられることを断固として拒否する。

　それゆえに勇者を教義の中心に据える教会を信じない。利用し利用され、騙し騙され、そんな権謀術策の果てに裏をかき、置き捨てにしてやるつもりだった。

　これから戦われる大会戦は、その規模において既に教会の予想を裏切っていようし、その結末においても教会の度肝を抜くだろう。

　ドナルドは荒んだ人相の中に笑みを浮かべた。

　用意は整っている。

　まず、王国軍の統帥権を持つところの第一王女エレオノーラは激昂しているとのことだ。

　それはそうだろう。彼女こそ教会の最大の失敗策……いや、失敗作であるとドナルドは見る。魔人火刑と勇者伝説、その二つの劇薬に最も強く影響されたのは彼女であるようだ。それをもって御そうとしたのならば明らかにやり過ぎだ。

　彼女は人として何かしら壊れているようだ。それを王宮の奥の花園に隠しきるのならばまだしも、唐突にも北方歴訪などと自ら前線へ出てきたのだからドナルドは嗤わらうよりない。

　前線でも、道中でも、様々な場面で彼女は工作員の観察に晒さらされた。王者である以前に女性であり、少々と言わず問題のある人物と察せられた。感情に振り回される性質が見られた。

　だから、言葉の剣は深く刺さる。強く効果を発揮する。

　そして彼女を抑制する立場にある大貴族たちや軍幹部にしても、それを強硬に留める理由を持たない。持たせないように調整したのだ。

　王国軍は帝国軍の実力を低く見積もっている。侮あなどっている。

　先の会戦の勝利を小さなものに留めたのは意図してのことである。

　前哨戦における砦焼失は予定外の痛手であったが、その被害も利用して帝国軍の継戦能力や遠征能力を低いものと示すことができた。会戦前後の諸戦闘も五分である。

　そこにはバルセロの思わぬ敗戦もあったが、それまでの戦果もあり帝軍大佐へ昇進させることは叶った。そうなればむしろ敗れた事実は利用価値が出る。王国軍をより増長させることができた。

　また、二つの虚報が王国のとある伯爵の耳に囁ささやかれた。

　一つに、先の会戦における帝国軍の勝利の要であった黄金剣騎士団であるが、それを率いるイグナシオ将軍は戦闘中の負傷によりもはや戦えないということ。

　もう一つに、小戦闘の雄であるところの黒蛇バルセロ将軍であるが、これも戦闘中の負傷により戦えないということ。

　どちらもその伯爵の戦闘意欲を強く刺激したことだろう。彼は成り上がりであり、戦功に欠ける身に劣等感を抱いている。戦勝が欲しかろう。

　ドナルドは他にも細かな策を演出として織り交ぜてきた。

　奴隷の逃亡兵、意図的に捕虜になった帝国兵による帝国の窮状吐露、捕虜にした王国兵に駐屯地の粗末な食糧事情を体験させてからの解放などだ。全てが示弱の計である。王国軍を思い上がらせるのだ。帝国軍など恐れるに足らずと思わせるのだ。

　そして刺す。言葉の剣で深々と刺し貫く。

　流行歌で素振りは済んでいる。

　ズバリ鋭く剣は刺さった。この刃には刺激的な毒が塗り込められているから、そら、王国は早々に興奮の症状を表したものだ。

　教会の止める声も聞かずに大兵力を吐き出してきた。大規模会戦を嫌う教会を振り切った。時期としても狙い通りのところである。

　ドナルドは己の口の端が歪み上がっていくことを自覚した。

　初冬である。収穫祭を終えてぬくぬくと蓄えを抱え冬を待つ王国は、それがそのままに実った麦穂の在り様だ。

　刈り取る時が訪れたのだ。多くを支払い、長きに耐え、周到な準備を進めてきた帝国にはそれを頂戴する権利がある。

　かつてその目前で台無しにされた大陸統一を、今度こそは成し遂げなければならない。

　そのための道がドナルドには見える。征服の道が見える。この道を見るための十五年であった。

「……予断はいかん。予断は禁物だ」

　ドナルドは傍かたわらから濡れ手拭いを取り、口元に当てた。

　唇が乾く。頰ほおは熱を持っている。それはしかし体調の不良ではない。

　ドナルドはむしろ自分がいつになく活力に満ちていると感じていた。

　あるいはこれが執念の炎というものかもしれない。老いて不自由な己が身に、自分以上の何かが宿っているような気がするのだ。それがこれまでに犠牲となった帝国兵たちの心火であればいい。

　ドナルドは眼を閉じた。今は亡き輩たちを、皇太子の在りし日の姿を想う。

　そして刮目した。留意すべきことは幾らもある。それらへの対処を確認する。

　ドナルドは自分に即興で策を出すほどの才はないと自認している。用意しなければならない。百難を想定し、それら全てに何通りもの対応策を考え出しておかなければならない。

　王国軍を破ることについては軍が必勝の策を練ってある。

　となればドナルドが留意すべきは教会だ。

　教会は両国の争いが行イク禍マガ原ハラという枠を越えることを嫌う。越えた途端に中立の立場を捨てると言っても過言ではない。それを天秤に喩えるならば、傾きが大きくなった際の歯止めがあることを見せておかなければならない。両国どちら側にもそれは必要だ。

　帝国領においては、それを目に見える形で物理的に用意してある。前線のカルリオン伯爵領、ティヘリナ伯爵領の背面に建設された長城がそれだ。南東の端を紫雲海に接し、北西においては西龍河に接するという長い長い壁である。

　王国軍の侵攻を恐れて建設が企画された大計画だが、どういうわけか教会からも非公式に援助金が提供され、未だ完成には至っていないながらもそれなりの形を成している。

　軍事的な観点からすれば費用ほどの効果を見込めない代物だが、それでいいとドナルドは考える。教会さえ納得すればいいのだ。壁というのはいかにも坊主にわかりやすい建造物であろう。

　王国領においては二つの歯止めがある。

　一つはユリハルシラ侯爵領の存在だ。当主クラウスの将才もさることながら、その傘下にある剣角騎士団も、領軍も、どちらも敵ながら見事と言わざるを得ない精兵だ。かつての侵攻の際もその強さに苦戦させられたものだ。今もその戦力が健在であることは知れている。

　今回、ドナルドは彼らと同様の戦いをするつもりはない。そのための切り札は漆黒の戦いくさ外がい套とうの枚数分だけ用意されており、彼らの命を全て使い捨てにしてでもその歯止めを無力化する計画だ。

　もう一つは川賊の存在である。教会が王国内で前線への物流を操作するために利用している悪党だ。教会は水運を握る彼らの組織力を抑止力と見るだろう。帝国軍が王国領へ侵攻した場合、その水運を帝国に対して非協力的にすることで歯止めの一つとして機能させるだろう。

　しかし川賊の本質は虚無的で、教会への忠誠などといったものは皆無であった。

　ドナルドが自ら出向いて確認したことである。

　色々と調査したところ、巧妙にも教会を欺あざむいてさえいた。

　金だ。王国のことも教会のことも利益を得るための顧客程度にしか認識していない。

　彼らが勢力を拡大することを援助し、その不法行為を承認した帝国は、彼らにもたらす金額の分だけ水運を自由にできる。

　後は速さだ。速さこそが教会の介入を阻む最大の力になるとドナルドは見切っていた。

　そしてそのための準備も為されている。速さを生む策が征服の道の先々に用意されていて、帝国軍はそれによって加速し、最後まで走りきることになるだろう。

　微かな懸念としてあるのは、あのバルセロ軽騎兵連隊に打撃を与えた戦闘集団の存在である。

　アスリア王国第三王女親衛団だ。規模は三千人でしかなく、しかも王宮内のつまらない理由から僻へき地ちの砦に押し込められている。

　その位置は水運を押さえた段階ですぐさま枯らし殺せる場所ではあるが、帝国軍前線砦を焼き落とした傭兵部隊と今も懇意であるとの情報もあり、無視することはできない。

　大会戦の中にその独特の旗を見るようであれば、その軽騎兵の動きを注意すべきだ。

「……いかんな。私はもう戦えぬ身であるのに」

　ドナルドは独りごちて、息を吐いた。騎士としては致命的な傷を負った自分を忘れ、ついつい、戦術的なあれこれを考え出していたのだ。帷幕越しに聞こえる鐘や太鼓の音のせいかもしれない。

　ドナルドは苦笑いした。久しぶりの戦場だからと言って年甲斐もなく興奮しているようだ。

「ここまでくれば……死んでも大した悔いが残らんからかな？」

　身を起こし、傍かたわらの剣に手をやった。

　手入れを欠かしたことはないし、できる範囲で素振りもしている。

　しかし殺意をもって実戦に振るうことは久しくしていない。

　この大会戦にて振るうこともあるだろうか。討ち死にの名誉をもって人生を終えることは、心密かに抱いている夢ではある。

　少し抜いてみる。刃に映る己は酷い姿だ。老いた山賊といった風である。

　とても名誉がどうのという在り様ではなかった。雑兵にも劣る。

　ドナルドは苦笑いを重ねた。

「相応だ、これは」

　剣を納めた。もう顧みもしない。再び資料と地図とに見入る。ふうふうと息を吐きつつ、不安を殺していく。唇を乾かしつつ、心配を潰していく。胸に湧く重苦しい熱気を押さえ込んでいく。

　大なる会戦が始まろうとしていた。

　ドナルドの策が動き出そうとしていた。





◆第五十話　釣って、野で伏せ、そして




　冬空はその青色にも冷たさが宿り、その澄ちょう明めいな高さで人を酷こく薄はくに見下ろしつつも無関心の態だ。

　冷気が風に流れて大気の縦横無尽を思い知らせ、人の身の矮わい小しょうと不自由とを弁わきまえさせようとしている。いかなる奮闘努力も虚しく、いかなる粉骨砕身も意味をなさない……善悪も功罪も何もかもが美び醜しゅうの醜の側に押しやられる。

　天はあまりに美しく在り過ぎる。

　自分が水底に這う虫の一匹であるような気すらして、ベルタは頭を振った。

　それでいいのだと、虫にでも何にでも成り果てようと誓った身だった。

　今にして怖おぞ気けづく己を心中に罵る。空を見上げる行為すらが逃避だと断じた。

　ベルタは馬上から周囲を見渡し、唇を嚙む。

　敗走の風景が広がっていた。兵たちが疲れた顔で、小走りに西を目指している。

　武器など持っていやしない。隊伍などありやしない。

　散逸せず曲がりなりにも集団となっているのは、掲げられた友軍の軍旗の下にいる方が生き残る公算が高いからに他ならない。

　食事の配給もある。それだけのことだった。戦うなど考えられない。

　ベルタの間近には黄金剣騎士団の面々が密に集まり、この一万を超える集団の中で核としての固形を形成している。

　前線砦すら既に東の後方というこの状況下では帝国領を行くのにも常の緊張が強いられる。追撃してくる王国軍に対しては当然だが、同道する友軍兵だとていつ暴徒と化す者が現れるかわかったものではない。核としての威圧は双方に対してのものである。

　同じような集団が方々にあり、同じく西を目指しているはずだった。

　位置としてはティヘリナ伯爵領を西へ進むベルタらであったが、この辺りは冷害の何年かで耕作を放棄された廃村しか存在しない。前線砦から町までが酷く遠いのだ。

　それは十数年前の主力軍壊滅後に断行された、王国軍侵攻への過度な対応の結果である。当時、前線二領はその半ばまでを放棄されたのだ。道を崩し町を壊し、僅かな領軍でもって王国軍に対抗するための戦場へと変じられたのである。

　そのことが今、ベルタらの後退を苦しめている。

　行イク禍マガ原ハラを越えて遂に帝国領へと雪崩れ込んだ王国軍は、その十万を超える軍勢を潮のように寄せてくる。掠りゃく奪だつするために留まる場所がないからだ。ただ執拗に帝国軍の各集団を追ってくる。逃げる方も休めない。休めば大軍に囲まれてしまう。

　帝国軍は敗北したのだ。

　エベリア帝国とアスリア王国との間に戦われた大規模会戦は、殆ど鎧袖一触という有り様で、帝国軍の敗北として終わっている。ベルタおよび黄金剣騎士団は予備部隊として参加していたが、一度として敵とぶつかることなく、崩れた味方の波に翻弄される形で退いたものである。

　行禍原に両国が展開した兵数は合計すると二十三万を超える。アスリア王国軍十二万八千に対し、エベリア帝国軍は十万五千の動員数だ。当初から二万以上の兵力差があった両軍だが、その陣容においても戦意においても大きな隔たりがあった。

　王国軍は国の重鎮たるカリサルミ伯爵を筆頭に多数の貴族が参陣し、絢けん爛らん豪ごう華かな軍旗が多数の騎士団の参戦を誇示していた。騎士団とは同じ規模の正規軍部隊と比べて精強かつ潤沢であることが専もっぱらである。

　陣営には大量の炊煙が上がり弦楽の調べすら聞こえてきた。飼葉は荷車に溢あふれんばかりにして軍馬には専属の世話人までいる。それは原野に町ができたかのような有り様であった。

　しかも好戦的だ。帝国軍の斥せっ候こうを見つけるや一騎に対して小隊単位で追手を差し向けるほどの戦意の高さだ。逃げれば罵倒が飛んでくる辺り、やや野蛮な方向に荒ぶっているものかもしれない。

　対する帝国軍は全てにおいて精彩を欠いていた。

　主将として総指揮を執ったのは帝国の宿将とはいえ既に前線を退いて久しい老中将で、そもそも彼の戦功はその殆どが後方支援である。先の会戦に勝利するも追撃を行わなかった軍のやり方に不満を露にしていたから、今回の主将抜擢は本人の強い自薦の結果であると言われている。

　そして奇妙な倹約癖を陣中に持ち込んだのである。全ての物資を芋の一本に至るまで帳面で管理し、一人一人の排便の回数すら数えかねない管理ぶりだった。

　その運営方法を支えるためか、兵員の多くも後方支援任務の経験者で編成されていた。精鋭をもって揃えられるべき会戦に臨んで、精鋭の意味が履き違えられていたのである。

　その一つの象徴が、ベルタおよび黄金剣騎士団の後方待機であろう。

　先の会戦の勝利の立役者であり、今戦乱における英雄とも目されているベルタ・イグナシオ将軍が全軍の指揮に関われないどころか予備部隊扱いとはどういうことか……そんな声があちらこちらで聞こえ、士気は下がりに下がっていた。

　会戦は、その始まり以前に既に帝国軍が押し込まれるという珍事になった。

　老中将が会戦予定地点を逐次変更するという意図不明の決断を連続したのである。やれ地形が悪いから陣を下がらせるだの、やれ排水に不便だから陣を南西の砂地に移すだのと、十万の軍勢を千鳥足の巨人よろしく日毎にフラフラと移動させていった。

　王国軍としては首を捻りつつも愉快なことだったろう。何しろ戦わずして敵が退いていく。しかも退く度に兵数が減少していくのだ。傭兵などは馬鹿馬鹿しさから契約を破棄し、戦場において雇い主を代えようとする者まで現れ出した。

　行禍原を東西に四分割したとして、それを西から数えて最初の区域にまで帝国軍は後退した。

　その分だけ王国軍が前進し、遂には会戦の時が訪れる。王国軍がその我慢の限界を迎えた形だ。

　陣立ても慌しく応じた帝国軍は一度こそ耐えたものの、二度目を待たずして脆くも崩れ去った。

　王国軍は勝ち鬨どきもおざなりにすぐさま追撃に入り、その怒涛は帝国軍に残されていた前線砦のことごとくを破壊してなお治まらなかったのである。

　老中将はもう生きていない。前線砦の一つに踏みとどまり、帝国への忠誠を叫びながら斬り死にしたという。

　付き従った者たちの内、ただの一人きりが死地を脱して逃走し、今はベルタらと行動を共にしている。剣も槍も捨て、荷もなく、さりとて騎士団が提供する食糧にも口をつけないその男の両腕には、戦いくさ外がい套とうに包まれた物が常に抱えられている。

　こうして重苦しく西へと進み続ける今も、ボロボロの有り様で歩くその男は、大事に大事にそれを抱えていて離さない。

　ベルタは何も言わない。ただ黙禱を捧げるのみだ。

「ベルタ様、王国軍の斥候を確認しました」

　軽騎兵の一騎がベルタへ報告した。黄金剣騎士団はこの会戦に際して軽騎兵一個小隊六十騎を帝国軍より借用している。それを斥候兵として駆けさせているが、どうやら追撃部隊の一部に見つかったようだ。

　ベルタは頷いて返し、騎士団へと振り返った。

「各々方、弓の弦は張り詰めているか？　矢羽は整い優美であるか？」

　言いつつ、自らは馬上槍をクルリと手首でひるがえしひるがえしする。

「騎射で牽制し、槍をもって追い払うことを基本とする。弓と槍とを交互にして横列陣を敷くぞ」

　集団の最後尾へと下がっていき、そこに長く馬列を並べる。先の会戦で損害を受けた黄金剣騎士団であるが、予備兵の補充を受け、負傷者も復帰できる者は復帰し、今は再びの三千騎を揃えている。その戦闘力についてもベルタは何ら不安を抱いていない。

　しかし金冠剣王の軍旗を掲げることはしていなかった。ただ帝国軍の翼竜の旗をのみ掲げている。会戦に際し予備へ回されたことへの不満のため、と噂されてはいるが。

　更にもう一騎の斥候が戻った。報告する。

「ベルタ様、敵本隊は一個騎士団三千および二個連隊一万ほどからなる兵力で、騎兵の割合は三割ほどです。北東に位置しており、北と東へしきりに伝令を駆けさせています」

「騎士団を中核とする一個師団か……近くに他の師団がいるな。位置を確かめよ。こちらの所在は知られているのだ。大きく動いて構わん」

　駆け去る斥候を見送りつつ、ベルタは脳裏に周辺の地形と町への距離とを思い描いた。敵部隊とこちらとの相対速度を計る。間に合わない。急がせたとして最寄の町まで届く前に捕捉される。どこかで足止めを図らなければならない。

　何をしたところで軽騎兵に先駆けされたなら逃れる術もないが、それでも遅滞戦術を採らざるを得ないだろうとベルタは考えた。三千騎を敵主力の前に晒さらすことで敵を停滞させるのだ。接敵の場所を選べば、少ない犠牲で多くを逃しきれる。

　いや、味方を逃すことを最優先とするのならもっと有効な方法があることをベルタは知っていた。軍旗だ。敵味方に知れ渡る金冠剣王の旗さえ掲げてしまえば敵の注目を一身に集めることができるだろう。その上でどこかへ誘引してしまえばいい。遅滞戦術を採るにしてもやりやすくなる。

　しかし、それは許されていなかった。勝利の象徴としての金冠剣王の軍旗は、今この後退の中には掲げられない。味方が死のうとも、老中将が斬り殺されようとも、耐えなければならないのだ。

「ベルタ様、例のものを使われては？」

　騎士団の者がそっと言う。

　それは軍旗のことではないとベルタはわかっていた。

　場合によっては使うことを指示されているもの……それは決死隊による囮おとりだ。前もってそれを志願した者たちが徒歩の集団の中に紛れている。十数人という彼らに翼竜の軍旗を預け、それをもって示強の計を為すべしとベルタは言われている。

　伏兵としてならばまだ最後の武功が成ることもあろうし、それが混乱を生めばあるいは生還する可能性すら生じるかもしれない。しかしそれは許されていないのだ。決死隊たちはあくまでも時間稼ぎとして目立ち、討たれることを求められている。

　最悪の場合、武器なき兵士たちを見捨てて逃げることをすらベルタは指示されているのだ。彼女の価値観とは無関係なところで、既に命の優先順位は決定されている。軍令として命じられている。ベルタは自己満足のための戦いに投じる命を持たないのだ。

　ベルタは束の間目を閉じ、考えた。

　外道を為す覚悟は済ませてある。己が名誉の戦いを望む資格を失ったこともわかっていた。

　物言わぬそれが……戦いくさ外がい套とうに包まれ抱えられるそれが、先に義務を果たした者としてベルタを叱咤している。躊躇ためらうなと。厭いとうなと。汚濁を抱えて正義を演じよと。卑劣を隠して英雄を全うせよと。ベルタ・イグナシオとして生きて死ねと叫んでいる。

「……皆に食糧を配れ。携帯できるものをだ。そして食はませつつ急がせろ」

　意は決していた。ベルタは決死隊を使う。

　しかし安易に使う気はなかった。最大限の効果を発揮する形で用いてみせる。

　たとえそれが限られた中での最大限でしかなく、結果的に彼らの命を使い捨てにしていることは変わらないとしても、それでもベルタは最善を尽くすことを選んだ。

「敵の斥候は追い散らせ。矢を射掛けろ。強行軍についてこれない者は南へ向かわせろ。海沿いを行けば最も敵と遭遇しないはずだ」

　指示を飛ばし、己も早速に〝味あじ縄なわ〟を嚙んだ。食用の草に海草を絡め、塩汁に漬け込んだ後に乾燥させたものだ。塩分を補給すると共に滋養もとれる。

「進みが遅い！　横列陣をそのままに集団を急きたてろ！」

　ベルタらは、徒歩を含む一万人からの集団としては目を見張る速度で進んだ。日が落ちるまでの間に王国軍に追いつかれることはなかった。それは敵が一個師団としてではなく、複数の師団で連携して包囲することを選択したからでもある。

　逃げきることなどできはしない。しかしこの一日は凌いだのだ。

「野営の準備は盛大にせよ！　篝かがり火びは多く、木柵も多重に設けよ！　鍋も食糧も全て置き捨てだ！　二日は食えんと覚悟しろ！　我々はこのまま夜を越えて進む!!」

　言葉のままに、ベルタらは野営の陣を設置した直後に出発した。呻き声が連鎖したが、それは恨み言には変わらなかった。その陣に残ることの意味を知っているからだ。

　初めから残るつもりで武装した十数名と、もう歩けないからと消極的ながら武器を手に取った数十名とが、その陣に残った。

　彼らは囮おとりだ。夜闇の中に軍在りと偽るためにここへ踏みとどまり、矢を放って、時間を稼がなければならない。

「……武運を祈る！」

「ベルタ様こそ……どうかご武運を！」

　別れの言葉も時間を惜しむようにして、ベルタらは西へと急いだ。

　夜を通して行く。寡黙に足を運ぶ。沈鬱に馬に揺られる。

　残してきた翼竜の旗がどのような運命を辿るものか、朝焼けの方向に思いを馳せつつも、己の影を前に見ながらただ進む。

　犠牲を払い、悲壮を胸にして……しかし勝つために後退していくのだ。

　更に一日が過ぎ、背後に迫る王国軍の軍旗の模様までもが確認できるまでになった時、ベルタらは遂にそれを見ることになった。

　西の丘にひるがえる幾つもの軍旗。それは帝国軍の翼竜の軍旗だけではない。それらを子供のように従えて、中央の大旗には昇龍の印章が風に踊っている。

　この大陸に二つしか許されていない、龍なる大河を意味するその印章。

　帝国軍においてそれを掲げる軍があるとすれば、その指揮官はただの一人しかあり得ない。

　西龍河を領内に有し、その恵を祭る最高責任者だ。

　それはエベリア帝国の主権を有する最大権力者という意味でもある。

　皇帝だ。エベリア帝国皇帝、ライムンドである。

　彼の直率する軍であるならばそれは近衛軍である。かつてのそれは皇太子と共に勇者を討ち、魔人に全滅させられた。今ここに集う者たちはその悲憤によって新生された、新たなる精兵たちだ。

　それを中心として五万からの兵力が横列に展開している。

　漲みなぎる戦気により風すら発していそうだ。

　さもあらん。本来であれば最前線にいてしかるべき精鋭たちは、此度の大規模会戦に際してほぼ全てが後方に回っていたのだ。ここに轡を並べ、槍を林立させている者たちは、後方部隊ではない。彼らこそが帝国軍の本来の前線部隊である。

　大旗が振られた。応えるために掲げられたのは、それこそは、金冠剣王の軍旗であった。

　敗走するものたちを追って帝国領深くに侵攻した王国軍十二万は、幾つかの師団に分かれつつもその全てが罠の中の獣と化した。行禍原を越えて追撃する王国軍は、実のところ南西へと誘引されていたのである。北端に手ぐすねを引いて潜伏していた数万の帝国軍が南東方向へと強襲し、もはや退路など存在しなかった。行禍原への道は閉ざされた。

　ありとあらゆる場所から帝国軍の猛攻が始まった。

　土地勘もなく右往左往する王国軍の各師団を、文字通り四方八方から攻撃して瞬またたく間に殺していった。王国軍の予想もしない間道から襲撃し、分断し、打ち砕いていった。

　しかし王国軍の悲惨はそこに留まるものではなかった。ジリジリと引き込まれ、遂には帝国領へと雪崩れ込んだ王国軍十二万。それを支えるための後詰の軍勢もまた前線砦から引きずり出され、行禍原の半ばにまで進出していたのである。

　練度が甘く、そのくせ大量の物資を抱えるその三万余りの軍に対して、物凄まじい勢いで襲い掛かる軍勢があった。二万からなるその帝国軍突出部隊の先鋒には、数こそ二千五百に過ぎないものの、全てを軽騎兵で揃えた黒ずくめの部隊の姿があった。掲げる軍旗は刀剣住蛇の印章……テレンシオ・バルセロ帝軍大佐である。

　この一気呵成が偶然であろうはずもない。全ては帝国軍の軍略だ。

　行禍原を跨ぐ壮大な規模で行われたその軍略は、まさに成り、王国軍にとてつもない被害を広げていく。それはあるいは逆襲であるのかもしれない。かつて帝国軍侵攻部隊が王国領にて殺されつくしたそれを、時を変え、場所を変え、今度は帝国側が行っているかのようだ。

　ベルタもまた槍を振るっていた。荒ぶる感情をそのままに、敵の血に塗れることを厭いとわずに突いて突いて突きまくった。

　黄金剣騎士団は近衛軍と連携してその武威を遺憾なく発揮した。調子に乗って追いかけていた者たちは、この時、ただの震える獲物に過ぎなかった。

　アスリア王国四し侯こう六ろく伯はくの一人、カリサルミ伯爵を討ち取った者が吠えていた。その首級が槍先に串刺しになり、掲げられている。

　ベルタはそれを惨いとは思わない。先に首になった老中将に報告したいと思った。

　そしてそれは吠え声で為されていたのだ。

　槍を掲げている男は、老中将の首を護った男だった。

　エベリア帝国軍の再侵攻が始まろうとしていた。

　アスリア王国に、今再びの危機が訪れようとしていた。





◆第五十一話　蛇先駆けて西龍ぞ来たる




　黒い疾風が吹く。その風向きは西から東へ。

　馬ば蹄ていの音を連続させ、砂さ塵じんを巻き上げながら、行イク禍マガ原ハラを疾走する五千騎の軽騎兵があった。

　その誰もが黒い戦いくさ外がい套とうをまとい、人も馬も剽悍たる様相にして、掲げる旗には刀剣住蛇の印章。

　テレンシオ・バルセロ帝軍准将の率いる軽騎兵旅団である。

　まるで放たれた矢の如く原野を駆けるその集団の先頭にあって、バルセロはその口に干し肉を食はんでいた。

　腰の革袋には三日分の水が吊り下げられている。それを最少に舐めつつ、肉を飲み下す。

　便意を催せば馬上のままに排泄する。

　止まらない。馬を止める間隔は厳格に定められており、今はまだその時ではない。

　戦意を研ぎ澄ませたままに駆け続ける。

　バルセロは己の背に見えない力の後押しを感じていた。それは彼の長い戦歴の中でも、向かい風として感じこそすれ、一度として追い風になることのなかったものだ。彼という機動戦術の専門家をしてその速度を援けられるもの……無形の力は名を軍略と言う。

　ドナルド・コレトスという老いたる戦傷騎士が行禍原に描いてみせた軍略は、バルセロにかつてないほどの戦功をもたらした。それは即時の兵権拡大に繫がって、今、彼は己の軍人人生における最大兵力を指揮下に置いている。

（これがあの男の用いていた力か。勝てんわけだな……）

　バルセロは口中には肉の旨味を、心中には軍略への感動を味わっていた。機動戦に没頭し、手信号の鋭利の先に勝利の達成感を味わう用兵家としての自分を、改めて刀剣の類であると認識してもいた。いかなる名刀名剣も、振るう剣士の腕前次第で敵に勝ちもすれば負けもする。

　これまでの自分はその刃の交差する世界にしか武威を発揮してこなかった。それしかやりようがなかった。

　しかし今は違う。今の自分は、ドナルドという軍略家の手腕によって刃筋も鋭く剣線も鮮やかに、アスリア王国という巨体をまさに斬り裂かんとしている。興奮を感じていた。

　行禍原に戦われた大規模会戦は、その始まりからして全てが王国軍を欺あざむくものであった。

　王国側に好戦的な指揮官による大軍を用意させる……多くの犠牲を払いつつも、ドナルドはその難事を見事にやってのけた。

　そしてその大軍を帝国領深くに引きずり込むため、帝国側には一人の殉国者が用意された。バルセロも知る老中将である。目立たずとも陰から帝国軍を支え続けてきた宿将だ。

　老中将の役割は苦々しく悲惨なものだ。主力を潜ませ温存するために無能を演じ、練度の低い後方兵と最低限の兵糧物資でもって会戦へと臨まなければならない。

　両軍の嗤わらい者になりつつ愚図愚図と大軍を移動させ、会戦地点を少しでも帝国側へと変更していかなければならない。稼いだ距離がそのままに敗走後の兵士の生還率を左右する。

　また、撤退が大損害とならないための要たる黄金剣騎士団とベルタ・イグナシオを心ならずも罵倒し、冷遇し、全軍の批難を一身に浴びなければならない。

　何よりも、皇帝が十万余の兵士を囮おとりにしたという事実を隠蔽しなければならない。

　全ては老中将の愚ぐ昧まいによる失敗と危機であり、皇帝はその危機を救う者でなければならない。

　全軍まさに奮い立ち、王国軍を蹴散らして栄光を打ち立てるそのために……老中将は生き残ることすら許されない。

　死ぬのだ。敗軍の将として戦場に惨めな屍を晒さらすのだ。そのことが王国軍に勝利を確信させる。

　初の帝国領侵攻に躊躇ためらうその心へ陶酔をもたらす。周到に用意された殲滅の罠の中へと巨体を投げ出させる。引きずり込めるのだ。

　一人の老いたる職業軍人の、その名誉と命とを自ら貶め投げ出させることによって、大なる軍略の要の一押しとする……それを発案し、それを実行させるドナルド・コレトスという男の凄まじさにバルセロは震えたものだ。

　サロモンだ、それは。

　かつての戦乱においてサロモンが最後に見せた軍略を思う。

　突出し孤立した勇者の軍を救援するどころか生餌として利用し、むしろ彼らの全滅の可能性を高める戦い方でもって帝国軍の掃滅を図る……その凄まじさに匹敵するものをバルセロは感じていた。命の支払い方が壮絶なのだ。

　バルセロもまた戦いの中に兵の死を勘定に入れるし、時には死兵を使うこともある。しかしそれは死地の風に我が身を晒さらす中での判断に過ぎない。

　サロモンやドナルドはもっと遠い所で、例えば戦いの始まる前に焚き火にでも当たりながら、死地でも何でもない空気を呼吸しながら味方の死を決めてしまう。その意味を知った上でそれを行っている。それは人として越えてはいけない一線を跨ぎ越しているようにバルセロには感じられた。人を半ばやめている。それをあるいは勇者や魔人というのだろうか。

　かくして策は成り、王国軍十二万は帝国領において包囲殲滅されつつある。

　皇帝自らが近衛軍を率いて戦場に立ち、英雄たるイグナシオ将軍および黄金剣騎士団も勇躍して戦っている。行禍原への退路を断った数万の軍にも数多くの騎士団が含まれており、各々が戦功を競うかのように王国軍へと襲い掛かっている。

　王国軍は総大将を既に討たれた上、敵地に分断され、それぞれが孤立して右往左往している。その惨状には同情すら覚えるほどだ。もはや全滅は時間の問題である。

　彼らを救う者があるとすれば後詰めの軍勢であるが、それすらももはや壊滅しているのだ。

　前線が大きく帝国側へと移動し、長大となった補給線を保つため行禍原の半ばにまで出張ってきていたところを他ならぬバルセロが先鋒となって叩きのめした。自身でも他に覚えがないほどの激烈な攻撃でもって王国軍を蹴散らし、食べやすい切り身に分けて友軍の食膳に並べたような形だ。

　崩す、という意味では殆どバルセロらのみにて三万余の王国軍を崩しきったのである。

　その際、バルセロは帝軍大佐として二千五百騎を率いていた。そして戦闘終了後、その場にいたドナルドにより即座に帝軍准将への昇進を告げられたのである。

　そのための皇帝の署名入り文書を彼は所持していた。追加に配属する二千五百騎をすら伴ともなっていた。その時点でバルセロを五千騎の旅団長とするためだけに、ドナルドは動かぬ足で馬を駆ってきたのだ。夏の夜の約束を果たしてみせたのだ。

　鹵ろ獲かくした山のような軍需物資は、十二万の王国軍を補給するためのそれらは、僅かな欠損もなくそのまま帝国軍の侵攻作戦用物資と変貌した。

　ドナルドはその場に留まりそれを差配している。待つのだ。本来の持ち主である十二万将兵を掃滅した後の帝国軍がその勢いのままに行禍原を東進してくることを。中継地点だ、そこは。

　ドナルドは王国侵攻の本命たる主力軍を待ちつつも、東へ向かって一矢を放った。

　未だ王国軍計十五万の末路を知らない前線砦の、その隙だらけの喉元を刺し貫くための高速の戦闘集団……バルセロ軽騎兵旅団である。

　この一矢こそは侵略の嚆矢だ。征服の先触れだ。

　……見えた。

　原野の風景の先にそれはある。アスリア王国軍の前線砦だ。

　バルセロは手を上げただけで五千騎の隊伍を密にさせた。調練は秋を通して施してある。充分であるとは言い難い。しかし仕上げた。

　そして戦勝とは訓練の数週間に優る研磨を兵馬にもたらす。勢いも乗っている。

　後は、この手を振り下ろせばいい。それが、この侵攻の最初の一撃となるだろう。

「…………征け！」

　振り下ろし、そしてバルセロは黒い刃の先端と化した。

　砦の外に疎らに散っていた王国兵たちを蹴散らす。早くも追加の物資を搬送する用意をしていたようだ。

　甘い。そして遅い。バルセロは槍先に血を滴らせつつ砦へ迫った。

　笑うべし。その門は開いている。白い喉元が無防備にさらけ出されている。突かずにおこうか。

「制圧しろ！　兵という兵を突き殺せ！」

　意図して声を張り上げ、バルセロは砦の内部へと突入した。一気に中庭まで駆け込み、通りすがりに多くを突いた。

　事前情報で砦の大まかな構造はわかっている。前もって選抜しておいた二個中隊が下馬して建物内へと突入していく。

　バルセロらはそれを援護しつつ厩舎を押させた。道すがら戦闘員と非戦闘員との区別なく槍を振るっていく。丁寧に制圧している時間はない。

「騎兵は逃がすなよ！　それ以外は手近なものからでいい！　蹂躙しろ！　乱せ！」

　刃をやり取りする喧騒は未だ聞こえてくるが、不意を突いての強襲である。後詰めを吐き出しているから駐屯する兵数も僅かだ。

　最後にぐるりと砦を巡り、バルセロは頷いた。ここはもうよし。次だ。

「担当中隊、物資の集積はしなくてもいい。砦を掌握した後は半数を騎乗させておけ」

　言い残すなり、バルセロは四千五百騎を率いて再び出発した。そこで更に二個中隊五百騎を遊撃部隊として切り離し、四千騎が次の砦へと向かう。

　やることは同じだ。快速の進撃によって前線砦を逐一襲撃していく。兵なく警戒なき砦など容易いにもほどがあった。ただ物資のみは潤沢にある。

　収穫だ。これは収穫なのだ。敵に食はんで敵を殺す。バルセロは大軍の先駆けとして穂刈りをしているに過ぎない。

　時に合流し、時にまた分かれ、バルセロは駆けた。速度を最大限に活用して広く戦域を支配し、遂には砦のことごとくを制圧したのである。

　そしてその砦群へとやってくる軍は東からではなく西からであった。

　数多の軍旗をたなびかせ、十万余の大軍が行禍原を越えてくる。大なる旗には昇り龍が躍動し、翼竜たちを従えているかに映る。煌きらびやかで意匠を凝らした印章もまた幾つもはためく。騎士の栄光もまた龍の宝玉のように輝いているのだ。

　親征である。エベリア帝国の皇帝が行禍原の東へ初めて足を踏み入れようとしている。かつての戦乱においても皇太子が来るのみで自身は行禍原の西に留まったというのに、今、遂にその玉体をアスリア王国領へと運んだのだ。

「露払い、大義である」

　ただ一言のそれは、帝国軍全体に響き渡る意味を持っていた。ライムンドが、長く長く一人の軍人を嫌い抜いていた皇帝が、とうとうその軍人へと声をかけたのである。

　それが許しであったのかどうかはわからない。しかし認可ではあった。

　その軍人の能力と功績に対する評価ではあった。

　そしてそれは夏の行禍原に帝国軍の守護者とまで謳うたわれた男が英雄になったことを意味する。〝黒蛇〟の武名はこれまでと異なる意味でもって帝国軍人たちの口に叫ばれることとなったのだ。

　今、皇帝と精兵十万余がアスリア王国の玄関口に存在した。

　そして〝雷将〟と〝黒蛇〟の二英雄が並び立ったのである。

「征服せよ」

　皇帝ライムンドが号令したならば、ここに十五年ぶりとなる侵攻軍が進発するのだ。砦群に一万余の軍を後軍として残し、九万の大軍が東へと征服を開始した。アスリア王国の前線二領を諸共に平らげようという動きだ。

　その後のアスリア王国王都への征路は三通りがあるが、全ては二領を抜いた後の話である。

　今や戦場と相成ったサルマント伯爵領、ペテリウス伯爵領は領軍を総動員して徹底抗戦の構えを取った。しかしその兵数はそれぞれ一万五千でしかない。地の利についても、かつての侵攻により帝国軍は王国領の地勢の詳細を知る。拠点防衛力でもって抗うより他に術は残されていない。

　前線二領の後背にあってそれを支えるのは北東ヘルレヴィ伯爵領、中央北側マルヤランタ侯爵領、中央西側ユリハルシラ侯爵領の三領である。

　帝国軍の見解としてヘルレヴィ領軍、マルヤランタ領軍は物の数ではないとされていた。後方軍であるばかりでなく、総数にしてもそれぞれ搔き集めたとして八千ほどしかないと調べはついている。問題はユリハルシラ領軍だ。

　クラウス・ユリハルシラ侯爵。

　その名はかつての戦乱を知る者には国軍元帥という階級名と国軍最高司令官という肩書きでもって思い出されるものだ。帝国軍の侵攻に粘り強く抵抗し、後の反攻作戦のための時間を稼ぎ出した過去を持つ。敵ながら見事な将帥であり、その武名は〝勇者〟や〝魔人〟と比べても遜色ない。

　そして王国最強の領軍として知られるユリハルシラ領軍は、その数一万五千。前線二領と同数を精兵で揃えている。

　また、傘下の騎士団として名高き剣角騎士団を有し、その精強なる三千は秋以降を領内にて待機していた。合計一万八千の兵力を常備軍として鍛え抜いてきたのだから侮あなどれない。

　王国の他領については行禍原から遠いということもあり、領軍の少なく弱々しいことは言うに及ばない。それは帝国においても同様のことだ。注意すべきがあるとすれば騎士団である。四し侯こう六ろく伯はくそれぞれにより養われるその固有戦力は侮れない。

　しかし、その騎士団も多数が既に撃破されている。行禍原を越えてきたところを包囲撃滅したのだ。カリサルミ伯爵などは騎士団はおろか自身も首級を槍先に掲げられたほどだ。好戦的で知られた伯爵がそれなのだから、王都以南は総じて脅威たりえないと見て間違いないだろう。

　最大の脅威は王国正規軍だが、これこそまさに十万以上を一時に失った直後だ。

　散逸するなりして幾許かの兵卒も残っていようが、たとえその者たちが行禍原を横断できたとして、東の砦群は旗を代えて在るのだ。一万余の軍を抜けられるわけもない。予備役や待機兵もあろうが、再編以前の混乱に王都は揺れていよう。

　まず間違いなく身動きが取れない。討伐軍を編成するなど今は夢のまた夢だ。

　そうさせるための軍略である。アスリア王国は今再び亡びの予感に打ち震えているのだ。

　懐かしき風景を眺めやりつつ、馬上にあってバルセロは思う。

　ここからだ。ここから本当の戦いが始まるのだ。

　帝国軍全軍にとっても、彼個人にとっても、ここまではかつても成し遂げたことである。

　状況は以前より優位であり、この先にも様々に策が成されているが、だからこそ失敗は許されないのだとバルセロは考えていた。この侵攻作戦で終いにしなければならない。大陸統一を成し遂げなければならない。

　バルセロは油断していない。何故ならば二つの軍旗を未だ見ていないからだ。

　一つに四剣方形の軍旗。

　一つに長くはためく白流旗。

　どちらもが行禍原に出てこなかった。前線砦にも駐屯していなかった。つまりはこれから進む先にいるのだ。

　どちらも座して死を待つ軍であろうはずがない。片方とは確実に、もう片方ともどこかで対決することになるだろう。

　バルセロは因縁をすら感じていた。

（俺はもう、負けん……！）

　青く高く透き通る空の下、王国領を帝国軍が行く。

　その軍列は自信に満ちていた。寒さまでが彼らを避けて通っているかのようだった。





◆第五十二話　烈風の中に草の根を検めて




「帝国軍も御苦労なこった。わざわざ皇帝まで出向いてよぉ」

　その兵士は馬具の留め具をいじりながら、そうぼやいたという。

「これから寒くなるんだから、大人しく西で家族団欒でもしてりゃいいのによ。妻だの子だの残してわざわざ東までやってきて、何があるっていうんだかねぇ。何にもないと思うんだがねぇ？　だってそうだろ？　こっちは復興したてで、あっちは以前から荒らされないままに暮らしてたんだ。そりゃあ、王子様だとか貴族様だとかは随分と死んだらしいが、仇討ちにしたって、もうあの人はいないってのによ」

　遠く出撃の鐘が鳴り、兵士は気軽な様子で馬に跨またがった。サルマント伯爵領領軍の軽騎兵だ。小隊長として六十騎を率いる身であるとか。

「出る前から勝ちがねえってわかってるのは嫌になるよな。けど仕方がねえ。戦いてえ戦場で戦うばかりが兵士じゃねえからな。時には負けることも、殺されることも、火ひ炙あぶりになることも仕事の内さ」

　そして二個中隊の一部として出撃し、帝国軍へと散々にちょっかいを出す。歩兵部隊を狙って弓を射掛け、すぐさま逃げるということを続けたのだ。帝国軍軽騎兵に追い回された後、やがて町への退路を失っていずこかへと落ち延びていったという。

　その町自体も落とされた。夜陰に乗じて門が内側から開け放たれただけでなく、方々で火の手が上がって迎撃どころの騒ぎではなくなったからだ。

　掠りゃく奪だつは皆無ではないものの軽微なものだった。それはこの侵攻が皇帝自らによる親征であることが影響している。多くが殺され、奪われ、蹂躙されたものの、町自体は破壊されなかった。

　教会もまたそれを許さなかったからだ。多数の女子供が、教会に保護されることで乱暴狼藉を免れたのである。

「私はこの侵攻を認めない。教義とは関係ありません。私個人が不快に思うのです」

　その若い修道士は炊き出しの汁物を煮立て、かき混ぜながら、そう吐き捨てたという。

「恥ずかしげがなさ過ぎて……いっそもっと暴力的であればいいのに。軍靴をもって凶事を為しているのですから。それを、思いついたように兵隊たちを罰したりなどして、中途半端に軍の矜持などというものを示した気になってます。どの口がどの顔でと言いたいですよ、私は」

　ブツブツと愚痴りながら、己は食べもせずに汁物を配っていく。その両手はどちらも包帯が巻かれていて、治療の仕方がいい加減なものだから傷を半ばも隠せていない。火傷だ。焼け落ちんとする建物から食糧と子供とをどちらも引っ張り出してきたのだとか。

「だって、放火犯が消火しているようなものじゃないですか。まったく、それで後ろめたさが消えるのなら安いものですよ。民の心を掌握するための演技だとしても、いやらしいったらない。恥ずべきです」

　修道士は礼拝堂へ辿り着く者たちを迎え入れ続けて、そして帝国軍の暴行を受けるに至った。逃げ込んだ王国軍兵士の引き渡しを拒んだからだ。

　中立を捨てた聖職者に遠慮はいらぬとばかりに殴られ蹴られ、裸に剝かれもしたその修道士は、しかし頑として帝国軍の立ち入りを認めなかった。肌色の壁として立ち塞がり、ここは泣く子を宥める家であると宣言した。

　声は震えていた。尿も漏らした。しかし譲らない。

　異様な有り様は騒ぎとなり、帝国軍の上官が聞き及ぶにいたって、帝国軍と教会との間に略式ながら戦時協定が結ばれる運びとなった。既に逃げ込んだ兵士についてはその武装を全て帝国軍へと差し出し、許可あるまで建物内に軟禁することが取り決められたのだ。

　今後は国の区別なく兵士の立ち入りを禁止することも定められた。兵であるか否かの判断に議論の火種を残す決定だった。

「はん、何を怯えてやがる。そんなに恐いなら帰れや、若いの」

　その老人は何人もの兵士に槍を向けられても、そう嘯いたという。

「俺はこの町から出て行くんだ。随分とうるさくなっちまったからよ。どっかお前らが来ないところへ行って、そこで木の根でもしゃぶって生きて死ぬ。そう決めたんだ。殺したいなら殺せばいい。どうせ冬は越えられんだろうし、構いやせんわ。この老骨がここでゴミになるか、どこぞで木の肥やしになるか、決めてくれ。もうたくさんなんだ、こういう、うるさいのは」

　対応を決めかねる兵士たちの間をヒョコヒョコと素通りし、本当にそのまま町の外へと出てしまったのだという。襤褸をまとい煤塗れの格好だったから、放っておいても死ぬものと見られたのかもしれない。

「お行儀がいいのか悪いのか、どうにもわからん連中だな、今度の帝国軍は。なまじっか皇帝なんぞが頭にいるもんだから、手癖の悪さもほどほどにってことか？　馬鹿馬鹿しい」

　町から離れて、その老人はグイと顔を拭った。そこに火傷などありはしなかった。襤褸も拾い物だ。その筋骨は老いに細まっていながらも動作の機敏を保持している。退役兵士だ。

　町を振り返り鼻を鳴らすと、キビキビとした動作でいずこかへと歩き去った。その足取りには迷いなどなく、向かう先には木立などありそうもない。それどころか、懐から干し肉など出してしゃぶりながら行ったのだ。

　町は次々と陥落しているようだった。前線二領の共通する特徴として全ての町は外縁部を壁に囲まれているのだが、帝国軍はそれに対し本格的な攻城を仕掛けることもなく突破していく。各町が内部から崩れていくからだ。人々は進軍の道から逃れようと、我先に町を捨てていた。

「ふん、持っていきたいだけ持っていくがいいさ。どうせアイツらは生きては帰れないんだから」

　その村女は、避難民の列の中にあってそう息巻いていたという。

「折角、今年の冬は誰も身売りなんてせずに済むと思ったのに、腹ばかり減らした虫の群れみたく大勢で来やがって。精々、アタシの麦を食えばいいさ。アイツらはどうせくたばるんだから。そしたら、アタシはあいつらを食ってやる。多少の毒も火を通せば食えるからね。アタシは家畜に餌をやったんだよ。何が惜しいもんかい。悔しくもないさね」

　鼻息も荒く言い放ち、四人の子を引き連れてのしのしと歩く。村の子らであるという。胸に抱える乳児だけが己の子だ。軍用の背はい囊のうを背負っていて、それは戦死した王国軍兵士から借用したとのことだった。

「どっちが出てくるかしらね。勇者かしらね、魔人かしらね。アタシは前の時もピタリと当てたんだ。アタシの麦を餌にした連中には罰が下るんだよ。きっとアイツらは酷い目にあうのさ。決まってるんだ」

　物騒で不ぶ躾しつけな予言であった。しかし本人はそれを当たり前と考えているようだった。

　勢いに押されたものか子の一人が転げ、泣き出した。

　それを助け起こして励ましたのは領軍兵士であったという。避難民の行列には領軍の護衛と先導とがついていた。領軍も町の防衛を早い段階で諦めたからだ。

　申し合わせたものか、サルマント伯もペテリウス伯も、どちらも同じ抗い方を選択したようだった。帝国軍が来たる前に町を放棄し、民を避難させる。そして領都に軍を集中させて篭城するという抗戦方法だ。さすがに前線を任されるだけあって両名の覚悟と準備は並みではない。

　援軍を待つための構えではなかった。王国軍再編の時間を稼ぐための居座りだった。

　そんな領都には目もくれず、避難民の列は遠回りでも主要道を避けて進んでいく。幾つもの類似の集団があった。目指す進路は、東か南だ。

　東へ行けば東龍河につき当たり、その対岸はヘルレヴィ伯爵領である。

　南へ行けば支流を渡りユリハルシラ侯爵領へ抜けることができる。

　南東は支流の流れといい、その対岸に広がる難地形〝陸水面〟といい、マルヤランタ侯爵領へと抜ける陸路は困難極まるものだ。支流を船で遡さかのぼる水路は容易であるが、この情勢下にあって船の行き来は混乱している。避難民の流れは主に東へ向いていた。

　前線二領における日常は完全に崩壊した。

　人々は戦渦の中に生きる力を試されているかのようだった。

　あちらこちらで混乱が生じ、悲痛な叫びが上げられた。苦悶の表情というのは凍りつく性質を持つようで、誰もが強張った頰ほおを薄汚れさせながら生き残ろうと懸命だった。

　一つ一つの風景に強さと弱さとが見られた。思わぬ者が弱く、また、思わぬ者が強い。

　生と死が両者に判定を下し、その結果はゆっくりとゆっくりと訪れて肩を叩く。

　誰もがその裁定から逃れられない。

　行イク禍マガ原ハラから吹いてきた風が王国の民を掃き散らしているのだ。

　広く広く死が香り、命を篩にかけているのだ。

　前線各地から集まる報告に耳を傾けつつ、ベルトランはそんなことを考えたものだ。

　彼の耳目たる者どもは王国北部のあらゆる場所にいる。生きて動く彼ら彼女らは、多くの情報を持ち帰り、そして再び散っていった。情報は日毎に更新される。




　その一方、ベルトランの同僚と言える者たちもまたそれぞれの働きを示していた。

「ヘルレヴィ領の受け入れ準備は万全だよ」

　そう言って鍛えていない胸を叩いてみせたのはラウリだ。

「物も人も問題なく動かせてる。伯との戦時協力体制、随分と具合がいいんだ。やっぱりアクセリを寄越してもらえたのは大きいかもね。元上司だけに扱いに慣れてるっていうか……言い方は悪いけど、上手いもんだよね、うん。動きたいように動けるよ。その分だけ、いよいよ仕官の誘いを断りにくくなってる気もするんだけど」

　彼は駐屯地に一度赴いた後、チトガ大町でベルトランと茶を共にした。その表情には緊張感といったものはなく、常と同じく油断も隙もあった。

　ベルトランは大いに見直したものだ。ラウリという男の胆の据わりようには交刃の巷を生きる人間をして目を見張らせるものがあったからだ。鈍感でもなく、勇猛でもなく、それは確信だ。信仰心とは違う形でもって揺るがないものがある。

　ベルトランはそこに先駆者の威風を見た。思えばこの男が初めの一人だった……そう思い至ったのだ。この新時代にあって、誰よりも早く運命を見出した者こそがラウリであったのだと。

「さても、俺の任務には独自判断が付きまとう。初めの将としての誉れかな？」

　そう言ってニヤリと笑んだのはアクセリだ。

「敗れたる後はそっ首晒さらしてみせるのも将というものだが、我が王はそこの部分で他より辛い。たとえ死んだとしても蹴り起こされるのかもしれん。いや、そういう夢を見たのだよ。臣として誓ったものは、職業でも人生でもなくて……死の前後も全て含んだ魂の契約だったのかもしれん。早まったかな？」

　言葉とは裏腹の喜悦を顔に浮かべ、親衛団団長たる男は船べりで酒を舐めていた。

　どこにあっても己の流儀で大いに楽しむ……それは類稀な適応力の為せる業だ。多才を背景にして世界を広く見下ろしているところがあるようだった。それが俗な嫌味や世を斜めに見る皮肉に堕さない理由は一つきりだろうとベルトランは推察した。

　死だ。アクセリという男もまた死を畏い怖ふしている。それでいて、そこにもまた己の流儀を当てはめることをやめないのだ。彼一流に生き、彼一流に死す……そのためには命をどう用いればよいのか、それを知っているに違いない。そう考えた。

「お前さんもあれだよな、すっかり大悪党って面構えになったもんだよ」

　そう言って首をゴキゴキと鳴らしたのはオイヴァだ。

「思えば腐れ縁というか因縁というか、長い付き合いだよなぁ……今度は同じ側で戦争をやるわけか。そっちはすっかり水の人、こっちはもっさり土の人だけどな。信じられるか？　町で与太者やってた頃にゃ土木仕事なんざやってられるかと思ってた俺がよ、今じゃちょいと見渡しただけで掘りやすさの目検討がつく始末さ。働きもんだよなぁ、働きもんだよ、まったくもって」

　ベルトランがオイヴァと会ったのは親衛団駐屯地でのことだ。奇しくも用件まで同じで、最終報告に来たのだという。その彼の武装はベルトランにとって奇異なものだった。それは槍でも剣でもなく、農具のようにすら見えた。匙を巨大にしたような代物だった。

「ん？　ああ、これか。別に武器ってわけじゃねえんだけどよ。剣よりも鍬よりも役に立つんだぜ？　〝掘り匙〟って俺らは呼んでる。色々と工夫してたらこの形に行き着いたんだよ。今や全員の必需品だぜ、こいつは」

　もとより大男であったが、その肉体は以前にも増して隆々たる筋肉に覆われていた。それは彼の率いる歩兵たちも同様で、逞たくましくノソノソと歩く様子は熊の群れのようですらあった。

　これまでのところ特にこれといった戦功のない彼らであるが、何故だろうか、ベルトランにはその集団こそが最も危険な男たちのように感じられたのである。

「おうおう、てめぇ、まだいたのかよ。さっさとお船チャプチャプしに行けってんだ、畜生め」

　そう鳴いて肩を揺らし、顎を突き出し、酔っ払ったような動きで寄ってきたのはクスターだ。

「川賊なら川賊らしくよ、水の上でお役に立ってこいや。陸の上は俺ら馬賊に任しときゃいいんだよ。そんでもって、どっちが当たり籤を引くか賭けようじゃねえか。俺とてめぇと、どっちが側近くでその瞬間を見ることになんのかな？　つまりはよ、どっちがより運命を共にしているかってことだ。どうだ、おい、面白そうだろうが。ええ？」

　これでもかというほどに顔の筋肉を駆使し、奇天烈な表情を展開するその顔のど真ん中へ、ベルトランは拳を一撃見舞ったものである。煩いのはいい。しかし気持ちの悪い顔で人の失笑を誘うものではないと思ったからだ。

「さ、じゃれてないで仕事をしますよ」

　そう言って微笑むのは、他に誰がいるはずもなく、マルコだ。ベルトランにとってもクスターにとっても命を差し出して仕える主しゅである。

　彼が登場したのならばもう他に目が向こうはずもない。ただ跪ひざまずき、頭を垂れ、己を己以上に使役するその声を待つばかりだった。

「何も難しいことはありません。まとめて殺した後、分けても殺します。それだけのことです」

　静かな声の中に微かな色が見え隠れしているように思えて、ベルトランはマルコの顔を見やった。クスターもまた見ていたように思う。












　そこには嬉しそうに碧へき眼がんが細められていたのだ。

「ここからですよ、二人とも」

　声音に魔力が乗っているようだった。碧色の深淵から恐るべき何かが漏れ出ていた。

　ベルトランはそれを神の気配と認知しているが、いつかラウリが竜の息吹に喩えたのを聞いたこともある。意味するところは同じで変わらない。どちらも人を容易に支配する存在だ。

「かつては不徹底でしたが、今度は違います。僕にはもう迷いがなく、それを選ぶことに躊躇ためらいがないのですから」

　かつてとは何のことか。何をもって不徹底とするのか。いかなる迷いが消えたのか。どんな選択肢を前に躊躇った過去があるのか。そしてこれからいかなる選択を為すものか。

　マルコは何も語らない。その神秘の双そう眸ぼうに映す遥かな風景を、誰にも説明したりはしない。

　孤高だ。偉大なる孤高なのだ。

　ベルトランはそれを不満には思わなかった。何故ならば彼は信者であり、それは本質的に問う者ではなく頂く者だからだ。使命を与えられ生きる日々は常に満たされており、飢えも渇きも久しく無縁のものとなっている。

　充分なのだ。生き死にを委ねた身にはその姿が見えさえすればそれでいい。見えずとも在ることを思うだけでいい。彼にとって祈りとはそれだ。そら、今も……その胸には信仰の幸福が充実している。静かな、実に静かな水上の朝である。

　櫂かじの口から顔を覗かせれば、切りつけるような冷気が白雲のように対流している。控えめにたて続く水音によって水面の存在は知れるが、それを目には見せないほどの白色だ。川霧である。よく冷えた朝にはこういう幻想も生じる。東龍河の冬の風景として、ベルトランも嫌いではない。

　僅かに階段の軋む音がして振り返った。

　支流では使えないほどの大きさを持つ大船の、その漕ぎ手たちの詰め所である。空席の数だけベルトランの配下が存在し、そうでない者たちは誰一人として物を言わず呼吸もない。裂かれた喉より赤いものを垂れ流すだけの肉として並んでいる。血抜きと見れば肉屋の風景として珍しくもないものだが、それにしたところで外に比べてしまえば血腥いにもほどがある。

　階段を下りてきたのは配下の一人だ。どうやら準備ができたということらしい。

　後はベルトランが合図を一つするだけだ。それだけで事が成る。大惨事が起こる。血風が吹き荒ぶことになる。

　マルコの策を受けて、今、ベルトランには時代を揺るがす権利が与えられているのだ。

（主よ……全てはその御技、御心のままに……）

　ベルトランは合図した。

　時代が揺らぐ大音響の、その最初の一音は、踏まれた階の軋みの音であった。

　それはとても小さい音だったが、その時も、その後も、ベルトランの耳に残る音であった。





◆第五十三話　カケイセンキヲカカゲヨ




　その霧は河から生ずるものか。

　それとも林や丘の植生が生むものか。

　あるいはこの口元に生ずるものが流れ流れて寄り集まったものか。

　雲一つない澄ちょう明めいな青を頭上に頂き、地上世界は総じて雲となることを望んでいるのかもしれない……アクセリはそんなことを思う。

　東龍河を西に見下ろすこの丘は、領地としてはヘルレヴィ伯爵領の南端なのかロンカイネン侯爵領の北端なのかが怪しいところだ。

　領軍というものは縄張りに執念を燃やすところがあるから、諍いを嫌ってどちらの軍もこの辺りには近づかない。本来であれば。

　振り向いたならば、そこには完全武装の兵士たちが戦意も高く整列している。

　北側にはヘルレヴィ領軍より槍歩兵二個中隊五百卒および弓歩兵大隊千卒が、南側にはロンカイネン領軍より槍歩兵大隊千卒および弓歩兵大隊千卒が、そしてその中央前方には第三王女親衛団の重騎兵五百騎と軽騎兵千騎が威風堂々として白流旗を掲げているのだ。

　合計五千の兵力である。

「そろそろですか……少々気が逸ってきましたよ、アーネル将軍」

　話しかけてきた壮年の軍人は、ヘルレヴィ領軍の領都弓兵隊隊長を務めていた男だ。派手さはないが実直で隙のない用兵をするものとアクセリは記憶している。かつての同僚であり、援軍の指揮官としてここへやってきた。

「なに、さして難しいことでもないでしょうよ。失敗したとして、王都が落ちて王国が滅ぶだけですからな。普段どおり何気なくお働きあれ」

「……その言い様、変わりませんなぁ。私としては将軍には今少し領軍に残留していただき、伯との軽妙な口論を見物させてもらいたかったのですが」

「おお、それは失礼いたした。いつも聞こえていた含み笑いは貴官でしたか」

「これで公式の場では鉄面皮を己に課しています。愉快な戦いでしたよ。将軍は所構わずでしたから」

　二人は声を上げて笑った。

　気持ちの通じる男を副将にできたことは大きいとアクセリは考えていた。

　これから始まる戦いは馬鹿馬鹿しいほどの戦力比をもって行われるものだ。まともに当たれば一時に滅ぼされるだろう。万一を思えば崩れない士気を自軍に求めたい。

「さすが、と申しておきましょう。不可能を可能としてきたその武名は本当らしい」

　もう一人、二千を率いるにしては若い男が声をかけてきた。

　肩書きとしてはロンカイネン領軍の佐官であり、この場におけるもう一人の副将であるが、少壮気鋭という輩に対しては大陸で最も辛口の評価を下す自信のあるアクセリであった。これは誓いの一党に共通する職業病である。

「しかし〝火撃〟がいないことを残念に思いますよ。非常識を為そうという今回の作戦です。使い捨てにできる兵の方が望ましいでしょうに……あちらにいるのですか？」

「どことも知れず現れるでしょうな、あの者らは。何しろ速い。来ると思った時には破られている。今回の作戦は、まあ、私や貴官で充分でしょうよ。最精鋭が出るほどのこともない」

「な、そのような……傭兵の如きに！」

「おっと、発言には気をつけるように。彼らはもう傭兵ではない。この危急の時にあって、少々風変わりながらも王国軍の組織図に入っている。ざっくばらんに言うなら我が団の別働隊という扱いかな？」

　アクセリがズイと正面から相対したならば、若い佐官は小さく半歩退いた。

　それでも言葉は返す。

「ならば尚の事、こちらに呼び寄せればいいでしょうに」

「おや、この場の総指揮官たる私の言葉を聞き逃していましたかな？　次からは注意されたい」

「何を……」

「最精鋭はここに必要ないと言っている。しかし最善を尽くしたまえ。その上でも力が足りんでは侯爵の名を貶めることになるぞ」

　言ってやったなら、もはや返答もなく息を詰まらせる始末である。つくづく若い。

　アクセリはロンカイネン領軍に騎兵を出させなかった選択を今更ながらに良い判断だったと自賛した。足並みの揃わない機動力など邪魔でしかない。

「アーネル将軍、忌憚のないところでお尋ねしたいのですが……我々は勝てましょうか？」

　それは両名共の本音だった。親しげに接してこようと、険のある態度でこようと、結局のところどちらも不安からの行動だ。アクセリはそれを情けないとは思わない。それが普通の反応なのだ。

　帝国軍十万余の脅威はほぼ無傷のままに王国領を侵攻している。

　王国軍の前線砦であった場所には一万余が駐屯し、今や本国と侵攻軍とを繫ぐ補給拠点として機能する構えだ。王国軍が行イク禍マガ原ハラの半ばに設営した補給中継点を利用している点はいかにも皮肉だが、長期的な支配を視野に入れた動きであることは疑いようもない。

　では侵攻もジワジワと着実に寄せてくるものかと思えば、違う。まるで逆だ。恐ろしいまでの速度で九万の大軍が王都へ迫ってきている。

　前線二領の町々をただの一度として停滞することなく落としに落とし、一万将兵が篭城するサルマント伯爵領領都へは二万を割いてこれを取り囲み、七万の本隊は同じく一万将兵の篭城するペテリウス伯爵領領都を囲み、襲い掛かった。

　ペテリウス領領都は徹底的に破壊されたようだ。帝国軍はそれまで占領した町々を寛大とも言える態度で支配していたが、領都における行いは冷酷を極めたらしい。余裕が剝がれ落ちたものか、それとも仮面の着脱をしたものか……いずれにしても侵略の現実であるとアクセリは見る。

　壁は崩され、家々は焼かれ、避難せず残留していた民のうち三千人が殺され、残りは捕虜として後方へ送られた。領軍も壊滅し、ペテリウス伯爵は自裁したという。

　順番としては、領都を攻め滅ぼした七万は次にサルマント領都へと向かうのが順当であった。しかし帝国軍はここで定石を破る行動を取り、その侵攻速度を増したのである。

　サルマント領都を囲む二万をそのままにして動かさない。ペテリウス領都のこともあってなお決死の守備を見せるその一万将兵およびサルマント伯を封じたまま、七万は急速に南下した。そして支流へと至るなり五千騎を割いて矢の如く南へ放ったのである。

　刀剣住蛇の旗を掲げる〝黒蛇〟の軽騎兵旅団だ。今戦乱の英雄部隊の一つとも目されるその旅団の向かった先は……ユリハルシラ侯爵領である。

　それは大胆な戦略だった。この時点で前線二領へ援軍を出すことができるのはユリハルシラ領軍をおいて他になく、兵数こそ一万八千だが精兵揃いであるから、帝国軍の侵攻を阻む最大の障壁となることは疑いようもなかった。

　侵攻軍が南進してくれば前線二領以上の抵抗を示すであろうし、大軍相手の逐次撤退戦こそまさにクラウス・ユリハルシラの武名を高めたものである。無視して東進したところで、その隙を衝いて前線砦を奪還し、本国との連絡を断つことすらやってのけるだろう。

　護国の大将軍と呼ばれた男は、そういう位置にあって常備軍を養っていたのだ。

　しかし、帝国軍が切った手札もまた効果的だ。黒蛇の黒蛇たる所以は、その高機動力による広範な戦場支配と迅速な打撃力だけではない。孤軍として自足自給しつつ神出鬼没の戦いをすることを得手としているのだ。

　かつては主戦場とは無縁の地で行われていたそれを、今度は王国軍の反攻の要所とも言える地で行う。しかも連隊から旅団へと規模を拡大して、だ。

　そして、六万五千の本隊が支流に乗る。

　帝国軍は予め船の調達を工作していたのだ。その調達方法については情報が錯綜しているが、エベリア人奴隷たちが多数蜂起して川賊と化したというのが一般的な見解である。官民の区別なく多数の船が帝国軍の所有するところとなり、主に物資を積載して支流を遡さかのぼることとなった。

　川幅と水深の関係で、支流を大型船が航行することはできない。そして六万五千という兵馬を中型船以下の船で運びきるには膨大な数の船が必要となる。

　帝国軍はそれすらも計算済みで、つまるところ水運を足の速い輜し重ちょう隊たいとして活用したのだ。支流沿いを進むその速度は大軍としては目を見張るほどのものとなった。

　六万五千の侵攻軍を妨げる兵力は存在しない。驚くべき短期間でチトガ大町にまで至ってこれを制圧し、東龍河の対岸にヘルレヴィ伯爵領を見つつもそれを無視して、やはり用意されていた大型船に兵馬を満載していく。五千の兵を大町に残し、六万の兵力が、河を南へと下っていくのだ。目指す先は王都以外の何物でもない。

　それは何という皮肉であろうか。アスリア王国の象徴たる東龍河の流れに加速して、六万の侵攻軍が迫り来るのである。

　もしもその大軍が王都へと到着したのなら、それはアスリア王国の終わりを意味するだろう。誰にでもわかることだ。かつて王国が王都を失ってなお再起できたのは、その首都機能や軍本部を南部へと移転できたからに他ならない。

　その貴重な時間を稼いだのがクラウス・ユリハルシラの組織した王国防衛軍だ。だからこそ王室は権威を保持したままに存続したし、反攻軍を編成することもできた。

　しかし、今、そのための時間は皆無だ。大規模会戦から侵攻軍水上南進までに要した時間は驚くほどに短く、王都は未だ混乱から回復すらしていない。事態の変遷は王国にとって夢か現実かの判断をすら下しかねるほどの速度だ。

　それは教会にとっても同様のようで、かつて発布された『戦時における教会の立場および人道的安全領域の設定について』などという告知も未だなされていない。つまりは再びの奇跡など起こらないということだ。〝勇者〟が登場する暇いとまもなしに全てが決着する。

　六万の兵馬を積載した船団は、そのままに、アスリア王国を打ち砕く滅国の軍勢なのだ。王室を絶やし、王国の権威を無意味なものとして、大陸の統一を成し遂げるだろう。記録に残る歴史上、初となる大陸統一国家が誕生するのだ。

「……そして千々に乱される、か」

　アクセリの呟つぶやきは副将らには聞こえなかったようだ。ただ眼差しに不安をまとわせてアクセリを見ている。

　黙考の姿を晒さらしてしまった己に気付き、ニヤリと笑んだ。その笑みには少し得意げな気持ちが表れていたかもしれない。

　アクセリはこの状況が楽しいのだ。目の前の二人はマルコを知らない。自分はマルコを知っている。その差は絶対的だった。アクセリは心中に快哉を上げた。

　悲壮感？　絶望感？　馬鹿なことを！　ここは高揚すべきところだ！

　今から発する言葉には魔力が宿る……アクセリはそれを知っていた。借り物の魔力だが、しかしそれを託される己に満足していた。マルコにとって自分は一方面を任せるに足る将である。その自覚は震えがくるほどの喜びをもたらす。これでこそという生き甲斐があった。

「我々は勝つ。未曾有の大勝として歴史に名を刻まれることになるだろう」

　アクセリは断言した。示した壮大さに二人は気圧されたようだ。笑みを強めて続けた。

「天を見よ。青色に大気は乾き雨風の訪れる様子も見られない。地を見よ。雲の峰が降りてきたかのように霧が煙り、まるで天上の風景をもって我らを寿ぐようではないか。人を見よ。王族の旗、侯爵の旗、伯爵の旗と三種が揃い、王国の尊厳がまさに集結したことを示している」

　早朝の静けさの中で、アクセリの声は朗々と五千人の耳へと届いていく。

　声がよく通ることは将に必須の才能だ。万能を自負するアクセリがそれをできない道理もない。

「天、地、人、全てが我々の勝利を約束しようとしている。しかし一つが足りない。それが皆の胸に一抹の不安を凍えさせているのだろう。わかっているとも。それは……時だ。我らが歴史に光り輝く存在であることを告げる予兆を、啓示を、光を、音を、皆は欲している。我らが歴史的勝利を打ち立てるための象徴を欲している。時代を動かす証を確認したがっている。その時とは今であると確信したいからだ」

　五千の視線がアクセリに集まっていた。

　戦気が霧と同様に渦巻いていた。

　高揚が始まろうとしていた。

　我らが運命に選ばれた戦士であるとして、与えられる勝利の時はまだなのかと問うていた。

　今か今かと猛る戦意を持て余していた。

　アクセリは用意していた物をその手に持った。布に包まれて長いそれは、槍のようでいて槍ではない。

「今、ここに、私は勝利を目に見える形でもって所持している。事前に王から許可された宝物だ。王国の命運を一手に担う我々に対して特に許されたもので、これは今から我々がどのように勝利するかを予告する形を成している。どうだろうか、皆はこれが見たいだろうか？」

　よく統制された集団であるから声は上がらない。

　しかし視線は強みを増したようだ。整列するその兜の並びはそのままに、目だけがギョロリとアクセリの手元へと向けられている。

　息を吞む音が連続した。

「間もなくだ。私はこれを預かるに際し、これを皆に明らかにする〝時〟もまた告げられている。その意味がわかるのならば皆の不安も鎮まることと思う。予言だ。勝利の予言だ。それは既にして預言されているのだ。我らは勝利するためだけにこの地に集っているのだ。心身に戦士の意気を充実させ、時を待て。間もなくだ。間もなくその時は来る。そしてその時にこそ、私はこの勝利を皆に示すであろう」

　アクセリは己の体を通して大いなる力が発揮されているように感じていた。まるで自分が自分のままにマルコになったような気がしたのだ。そこに敬虔な感動を覚え、次いでベルトランのことを笑えないと思った。

　神は人を介して言葉を告げることがあるという。

　即ち預言。

　その言葉を演説の中に口にしたアクセリは、図らずも、己の演説そのものが預言行為であったかのように思われたのだ。

　冬の朝の冷気などまるで感じないままに、しばしの時が流れた。

　そしてそれはやってきた。王国を滅ぼす六万の兵馬が、幾隻もの大型船の形をして北より流れ来た。一隻につき六百人から七百人は乗ろうというその水上の威容が、雲海の如き川霧の世界に居並ぶこと百隻近く。それぞれに中型以下の川船を幾艘も牽引している。

　支流で輜し重ちょう隊たいとして使用したそれをそのままに物資倉庫として活用しているのだ。どこまでも速さを追求したことがそこからも見て取れる。

　先頭を行く大型船が停まった。始まりだ。

　櫂かじを動かさないばかりか、錨をも投じたのだろう。完全に動きを停止している。

　もう一隻、また一隻と、次々と先頭集団の船が停まっていく。

　川幅も水深もあるところだ。両岸は岩壁となっているから、先頭が滞るとそれは水上の袋道となる。後続が衝突した。大きな木造物が破損し、軋む、何とも言えない音が立て続くこととなった。

　人の悲鳴や怒号などは届きもせず、ただ船の上げる苦痛の音ばかりが幻想の風景の中に響き渡っていく。

　大混乱となった。大河の上に混沌とした木造の城砦ができ上がったかのようだ。

　それは無秩序で喧騒に満ちているから、軍隊のものというよりは山賊の大砦なのかもしれない。アクセリは、己の思考の皮肉に口の端を歪めた。

（川賊により造られた山賊砦とはな……！）

　ベルトランだ。

　この状況はベルトランによって引き起こされている。支流における輸送船の調達も、大河における大型船の調達も、全ては川賊を営むベルトランによって実行されたことだ。大船団の水上封殺など容易いにもほどがある。何しろ船も船員も、全ての用意がこちらの思うままである。

　だから、そう、後は作業にも等しい。

　水上に寄せ集められた六万の侵攻軍をば、殺し尽くすだけの作業である。

　ボン、と周囲に響く音がした。大型船の一隻で、内部の火災が外へと爆ぜたようだ。その一隻ばかりではない。全ての大型船が同じく燃え始めている。ベルトランらの仕業だ。油壷と火種による置き土産である。彼ら自身は中型船以下に分乗し、連結の縄を切って退避を始めていた。その様子がよく見える。生じた熱気によって霧が晴れていくからだ。

　さあ……時が来た。

　アクセリは手に持った宝物を部下に渡し、その梱包を解かせた。

　中から現れたのは旗である。

　軍を象徴するそれとは異なり、これから始まる戦いそのものを表した旗だ。

　燃えるような赤色に染め上げられていて、中に黒く十字の印章が描かれた旗だ。




「火計戦旗を掲げよ！」




　大きく掲げられたそれを見て、五千の兵たちがどよめいた。

　さもあらん、その赤色は眼下に燃える炎を表し、その中央の黒十字は眼下に焦げる船の帆を表すとされている。火計の旗だ。まさにこの時のために用意された旗であり、それが用意できるということは、勝利の予言が真実のものであることの証左だ。

　しかし……本当の意味はまるで違う。

　赤色の意味も、黒十字の意味も、本当のところはまったく別の意味を持つ。

　その意味を知る者こそが、この旗の本当の名を知る。

〝火か刑けい戦旗〟という真の名を知る。

　そしてこれからの戦いを知るのだ。

「弓歩兵隊、火矢を放て！　槍歩兵隊、流れ着く侵略兵を皆殺しにせよ！」

　アクセリの命令には雄叫びのような応答があった。それはもはや勝ち鬨どきのようであった。霧の幻想は戦火に振り払われて、人の悲鳴と怒号とが大河に響き渡る。殲滅戦の現実が立ち現れた。

　矢を射掛けているのはこちらの岸ばかりではない。大河のあちらの岸からも火矢が雨のように降り注いでいる。あちらでも戦旗が振られているに違いない。むしろあちらが本家だ。マルコがいる。アクセリはその位置が何とはなしにわかるような気すらしていた。

　今、帝国軍の大軍を火刑に処しているのは、マルコである。

　何の罪によってかは、アクセリの知るところではない。

　しかし確かにマルコは言ったのだ。大軍団を燃やし尽くすと。火をもって殺め滅ぼすと。一人の人間が計画して六万人を一挙に殺すのだとしたら、それはもはや戦争行為を逸脱している。勝ち負けの外にある行為だ。躊躇ためらいもなくそれを為す者が普通の人間であるはずもない。

　それは罰なのだ。人の何らかの罪に対して、人を超えた何者かが罰を下したのだ。

　アクセリは畏い怖ふする。己の戴く王は傑けつ物ぶつなどという枠内にはいない。明確に超越者だ。それが十四歳の美童の形をしていることはむしろわかりやすい。ベルトランの崇拝も頷けるというものだ。

　しかして、彼は将である。将としてマルコに臣従する者だ。共感するところはあっても、生き方が違う。アクセリ・アーネルの仕事の作法というものがあるのだ。それは往々にしてニヤリとした笑みを伴ともなう。

「一兵も取り逃がすなよ！　矢は順次通常のものに戻して射よ！　軽騎兵隊、小隊単位で散開して駆逐せよ！　重騎兵隊、我に続け！　あのまとまりを打ち崩すぞ！」

　多くが焼け、河に吞まれる。だが少なからぬ人数が流れ着き始めた。それを討っていく。人数差は比較することも馬鹿馬鹿しいほどなのだ。

　捕虜にする暇などない。殺す。殺し尽くす。これは戦争であるかもしれないが、同時にある種の災害なのだ。情けも容赦もあったものではない。

　国を滅ぼそうとしてきたのだ。もとより全滅くらいは覚悟していよう？

　アクセリは矢を射掛け、次いで抜剣して突撃した。

　殺す。奔流のように敵を殺していく。それが求められているのだ。

　それこそがこの戦いに相応しい作法だ。この戦旗を掲げて戦う作法なのだ。

　そら、対岸にも振られている。遠いが見える。

　あちらのあれは火刑戦旗。こちらのこれもまた。




　日が昇りきり、それが傾いて夕暮れることを待たずして戦いは終わった。

　エベリア帝国の侵攻軍六万は、僅かそれだけの時間でもって、ここに壊滅したのである。

　全滅ではなかった。東の岸に五千、西の岸に千五百ではやはり逃す者も出た。

　必死の思いで岸を這い上がり、味方の死体を盾にして西へと散った者たちがいる。

　その全てが西側であったのは、用意された兵力の差であるのか、それとも意図したものなのか。

　アクセリは笑む。西の岸の先には、よく知る地形が広がっている。

　陸水面、とそれは俗称されていた。





◆第五十四話　もはや世界に炎は放たれて




　体ばかりか心もボロボロであろうその兵士がチトガ大町に駆け込んで間もなく、駐屯していた帝国軍五千は大町より進発してきた。その兵士は火か刑けいから生き延びた者としては二人目の帝国兵だが、大町に駆け込んだ者としては四人目である。

　二人目、三人目は親衛団の団員であり、ハッキネン護衛団時代から演技派と知られている曲者二名だ。馬の尻に箒ほうきをくくり付けて疾走したこともある。

「……噂も三人口にすれば真になる、とは言うがの」

　ヤルッコの懸念ともぼやきとも取れる発言に、マルコは言った。

「二人目で既に動き出していたでしょうね。飢えて走る気はないということです」

　その言葉のままに、帝国兵五千は牛馬に荷車を牽かせていた。支流の南岸を酷く警戒しつつも早足に西を目指す。水運を利用するつもりはないらしい。随分と怯えているようだ。

「今、彼らは船を見ることも恐ろしいのでしょう。北岸にはヘルレヴィ領軍が前進してきているとも思っていますから必死ですよ。頼みの綱は下流の仮設橋です。バルセロ将軍が退路として死守しているはずですからね。彼らと合流し、前線砦へと北上するつもりなのです」

「一応聞いとくが……辿り着かせる気はないのじゃろ？」

　ヤルッコが問うと、その黒髪碧へき眼がんの十四歳は、薄うっすらと笑むのだ。そして答える内容をもってヤルッコの心胆を寒からしめる。

「とんでもない。辿り着いてもらいますよ。もっと必死になってもらわないといけません。飲食など忘れて、形振り構わない競走になって、命からがらの態でもって駆け込んでもらわないと……ね」

　そして帝国軍五千への残酷な仕掛けが始まった。

　陸水面に散った敗残兵たちをば捕殺しつつも一部を敢えて逃し、五千の中へと逃げ込ませるのだ。それに前後して中隊規模での襲撃も仕掛ける。一撃してすぐさま離脱することを不規則に繰り返す。

　昼も夜もなく襲い、逃げ込む敗残兵の中には親衛団の曲者らも紛れ込む。放火し、牛馬を暴れさせ、物資を奪い去る。そして襲撃を引き込む。焦れて追撃してきたところで返り討ちだった。

　ヤルッコらはこの難地形を熟知している。垂らした汗水の分だけ覚え込み、成長する筋肉の分だけ我が物としてきたのだ。土塗れになりながら確立した独自の戦闘法があった。長じた掘削技術と特製の〝掘り匙〟とを駆使する戦い方である。

　単独もしくは少数であれば一人用の穴を掘る。そこに潜り込み、場合によっては土を被ることもして、敵の視界から徹底的に消え去ってから襲い掛かる。逃げてもまた穴に跳び込み、追ってこられたとしても横穴から逃れることすらしてのける。そして覗き込む敵を背後から襲うのだ。

　小隊以上の人数であれば〝溝道〟と呼ばれる狭い空堀のような溝を利用する。一人用の穴でも半日はかかるから、こちらは事前の準備が欠かせない。しかし強力だ。この半地下の通路はあらゆる兵種に対して有効である。

　騎馬にとって天敵であることは最もわかりやすい活用法だ。軽騎兵であろうが重騎兵であろうが、この溝道に柵などを絡めればただの一騎として越えられるものではなかった。人馬諸共に転倒し、後は殺されるばかりだ。

　起き上がって戦おうとしたところで、溝道は隘路である。剣も槍も碌に使えるものではない。小剣を抜く敵が最も適応力の高い敵と言えるが、それとて刺突より他に為す術はなく、必然的に超接近戦になったところへ掘り匙が襲い掛かるのだ。

　筋骨隆々たる団員たちが、その手に棍棒のように巨大匙を握って、作られた混戦の中で殴打に殴打を重ねていく。それは荒々しくも圧倒的な光景だった。

　ヤルッコは己を蛮族の戦士か何かのように感じたものだ。命の感触の生々しさは刃による闘争を凌駕している。あるいは己は怪物であるとも思った。

　溝道は入り組んでいるから、跳び込んできた敵歩兵にとってそこは迷路のようでもあり、突如として襲い来る己らなどは絵物語のゴブリンやオークの類であろうと。

　だから、これは当然のことなのだ。ヤルッコはそう思うより他にない。

　目の前に手傷を負った初老の男とまだ少年とも言える兵士とが青あお褪ざめた顔で庇い合っていて、己の手には土でも人でも掘り削る鋼鉄の匙がある。少年の方は手に小剣を構えているが、長剣に比べればわけもないその重みにすら負けていて、カチャカチャと音を立てる震え方も不規則だ。

　その目に映る己を思う。怪物だ。やはり自分は怪物なのだと思い知る。

　男の靴には拍車がついているから、老いたる騎士とその従者だろうか……絵物語で言えば魔法の助けが入る場面だ。だが戦場にはそんなものは存在せず、ただ勝ち残った生者と負け滅んだ死者とがあるのみだ。どちらかの体温が冷たく終わる。

　溜息が出ることを止められなかった。そしてそれを男の方に察知されたようだ。

「降伏を……容れては、もらえんか」

　男の方が口を開いた。目が言外に訴えているものがある。そしてそれは年寄り同士に相通ずる内容であったから、ヤルッコには無視し難かった。

　チラリと少年の方を見る。身構えられた。しかし男の方へと視線を戻したのならば、意志を込めた頷きがある。

　ヤルッコは口をへの字にした。目も細まる。

「虫のいいことを言っているとはわかっている。そこを枉げて頼みたい」

　ズイと前へ出て両膝を地につき、頭まで下げてきた。視線も伏せてしまって首の後ろが見える。

　それで益々意志が知れてしまって、ヤルッコは低く唸うなった。

　周囲はまだ戦闘が行われている。この三人による邂逅もそう長くは続かない。

「こ、コレトス様はお退き下さい！　ここは私が……！」

　言いつつ腰溜めに小剣を構えたはいいが、腰が引けている。

　ヤルッコは掘り匙を構えた。飛び掛かってくるのなら殴殺することに躊躇ためらいなど生じない。

　ところが来ない。来られないのだ。男が少年の足を摑んでいる。

　そして首を横に振るのだからヤルッコには堪らない。歯を食いしばる。

「このような……このようなところで、このような戦いで……！」

　少年は泣いているらしかった。それはとても幼稚な涙だ。多くの戦場を見てきたヤルッコには涙の種類がわかる。世の中には思うようにならないことが多くあり、それは思わぬ不幸の形でもって人に降り掛かるものだ。戦場であればそれは死を伴ともなう。

　少年の涙は不承認の涙だった。戦場に何某なにがしかの夢を見てやってきたものが、かくも無惨な有り様となってしまって、それを認められずに泣いている。己の運命に悲嘆し、それを編んだ世界に憤っている。当たり前のことを当たり前と割り切らずに泣くのなら、それは幼さだ。ヤルッコはそれが悲しい。

　今から自分はこの少年の命を終わらせるが、どうしてこんな幼い者がこの場にいるのだろうか。目で伏した男へ問う。苦しげだった。どうしようもない現実はいつだってそこに在る。

　小さく風が鳴って、少年の首を一本の矢が貫通した。横からの一矢だ。少年の顔が不思議そうに下を向くが見えやしまい。そのまま前のめりになっていって、そして倒れた。横顔が覗けるが、それは未だにきょとんとしていた。何かが未だ途上のままに終わったのだ。

　溜息は二つ吐かれた。どちらにも老いた万感が込められていた。

「戦場に刃を向け合って語る言葉などなし」

　言いつつ現れたのはマルコだった。彼が射たようだ。

　護衛の歩兵を三人ほど連れている。マルコは槍の巧手だが基礎体力そのものは年相応のものでしかない。この溝道の戦いには不向きだ。そのため小弓でもって歩兵を援護する形で参加していた。

「何を呆けているのです。剣を取りなさい。そして抵抗するか自決するか、どちらかを選びなさい」

　声音には峻厳の響きがあった。男は目を見張っていた。側には少年が持っていた小剣が転がっているが、それに手を伸ばそうともしない。

「馬鹿な……私の目の前で、子が子を殺したというのか……」

「馬鹿は貴方ですよ、ドナルド・コレトス。戦場にどんな夢想を持ち込んだつもりなのですか？」

　男は更に驚いているが、ヤルッコはやはりと思った。少年が男を呼んだことで疑いを持っていた。チトガ大町に在して侵攻軍全体に指示を出していた者……それがこの男なのだ。情報は全てこちらに筒抜けである。

「この局面を戦術的に打開しようとするなど夢物語です。貴方は最後まで五千の中心に在って耐え続けるべきでした。そして少しでも秩序だった形で退けたならば、その分だけ、生還する兵を増やせたでしょうに……何を熱くなっているのやら。軍略家ともあろう者が」

　惨い言い様だった。

　男は驚愕に歪めていた顔を今や青褪めさせて震えている。病的な震えだった。それは張り詰め過ぎた弦を弾いた時に生じるような、破滅の緊張感を孕む痙けい攣れんのようにヤルッコには映った。

「さあ、剣を取っていずれかの終わりを選びなさい、敗軍の軍師よ。僕らは勇戦を称え合うような綺麗な存在ではありません。謀をもって地平の先に未来の死を構築する者に栄光などあり得ないからです。敵味方を問わず他者の命を冷徹に支払い、万の骨の上を冷厳に歩む者には、それ相応の終わり方というものがあるものです。知っているでしょう？」

　ああ、これは最後の爪弾きなのか……ヤルッコは目の前に展開する光景の意味を悟った。ギリギリにまで己を引き絞り、摩耗させ、それを代償として何かの力を得た一人の男がいる。いかなる理由でそれを為したのかはわからないまでも、それが不退転の歩みであったことは察するに容易だ。

　マルコはそれを断ち切ろうとしている。あるいは大規模会戦に先立って流布された言葉への、ある種の返答なのかもしれない。

　あの文言を考案したのは恐らくこの男だ。辛辣な言をもって戦を始めた者へ、辛辣な言による死を与えようとしている。それは言葉とは裏腹に健闘を称える意味を持っている。ヤルッコはそう思う。

「急ぎなさい。貴方が死地に付き添わせた彼は、きっとまだ魂を彷徨さまよわせています。せめて共に逝っておあげなさい。貴方はこの窮地にあって戦場に一抹の夢を見てしまいました。そしてその夢が彼を殺したのです。わかっているのでしょう？　耳を塞ぎたいのであっても、やはり剣を取るべきですよ。僕は刃を持つ者に対しては戦場で言葉をかけません」

　挑発しているのか、それとも哀悼の意を表しているのか、ヤルッコにはその判別が難しかった。何故ならマルコの言葉には一切の悦がなく、ただ厳しかった。目を覚ませと言っていた。しっかりと目を覚ました上で……その上で命を全うせよと、そう言っているように聞こえるのだ。

　男は両の目を閉じ、僅かな時間を過ごした。

　そこには遥かな気配があった。ヤルッコは幾人ものそれを見てきたからわかる。

　そして男は目を開いた。剣を引き寄せて、しかし握らずに問う。

「尋常ならざる者よ……名を聞いても良いものか」

「マルコです」

「マルコ……聞いた名だな……そうか、〝火撃〟の……全てはそういうことなのか？」

「はい。あれも、これも、僕の炎が焼きました。いずれは別の物も焼くでしょうね」

「そう、か……勇者が現れる前にと企くわだてたものだが……まるで魔人ではないか。あれも炎に焼かれたそうだが」

　微かに笑ったその男に、マルコもまた笑みを返した。そして恐るべきことを言葉にした。




「あの炎を必要とした世界を……僕は許さない」




　空気が壊れたのかと、ヤルッコは錯覚した。この溝道の狭い丁字路で、冬の寒さを頰ほおに受けつつ足元に若い死体を横たえておいたものだが、己が大なる火炎の中に放られたように感じたのだ。全身が粟立ち、説明のつかない発汗が促された。呼吸ができなかった。

　幻が見えていた。それはいつかの夢の中に見たものだ。

　サロモンだ。十四歳のマルコの姿に重なって、あの凄まじき男の姿が見える。大衆の熱狂の中で生きながらに焼かれた男が……炎をまとってそこに立っている。表情は憤怒だ。マルコの微笑みはそのままに在るというのに、まさに炎の魔人とでも言うべき幻像がそこに屹立している。

　ヤルッコは喘いだ。

「そうか……そういう、ことか……それならば……！」

　沸き立つ殺気に、ヤルッコは現実へと覚醒した。見れば男が剣を握って立ち上がっている。その切っ先が向かう先にいるのはマルコだ。距離にして八歩ほどか。掘り匙を振りかぶり駆け寄ろうとして、ヤルッコはそれをやめた。












　男は片足が動かないようだった。他の傷や体力の低下もあってか、惨めな……実に惨めな動きでにじり寄っていく。

　対面するマルコは既にして弓に矢を番え、引き絞っている。

　それが見えぬでもあるまいに、男は断固たる態度でもって近づいていく。切っ先は揺れつつもマルコから離さない。

　ヒョウと鳴ってゴツと響いた。

　マルコの放った矢は過たず男の眉間を射抜いていた。それはそうだ。三歩の距離である。両足の利く者であれば踏み込み一つで斬り掛かれる間合いだ。

　男はそこまで詰めた。マルコはそこまで待った。

　そして二人の間には一本の矢が走り、対決を終えたのである。

　誰も言葉はなかった。男の顔には武人の厳しさが残っていた。





　　　　◆◆◆






　初め五千であった帝国軍は、三千に届くかどうかという数にまで削り取られていって、遂には奔走者と成り果てた。

　荷もなく仲間もなく、ただ恐怖を力に変えて走る。闇雲な逃走だ。

　無茶な力の使い方は当然のように脱落者を続出させる。それらは討たれた。降伏を申し出た者も同様だ。それは死からの逃亡以外の何物でもなかった。走らねば死ぬばかりなのだ。

　ユリハルシラ領へと辿り着いた者は二千に満たなかった。それも恐怖と疲弊で絵物語の亡者のようになった者たちだ。そこに火刑から生き残った者など一人も含まれていなかった。それは時こそ経たものの六万が全滅したことを意味する。あの炎からは誰も逃れられなかった。

　そして、その二千未満の者たちは、その全てが支流の南に取り残されることとなった。

　バルセロである。ユリハルシラ領に機動戦術の極みを展開していたその五千騎は、今や半数の二千五百騎にまで減少したその総員でもって仮設橋を北へと渡り、その橋を焼き捨てた。二千の惨めな友軍をむしろ囮おとりに使って渡河したのだ。そうせざるを得ないまでに追い詰められていたからだ。

　剣角騎士団と〝火撃〟の騎兵隊が彼らを叩いたからである。バルセロ軽騎兵旅団はユリハルシラ領への侵入直後こそ高機動を発揮して戦果を打ち立てていたが、東から二千騎が来援するに至り一気に苦境へと落とされていたのである。

　黒き戦いくさ外がい套とうをまとう精鋭騎兵に対し、優るとも劣らない速度でもって打ち掛かっていくその二千騎は、炎のような旗を掲げていた。その旗の名を火刑戦旗という。

　顧みるべし。帝国軍は十万余の兵力でもって行イク禍マガ原ハラを渡ってきた。それが今や惨さん憺たんたる有り様であった。サルマント領領都を囲っていた二万が前線砦にまで後退し、そこへバルセロ率いる二千五百騎が合流したところで、砦の兵と併せても三万五千に届かない。大軍の実に七割近くが失われたのである。

　砦には大旗が掲げられていた。昇龍の大旗である。エベリア帝国皇帝はそこを在所として広く己が将兵たちの侵略を睥睨していたからだ。金冠剣王の旗もある。黄金剣騎士団はサルマント領領都を囲む軍の要であったからだ。そこへ刀剣住蛇の旗も合わさった。満身創痍の二千五百騎が帰還したからだ。

　そこへ迫るアスリア王国の軍勢があった。

　サルマント領領軍より一万、ペテリウス領領軍より三千、ユリハルシラ領領軍より一万、ヘルレヴィ領領軍より五千、ロンカイネン領領軍より五千、マルヤランタ領領軍より五千というそれぞれ伯爵旗や侯爵旗を掲げる軍の他にも、剣角騎士団二千八百、火撃の騎兵隊千九百、そして第三王女親衛団三千が集った。その合計は四万五千七百。

　それらは、本来は自領から出ることなど滅多にない領軍と、貴族の私兵である騎士団、王族の私兵である親衛団、そして新参の騎兵隊という寄せ集めの軍勢にも見える。

　しかし団結していた。一つの高揚が彼らを団結させていた。亡国の危機を救った戦旗が掲げられている。火の色にひるがえる戦の旗が。

　開戦以来、三度目となる会戦が行われようとしていた。

　昇龍の旗と火刑の旗とが、ここに対決の時を迎えようとしていた。





◆第五十五話　誰も彼も火炎の中にゆくべし




「西の国の頂にある者へ問う。いかなる大義を掲げ、何をもって開戦事由とし、今この東の地に在るものか。その正当性を問う。疾とく返答あれ！」

　火か刑けい戦旗をその手に持ち、ただの一騎で大軍の狭間に言葉を響かせる者がいる。

　西に帝国軍の三万二千余り。東に王国軍の四万五千余り。地には軍靴に荒らされた王国領前線の大地を馬ば蹄ていに踏ませながら、それら地と人のいずれにも属さず、ただ天の遥かなる群青にのみ所属するようにして、彼は声を上げるのだ。

　旗の揺らめきは彼の心に宿る炎か。ダニエルは馬上にあって熱くなる胸を押さえた。

　マルコ。王国領北辺の村に生まれ、その不思議をもってしてハッキネン護衛団を組織した童子だ。そして馬賊の里へと去って三年、戻るなり今度は第三王女親衛団を組織して初陣に〝火撃〟の異名を受ける一騎となった。そして訪れた王国滅亡の危機において一旗をもって立ち、今、全軍の注目を一身に集めている。

「王国軍十二万を誘うあの文言の如く、己の文明の正義を謳うたうのであれば笑止千万。王国を野蛮と断じたその者たちが為した蛮行は、ペテリウス領都の惨状がそれを詳らかに語っている。我と共に戦旗を掲げるペテリウス領軍三千の怒りが証人である。賊の群れとはまさに翼竜の旗を掲げる自分たちであると知れ！」

　ダニエルの左方に見えるペテリウス伯爵旗が大きく振られ、雄叫びが木霊した。そこには領都へ篭らず領民を護送していた五千の内の三千が参陣している。ペテリウス伯亡き今、伯爵旗にも三千の将兵にも黒い喪章があって、この戦いが弔とむらい合戦であることを示している。

　そして火刑戦旗。与えられたその火色の旗を、彼らは熱い涙を流して受け取ったという。

　さもあらん、それこそは仇たる六万五千の内の大半を殺しつくした証だ。伯爵旗と共にそれは振られている。各軍に与えられた戦旗も応じるように振られた。全軍の頭上に炎が揺らめいている。

「開戦の切っ掛けともされる一矢と一馬を理由に正当性を主張するのならば、これもまた驚くべき愚考。帝国軍が前線に挑発の瀬踏みを重ねて緊張状態を作ったことは明白である。酒場の与太者でもなし、差し出した頰ほおを一筋矢がかすめたとして激発し、大陸に二つきりの昇龍旗を掲げて行イク禍マガ原ハラを越えたのならば、それはまさに帝国がその品位を酔狂の下卑に堕したということに等しい！」

　物凄まじい言葉の斬撃だった。今、マルコは王国の代表として弁舌の剣を振るっている。火刑戦旗は彼のための旗だ。国王に掲げることを許されて在るその旗は、彼がこの戦いにおいて特別な将であることを約束している。

　ダニエルとユリハルシラ侯が奔走した結果だが、それが罷り通った最大の理由がカリサルミ伯を筆頭とする好戦派とでも称すべき勢力の消失であることは何という皮肉か。

　そして一通の書簡の力だ。マルコよりダニエルに届けられ、ユリハルシラ侯へと手渡された一巻のそれ。そこに書かれていた内容をダニエルは知らない。

　ユリハルシラ侯はそれを読むなり魔力に取り憑かれた。一種異様ですらあった。民の鑑かがみと高く評価していたマルコを、その権力をもって決戦の場の代弁者にするべく働き出したのだから。

　国王は……もはや意識も戻らないと言われていた国王は、ユリハルシラ侯がそっと耳打ちした言葉を聞くなり俄にわかに目を見開き、承認の意思を表して、そしてそのまま眠りに落ちていったという。それはこれまでよりも深く戻り難い眠りであり、もはや終わりへと最後の呼吸を数えるのみとなった。ユリハルシラ侯はダニエルにそう言っていた。

「重ねて問う。西国の頂にある者よ。よもや先の戦争の終結を不服としての侵攻ではあるまいな。休戦協定の締結は両国の尊厳と教会の祝福とによって結ばれたものだ。それはしかも帝国に対する温情ですらあった。侵略者であるにもかかわらず軍を失い、逆に攻め込まれたならば甚大な被害が出ることは疑いようもなかったところを、情け深くも従来通り行禍原を境にすることで王国は矛を収めたのだ。それを、まさか、文明国を名乗る者がわかっていなかったなどとは言わせない！」

　昂る熱があった。火刑戦旗が風もなく大きくはためいた。

「復讐を叫ぶ王国民が鎮まった！　勇者に矛を向けた帝国が教会に許されて名誉を回復した！　多くの悲劇を生みながらも全てを流し去って、戦争なき平穏な日常が大陸に訪れた……そのための〝聖炎の祝祭〟であったと知れ!!　それが二十年と保たずにかくの如くあるを恥じよ!!」

　炎が立ち上ったかに見えた。それをダニエルはすぐに幻であると理解したが、多くの者が同様に何かしらの威圧を感じたようだ。熱をすら覚えた。甲冑を通り抜けて肌身にそれは直撃していた。

　戦場の雰囲気が一変していた。ただの注目ではなくなっていた。向こう側においてもだ。

　両軍合わせて七万七千余りという将兵が、今、たった一人のマルコに息を吞んでいる……ダニエルはそれを感じ取っていた。身体が震えていた。それは純粋に恐怖だった。敬愛していたものの本質は想像以上に恐ろしかったのだ。

　しかしダニエルは踏みとどまる。きっとこの場にいる誓いの仲間たちも同じだろうと思った。

　彼らは知る。マルコのこれまでを。

　彼らは知る。今マルコが見せる心火が彼の全てでないことを。

　そしてまた思うのだ。期待すると言ってもいい。

　マルコは、この激怒の炎すらも、その巨大なる魂の膂力とでもいったもので把握している。

　振り回されてはいない。振るっているに過ぎない。限界を迎えてはいない。

　マルコはここに終わらない。まだだ。まだこれが彼の全てではないのだ。これは彼が見せてくれる夢の結末ではないのだ。彼の見つめていた遥かな風景は、これですらまだ途上だ。まだ先がある。彼と共にあった来し方は未だ遥かな行く末を持っているに違いない。

　ダニエルは思う。これは信仰だろうか。違う。これは確信だ。

　己の戴く王の偉大なる運命を信じる。それができずしてどうして臣下で在れようか。

「一つ教えようか。ドナルド・コレトスなる騎士を私はこの手で討ち取った」

　炎の旗がひるがえり、今度は緩やかに怪しげに揺れ始めた。囁ささやくような声であるはずのものが、どうしてか耳元に聞こえるかのようだった。ダニエルはその正体を冷静に分析する。集中力だ。この場に集う誰もが異常な集中力でもってマルコの言葉に耳を傾けている。それが一つの奇跡を生んでいた。いや、魔法と言うべきだろうか。

「勇者が登場するその前に大陸統一を果たそうと考え、それを軍略の形にまで仕立てた男だ。そのために生きていた男だ。今回の帝国軍の侵攻作戦を企くわだてた男だ。その男を私は殺した。剣をもって迫る彼の脳天を射抜き、命を奪った。反撃などではない。彼が物を知らず恥を知らないことを忌んだからだ」

　冒瀆だった。マルコの口が討ち取った敵の名誉を汚していた。言葉に毒があった。しかも聞く者の心を焼くこともやめない。毒炎と呼ぶべきか。ダニエルの背筋に寒気が走った。

「勇者は、必要なのだ。その存在を否定する者は、勇者を必要とした世界を改革する気概がなければならない。勇者が在ったことで築き上げられてきた文明の全てを改め、新たに世界を立ち上げる覚悟がなければならない。その気概も覚悟もなく、ましてや危険も知らないままに行動した彼は死ぬべきだった。だから殺した。かつても同じだ。勇者を殺した者は死ぬ。皆、死んでいく……」

　奇声が上がった。それはあちら側の昇龍の大旗の近くでのことのようだ。

　散りそうになった集中力が、小さな音によって引き戻された。笑い声だ。十四歳のまだ若い喉が鳴っていた。無邪気な音ではない。妖艶だった。耳目を引きつけるそれは妖気を帯びていた。

「そうだね。そういえば帝国の王子も死んだっけ……ねえ？」

　見える。ダニエルはそれが見えるような気がした。マルコの笑みが。あの上弦三日月の笑みが。

「西の国の頂にいる者よ。言い当ててあげる。お前は仇討ちに来たね？」

　寒い。極寒だ。

　ダニエルは己の全身に鳥肌が立つことを自覚した。気温のせいではない。それは妖気に当てられたとしか言いようのない症状だった。あるいは瘴気渦巻く大氷原に立てばこのように感じるものであろうか。魂が凍えていた。それと同時に熱がある。氷の炎とでも言うべきか。

「お前の長子を殺した国を、アスリア王国という存在を、ただ嫌い忌んだがために、遥々とここまで来たね？　何十万の命を巻き込んで、こんなことを仕出かしたね？　大陸統一の夢なんてお前にはどうでもよかった。だってお前はきちんと未来を見ていないもの。統一後の大陸をどうするつもりだった？　統一された大陸がどうなると思っていた？　ね？　何も考えていないだろう？　もしもエベリア帝国が大きくなるというだけで事が済むとでも考えていたのなら……ふふ……お前は洟垂れ小僧だよ。大した知恵もないくせに大きなことを言って、後でベソをかくのさ」

　マルコは笑った。コロコロと鈴が鳴るような笑い声だった。しかしそれは何という恐ろしい響きを持っていることか。

　ダニエルは自分が奥歯を嚙み締めていることを今更ながらに気付いた。下腹に力が入ってもいた。信じられないことが起こっていて、誰もがそれに恐れ戦くことしか許されていなかった。

　王国の名字もなき十四歳が、エベリア帝国の皇帝を笑殺しているのだ。

　呆然とした時間が流れていた。それがどれほどの長さであったのか、ダニエルは客観的な事実が欲しいと思った。冷や汗の量でそれがわかろうか。顎の筋肉の疲労でそれがわかろうか。まるで何もわからないままに、ただ、事態が次の展開を迎えたことを知った。

　帝国軍が動き出した。

　中央には金冠剣王の軍旗を中心に一万五千ほどが横陣を組み、その後方には昇龍の大旗が一万二千ほどの中心に掲げられている。敵左翼には翼竜の軍旗を掲げる軽騎兵部隊が二千五百騎ほど、敵右翼には刀剣住蛇の軍旗を掲げる軽騎兵部隊が同じく二千五百騎ほどだ。

　今や帝国軍の保有するところの前線砦を背にして、三万二千余りの帝国軍はまず常識的と言っていい展開を見せつつ、それを広げて前進を始めたのだ。陣太鼓の音が響いている。

　会戦とは互いの口上が行われた後に戦われるものだが、応じる口上はなく、矢が飛来した。

　マルコを狙って幾本もの矢が空を舞い、そして落ちてくる。

　届く距離ではなかった。ダニエルはたとえ届いたとしても当たるわけがないと思った。

　負けたからだ。皇帝は、帝国軍は、一人のマルコに既に負けている。研ぎ澄ますべき戦意を欠いた軍が放つ矢など、どうして彼に当たるだろうか。それこそ笑止千万である。

「我が戦旗を掲げる者たちよ、奮い立て！　己が魂に火を点けよ！　炎を呼吸せよ！」

　マルコの声が響き渡った。一度右翼側へ駆けてから、全てを横切って左翼側へと駆けていく。右翼側へ最接近したその時、そこでユリハルシラ領軍一万の中に参戦しているダニエルへと、彼はその碧へき眼がんを確かに向けてきた。

　目が合った。その一瞬に伝わるものがあった。強く頷き返した。

「敵はもはや軍に非ず！　一人の親に率いられた暴徒に過ぎない！　武の火炎で焼き尽くすぞ！」

　サルマント領軍一万、ペテリウス領軍三千、ヘルレヴィ領軍五千、ロンカイネン領軍五千、マルヤランタ領軍五千と巡っていき、そして第三王女親衛団三千に親しげな頷きを見せてから、マルコは最左翼の〝火撃〟の騎兵隊千九百を指揮する位置に到着した。

「全軍、前進せよ!!」

　轟音のように将兵たちの雄叫びが応じた。それは天を震わせるほどのもので、ダニエルは己が大なる火炎の一部となって敵に襲い掛かるような気すらしていた。事実、最も早く帝国軍にぶつかるのはダニエルら右翼であり、正確には最右翼に位置する剣角騎士団だ。

　帝国軍は全体として横一列で、皇帝のいるだろう軍だけが僅かに後ろへ位置する構えだ。それに対し、王国軍は全体を右翼を前にして左翼を後ろとする斜形をとっている。

　帝国軍は平行に位置したいであろうが、そうしようと〝黒蛇〟の騎兵が動くことを常に〝火撃〟が牽制していて自由にさせない。

　ダニエルはそこにマルコの熟達した部隊指揮を見た。傷ついた蛇は勇躍する竜の爪牙の前に何もさせてもらえない。

　そして、剣角騎士団の猛攻が始まった。

　今や彼らの持ち味となった強力な弓射が敵騎兵隊へと襲い掛かり、怯んだところへ重装歩兵の槍やり衾ぶすまがぶつかっていく。次いでダニエルらユリハルシラ領軍が激突していけば、敵中央軍の左翼を一気に切り崩して留まるところを知らない。

　敵は変化して応じたいだろうが、それはできない。更には復讐に燃えるサルマント領軍とペテリウス領軍とがユリハルシラの精鋭にも匹敵する勢いで襲い掛かるのだ。

　早くも敵左翼は崩れ始めた。

　ダニエルは四剣方形の軍旗がどこにあるかを常に注視していた。それは着実に前進していき、そして突如としてその速度を増した。それを見逃さないためにダニエルはここにいる。

「侯爵軍！　分かれるぞ!!」

　ダニエルが叫んだなら、ユリハルシラ領軍一万は五千ずつの二つに分かれた。予めそれと準備していたことだ。前方の五千は俄にわかに加速して敵中央軍の左翼を突破した。

　敵は大いに動揺した。だがダニエルを含む後方の五千はその場で左へと回頭し、敵中央軍を側面から中央へと押していく。サルマント、ペテリウスに切り刻まれながらも敵は必死に陣を変形し、後退しようとしている。

　無駄だ。その乱れようでは練度の低いヘルレヴィ領軍、ロンカイネン領軍、マルヤランタ領軍をすら捌き切れまい。

　皇帝の存在が彼らの最大の弱点だった。そこを狙われれば無理をしても応じざるを得ない。

　そして剣角騎士団は今まさに皇帝の大旗を掲げる軍へと襲い掛かっている。ユリハルシラ領軍より五千もそれに続いた。もはや敵中央軍は被害に被害を重ねていくよりない有り様だ。

　斜形陣が見事にその威力を発揮していた。もとより王国軍の方が数が多い上に、帝国軍は皇帝の軍を前に出すことができない。しかもこちらは両翼の端に敵の機動部隊を封じることの可能な部隊を配した上、右翼に攻撃的な精鋭を集中させている。

　敵はそれを偏かたよった面で受けざるを得ず、しかもどちらからでも側面に回られれば皇帝の危機が生じるのだ。無理が無理を呼び、そして崩れていくことになる。

　左翼はどうなったろうか……押しに押し捲る戦場でダニエルがそれを思った頃、遂に帝国軍は崩れ去った。断固として中央に屹立していた金冠剣王の軍旗は倒れ、帝国軍兵士たちは逃走を始めた。王国軍はそれを追う。蹴散らしていく。

　左翼はどうなったろうか。ダニエルはそれが気になって仕方がなかった。

　会戦は王国軍の勝利であることは間違いなかった。だがこの壊走はただの壊走とは違う。適当に戦果を稼いで終わっていいものではない。

　皇帝だ。皇帝の存在がこの追撃戦の意味を激変させる。今はどこにも昇龍の大旗は見えない。折れたのか畳んだのか、それを知らなければならない。逃していいわけがない。

　ダニエルは馬上にて戦場を見渡し、遠く白流旗を確認した。少し安堵する。

　ところが次の瞬間、恐るべき速度でこちらに迫ってくる黒い軍があることを知った。

　壊走する味方をすら蹴散らして駆けるは、刀剣住蛇の軍旗を掲げる軽騎兵。数はもう千五百騎ほどだろうか。それでも黒蛇だ。ボロボロのそれらが凄まじい勢いで突撃してきていた。

　ダニエルの周囲は俄にわかに乱れた。激しく人馬が交差し、音と衝撃とが連続した。閃く槍先が見えた。それに対して己も槍を繰り出し、しかし弾かれて穂先が青天へ向いたことを見た。強い衝撃があった。声も出ないほどの激痛が脳を焼き、次には熱さが来た。

　夢中になった。自分が何をしているのかもわからないまま、ダニエルはただ夢中になった。

　いつしか視界は暗くなっていた。そして寒かった。だから身を縮めて暖かさを求めた。

　胸の奥に宿った炎があった。夢とも現とも知れない、しかし壮大で遥かなるそれ。

　ダニエルはそれに抱きついた。そうすることだけが自分の人生のように思えていたから。

　そして気付かぬ間に、いつしか夢へと落ちていった。炎の中に落ちていくようだった。





◆第五十六話　その灯火に近づきたる者は




　左の頰ほおを撫でさすり、髪を乱していく風があった。それは〝紫雲海〟から水気を含んで流れくる南風だ。四季を問わずにしばしば吹くもので、いつであっても奇妙に冷え冷えとしている。

　首筋に絡みつき、甲冑の狭間から服をもすり抜け、疲労を含んでべたついた汗を乾かすでもなく刺激していく。

　ベルタは馬上に身を震わせた。

　肘や肩の部位が欠損した甲冑は重量の均衡が悪く、むしろ重かった。豪ごう奢しゃな戦いくさ外がい套とうも裂かれ、穿うがたれ、外気から己を密閉することなどできやしない。凝り固まり冷え切った体にこの南風は毒だった。心までも凍えさせる。歯嚙みする気力をも根から削ぐ。

　行イク禍マガ原ハラの薄闇を進む行軍だった。未だ明けやらぬ空は大きく紫色を滲ませていて、それは背から陽の色が迫ることを教えている。

　ベルタは不意に泣きたくなったが、そんなことが許されるわけもない。

　大敗北だった。

　十万を超える大軍勢でもって軍旗も誇らしく攻め入った東の地から、何もかもを失って逃げ落ちて行くのだ。今、昇る日に追われて惨めに歩む者は幾人いることだろうか。原野に散り散りとなった同胞たちを思い、ベルタは切なく息を吐いた。食いしばった歯に当たってそれは口の端から白く散っていく。

　彼女の周囲には百五十人ほどの群れがあった。騎馬の数十騎は黄金剣騎士団の面々で、それは馬を失って歩く中にももう数十人がいる。残る者は帝国軍であることがわかるのみで所属も知れない。あの最後の会戦においてどこに位置していたかもわからない。壊走し、生きるために必死になる中で、ベルタらの騎影に生存への僅かな可能性を見出した者たちだ。

　もはや軍ではない。ヨタヨタと歩む者たちに武装などあったものではない。飲む物も食べる物もなく、傷つき倒れた者を助け起こす者とていない。誰もが黙々として西を目指す。

　実のところその歩みは帝国本土を目指していない。中継地点だ。飲食物と味方のいるはずの補給中継地点。そこに辿り着きたかった。

　やがて朝日が一行を照らし、冬の空の酷こく薄はくな青天に背をチリチリと焼かれながら、休むこともなく進み続ける。

　止まる気になれなかった。止まれば吞まれる。あの炎に吞み込まれてしまう。マルコという、あの恐ろしい炎に。

　会戦に先立って王国側がその少年を代表に出してきた時、誰もが訝しげにする中でベルタは強い関心を持って注目した。マルコという名には聞き覚えがあったからだ。ベルタが唯一無二の技として磨きに磨くところの槍術……魔人サロモンの用いていたその技を、あるいは正当に受け継いでいるかもしれない者の名だ。

　同じ戦場に相対した。たとえそれが不利な状況であり、決死の覚悟をもって当たらなければ勝利など望むべくもない窮地であったとしても、縁あれば一槍を交える瞬間が訪れるかもしれない。ベルタはそんなことを思ったが、今となっては己の蒙もう昧まいを自嘲してもし足りない。

　十四歳の若武者の口より放たれた刃は帝国軍をズタズタに引き裂いた。まるで炎の巨人が現れたかのようだった。巨人はベルタらを爪と牙とで好き放題に破砕し、毒に浸して、最後には焼き尽くした。あれは魔力の光景であったとベルタは思い返す。怖おぞ気けが蘇って身を苛んだ。あの者一人の力によって、落ち延びる今がある気がしてならなかった。

　十万の軍勢で勝てない一人がいるとしたならば、それはもう魔の者だ。魔人サロモンの槍術を使うか否かなどあまりに些細だ。新たなる魔人かどうかを疑うべきだった。

　事実、あの時、帝国軍三万二千余りは彼一人によって敗因を作られた。あまりの口撃の前に、皇帝が半ば正気を失ってしまったのだ。返答の使者を立てる間もなく、あれを射よ、あれを殺せと叫び出した。狂乱状態になってしまった。

　前には魔の弁舌を振るう少年が火を吐いていて、後ろには隠しようもなく異常な様子を見せる皇帝がいる。どうして戦意を保てようか。どうして士気を高められようか。どうして帝国軍人としての誇りをもって武器を握れようか。

　しかも皇帝の勅命として全軍に攻撃が命じられてしまった。敵の斜形の陣に対していかなる戦術をもってぶつかるべきか……あるいはぶつからずに済ますべきか……ベルタらが苦慮していた全てがその命令一つによって泡沫うたかたと消えた。

　親征とはそれがある。いかに将官たちが万策を用意しようとも、それを一顧だにせず君命がまかり通る。しかも皇帝を護ることは絶対条件だ。あらゆる動きが制約されて、そして敵はその弱点を容赦なく衝いてきた。自軍左翼が敵最右翼とぶつかるその前に、会戦は既にして勝敗を決していたようにベルタは思う。

　だから、ベルタは苦戦に耐えつつ負け方を考え続けていた。勝ちはあり得ない。マルコという少年が口上を始めたその瞬間に敗北は決定していたのかもしれない。いや、あるいはそれよりももっと以前から……絶望に心を冷やしながらも、いかにして負けるかを考えていた。被害計算だ。皇帝を戦場に討ち取られるなどということだけは避けなければならなかった。

　左翼側の側面に敵が回り込んだその時、ベルタは負け方を決めた。王国軍の押し方は半包囲のそれとは異なっていたからだ。押し過ぎていた。それは正面から新たにぶつかってくる軍を信用していないように思えた。

　斜形の最後方に恐るべきマルコが下がったため惑わされたが、やはり後に当たる軍ほど練度が甘い……ベルタはそこにつけ入る隙を見出したのだ。

　ベルタは軍を自ら崩した。軍旗を倒し、一気に下がることによって、意図的に味方の壊走を誘発させたのである。

　味方の優勢を見つつ押し出してきた後軍とも言うべき敵軍は、そこに勝利を確信し、逸った。追う者の快感に酔ったのだ。

　無秩序な追撃が始まった。戦場は帝国軍の兵数を削り切られない内に乱れた。会戦としては敗北だが、しかし、その混乱の内にこそ皇帝の玉体を逃す道が生まれる……ベルタはそう考えたのだ。精鋭を自負する騎士団を率いて一気に昇龍の大旗の下にまで後退し、行禍原へ走ることを提案した。

　皇帝は茫然としていた。その在り様はベルタに衝撃的だった。

　彼女にとって皇帝とは常に厳かな迫力を持つ存在だった。その白髪は白刃の閃きを思わせ、その眼光は歴戦の武人としての威を感じさせるものだった。それら全てが幻であったかのようにして、その時、皇帝は一人の老人でしかなかった。覇気は失われていた。

　近衛兵に運ばれるようにして、皇帝は撤退を始めた。

　ベルタら黄金剣騎士団はそれを援護すべく強敵とぶつかることとなった。剣角騎士団である。その練達の槍やり衾ぶすまと弓射は撤退しつつ捌けるものではなかったから、自然、敵中に孤立しかねない状況となった。しかし追撃させるわけにはいかない。ベルタは覚悟を決めた。

　そこへ疾風のように来援したのがバルセロ軽騎兵旅団である。

　かつては旅団として五千騎であったはずのその数は会戦に参加する段階で半減しており、そこから更に千五百騎ほどにまで減じていたが、それでも先頭にあって猛然と槍を振るっていたのは間違いなくテレンシオ・バルセロ帝軍准将その人だった。

　言葉を交わす暇いとまなどなかった。しかし動きによって意図が伝わった。バルセロは敵の混乱を助長すべく犠牲を厭いとわない突撃を繰り返していたのである。秩序だった隊伍を組む敵がいたならば、目につく端からぶつかっていく。その無謀を重ねる度に数十騎ずつ脱落していくが、隊としては強固にまとまっており、まるで一匹の黒い蛇が王国軍という草原で跳ね回っているかのようだった。

　あの恐るべきマルコの参加する〝火撃〟の騎兵隊と対決していたのではないか……ベルタはその答えをすぐに知ることができた。遠く逆翼方向で他と一線を画する機動戦が戦われていて、それは血煙を噴霧するが如き苛烈さで周囲を圧倒していたからだ。

　火の色の戦旗をのみ掲げる騎兵隊が、まさに黒衣の軽騎兵たちを血祭りにあげていたのだ。

　その中にはバルセロはいない。黒蛇は千五百騎と千騎とに分かれていたのである。バルセロ率いる千五百騎が味方全体を援護する働きを為すために……残る千騎は死兵として火中へ飛び込んでいたのだ。

　そう、それは死兵だった。火撃は少数で対抗できる敵ではなく、ましてやバルセロを欠いているのだから勝てるわけもない。千騎がいかに高機動の旋回や分離、突撃や迂回といった戦術を駆使したところで、そのことごとくが通じずに殺されていった。遠目にも敵の凄まじさが伝わった。もう一匹の黒蛇は火炎の中に悶えつつ殺されているように見えた。死は避けられず、ただ、いつ死ぬかだけの問題だった。

　そして、二匹の黒蛇の献身をもってして、ベルタは死地を脱することができたのである。

　与えられた命の時間を呼吸して、ベルタもまた黄金剣騎士団の死力を発揮させた。混乱の撤退戦の中に一個の軍としてまとまる選択肢を捨てたのだ。敢えて幾隊にも分かれ、敗走の戦場を拡大することに努めた。

　時に味方を糾合して敵にぶつけることもさせた。時に味方を導いて敵の囮おとりにすることもさせた。できることは何でもさせて、その度に死んでいかせて、ベルタはそれを見送るのだ。将が死ぬのは最後である。

　誰も彼も死んでいった。いかにして効果的に死ぬかをベルタが決めて、仲間たちはそれに従って。そうやって稼がれた時間を呼吸して、今があった。

　皇帝がどこまで行けたものかはわからないし、バルセロの生死だってわからない。何もかもがわからないままに、それでも呼吸をやめない。原野を西へと進む。

　蒼い蒼い空の下、誇りなどかなぐり捨てた懸命によって、ベルタは行禍原を行くのだ。

　やがて見知った地形が見えてきた。初めは王国軍が補給路の中継地点として設営し、その後帝国が奪って利用していたものだ。仮設の拠点だが数百人は常駐する兵がいるし、何よりも物資がある。人も馬も飲食せずに原野を越えることなどできはしない。

　それと気付いたものか、集団から駆け出す者が次々と出た。転倒する者も多い。上半身ばかりが宙を搔くように前に出てしまい、足がついていかないのだ。ここまで来て馬ば蹄ていで蹴倒すわけにもいかないから、ベルタは騎士たちに合図して馬の歩を止めた。

　それが命運を分けることとなった。

　矢が飛来した。

　十や二十では済まない、百を越える矢が拠点方向から放たれたのだ。

　走り出した者たちが次々と射殺されていく。逃れる術も防ぐ術もなかった。誤射であるわけもなかった。ベルタは掠かすれ声でもって号令した。

「退避！　拠点は王国軍の手に落ちているぞ！」

　ベルタは言いつつも信じ難いことだと感じていた。

　ここは行禍原の中間地点とも言うべき場所だ。西の砦群は勿論のこと、先頃まで東の砦群もまた帝国が占拠していたのである。どうして今この時点でこんな状況が生まれるというのか。

　ベルタにはそれがわからない。わからないが、今のベルタらが拠点を奪還する戦力を持たないことはわかっていた。迂回するよりなかった。

　そして、更に落ち延びた先でもって、ベルタは拠点の謎の答えを得ることとなった。

　林の中に休む集団と合流したのである。それは近衛軍の一部隊だった。

「赤い布を巻いた軽騎兵、だと？」

「はい。どうやら会戦の準備に集中する我らの隙を衝いて、南の海岸線から行禍原へと抜けた部隊があったようです。警戒はしていましたから、少数でしかないとは思いますが……」

　近衛軍の兵士は悔しげに語った。一個小隊からなる彼らは補給拠点の奪還を試みて失敗したらしい。少なくとも二個中隊規模の王国軍が防衛しており、豊富な物資でもって散々に矢を射掛けてくるとのことだった。それはベルタに謎かけとして聞こえた。

「僅かな騎兵が抜けて、今は中隊規模だと……まさか、帝国領へ侵攻してきた者らの生き残りか！」

「はい。どうもそう思われます。赤布の軽騎兵が糾合したものではないかと」

　ベルタは思わず天を仰いだ。それは敵の驚くべき策の存在を示していたからだ。

　先の会戦はベルタら帝国軍にとって数的不利があった。その差は一万以上もあり、それが別働隊という選択肢を生むことは想像に難くない。しかし監視網にすらかからない少数を後背へ回らせたところで脅威とはなりえない。ではその意味するところは何か。

　まさに、今の状況のためだ。会戦にて決戦を挑むにしろ、端から各個に行禍原へ撤退していたにしろ、いずれにせよ必ず補給拠点を経由することになる。それを当てにして退くのは当然のことだからだ。敵はそこに先手を打とうとしたのだ。

　もしも軍が退いてきたのならば物資を焼き捨てていたのだろう。そして、今のように敗残兵がバラバラに寄ってきたのならば矢を放つのだ。既に勝敗の決した状況でそんなことをする意味は明らかだった。

「陛下は!?　陛下はどこに……！」

「落ち着いてください、イグナシオ将軍。無事です。無事ですとも。別な場所に隠れておいでです。しかし今は合流できません。日が落ちてからでないと……」

「……その、軽騎兵か」

「はい。拠点に詰めているのは我らと同じような身なりの者たちばかりでした。赤布の軽騎兵たちは、拠点を中心にして広く巡回しているようです」

　状況はベルタが想像するよりも酷いものだった。背からのみ追ってくるはずの敵が、既にして先回りしている。しかも原野を彷徨さまよう同胞たちにとって垂涎の場所でもって罠を張っているのだ。死地は未だ周囲にあり、決して脱してなどいなかった。




　空腹と疲労、そして恐怖の時を過ごして、夜となった。

　ベルタらは闇の中を急いだ。誰もが息を殺していた。馬にも枝で作った枚を嚙ませた。蹄ひづめの跡も可能な限り誤魔化した。今更かもしれない。しかしそうせずにはいられなかった。僅かな物音にも過敏に反応した。

　そうして行った先において、ベルタはしかし皇帝に拝謁することが叶わなかった。

　岩場の隙間という寂せき寞ばくたるそこにおいて……白髪白髭のその老人は息を引き取っていた。

　死因は枯死か。ベルタが咄嗟にそう考えてしまうほどに、あまりにも弱々しい姿だった。

　まるで何かの抜け殻のような在り様だった。死して魂が抜けるのは道理だが、死する前からして掛け替えのない何かを失っていたのではあるまいか……ベルタはそう思えて仕方がなかった。

「イグナシオ将軍がこの場に辿り着きましたことは、陛下がその最後の御力にて手繰り寄せた奇跡かもしれません……御言付けがございます」

　兵装の侍従が近寄り、何事かを重々しく語り始めた。

　ベルタはそれをただ呆然として聞いていた。聞き流していた。

　侍従もそれを察したものか、何度か繰り返し語ったようだった。

　それで次第に意味が伝わってきて、そして己が未だ死ねないことを知った。

　ベルタはここに旧い使命を捨て、新たな使命を生きることとなる。

　行禍原に皇帝は崩御するも、帝国は未だ在り、終わってはいないのだから。





◆第五十七話　あの子にしろこの子にしろ




「どうにかして、マルコくんを笑わせたいんです！」

「え、何だお前、宴会芸か何かやろうってのか？　別嬪が腹踊りとかしても苦笑いだぞ？」

　エルヴィの熱意に対して、その金環を首輪のように巻いた男は怪訝な表情で答えた。そういう意味じゃないと、むしろどういう意味だそれはと怒鳴りつけたい気持ちを抑えるも、両の拳をプルプルと握りしめてはいたらしい。

　クスターはそれを見て若干引いている。

「腹踊りなんて思ってもいません。でも、それでマルコくんが喜んでくれるなら、やります」

「マルコ様を喜ばすってんなら、お前、生半可なこっちゃ無理だぞ？　例えば腹踊りをするにしてもよ、その芸を極めた上に、絵物語の妖精だか鬼だかと腹踊りで仲良くなりました的な事件を起こさねえと。そんくらい、その道に卓越しねえと」

「あの……意味がわからないんですけど!?」

　この男は腹踊り以外の芸を知らないのだろうか。いや、そもそも芸の披露以外の選択肢がないのだろうか。エルヴィは相談相手の人選を誤ったことを知った。他の誰とも違う距離感でマルコと接していると思えばこそ、クスターを選んだのだ。しかしそれは錯覚で、ただただ無神経や無粋が服を着て歩いていたのだろうか。

「クスターさんは……その……何もしないんですか？」

「あん？　めっちゃ仕事したじゃん。楽しそうな会戦があるってのに、夜の浜をコソコソと行イク禍マガ原ハラまで抜けてよ、やったことっちゃ負け犬集めだかんな。いや、あれだ、いっそ絵物語の小英雄みてーだったかな。王国の旗掲げりゃヨロヨロと集まってくる連中によ、こう、餌をやって手懐けてー、拠点襲撃を嗾けてー、ちゃちゃっと突撃してー」

　身振り手振りで説明されるいちいちが意味不明だった。クスターというこの大きな童のような男は、先の会戦において別働隊を指揮していたらしい。それは名誉とは程遠い任務だったようだが、〝火撃〟の武名で呼ばれるほどの彼は笑顔でその働きを語っている。

　詳細についてはエルヴィの理解の外にあるとしても、彼がどんな仕事も厭いとわない理由は明白だった。マルコである。彼は他の誰よりもマルコに信服していて、それは仕えるというよりもむしろ懐くとか付きまとうとか、どこかしらエルヴィにとって身近な感情によるものと感じられた。

　それゆえにエルヴィにはもどかしい。どうして動かないのかと歯嚙みしてしまう。マルコに影響を与えられそうな人間は、誰一人として動こうとしない……。

　行禍原に隣接する砦群は再び王国軍の所有するところとなり、先の会戦に参加した各軍が駐屯することで臨時ながら強力な軍事拠点となっている。会戦後の処理や行禍原への探索などで非常に慌しい有り様だ。

　エルヴィは補給に関する仕事でここにやってきたのだが、二度目ということもあり、物資搬送にしろ事務処理にしろ己の管轄するところは手早く済ませてしまった。しかし以前の時のような楽しく充実した時間が後に続いたわけではなかった。

　マルコは寝込んでいたのだ。心身が衰弱して動けない状態にある。宛がわれた砦の一室では薬師による治療が継続して行われているが、その効果ははかばかしくない。過労であろうとは言われていた。事実、そうなってもおかしくないほどに彼は働いたのだという。

　ところが、エルヴィの印象はまるで違った。食事を運ぶ手伝いをした時、寝台の上に横たわっている姿を見て悲鳴を上げそうになった。

　やつれた頰ほお、汗まみれの肌着、薄うっすらと開けられているも何を映すでもない瞳、ゆっくりと吸い込み音もなく吐き続ける呼吸……エルヴィはそれを見たことがあった。

　それは、幼い頃のマルコの姿だった。

　エルヴィはマルコより二つ年上である。彼が生まれた時のことすらおぼろげながら覚えていて、村を挙げてのお祭のようであったと記憶している。難産だったとのことだが、長く子宝に恵まれなかった村長らの喜びは計り知れず、それを周囲も大いに祝ったものだろう。

　そんな祝福を一身に受けた黒髪碧へき眼がんの赤子は、育つことを危ぶまれるほどの虚弱児だった。食が細く体が小さく、周囲への反応も曖昧で、常に熱病を患っているかのようだった。

　二歳になっても歩くことはおろかまともに立つこともしない。言葉など話すわけもなく、ただ虚ろな様子で座っている……まるで心ここに在らずという風に。

　いつの頃からか、エルヴィら村の子供は小さなマルコの周りに集まるようになっていた。村長に頼まれたということもあるが、もとより興味を引かれてならなかったからだ。

　彼には生来の不思議な魅力があった。彼に話しかけ、彼の前で色々をやってみせ、彼を視界の隅に入れながら遊んだ。彼の発熱が酷い時には回復を祈願して色々なことをしたものだ。花輪を作ったり、綺麗な石を探したり、いい加減な祈りの言葉を真剣に合唱したり。

　そんな日々が穏やかに過ぎていって、その時が訪れる。

　エルヴィは五歳、マルコは三歳であった。

　その日、静かなマルコを横目に見ながらいつものように遊んでいたエルヴィらは、誰が言い出したものか商売人ごっこという遊びを始めた。商人役と村人役とに分かれ、作物を巡って威勢良く値段の交渉をするという内容である。今思えば滅茶苦茶な交渉だった。どちらも自分の都合をでっちあげては押しつけ合い、相手の弱みにつけ込んだり腕力で脅しつけたりするのだから。

　初めそれは鈴の音だと思った。部屋のどこかから小さく綺麗な音がコロコロと鳴って、男の子の頭を鷲摑みにしていたエルヴィは呆けて握力を緩めた。誰もがキョロキョロとして、そして視線を一つ所に辿り着かせて驚きょう嘆たんする。

　マルコだった。マルコの笑い声だった。小さなマルコがエルヴィらを見ながら笑っていたのだ。そして、唐突に言葉を発した。

「それ、商売じゃないよ。山賊だよ」

　エルヴィの知る限り、マルコがこの世に生を受けて最初に話した言葉はそれである。そしてそれは自分にかけられた言葉であるとエルヴィは確信していた。見られた姿と言葉の内容からして自惚れによる錯覚ではないはずだ。嬉しくも恥ずかしい過去である。

　その時より、マルコは急激に生気を増していった。活発になった。年相応の活動を始めたのだ。まだ発熱を繰り返すことはしたものの、歩くばかりか外を駆けるまでになった。誰もが喜んだ。特に村長夫妻は歓喜の涙にびしょびしょになるほどで、エルヴィらは揃って行商人から玩具を買ってもらったものだ。当時の村の財政からすれば驚くべき貴重品だった。

　初対面と言うべきか、第一印象と言うべきか……とにかくも不本意な姿を晒さらした少女エルヴィは、マルコにお姉さんぶることで名誉挽回を試みた。そして大失敗した。目覚めたとでも言うべきマルコは三歳にして村の誰よりも聡明であり、理知的であり、大人びていたから。

　それはさておき、とエルヴィは心中に決意するのである。今のマルコの状態はまるで過去のぶり返しのようだった。何が原因でそうなったのかも、どうしてそんなことが起こるのかもエルヴィにはわからない。しかし解決の糸口は〝笑い〟であるように思うのだ。

　あの日あの時、マルコは綺麗に笑いながらエルヴィと出会った。

　そう、あれは出会いだったのだとエルヴィは信じる。

　たとえ身悶えするほどに恥ずかしいものであっても、それでマルコが笑えるのならば、いい。笑わせられなくとも、笑いものになれるだけでもいいのだ。彼が元気になればいい。

「あのよ、何となくお前の気持ちはわかるんだけどよ」

　声をかけられ、エルヴィはクスターがまだそこにいたことに気付いた。

「マルコ様は、別に、悲しいからってああなってんじゃねえと思うぞ？　笑わせればいいってのは、どうかなぁ……何かこう無粋っつーか……馬鹿っぽくね？」

　反射的に拳が出そうになってそれを自制した己に、エルヴィは十一年分の成長を実感した。目の前の男はまるで何もわかっていない。しかし気になることはあった。

「……何か、あったんですか？」

「ん？　そりゃあ、ま、戦争だからな」

「誰か……亡くなったんですか？　勝ったのに？」

「あのなあ、戦争だぞ？　動物やら虫やらを相手にした駆除じゃねえんだから、勝ったって死ぬっての。そら何人も死んだよ。まあ、あっちの方が死んだろうけどな」

　呆れたように手を振るクスターに対し、エルヴィは反論する言葉を持ち合わせていなかった。そう、彼らは戦争をしているのだ。殺しもすれば殺されもして当たり前である。エルヴィも頭では理解していたことだ。しかしマルコが参加していたことが夢を見せる。無傷の完勝を錯覚させる。

「……ダニエルの旦那が、ちょいとな」

　そっと付け加えられた言葉にエルヴィはビクリと肩を跳ね上げた。それは彼女の属する組織の長の名前だ。

　実質的にはラウリによって管理運営されるところのハッキネン護衛団であるが、団長はダニエル・ハッキネンという貴族で変わることはない。その姓名によって発足された組織であり、その爵位が組織の信頼を裏付けている。先立って昇爵したから今や子爵位だ。ハッキネン子爵と言えばアスリア王国でも特別な響きのある家名である。

　エルヴィは会ったこともないが、来春には結婚すると聞いていた。

「ダニエル……ハッキネン子爵様のことですか？」

「ああ。お前んとこの団長さんだな」

「戦死……されたんですか？」

「生きちゃあいる。けど面白くねえ状態だ。槍を胸にもらっちまって重傷でよ」

　クスターは本当に面白くなさそうな顔でそう言った。

　エルヴィは何も言えない。その貴族のことを知らないから何を言うでもないし、その貴族とマルコとが親しいと知るからなお何とも言い難かった。

「体力勝負だな。ああいう傷は血ぃ抜かないと胸が潰れちまうんだが、かと言って血ぃ抜き過ぎると死んじまう。ユリハルシラ家ってやつの治療班は豪勢だから、まあ、普通よりはいいかもしんねえけど……生き長らえたところで厳しいもんはあるだろうよ」

　フン、と鼻を鳴らして、その後には真剣な声が続いた。

「〝黒蛇〟の野郎だ。あいつが無茶苦茶な戦術をとったらしい。破れかぶれってやつだな。旦那はそれに引っ掛けられちまった。不幸っちゃ不幸だが、まあ、正直なところ油断していた旦那も悪い」

　それは非情な言葉に聞こえて、エルヴィはまじまじとクスターを見た。横顔だった。その目は虚こ空くうを睨みつけている。その拳は強く握られている。

　やはりエルヴィは何も言葉が出なかったが、クスターはニヤリと笑んでからエルヴィの方へと顔を向けてきた。

「だがな、旦那は一つ大したこともやってのけた。胸を刺されたってのに、落馬もせずに踏みとどまってよ、こう、鞍にしがみ付いたってんだから。槍も捨てて、形振り構わずにな。そいつぁ正しく俺らの戦法よ。名誉も体裁もかなぐり捨てて、とにかく僅かでも生きるための方法だ。傷つき窮したこの上は、己の馬に全てを託してしがみ付く……あの傷でやったってんだから、旦那は貴族にしちゃ骨のある人だぜ」

　豪快な笑い声が上がった。

　エルヴィはそれに気圧されそうになったが、グッと息を詰めて己を律した。

　怖がってはいけない。戦士の生々しい姿に恐れを抱くようでは、どうしてマルコの隣に立てるだろうか。彼は花畑の中に立つ妖精や何かではない。彼は英雄だ。未来の、ではない。既にして英雄なのだ。大軍の先頭に立って闘争の道を歩む者だ。ここで怯えるなどあってならなかった。

　エルヴィは堪えた。微み塵じんの震えも表に出さず、微笑んですら見せた。

　それはクスターにとって意外なものだったようで、キョトンとした後、面白そうに目を細めて顎を横に振った。

　ついてこいと言っているのだ。向かう先はマルコの部屋である。エルヴィはそこへ行くクスターを呼び止めていたのだ。

「あ、でも、笑わせ方が……」

「ああ、腹踊りだっけか？　やるなら止めねえけど、どうだかなぁ」

「別に腹踊りだけが芸じゃないですけど！　なんなら頭の上に果物載せてください。射抜いてみせますから！」

「ぶ、物騒なこと言うなぁ、お前……それ、どこに矢ぁ当たっても凄いの俺じゃねえか。俺が偉いだろ、それは。いや、まあ、そんなことやらせるお前も凄いっちゃ凄いけどよ……」

　ブツブツと言い合いながら、奥まった所にあるその部屋の前へと着いた。違和感があった。扉の前に常駐していたはずの見張りがいない。今や重要人物として誰もが知るところのマルコを無防備にしないため、親衛団の団員が交代でそこに待機していたはずだ。

　それを指摘しようとして、隣を歩くクスターの様子がおかしいことにも気付いた。

　目を見開いている。口も開けっ放しだ。少し震えてもいるようだ。

「く、クスターさん？」

　腕に触れようとしたエルヴィのその手が届く前に、クスターは走り出した。

　唐突な勢いでもって突進し、扉を開け放ち、部屋に跳び込んでいった。

　只事ではない。エルヴィもまた後に続いた。

　そこには、銀色の美しいものが輝いていた。

　部屋の中央には寝台があって、マルコは相変わらずの様子で横たわっている。エルヴィのすぐ足元には見張りをしていたと思われる団員がぐったりとしていて、呼吸はしている様子だ。目の前にはクスターの大きな背中が固まったようにして在る。しかし、もう一人の人物が部屋に立っている。マルコの側に立っている。

　美しい……まるで絵物語に出てくる闇妖精のような女性だった。

　銀色の髪に窓から差す光がキラキラと宿っていて、濃色の外がい套とうを背景にして輝ける川のように長く流れている。凛々しさのある美貌は肌の色が浅黒で、銀髪も映えるが、何よりも瞳の色の紅を際立たせて神秘的な雰囲気を醸している。長身で、外套越しにも体の女性らしい曲線がわかるほどだ。

　エルヴィは見惚れた。怪しむことすらできなかった。その女性がマルコへと向ける眼差しに込められた感情は、他者がそれを邪魔することの憚はばかられるものだったから。

　しかし、無粋な男がそこにいた。

「うおっ！　何で!?　どうして!?　えええっ!?」

　どったんばったんとクスターが騒ぎ出したのである。手足を振り回すような有り様で、己の驚きを表現する踊りでも披露しているのか。エルヴィはそう思い、やはり芸を披露する場ではないと心のどこかで納得した。どこから罵ればいいかわからないほどに、無粋で無様だった。

　だが、その銀髪の女性の行動は罵声を超えていた。

　音もなく踏み込み、目にも止まらない速度で拳打が放たれた。それはクスターの鳩尾に決まったらしかった。俄にわかに始まった騒音は、衝撃音と呻き声とに終結したのだ。

　いや、終わらない。女性の行動は更に先へと進む。体をくの字に折るクスターの髪を鷲摑みにし、引き上げて、凄みのある声でもって女性は言った。

「おい、クズ野郎……お前がいてこれか。何を遊んでいたのだ。どうしてこうも消耗させる！」

　もう一発、今度は膝蹴りが入ったようだ。クスターの大きな体軀が脆くも床に崩れ落ちていった。女性が摑んでいた手を開いたならば、はらりはらりと髪の毛が舞った。そしてクスターを見下ろすその眼光の凄まじさ……エルヴィは今、完全に気圧されていた。息をするのも怖かった。

「ち、違……ちょ……お、落ち着いて、話を……」

「そうだな。私が落ち着き、お前がまだ口を動かせたのならば、話を聞こう」

「げぇっ!?」

　女性のあんまりな言葉に対し、これもまた大の男としてはあんまりな悲鳴が返された。有言実行の人でもあるのか、女性は再び拳打を放つべく重心を落とした。

　クスターが尻で後退するかのような奇怪な動きで応じた。

　エルヴィはそれを見ている他に何もできず、また、クスターには是非ともこちら側に退いてこないでほしいと思った。

「逃げるな。動くな。そして黙れ。これからお前を修正するが、悲鳴一つ上げるなよ？」












「いやいやいや！　無理、無理だから……！」

「それが遺言か。いいだろう。駄々っ子のままに終われ」

「うわぁっ!?　目ぇ光ってるし！」

「命を食いしばれ……！」

　鈴の音が、鳴った。

　綺麗な、とても綺麗なその音色は、エルヴィが遠い記憶の中に聞いたそれとよく似ていて、それでいて少し低音になっていた。笑い声だ。十四歳のマルコの笑い声だ。汗によって黒髪を湿らせ、その頰ほおはこけているけれど、しかし碧へき眼がんを細めてマルコが笑っている。半身を起こして笑っている。

「それは酷ですよ。クスターはよくやってくれています」

　それはとても嬉しげな声だったから、エルヴィも嬉しくなった。どうしてか胸が高鳴った。何か意義深い瞬間に自分が立ち会っている気がしていた。我知らず高揚するものがあった。

「あ、ああ……！」

　女性が感極まったような声を漏らした。その背後では進退窮まっていた大男が安堵の溜息を吐いているが、もはや目もくれない。

　艶つややかな唇が震え、何か大切な音を発しようとした。闇妖精のような彼女のことだ。それはきっと神秘の文言であると思えたが。

「僕はマルコです。しかし貴女を従える者であることに相違はありません」

「マルコ……様……よくぞ、よくぞ再びに……！」

「ふふ……久しぶりですね。ジキルローザ」

　儚げでありつつも嬉しそうに笑むマルコと、絵画のような美しさで彼に対して膝をつき両手を伸ばす女性と、潰れた蛙のような有り様で腹をさするクスター。

　エルヴィはその光景を不思議な歓喜を胸に見つめていた。

　胸を押さえるその姿は、何かに祈りを捧げるようだった。





◆第五十八話　世界を冷ややかに見る者は




　この世界で最も尊い部屋があるとすれば、そこだった。

〝聖杯島〟の中央に位置する大神殿の、その頂上階である。

　円形の床は豪ごう奢しゃな敷物に厚く覆われていて足音などするものではない。半球状の天井には漆喰絵画が壮大な聖典世界を描き出している。壁面にも金銀の装飾が施されているが、特に見るべきものは東西と北とに大きく切り取られた硝子窓だ。

　ヨアキム・ベックはそれらを順に回ってみることにした。重い司教服を引きずっていく。

　まずは西。岬の先にエベリア帝国を望むことができる。静かでどうということもない風景だ。先の戦争においても今の戦争においても、特にこれといった被害を受けなかった国土である。

　ただ人口ばかりが減っていく。中央集権が進んでいて何事につけ武断的な国風であることが強兵を育てていたが、二つの戦争による消耗は軍事力はおろか国家の根本を揺るがす恐れがあった。

　しかし、それは教会にとっての好機でもある。権力の動揺、社会の不安、人心の荒廃……人の世の不都合事はその殆どが教化の土壌として利用価値を持っている。権力に寄り添い援け、社会に平穏をもたらし、人心に夢のような潤いを与える……西方大司教を筆頭に、教会の担当者たちは手ぐすねを引いているというものだ。

　次いで、北。内海のような海原の先に行イク禍マガ原ハラが広がっている。さすがに軍旗を確認することなどはできないが、それができたならばさぞかし面白いだろうとベックは思う。今もあの原野では寒空の下に両国の将兵が行ったり来たりしているはずだからだ。

　皇帝の生死は未だ不明である。

　行禍原東岸にて戦われた決戦は王国軍の勝利に終わったものの、壊走した帝国兵は多く、乱れに乱れた戦場の中に皇帝は姿を眩ませた。最終局面で〝黒蛇〟ことテレンシオ・バルセロ帝軍准将が捨て身の撹乱行動を敢行したことも混乱を拡大させたようだ。死なば諸共とばかりに、王国軍へ少なからぬ被害を与えたとベックは聞く。

　そこにベックは軍人の悲哀を見た。皇帝に忌まれて長く辛酸を舐めてきた男が、皇帝を逃すべくその身命を投げ打って戦う……中々に泣かせる話だが、それは随分と権力者にとって都合のいい英雄譚に感じられるからだ。

　いずれ帝国にその名を語り継がれることにもなろうが、本人が実益を得ることはないだろうとベックは思う。黒き軽騎兵たちは壊滅した。率いた者もまた生きてはいまい。

　さても、王国軍による掃討戦が困難なものとなっていることは間違いなかった。取り戻した前線砦群を拠点として少数部隊を繰り返し出撃させているようだが、その規模といい展開といい、どこか腰が引けている様子だ。

　敵国の皇帝を探索するとなれば大々的に兵力を出して然るべきだとベックは考えるが、おっかなびっくりという印象から察するに、十二万の軍勢を砕かれた事実が影響しているようだった。

　また、帝国軍も徐々に探索部隊を出し始めている。大規模会戦にて敗走した将兵を再編成しつつあるのだろう。そしてその行動は己の国の皇帝を救出するにしてはいかにも鈍く小規模だ。

　ベックの見るところ、皇帝が生きている可能性は極めて低い。しかし皇帝崩御の報は後日帝都の奥まった場所から発せられることになるのだろう。そうでなくては帝国の尊厳も帝室の威厳もあったものではないからだ。

　あるいは東西の頂は同時に交代するのかもしれない……ベックはそんなことも思った。

　東の窓辺に立った。岬の先にアスリア王国を望む。帝国による再びの侵攻に晒さらされて、あわや今度こそ滅びるかと思われた国の姿だ。ベックの生国であり、司教として辣腕を振るう舞台である。

「……寝惚けた国だ、つくづく」

　吐いた言葉は透明な壁に阻まれて、冷え乾いた外気にすら届かない。東の海峡を越えることもない。ましてや未だ混乱の治まらない王国の人々になど聞こえるわけもない。

　しかしベックには人々の声が聞こえるような気がしていた。姿が見えるような気がしていた。それは滑稽な人形劇の風景だ。

　民への教化は勇者伝説と共に広く深く行き渡っていて、その濃度とでも言うべきものは中央から右側へかけてべっとりと濃い。教区の区分けで言うところの中央区、南部区のことだ。

　ベックが管轄するのは中央区であり、王都および周辺侯爵領を治めている。次期東方大司教を狙う立場の当然として、そこは他のどこよりも民の教化が濃厚な土地となっている。

　左側、つまり北部教区はそれらに比べるといかにも薄い。前線二領にしろその後背のヘルレヴィ伯爵領にしろ、奇妙に民の地力が強いところがあって、管轄する司教をして『説法に金がかかる』と言わしめるほどだ。ただ声高に説いたところで効果が得にくく、飴や酒を利用しているという。そういった即物的な方法については他教区よりもよく効くからだ。

　それには二つの原因があるとベックは考える。

　一つはそれだけ環境の厳しい土地であるということだ。大陸における人類の生息圏は天境山脈と海岸線とによって線引きされているが、その内側とてどこもかしこも生きやすいというわけではない。大氷原から漏れ吹く瘴気があるからだ。人にも作物にもそれは有害で、大の大人であっても濃度によっては心身に失調をきたして落命してしまう。自然、北部とは人々の暮らし向きが厳しいものとなる。夢や空想の色々よりも具体的で現実的なものを好む傾向が生まれるのは道理だった。

　もう一つの原因は勇者だとベックは考える。これは前線二領に強い傾向だが、教会の喧けん伝でんする勇者伝説が今一つ感動を呼ばないところがあって、それは勇者への不信感が大元にあるようだ。

　北部出身の人々にしてみれば、かつての戦乱において勇者はその登場が遅過ぎた。帝国軍に蹂躙されている間には勇者の顕けん現げんは叶わなかったという受け止め方だ。しかも北部を解放する最終的な勝利を前にして勇者は戦死しており、つまるところ解放者ですらなかったと見ることもできる。

〝聖炎の祝祭〟の大なる熱狂によって王国民の意識は戦後復興へと切り替わり、その建設的な日常は北部の人間にとっても充分に満足のいくものであったに違いない。

　悲劇の王女エレオノーラの名の下に各種の復興事業も行われた。王国は気持ちよく国力を回復していったのだ。教会もそれを大いに援けたものだ。世話と手入れは仕事である。

　そして十四年が経ち、大陸は再びの戦乱の時代を迎えた。それは教会の予想よりも幾分か遅かった。十年もあれば戦争を開始できると考えられていたのだ。十年以上は保てないだろうとも。

　溜め込まれた兵力と戦意とでもって、まるでそうせずにはいられないというようにして、二つの国は行禍原に戦うことを始めるのだ。東西それぞれに教会の祝福を受けて、原野に命を散らせていく。懲りもせず飽きもせず殺し合う。

　それが運命というものであれば、せめて上手に死なせることが教会の務めとも言えるのだが、ここに大それたことを企たくらんだ男が現れた。ドナルド・コレトスという老軍師である。

　かつて勇者によって防がれた大陸統一を、それを聖定する時間を与えない電撃的な侵略でもって成し遂げんとする大作戦……それはベックをして驚きょう嘆たんせしむるほどのものであった。

　初め五分の小競り合いで始まった戦争は、やはり五分に近い会戦を経て、再び互いに等量の出血をもってする小競り合いに落ち着いた。血腥くも調和の取れた戦争だった。

　小さな誤算は幾つもあったものの、概ね満足のいく経過であったとベックは振り返る。つまるところは行禍原に戦線が維持されていればそれでいいのだ。人口にも物資にも限りがある以上、どう息巻こうとも継戦限界というものはつきまとう。

　そんな教会の見込みを嘲あざ笑わらうかのように、ドナルド・コレトスなる男は戦争の流れに大きな波を作ろうとしたようだ。この戦争に前後しては兵力の劣る帝国を主しゅとして援助してきた教会であるが、その協力の一環であるところの王国内諜報網を奇怪に活用し、二度目の会戦を大規模化することがその作戦の初手である。

　エレオノーラ個人だけならばまだしも、伯爵を含む有力貴族を複数煽あおられてしまってはベックとしても手に余った。勇者伝説による教化を逆手に取られた形であったことも、教会の影響力を麻痺させる働きを持っていた。

　恐るべき策士が現れた……混乱の中に多忙を極めつつも、ベックは愉快な気分であったことを思い出す。厄介なことではあるが、しかし、見事なものは見事だった。

　会戦の規模が二十万将兵を超えるともなれば、誰しもがかつての戦争における大会戦を連想する。過去のそれは帝国軍の大勝利となって、そして王国は亡びの危機に瀕したのだから。ベックもまた固唾を飲んだものだ。自分は再び〝王国の勇者〟を目にすることになるのか、と。

　それがまさか帝国軍の壊走で終わるとは、ベックを含む教会関係者の誰一人として思ってもみなかったことだ。何某なにがしかの勝算があってこその挑発だと見ていたからだ。

　そして慌てた。帝国側の防波堤としては前線二領の領内に長城が建設されてはいたが、物だけあっても兵がいないでは機能しないと思われたからだ。どこまで抵抗できるのかが読めなかった。最悪でも〝帝国の勇者〟聖定の時間を稼がせなければならない。

　今にして思えば、そんな教会の動揺もまた、ドナルド・コレトスの思惑の内であったのだろう。ベックらの意識がそちらへ向いているその隙に事態は急転し、王国軍十二万は突如として崩壊、逆に新たなる帝国軍十万余が王国領へ大侵攻するという驚くべき状況が発生したのだから。

　しかも皇帝自らが総指揮を執る親征である。昇龍大旗の使用については教会に伺いを立てることが両国共に暗黙の了解となっているが、今回のそれは王国軍十二万に対抗する意味合いでもって許可されたものだった。それが、止める間もなく行禍原を越えてしまった。教会は高速度で変化する状況に対応できなかったのだ。反省しなければならない。

　そしてそのことが、王国領北部に苦心して深めつつあった教化にも大なる悪影響を及ぼした。北部の民たちは今再び勇者に護られることなく蹂躙されたからである。

　そもそも勇者とは王国の守護者でも何でもない存在であるが、そう錯覚させるように教化したベックらが文句を言えた話でもない。

　前線二領が領都を残し放棄された段階となって、宮中に慌しく動き出したのはユリハルシラ侯であった。そしてそれはベックら教会にとっては是非にも推奨すべきことであった。

　事態が王国の危機というかつての繰り返しになるのならば、やはり、かつてのようにユリハルシラ侯に時間を稼いでもらうことが最もわかりやすい。ベック個人としてもクラウスという男を高く信頼するところがあった。

　しかし、その動きは教会の想像するものとは少し違っていたようだ。自領の領軍や騎士団に命令を飛ばしたことはわかるとして、王宮で為すことと言えばかつてのように各領軍から兵力を抽出しての王国防衛軍の編成であると思われたのだが……ここで一本の奇妙な旗が登場したのである。

　火のような旗だった。

　赤々とした色彩の中央には黒く十字が描かれていて、それは何かが燃やされ炭化した有り様に映る。急造されたその旗を一目見た瞬間、ベックは慄然たる思いを抱いたものだ。

　その赤と黒とは雄弁に過ぎた。風にはためきなどしてはなお堪らない。ベックは震えつつも茫然と見上げてしまったものだ。

　その旗は、あの日のことを強く連想させた。

　聖炎の祝祭。ベックにとって運命の夜となった、あの火ひ炙あぶりの狂宴。

　轟ごう々ごうと燃え盛る炎を前にして謡い踊ることをやり遂げたベックは、その功をもって今この場に立っている。頰ほおを焦がすようなあの熱を、ベックは生々しく思い出すことができる。胸に焼きつくような煙の臭いも、耳から頭に入り込んで爆ぜる大衆の狂騒も、何もかもをだ。

　そして宴とは、それを催す者にしてみれば準備こそが心に残る。

　薪まきを用意した。鎖を用意した。柱を用意した。酒を用意した。己の演壇を飾ることもした。己自身を着飾ることもした。髪を撫でつけて顔に化粧をすら施した。教会の人間に指示を出して回ったし、あのエレオノーラの観覧席を設定したのもベックである。他に任せられることも任せず、できる限りの全てを自ら行ったのだ。それは功績を独り占めするためばかりが理由ではない。

　あの男を見たくなかった。体を縛られ、猿さる轡ぐつわをされ、目隠しまでされて……それでいて何の抵抗も示さないその男を見たくなかった。動かずとも、言えずとも、見えずとも、それでもなお投射される何かがあった。その何かがベックには耐えられなかった。

　炎が上がって熱が全てに取って代わった時、どれほどに気が安まったことか知れない。民を扇動する豚の役柄も性に合っていた。

　いかん、そこまでにしておけ……ベックは心中に唱える。己への命令だ。独り火を前にせずして思い巡らせていい記憶ではなかった。そこまでにしておけ、そこまでにしておけと暗愚にも繰り返す。あるいは声になって漏れているのかもしれない。

　しかしベックはそれを唱え続けていたから、声をかけられるまで背後の人物に気付かなかった。

「どうかしましたか、東方中央司教殿。御坊ともあろう人が高さに怯えるでもないでしょうに」

　可笑しげな口調だった。ベックは心底驚きはしたものの、それを挙動で表してしまうほどに無垢ではない。ごく自然な態度でゆっくりと振り返ってみせた。

「そうでもありませんぞ？　拙せっ僧そうはこの体型もあって馬にもよく乗れませんからな。ここから見る風景には足元がフワフワとして身も竦む思いです。尻にしろ腹にしろ肉々しく丸まっていて、これ、この通りの有り様。かくもでっぷりとしていては転げ落ちるのも早そうですぞ？」

「あっはっはっは、御坊はいつも面白い言い方をしますね！　表情と仕草もそれですから、もう……うふ、あはははは！」

　大陸の人の営みを睥睨するこの場所で、心から楽しげに笑い声を上げるその人物は、二十代の若さをもってしてベックの上位者。月白色の髪に赤紫色の瞳が奇妙に毒々しい彼こそは教会の序列の二番目に位置する者……総大司教キュクレイン。

　彼はここ大神殿に在して聖杯島を管轄している。それは教会の秘儀を一手に管理運営しているという意味を持つ。何人も会うことの叶わない教皇と唯一面会し、その言葉を伝える役割を持つのも彼だ。その見た目と笑い癖に騙されてはならないというのが、ベックが彼について最初に学んだことである。不気味な迫力のある男であった。

「いや、笑った。笑いました。まったく、東方中央司教殿はお上手ですね。こんなに笑わされては厳しいことを言えないではないですか」

　心から楽しそうなその表情のままに、言う。

「帝国軍の六万、あの大船団、あれが王都に届いていたら王国は終わっていました。そうならなかったのがたまたまでは駄目でしょう。本来なら、これは責任問題ですよ、もう」

　困ったことです、と首を横に振る。その白い髪は空気にフワフワとして重さが感じられない。

「エベリア人奴隷が中心となった舵取りで？　霧の日を無理に進んだことによる事故で？　川賊が物資を奪おうと付け火したことが予想以上の大火となって？　生存者が陸水面で遭難して？」

　白く細いその手が指折り確認していく。ベックの報告以外にも情報が集まっていることは疑いない。そのくせ、キュクレインが口にする事実は奇妙に歪められているように聞こえた。

　色々と述べた終いに、彼は両の手を合わせて開いてみせた。花弁が開くかのような動きだった。

「奇跡ということにしましょう。うん、そうしましょう」

　心底嬉しそうな笑顔だった。しかしまるで誘われない。ベックはその笑顔に対しては労力を使ってしか追従の笑みを浮かべられない。目を細めてその苦労を隠した。

「さすがの名案でありますなぁ……王国の危機を救ったのは神の御力というわけですな？」

「そうですそうです。川賊は御坊が管理していたのでしょう？　ならば本当に奇跡なのですよ、これは。大々的に祝いましょう。そして新しい神話としてまとめましょう。東龍河でのことですし、龍が火を吹いたなんて素敵じゃありませんか？　その日の霧はきっと龍の憤怒の呼吸だったのですよ。両国の象徴である大河は、それぞれに両国を守護する……いやあ、神秘的ですね！」

　パチパチと手を叩いて幻を語り上げていく。それは提案ではないことをベックは知る。やれと言っているのだ。その通りに真実をでっち上げ、それを教化に活かし、そしてもうこんなことが起こらないように工作せよと命じているのだ。

「良かったですねえ、本当に。まさか龍が火を吹くとは誰も予想しませんでしたね。素晴らしい奇跡でした。これは帝国にとっても幸運ですからね。大陸で一つきりの国になるなんてことをしたら、帝室が絶えるだけでは済みません。また十国位からやり直しになってしまいますからね」

　困ったことです、と首を横に振る。そして何度か往復した後にピタリとベックを見て止まった。その顔にはもう笑みなど欠片もない。あらゆる表情が欠落し、ただ禍々しく赤紫色だけが在る。

「東方中央司教殿。次の十年はしくじらないように」

　ベックは脳裏にゆっくりと数を数えつつ、跪ひざまずき、深々と叩頭した。

　背に極寒の何かが伝い、後頭部にしばらく止まって、そして不意に消え去った。それが何であるかをベックは既に知るから、絶対に頭を上げずにその姿勢を保ち続けた。数を数え続ける。千を越しても不安はあったが、しかし万を数える前には彼が退室したことを信じられるようになった。

　姿勢を戻し、凝り固まった体を恐々と動かした。生きている心地を取り戻す。後頭部を摩さすり、次いで何とかして背中も摩った。触れば手が冷え、背が温まる。そんな気がする。

　幻覚であろうか……ベックは、彼の視線が時として冷気を伴ともなうようにしか思えなかった。

　そのおぞましさを振り払わないことには、ベックは他に何をすることもできない。この時ばかりは心底我が身の肥満を罵りつつ、ベックは短い腕を回して背を摩る。摩らないではいられない。

　この世界で最も尊いとされるその部屋で、司教服を皺しわにしたり伸ばしたりしながら、滑稽な踊りのようなそれはしばらく続くのだった。





◆第五十九話　吸うに焼きて吐くに焼くも




「なら、もう、帝国軍は攻めてこないのね？　いなくなったのね？」

　震える声には必死さと稚いとけなさとがある。しがみ付く指が食い込む力は強いものの、すがり付くその姿勢は幼子のように不安げで弱々しい。大きなその瞳からは涙が湧いたそばから流れていく。白目のところは充血してしまっていて、目の下の隈も濃い。唇も荒れている。

「もう、もう、大丈夫なのね？　ここから逃げ出さなくていいのね？　トピアス、そうなのね？」

「そうだよ。エレオノーラ。もう大丈夫だ。王都は安全だよ」

「ああ……ああ！　ああああ！」

　この女性は安堵の表し方にも激情が表れる……トピアスと呼ばれた男は、いつものように微笑みでもってそれに応えていた。頭を撫で、背を摩る。ゆっくりと時間をかけてそれを繰り返す。

　トピアス。それはかつてアスリア王国のために戦った勇者の名だ。聖杯騎士団を率いて帝国軍を打ち破り、王国貴族を率いて帝国軍に討ち取られ、そして伝説となった。元は王国領南部に生きていた純朴な青年であったという。特にこれという能力もない凡人であったとか。

　今、トピアスという名で生きる彼はそんな勇者と面識がない。彼は当時聖騎士であったが、守備任務のため聖杯島に残り、勇者の指揮の下に戦う機会を得なかった。それを喜ぶ気持ちも惜しむ気持ちもありはしないが、その人となりを見ておきたかったとは思うのだ。王配としての任務を遂行する上での効率の問題である。トピアスという人間になりきる必要はないものの、効果的な言動や仕草などは参考例があって困るものでもない。

「どうして……どうしていつも、帝国は酷いことをするのかしら？」

　顔は伏せつつも、次の感情が沸き立つ様が見て取れた。

　彼は……トピアスは観察しつつも、待つ。常に受動的であることが任務の基本方針である。それは結果的に、教会が人々に説法し推奨する多くの善なるものを無視することになる。しかし大善の前に小善は無価値だ。

「戦争ならいつもの原っぱでだけやっていればいいのに……すぐに調子に乗って！」

　戦争とは将兵の死を生じ、一つの死は多くの悲しみを生じ、悲しみは生産性を低下させる。生産性の低下は国という枠組みとは無関係に人類の損失だ。それは理性と計算の内に支払われなくてはならない。だから教会は教える。悲しみを和らげる方法と……適度な量の死を。

「いつも私に怖い思いをさせて……何の恨みがあるのかしら？」

　侵害されれば恐れ憤る。それは当然のことだ。しかし規模というものがある。国権の長として憤るどころか、二児の母としての憤りですらなく、ただ己がための不安と憤怒があるきりだ。教会は夫婦に子を産み育てることの幸福を説いてもいるのだが。

　トピアスはペテリウス領都の惨事をふと思った。

　書類室に放置され封も切られていないあの巻物には、一体どれほどの流血を訴えるべく文字と数字とが書き記されているものか。いっそ赤色の面積や容積で示した方がエレオノーラには届くのかもしれない……そんなことも思い、そして職分を超えた妄想を脳裏で反省する。仮にそんなことをするものがいたとして、トピアスはそれを処分し隠蔽する立場だ。

「勇者様と私とのことを、何もわかっていないで、馬鹿なことを言って……！」

　大規模会戦の切っ掛けとなった挑発は、教会の制御できない騒動にまで発展した。カリサルミ伯も弁が立った。ああも準備され、煽あおられてしまっては……非日常の激流を作られてしまっては、教会の影響力も真価を発揮できない。

　彼は直属の上司たるベック司教が慌てる様を初めて見た。

　しかし……とトピアスは不思議に思う。このエレオノーラという女性は、王配として用意された聖騎士を勇者の名前で呼ぶことはしながらも、勇者のように戦ってほしいとは言わないのだ。無論、言われてもやんわりと断る予定の彼ではあるのだが。

　あるいは勇者も戦うことを望まれていなかったのかもしれない。トピアスと呼ばれ生きる彼としては、かつてのトピアスの心理にも思いを馳せる。どういうつもりで戦っていたのだろうかと。

「教会はどうして帝国を罰しないの？　罰当たりな国でしょう？　ねえ？」

「誰もがエレオノーラのように信心深ければいいけれど、そうではないからね。この国でも、あの国でも、教会はいつも一生懸命に教えを説いているんだ。時間がかかってしまうんだよ」

「そう……そうなのよね……いっそ愚か者たちなんて皆死んでしまえば早いのに……トピアスは優しいから、そういうことを言うのね……」

「待ってあげられるエレオノーラが優しいんだよ。偉いね。君はとても傷ついているというのに」

　言いたいことを言いたいだけ言わせる。聞きたいだろうことを甘く囁ささやく。実体のない暖かさの中に包み込んでいく。骨身を抜き去り、まどろみの中に溶かしていく。いつものことだった。

「……そう、私ばかりいつも傷ついている。誰も彼も、それをわかりもしないで、無能を晒さらして……こんなにも怖い思いをさせて……！」

　さあ、激発する。トピアスは煮立った鍋が吹き零れる様子を連想した。今回の一連の戦いはエレオノーラにとって刺激的に過ぎた。ベック司教が激情を誘発し、それを吐き出させた過去が随分と昔のことのようにトピアスには感じられる。

　上手く処理しなければならない。もう少し長く利用する予定だからだ。

「あの男は……私が兵を与えてやったあの男は、今、どうしているの……！」

「カリサルミ伯なら討ち死にしたそうだよ」

「そう、そうよ……そうだったわ……無能め……！」

　一通りの情報はトピアスを通じてエレオノーラに与えられている。報告書も山と上がっているし、ユリハルシラ侯も何度となく言上すべく現れているが、そのどちらをもエレオノーラが拒絶しているのだ。前者はいつものことだが、後者は大規模会戦に前後する衝突が後を引いている。

　カリサルミ伯が主導した十二万という大軍の編成……壮挙と囃はやし立てられるその計画にユリハルシラ侯は最後まで賛同しなかった。周囲を説得するだけの材料はなかったし、何しろエレオノーラが強権をもって出兵を命じていたのだから反対も何もあったものではないのだが、しかしユリハルシラ侯は己の傘下たる剣角騎士団を前線から戻すことさえした。踏み込んだ行為であった。

　そしてそれは、トピアスとしても思わぬ光景を見ることに繫がる。ユリハルシラ侯とベック司教とが膝詰めの話し合いを持ったのである。トピアスの知る限り、両者の間には争いこそないものの奇妙な距離感があって、互いに不干渉を望んでいるかのようなところがあった。そんな二人が動揺する宮中にあって引き寄せ合ったかのように会見し、何事かを真剣に協議していた。その内容をトピアスは聞いていない。

「龍が火を吹いたのは、それはいいの……そういうこともあるかもしれないけれど、それはいいのよ……そんなものは……！」

　エレオノーラは苛立たしげに髪を搔き上げた。

　どうやら新しい神話は彼女のお気には召さなかったようだ。語りながらトピアスはそれを感じていた。王国の守護龍……壮大な物語ではあるのだが、そこには彼女を魅了する要素が欠けている。それを補うのはトピアスの役目だ。

　勇者伝説にあって守護龍伝説にないもの……それは甘さだ。前者がエレオノーラを悲劇の主人公として無条件に認め酔わせるのに対して、後者は為政者としての義務や歴史が厳然として付きまとう内容となっていた。

　国権の象徴として在る昇龍大旗と絡めての物語なのだから当然だ。王として生きる者にとってはその権威を保障する幻想であり、有用でもあろうが、彼女にしてみれば小言に近かったろう。

「……王国のために倒れるまで戦った少年がいたそうだよ？」

　そっとトピアスが告げたならば、落ち着きのない挙動を見せていたエレオノーラがピタリとその動きを止めた。問うような視線……その瞳には何某なにがしかの熱量が揺れている。

「以前、辺境の忠義者として聞こえた子がいたろう？　ほら、行イク禍マガ原ハラを横断して帝国の砦に攻め入ったという彼だ。エレオノーラも褒めていたね？」

　グリグリと眼球が動いて、彼女はその記憶を蘇らせたようだ。理解は満面の笑みとして表れた。

「ああ……私のために戦った、あの子ね？　マルコと言ったかしら」

　トピアスは微笑みのままに頷いてみせた。

　彼女がそう理解したのならば、それは彼女の中では紛うことなき現実だ。真実が違うところにあっても構いやしない。たとえその少年が第三王女パウリーナの親衛団に名を連ねる者であっても、その戦功が親衛団壊滅を望んだエレオノーラの企たくらみの結果であっても、何の問題もない。申しわけなさや後ろめたさといった人並みの諸々など彼女には無縁だ。

　エレオノーラは当然のように信じているのだ。王国への忠義を尽くすとは、即ち、国権の頂に在る己への献身である。そうでないわけがない。王国軍として帝国軍を討つことは、即ち、悲しみ傷つく己への挺身である。そうでないはずもない。忌み嫌う第三王女の名を冠する親衛団については拒絶もある様子だが、マルコという少年について言えば彼女の中に曲解を許す事情もあった。

　際立った働きを見せる時、彼は親衛団の中で戦っていない。砦への突入にしても、今回の戦いにおいても、どちらも〝火撃〟と呼ばれる騎兵隊と行動を共にしているのだ。前者においては親衛団の名の下に騎兵隊はあったものだが、後者についてはほぼ独立した軍として行動している。

　緊急的な措置であるが、親衛団に付属しつつも別個の軍として……軍の創作した名称で言うのならば〝特別義勇軍〟として戦ったのだ。その体裁もまた美談的である。王国の危機に際し、名の知れた傭兵団が忠烈の少年の呼び掛けに応えて立ち上がったというのだから。

　掲げることを許された旗は、赤色に黒十字の特別の旗。

　軍人たちの呼ぶところの〝火計戦旗〟。

　帝国軍大船団の炎上に際して掲げられたことからそう呼ばれるに至ったその旗を、此度の危急において国王がその統帥権を時限的に委譲したことを示したその旗を、マルコ少年はその細い手で握って軍勢の陣頭に立った。ユリハルシラ侯の発案だ。実のところ領軍の寄せ集めでしかなかった四万からの大軍をば強くまとめあげるための、急場の象徴としたものだろう。

　妙案であった。トピアスも感心した。マルコ少年は王室への忠義を美談として広く喧けん伝でんされていたし、〝火撃〟の一騎としての武功も彼個人の愛国的行為として賞賛されている。王国の分裂を恐れるユリハルシラ侯としては他にないほどの適材であり、危急時における適所への抜擢であろう。

　そしてその抜擢は予想以上の衝撃をもって大陸に鳴り響いた。今もその残響があって、マルコ少年を謳うたった詩歌が人口に膾炙している。トピアスもまた諳んじていた。




　いざや掲げよ、炎の旗を。そして討つべし、侵略の龍を。

　彼に続け。彼こそは勝利。栄光の道を切り開く火撃の進軍に参加せよ。

　火炎を呼吸する者の名はマルコ。汝らの先頭に在り断じて行う者なり。




　行軍歌だ、それは。力強く躍動し、口ずさむ者の心に気炎を生じさせるところがある。作成者不明とのことだが、トピアスはそれを軍人以外が作ったとは思えない。会戦に参加した将兵の中に詩文を嗜む者がいたのか、それとも、軍が組織立って戦意高揚のために作ったものか。

　どちらにせよ、この詩歌は未だ混乱の治まらない王国に広く響き続けるだろう。人々の心を熱するだろう。それが冷めるまでには時間がかかる。トピアスら教会の働きどころだ。

「彼が勝ったのかしら？　勇者様のように先頭に立って？　皇帝が来ていたのでしょう？　なら誰かが前に出ないと。皇帝を打ち破って逃げ帰らせたのは彼？　戦争ってそういうものでしょう？」

　エレオノーラが言葉を連続してくる。妙なところで鋭い……トピアスはそう思ったが、しかしエレオノーラの目の色を見てそれが誤解であると知った。微笑みの裏で認識を修正する。今し方の発言は素人の何気ない一言が卓越した見解と偶然の相似を見せたに過ぎない。

　彼女はわかりやすさを欲しているのだ。大衆が詩歌に胸を躍らせるのとも少し違って、もっと強い陶酔を求めている。我意が満たされることを望んでいる。新しい伝説に参加することを期待している。トピアスは自然と笑みが深くなるままに任せた。

「そうだね。彼は王国軍の代表として頑張ったみたいだ。エレオノーラの言う通りだよ」

「やっぱり！　それは素晴らしいことね。とても素晴らしいことね！」

　少女のように笑み、手を叩いて、エレオノーラが問うてくる。

「彼は勇者ではないのかしら？」

「聖定をされていないよ」

「彼が勇者ではいけないのかしら？」

「神が定めることだからね。人には決められないよ」

「そうかしら……ううん、そうかもしれないわね……勇者様は特別だもの……」

　彷徨さまようように視線を右往左往させて、エレオノーラは何かを探し出そうとしている。それはきっと着地点なのだろうとトピアスは思う。彼女の中には幾つもの幻想がさも現実であるかのように存在しているが、それらは滅茶苦茶なようでいて、それなりに関連付けられ秩序だってもいるのだ。

　だから、トピアスは囁ささやく。彼女が望むものを、教会にとって都合のよい形で創出するために。

「勇者ではないけれど、英雄には違いないね。それも特別の英雄だ。君を助けただろう？」

「そう、そうなのよ。私を助ける英雄なのよ。それはとても大切なことね。私のための英雄と、私のための騎士団がいるわ。ただの騎士団では駄目。本当は勇者様と聖杯騎士団がいいのだけれど」

　確認するように向けられた視線に対して、トピアスはいかにも残念そうに首を横に振った。

「……それなら、私が作るわ。私のための、この国のための、特別を……」

　エレオノーラの視線はそこらにポトリと落ちて、その焦点はまるで合っていない。疲れたのか、それとも新しい騎士団とやらに思いを巡らせているのか……いずれにせよ激情の流れゆく先は想定の範囲内に収まり、落ち着きそうである。意識誘導は成功したようだ。

　トピアスは呆けたような美女を……己の仕事の成果を見守り続けた。

　退屈は感じなかった。この人形は調律が難しい分だけよく鳴く。その鳴き声は国中に届く。教会が大善を世に実施するにあたって欠かせない道具だ。上手く手入れすれば長く使える年齢である。

　次の十年のために……トピアスは穏やかに笑む。余念はなかった。





◆第六十話　僕を知る者にはこう告げよう




　アマリア・ユリハルシラにとってその部屋にあるものは全てが愛おしかった。

　向かい合った長椅子の柔らかな佇まいも、小さな茶机のおすましも、燭台の上品な華やぎも、四季折々の風景を鮮やかに描いた飾り皿たちも、絵物語の妖精の彫像も、家の祖たる人の肖像画も、何もかもが思い出の舞台背景だ。

　暖炉に火を入れた日には特に母が連想される。在りし日の様々がそこかしこにフワリと薫る。

　弟ルーカスはあまりこの部屋に居付かない。以前からここに落ち着かず外を駆け回る子であったが、初陣を経験して以降は己を律する一環だと言ってなお近寄らなくなった。そして今回の一連の戦いにおいては王都を離れられない父に代わりユリハルシラ侯爵領へと赴いていて、今も領都で忙しく働いていると聞いている。

　戦地へと赴いた彼女の婚約者ダニエル・ハッキネン子爵もまた戻っていない。戦いの中で重傷を負った彼は、一命こそ取り留めたものの、今もまだサルマント伯爵領領都にて療養している。王都まで移動する体力をすら回復できていないからだ。新しい年はそこで迎えることになるだろう。

　そして、父クラウスは……暖炉の前を足早に行ったり来たりしていた。

　もう随分と長い時間をそうしている。服装は寛くつろいだものではなく登城できる代物で、剣帯こそ巻いていないものの物腰には張り詰めたものがあった。座ったのはここへ来た初めだけで、後はまるで落ち着きがない。今も己の両側を満遍なく温めるとばかりに方向転換を繰り返していて、思いついては薪まきを摑んで火の中にくべるものだから、火勢が強まってしまって少々危ない。

　アマリアはとうとう行動に出た。父が両面をこんがりと炙られてしまうと判断したのだ。クラウスが反対側へ離れたところで、薪束をより遠くへと移動させてしまう。そして火の調整を始めた。

「ん？　少し火が強いのではないか、アマリア」

「はい。ですから離れていてくださいね、お父様。お水を飲まれてはいかがですか？」

「む……確かに少し渇いたようだ。汗もかいたか？」

　不思議そうな声を背に聞きつつ、アマリアは作業を終えた。クラウスは壁際の台から水差しを運んできたようだ。椅子に座り、何の味もしないだろうそれを難しい表情で口に含ませている。

「お酒はご用意しなくてもよろしいのですか？」

「……うむ。酔って会える相手とも、酔わせられる相手とも思えん……いや、まだわからんのだが、何にせよまだ若い……ルーカスと同じ年齢だとも聞くからな」

「あら、ルーカスはお酒が好きですよ？　少量ですぐ寝てしまいますけど」

「む、そうなのか？　駄目とは言わないが情けない話ではないか」

「早くお父様のように厳しくお酒を嗜めるようになりたいのですよ」

「そういう酒は望んで飲むものではないがな……いや、やはり酒は必要ないだろう。何しろ体調不良をおして訪ねてくるのだ。暖かく居心地のいい場所で迎えるのが道理だろう。酒は余計だ」

「それで、このお部屋をお選びになったのですね？　ならば私が同席する理由というのは……」

「給仕や何かのためではないぞ。お前にも話を聞いてもらいたいとのことだ」

「まあ」

　アマリアはまじまじとクラウスの顔を覗き込んだ。彼女に用件のある人物も少なければ、クラウスがそれを許可することもまた少ない。家の奥に押し込められているわけではないものの、母の看病の後は母に代わって屋敷を護ることを己の責務としてきたアマリアである。自然、社交の幅は狭く簡素なものとなっていたし、長子でありながら嫡子でないという事情も政治向きの役割を遠ざけさせていた。

　その彼女が、父クラウスをかくも緊張させる人物から指名されて会見に同席する……アマリアにとって思いもよらないことであった。

「どんな方がいらっしゃるのか、お伺いしてもよろしいでしょうか？」

「……マルコという名の軍人だ。お前も聞いたことがあるだろう。忠勤愛国の者として謳うたわれているし、武名もある。最近では妙に勇ましい歌にもなっているようだな」

「火炎を呼吸する者、というあの歌のマルコですか？　ルーカスからの便りにも書かれていましたわ。当代の英雄であるとのことでしたが」

「そのマルコだ。英雄……ではあるだろうな。確かに、それは疑いないのだが……」

　言い切らないままに、クラウスは重々しく息を吐いて黙り込んだ。眉根には深い皺しわがあり、眼差しは水の杯を睨むようでいて焦点が合っていない。への字口の引き締まり具合も強い。

　アマリアは小首を傾げてそんなクラウスを見守った。

　パチリパチリと暖炉の火が音を立てている。

　そして、使用人がやってきて来客を告げた。クラウスは重厚さを身にまとって立ち上がり、アマリアはそれに付き従う。客人は馬車からまだ降りてきていない。それを玄関広間で侯爵家当主とその娘が待ち受ける……そのことの意味をアマリアは理解している。

　ほどなくして姿を現したのは、二人の人物であった。

　一人はやや顔色の悪い少年で、黒髪が中性的で端麗な顔立ちにサラサラとかかる様は絵画的ですらある。その瞳は美麗な青紫色で、それ自体が不思議な燐光を発しているかのようだ。もう一人が介添えしないと段差に躓いてしまうこともあって、儚くも妖しい幻想世界の貴人という趣おもむきがある。

　少年を甲斐甲斐しく支えている人物もまた、常にない雰囲気を持つという意味では等しいところがあった。銀の髪に浅黒の肌、そして紅の瞳……北の極地に住まうという少数民族の女性だ。しかも大変な美人である。少年よりも体格にしろ背丈にしろ勝っているからか、愛情溢あふれる保護者のようにも見えてアマリアには微笑ましかった。女性は少年の世話を心底嬉しそうに行っている。そのことが僅かの間にも見て取れた。

「この度はお招きいただき恐悦至極に存じ奉たてまつります。クラウス・ユリハルシラ侯爵閣下」

　少年が美しく礼容を示した。彼が有名なマルコなのだろうとアマリアは思い、返礼しようとして、先にそれをするべき父クラウスが直立不動であることに気付いた。見ればそこには驚愕の態で女性を凝視する男の姿があり、そこにはいかなる礼の約束事も見られない。慄おののくばかりであった。

「ジキル……〝魔眼〟の……！」

　呼ばれた女性がチラと顔を上げて、しかし何を応じるでもなくつまらなげに視線を外した。王国の筆頭貴族たる者への態度としては他に見たこともないような素振りだった。だがそれは無知から来るものではない。アマリアはジキルと呼ばれた女性の目に確かな理性を感じていた。

「お前がいるということは、やはり、彼は……彼という人間は……」

　クラウスは絶え絶えな呼吸の中に言葉を搾り出している。少年はどこか困ったような笑みでその様子を見ており、女性はといえばまるで無関心だ。アマリアは三者三様の有り様に困惑するよりなかった。奇妙な膠着状態は余人の介入を拒絶する雰囲気を伴ともなっている。

「マルコ……マルコか。そういうことなのか……？」

　掠かすれたような声でクラウスが問うた相手は、少年ではなく女性の方だ。

　返事はない。表情にも何ら表れるものがなく、ただ僅かに迷惑そうな気配が浮かび始めているようにアマリアには感じられた。

「そんな話は聞いたこともなかったが……いや、あり得る話か？　うむ、充分にあり得る話か……それでダニエルがあのような書状を……そうか、そういうことなのか」

　どういうことなのか聞きたいとアマリアは思ったが、何より、先ほどから返礼をもらえない少年のことが気掛かりだった。体調が悪いというのは彼のことであろう。綺麗な立ち姿で微笑んでいるが、次の瞬間にも倒れてしまうのではないかと思わせる危うさがあった。

「あの……お父様、ここは冷えますから……ね？」

　差し出がましいとは思いつつも、アマリアはクラウスの肩に触れる。手の平越しにも伝わる震えはアマリアに緊張することを強いるところがあったが、しかし、冬の玄関で立ち話をするための訪問ではないはずだ。そう己に言い聞かせ、アマリアは少年と女性にも精一杯の笑顔で声をかけた。

「ようこそいらっしゃいました。どうぞこちらへ。身内の部屋ではありますが、お二人をお迎えしようと暖かくしておいた特等席があるのですよ。さあ、お父様も……ね？」

「む……うむ、む」

　これも出過ぎたこととは思いつつ、アマリアはクラウスを半ば押すようにして部屋を目指した。隠し切れない無様があったことは疑いようもないが、背後から忍び笑いが聞こえてくるということはなかった。足音に乱れがないところから判断するに、少年を先導する速さに問題はなかったらしい……振り返らずともアマリアは色々を考え、様々に気を使っていた。

　暖炉の火が穏やかに熱を発し、音を刻んで、部屋の光と影とを緩やかに揺らめかせている。部屋へ入るなり贈られた言葉があって、それでアマリアは少年への好感を確かなものとした。

「とても素敵な……気持ちの安らぐお部屋ですね。一目で好きになりました」

　大貴族の家に……ましてや軍人の家に生まれたアマリアであるから、待つ者の宿命としての不安や寂寥は幼くより覚悟している。人生の輩として受け入れ、よく耐え忍ばなければならない。しかしそれはただ膝を抱えて震えるということではない。母より教えられ、それを知っている。

　この部屋が、その答えだ。栄光と破滅とが激しく明滅する非日常を生きる者のために、その激烈な生が憩いこうひと時のために、彼女の母はこの部屋を生み出したのだ。

　場所があればいいわけではない。物があればいいわけでもない。母がここで過ごした時間が、沁しみ込ませ刻み込んだ人生の光陰が、この部屋にえも言われぬ居心地の良さを生じさせている。特別な空間を形作っている。アマリアはそれを継いできたのだ。

　父クラウスが、弟ルーカスが、婚約者ダニエルが憩うことを願った部屋である。そこが今、英雄とされる一人の少年を憩わせるのならば、アマリアはそれをとても誇らしく思う。彼女の信じるものが時代の中心に在る者へ影響したということなのだから。

　いずれ尋常ならざる何かが三人の間にあって、それは恐らく戦争の激動に関わることであり、自分には意見することも許されないものであろう……アマリアはそう察しつつも、それでも期待せずにはいられなかった。きっと笑顔でお茶ができるのだと。どんなにか世界が非情で争いの絶えないものであっても、冬の寒さに暖を共にするひと時には、互いへの思いやりが生まれるのだと。

　だから、この日、アマリアは生まれて初めて父クラウスを叱責することになる。

　火を横に茶卓を挟んで、クラウスは少年と、アマリアは女性と向き合う形で席に着いた。使用人はお茶の用意をするなり退室していて、杯より湯気と共に立ち上る香りが四人の間に無音無形の繫がりを結んでいる。

　誰もが無言だ。主人たるクラウスと主客たる少年とは視線を合わせていて外すことがない。アマリアと女性とはどちらもそれを見守る姿勢だ。

　初めに口を開いたのはクラウスだった。苦渋に満ちた声だった。

「マルコ君……いや、マルコ将軍と呼ぶべきか。君の父上については……私を恨んでいような」

「……どういうことでしょう？　キコ村に何かありましたか？」

「キコ村？　ああ、君の生まれた村のことか。此度、戦火が東龍河を越えなかったことは不幸中の幸いであったな。君は王国と故郷とをどちらも護ったわけだ……それが？」

「は？」

「む？」

　何かが嚙み合っていなかった。祖父と孫と言っても差し支えない二人が、どちらも神妙な顔をして、同じように首を傾げた。目線は互いから外さずに、揃って訝しげな様子である。

「君は私を断罪するつもりで来たのだろう？　それとも、私が自ら懺悔することを望むのか？」

「……何か誤解があるようです。僕は貴方の懺悔を聞きにきたわけではありません」

「何が誤解なものか。私は君の父親の仇である。それは間違いのないところだ。娘がいるからとて遠慮はいらん。これも侯爵家の娘である。親の罪と無縁の者ではない」

「待ってください。僕の父ヘルマンは今も健在です。どうして仇などという言葉が出るのですか」

　徐々に声量を増しながら言葉を交わし合った二人は、そこで再び首を傾げた。どちらも目元には怪訝と言うより他に言いようもない心情が表れている。そしてその気持ちはアマリアと女性にも伝染してきた。

　少年はアマリアの方にも問うような眼差しを向けてきたが、彼女には何一つわかるわけもなかった。ただ、混乱の中心に己の父がいることだけは何とはなしに察していて、それが居たたまれなかった。まさか健康状態について言及を求められているわけでもないのだろうが。

　俄にわかに娘から心配される身となったことも知らずに、クラウスはといえば女性の方へぐっと前傾になって問うのだ。そしてその内容は衝撃的であった。

「ジキル、どういうことだ。お前とあの男との間にできた子ではないのか？」

　空気が凍った。

「あの日を前に仕込み、孕んだものを、お前が産み育てていたのだろう？　それゆえの才覚であり、それゆえのあの弁舌であると納得したのだが……違うのか？」

　アマリアはあの男とやらが誰であるかまではわからない。だがその人物が三人に共通する誰かであり、今はもう亡くなっていて、その死にクラウスが関わっていることまでは察した。優秀な人物であったことも、クラウスから見て女性と親密な関係にあったことも推し量れた。

　しかし、何よりも、女性が激怒していることが伝わってきていた。

　アマリアは断言できる。目の前の女性には出産経験などない。齢四十五十でも二十代に見えることで知られる少数民族であるから、外見年齢を見ての判断ではない。女性同士に通ずるところの感情がクラウスの言葉を全否定していた。

　女性は、少年に、全身全霊の思いでもって愛を捧げている。保護者のようにも映ったかもしれないが、それは体格差から来るものであって、眼差しを見ればそこには色濃く〝女〟がある。〝母〟のそれとはまるで違う。一目瞭然だった。

　女性は怒りにワナワナと震えながら拳を握りしめたが、その拳骨にはそっと少年の手が添えられた。もう片方の手で己の顔を押さえつつ、少年は脱力している。

　クラウスはといえば、そんな二人を交互に見やった後、首を傾げるのだ。ここに座して三度目となるそれは、しかし、女性の感情を逆撫でするものである。

　だから、アマリアは生まれて初めてのことをした。

　父の両の頰ほおに手を添え、グイと己の方へと顔を向けさせる。目線を合わせ、自らは上目遣いでもって下唇を嚙む。それは弟が悪戯をした時などによく示していた作り顔だ。幼さへの躾しつけとして考案したそれを、客人を前にして父へと実行したのである。

「お父様。謝罪なさってください。失礼なことを言っていますよ」

　唐突なことに、クラウスは目をまん丸にして言葉も言えない様子だった。アマリアとてそれ以上の言葉を口にすることは憚はばかられた。恥ずかしい父子の姿であるが、それを敢えて晒さらすことでもって、父が無神経に踏みにじった乙女心に報いたいと思ったのだ。

　鈴の音が聞こえてきた。それは少年の笑い声だ。馬鹿にするような悪意などまるで感じられず、清澄で耳に心地いい声だった。

　心身に込めた力が解かれたような気持ちになって、アマリアは手を下げ、座り直した。クラウスもまた同様のようだ。見れば女性もである。

　視線を集めに集めて、少年は笑う。宝石のような青紫色の瞳が、細められた目の中にキラキラと煌きらめいている。暖炉の火がその身の弱々しさに活力を与えたものか、とても寛くつろいだ様子で、彼もまた三度目となるそれをした。首を悪戯に傾げて、艶つやめく黒髪が流れた。

「幸せそうで何より、元帥閣下。炎を浴びた甲斐もあったというもの」

　不思議な言葉だった。

　アマリアは彼の活躍を歌う詩歌を思った。火炎を呼吸する者という、印象的な歌詞を連想したのだ。次いで先刻の父の姿を思った。暖炉の前を往復して左右両面を強い火に向けていた姿は、あるいはあれも火を浴びていると言えるのかもしれない。そう考えたのだ。

　クラウスは立ち上がっていた。震えてはいなかったが、放心していた。

　アマリアは心配するよりも先に、その姿に弟の姿を重ね見た。初陣から帰った弟が日常の合間にしばしば見せていた姿……それは今の父の姿ととてもよく似ていた。途方に暮れているような、それでいて尻餅をつかず両の足を踏ん張っているような、誤魔化すことを知らない者の生きる姿。不器用かもしれないが、いずれ雄々しく歩き出すことを予感させずにはおかない姿だ。

「お前……か。お前だというのか。この私を前にして……ジキルを隣にして……！」

　クラウスの必死さを感じ取るも、アマリアは何もしない。ただ見守る。

　彼女は知る。彼女の父も弟も、誰に頼ることなく己の力で困難を克服していく人物であると。大きなものに挑み、進もうとしているその姿は、アマリアにとって力強く頼もしいものであった。

　クラウス・ユリハルシラ侯爵という、王国貴族の筆頭に在る者を必死にさせて……その少年は微笑んでいる。この部屋に憩いこう姿に偽りは感じられない。

　アマリアは見た。少年の両の手がゆっくりと返されていき、何かを披露するようにして、二つの手の平がクラウスへと示された。

「不思議なことは、あるものです」

　美しさの中に茶目っ気を香らせて……そんな言葉が添えられた。





◆第六十一話　魔人サロモンの名の下に




「その名で呼ばないようにお願いします。僕はマルコです」

　それは拒絶だった。声音こそ平常であるも、双そう眸ぼうの奥には青みを帯びた紫色の瞳が強く光っていて、断固たる圧力を放っている。髪の黒が揺れ崩れる様は剣吞な何かを感じさせる。

　クラウスは続く言葉を発することができなかった。ジキルローザの方へ問いたい気持ちが湧くも、口には出せなかった。のっぴきならない間合いにまで踏み込まれていると感じていた。

「勘違いしないでくださいね。その名で呼ばれた男は死んだのです。縛られ、燃やされて、激痛と呼吸困難の果てに黒く終わったのですよ。聞けば排水路に捨てられて死体も残っていないとか。神の名の下にそれは為されたのですから、蘇りの奇跡などあろうはずもない……貴方が貴方自身を許せる日など来はしない」

　胸を刃が貫く感触があった。無形でいて冷たいそれは、もしも本当に剣の形を成していたならば、外からでなく内から肉を裂いて突き出したのだろう。クラウスは自分がいつの間にか座っていることに気付いた。目の前には一人の少年が巨大な存在感でもって微笑んでいる。

　そっと手に触れる柔らかなものがあった。それはアマリアの細くか弱い手だ。じんわりと伝わってくる熱が、クラウスの老いて強張った皮膚と骨肉とを励ましている。しかし胸中から生ずる寒さは全てを根こそぎにしていくのだ。

　コツリ。コツリ。コツリ。

　耳を打つ単調なその音は鼓動であろうか、それとも靴音であろうか。クラウスは冷たく響くその音を聞く。時が逆向きに渦を巻いていく。おぞましき〝聖炎の祝祭〟より以前の時間へ。あの男が王都にあって未だ縄を受けていなかった時間へ。

　クラウスが死を予告し、あの男がそれを受諾した夜へ。





　　　　◆◆◆






　月光を浴びて影を壁に伸ばし、その男は佇んでいた。

　余人を介さず二人きりで対した庭園脇の廊下は静寂に支配されていた。

　灯火も少なく世界の色は白々と虚脱していた。

　クラウスは己を乾きひび割れた石膏の像のように感じていたものだ。

　だから言葉にああも感情の色が乗らなかったのだろう。

「王国は貴族の上から民衆の下に至るまで、全てが戦いを望む狂声に満ちておる。このままでは、王国軍は憎しみのままに帝国領へと雪崩れ込み、ありとあらゆるものを破壊し、掠りゃく奪だつするだろう。秩序なく、計画も際限も恥もない……そんな山賊めいた軍勢の先頭に立つのはお前だ、サロモン」

　何を言われたところで、その男は月を見上げるばかりだった。戦場に死を大量生産することにかけては大陸に冠たる者……眼差しに燻くすぶらせるものは憂いか哀しみか……あるいは絶望か。どこか透徹としていて、クラウスにはいずれであるかの判断もつきかねた。静けさの中に言葉を放り投げ続けたものだ。

「お前が軍に行イク禍マガ原ハラを越えさせなかったことは英断だが、それを維持することは不可能だ。複数の讒言が上がっていて、中でも第一王女を通じて教会が意見してきたところのものは痛烈だ。お前は王女に懸け想そうし、勇者を陥おとしいれた魔人だそうだ。私の知るお前は人間で、勇者の無謀を幾度となく救い、王女を無能と嫌っていたように思うのだが……既に油と薪まきとが用意されている。帝国領へ攻め込む陣頭へ立たないのであれば、お前の立つところは刑場でしかない」

　虚しい予言だった。愚かしい恐喝だった。クラウスが絶望していた。

　アスリア王国を滅亡の危機から救った英雄に対して、軍の長たる国軍元帥が無謀な出陣を強いるのだ。王国民総暴徒化などという悲惨を避けるために軍の手綱を握り、暴れ馬のようなそれを必死に御していた軍人に対して、それに乗って駆けるか無惨に殺されるかの二択を迫るのだ。どちらを選んだ先にも名誉などなく、破滅があるばかりと知っていて、それでも選べと突きつけるのだ。そこに何の希望があったろうか。

「もしも私が軍を発したならば、国が滅ぶ」

　男はその視線を月浮かぶ星空から離すことをしなかった。クラウスは思う。それは死を避け難いものと覚悟した者の本能だったのかもしれないと。限られた時間を素晴らしいもので満たしたいとの欲求から、そうしていたのではないかと。

「虫嵐のように全てを喰らって進み、大地と大河とを朱に染めて、後には廃墟しか残らない。暴徒をそのように操作する。そして私は西龍河の上流に独立するだろう。そうするより他に部下を食わせる手段がない。しかしそれでも長くは生きられない。賊の一党以上になれやしない」

　クラウスの肩書に対して礼節を欠く男ではなかった。だからそれは月に向かって紡がれる独語だ。人の世に孤立して天へと語る英雄は、その聡明でもって既に多くを諦めきっているように見えた。だから語られる不ふ遜そんがクラウスの耳にそうとは響かない。乾いた言葉が流れていった。

「三年もしない内に、王国の権威も帝国の権威もどちらも共に失われる。大陸は千切れ乱れることになる。退廃の荒野に群雄が並び立ち、本当の戦乱が戦われ、文化は衰退して教会の権威だけがより深刻に浸透する。そういう未来が見える。そういう未来しか見えない」

　男が語る未来図はクラウスが思い描いたものの相似形だった。暴走する王国軍が行禍原を越えていった先に待つのは王国の分裂であり、復興の遅滞であり、王権の失墜である……クラウスは喉の奥に唸うなりを生じさせることで英雄の独白に同意を表していた。

「だから私は死ななければならない」

　残酷な言葉だった。多くを考慮し先を見通すがゆえに、己の死の必要性が見えてしまう。王国のために帝国と戦った一人の軍人が、その時、両国の存続のために自らの未来を断つ決断を口にしていた……口にさせられていたのだ。他ならぬクラウスにより、暗に示された意図をくみ取って。

「大いに死んで時代の区切りとならなければならない。人々の意識を戦後へと転換し、槍持つ手に鍬を握らせ、奪うことよりも直すことに力を使わせなければならない。戦争よりも復興を戦わせなければならない……平和をもたらすために、私は、戦争の権化として死ぬ必要がある」

　驚くべき理不尽がそこにあった。

　クラウスは知る。その男は混乱の中で無理矢理に戦わされただけの男だった。彼と彼の率いる兵たちとは軍にとって最も安い消耗品であり、勇者や貴族の引き立て役であり、矢を防ぐ木盾や泥土を埋める砂利と大差ない存在だった。

　そんな彼だから、抜群の戦功を挙げてなお、英雄として遇されることはない。信じ難いほどの汚名を着せられ、想像するも無惨な死を用意され、死後も長く名誉を辱められることが予定されたのだ。信賞必罰こそが軍律の根幹に在って然るべきであろうに、まるで真逆のことが正義として罷り通ろうとしている……クラウスもその片棒を担いだ。担がざるを得なかった。

「一つの命で数多の命を贖あがなえるのならば、これほど合理的なことはない。軍事も政治も、どちらも突き詰めれば効率だ。情緒という装飾は後からやってきても充分に間に合う。軍人であれ政治家であれ、危急の時にその判断を過つべきではない」

　男のその言葉は、自らへ向けた言葉であったのか。それとも、クラウスに向けた言葉であったのか。確認することもできないままに、男は独り語りをやめてクラウスに言ったのだ。しばらくは街の宿で酒を楽しむことにしたから、後はご随意になされよと。

　それは出頭でなく逮捕を望むという意味だ。事の始まりから惨めを演じるという意図だ。己の命を徹底的に利用しろという意思だ。その心意気を全て受け止めてお前は生きろと、そう突きつけられたのだ。

　そして去りゆく足音が、今もコツリコツリとクラウスの耳に響いている。

　英雄が理不尽極まる死へと歩み去ったその音は、冷たく乾いていて酷く痛々しい。戦後を生きたクラウスの鼓動とは、あるいはそれそのものだったのかもしれない。コツリコツリと絶え間なく、いかなる苦難をも苦難と感じることを許さない音だ。後悔することも許されない。鼓動の限り責めたて、命ある限り最善を尽くせと強迫する音だ。





　　　　◆◆◆






　パン、と目の覚めるような音が鳴った。

　夢とも現とも知れない酩めい酊ていの視界が晴れ、前を見たならば、少年が合掌している。どうやら拍手を一つ打ったようだ。クラウスはそれを無礼な振る舞いであると、頭の隅では感じていた。しかしそんな理屈を超えたところで魅入っていた。少年が笑んでいた。

「僕が、貴方を許しましょう。他の誰でもなくこの僕が……戦後に生まれ戦後を生きてきたこの僕が、貴方が僕を呼んだその名の下に、今、貴方を許します。王国の復興は貴方の尽力なしにはあり得ないものでした。十数年にわたるその戦いは火ひ炙あぶりの一瞬に比して劣るものではありません。誇りを持ってください」

　およそ不ふ遜そんな物言いだった。だがその言葉はどうしてかクラウスの心に染み渡るのだ。何をしようとも全てが極寒の罪の前に色褪せ凍りつき、どんな苦労を重ねたところで自らを労わることもなかったクラウスである。万事を罪人の心情でもって労役に服するが如くに生きてきたのだ。

　その老いたるクラウスに対して、過去の英雄のようでいて最新の英雄でもあるところの少年が、許しと励ましとを口にしている。

「日常であれ非日常であれ戦争は戦争です。貴方は一人の男を火か刑けい台に追いやりはしましたが、託された戦いを十数年にわたり休まず戦い続け、決して敗北することはなかったのです。完全な勝利ではなかったかもしれません。けれど投げ出さなかった。逃げ出さなかった。それでこそのクラウス・ユリハルシラというものですよ。つくづく、貴方は護国の御大将ですね」

　クラウスの視界が熱くぼやけた。それは久しく無縁だった涙によるものだが、その時、彼はそれを自覚するどころの騒ぎではなかった。呼吸を忘れて見入っていた。

　サロモンがいた。滲む視界の中に煌々として青光が輝き、紫炎が燃えている。幻光と幻熱の渦巻くその中心にいるのは、それは間違いなくサロモンなのだ。

　あの月夜に遂にクラウスを見ることのなかった男が、今、クラウスを見ている。魔人でも英雄でもなく、友人としてのサロモンが、その顔に莞かん爾じとした笑みを浮かべてクラウスを見つめている。

　涙は溜まって溢あふれ出て、クラウスの皺しわ多き頰ほおを伝い落ちていった。視界の幻はそれで消え落ちた。クラウスの目の前には少年が寛くつろいだ様子で微笑んでいる。クラウスの手はアマリアの両手によって握り包まれている。

「マルコ……マルコという名か、お前は」

「はい。侯爵閣下」

「お前の……キコ村のマルコの十四年とは……どういうものであったか」

「胸に遥かな大望を抱き、生きてきました。目に生活の逞たくましさを見て、耳に世界の宿業を聞き、鼻に戦火の燻くすぶりを嗅ぎました。口に戦を準備して、腰に佩くは剣の一振り、手には鋭き槍をひるがえしました。足は拍車を踵に鐙へとかけ、馬上から広く戦場を眺め、そして駆け抜けてきました」

　少年は謡うように言葉を重ねていく。そうするにつれて笑みは消え、僅かに瞼まぶたを閉じ、開いたならば鮮烈な眼光がある。それは圧力を伴ともなっているが、再びクラウスを恐怖させることはない。老いたる元国軍元帥の目にも光が宿ったからだ。今や易々と気圧されるものではなかった。

「しかし、まだまだです。僕の戦いは両国が共に疲弊したところで終わりはしません。むしろここからが難しい……だから貴方に会いにきたのです。侯爵閣下」

　凄まじい発言だったが、クラウスはそれをごく自然と聞いている自分を不思議には思わなかった。十四歳の少年と会話していると同時に古い友人とも会話しているのだ。そう信じられた。

　死者が生き返ることなどありはしない……少年もそれを否定したし、遺児でもないようだが、それでも感知される霊妙不可思議がある。

　長く氷の剣に刺し貫かれていた心が、クラウスの魂が、炎の中に死んだはずの男がここに在ることを感じ取っていた。胸が焼けるように熱かった。諦めていたその活力のことを人は誇りと言う。

「お前があの男の名の下に戦うと言うのならば、私にはそれに従う義務がある。英雄の一命をもってする貸し借りだからな……相当な無理にも応じよう」

「では、まずは僕に家名を。軍のための家名です。そう言えばわかりますよね？」

　昔やった悪戯を共犯者に思い出させるような、そんな言い回しだった。

　クラウスは可笑しかった。ゆっくりと苦しみに耐えながら死んでいくはずの人生が、暖炉の炎に照らされながら、随分と楽しいものに変貌しつつあるようだ。

　胸が躍った。しかし困難が増すことは間違いがなかった。サロモンの名の下に小事が為されるわけがないからだ。事は大きく苛烈に動く……クラウスはそれを予感しつつも答え、そして問う。

「うむ。それだけの功がお前にはある。実現してみせよう。しかれども、だ。そのような立身出世が大望というわけもあるまい？　お前はこの先にどんな未来を見ているのだ？」

　問えばそこには少年の真剣な眼差しがある。クラウスもまた真剣だった。大なる責務を背負う者は軽はずみな何事にも与しないものだ。だがその一方で巨大な事業については必ずそれに関わらなければならない。見極めて決断することこそが責任だ。

　そして告げられたのは、まさにクラウスの覚悟を試すかのような内容であった。

「まず王国が割れます。僕は一勢力に深く関わり、然る後に教会と対決するでしょう」

　とてつもない発言だった。

　もっとも、クラウスはそれをまったく予想していなかったというわけではない。少年が帝国との決戦の場において語ったという内容を……火の色の旗を掲げ、炎を吐くようにして論じたその内容を鑑かんがみれば、少年が教会に対して思うところがあると知れる。とはいえ、その手段が内乱であるとまでは考えていなかった。

「この私に……王国における内乱を認めろと言うのか」

「僕が内乱を起こすわけではありません。内乱は自ずから起きるのですよ、侯爵閣下。此度の戦いが勝利に終わったとて、それで第一王女の名の下に王権が安定すると思う方がどうかしています」

　耳に痛いどころの騒ぎではなかった。そして決戦前にダニエルより手渡された書簡が思い出される。クラウスはそこにサロモンの意志を読み取り、戦いの全権を少年に譲渡すべく動いたのだ。果たして、目の前の少年はクラウスにとって再びのサロモンである。

　クラウスは問う。問わないわけにはいかない。

「お前は……エレオノーラ様を恨んでいようか？」

　それはクラウスが少年を試す発言だった。大事業を行おうというのだ。たとえやむを得ない事情があるにせよ、怨恨と復讐心とを原動力にして生きる者であるのならばその成功は危うい。軍事であればまだしも、教会と対決するとなれば事はそれほど単純では済まない。何よりも人心を負の感情で導くことを許すわけにはいかなかった。それでは聖炎の祝祭の二の舞である。

　返答は簡素にして決定的だった。

「無能には何を期待しようもない……恨みようがありませんね」

　少年の視線は遥かな先を見据えていて、しかも濁ってはいなかったようだ。そして言う。

「北部の王室不審は限界点を越えていて、もはや平常の手段ではどうしようもありません。流れを操らなければならない……大水の前の治水ですよ、これは。そして開拓するのです。教会はそれを許さないでしょうから、数年もすれば争いになりますね」

　簡単そうに言い切ったる後、笑む。

「それに勝って、道半ば。僕の大望はその先にあります」

　クラウスは絶句するよりなかった。





◆第六十二話　王都の冬化粧に招かれて




「本当に、皆して何もわかっていないのだから、嫌になりますわ」

　小壺に指を入れ、白い内容物を適量掬いとる。腰周りや関節の内側、あばら骨の下の境や膝周りなどに磨り込んでいく。伸ばせばすぐに透明となり、肌の乾燥を防ぎ健康的な潤いを与えてくれるそれは、流通する内で最高級の〝白はく透とう練ねり〟だ。

「口を開けば戦争戦争。そんなことにばかりお金を使っているから、粗暴な歌が流行るのですわ。『進軍に参加せよ』だなんて、まったく、風雅の欠片もありません。お父様もそう思いませんか？」

　鏡台に映った卵形の顔には眉もなければ前髪もない。眉は美しい眉を描くために全て剃り落としてあるし、前髪は額を広く美しく見せるために引き抜いてある。素の状態などどうでもいいのだ。美しさとは作るものなのだから。

　下地に蜜水を塗りたくり、真っ白な溶き粉を満遍なくのせていって、最後に呼吸を止めて白粉をバフバフとさせる。先ほどの作業とは異なり、こちらはなるべく不健康な様子を作らなければならない。青白さを強調するために目の周りや眉の色は濃い色で引く。口紅は儚げに淡く仕上げる。

「生々しい日常にも、荒々しい非日常にも、どちらにも美しい花など咲きはしませんのに……誰も彼も醜くて気が滅入ってしまいます。宝石細工の精巧霊妙を尊ぶくせに、自分たちは埃ほこりっぽくしていて平気だなんて、それってとってもちぐはぐな生き方だと思うのですけれど」

　髪を整え、ドレスを整え、装飾品を身に帯び、香水を振って……それら全ての合間に返事もない相手へ声をかけ続けて、そして最後に艶あでやかな姿をひるがえし、豪ごう奢しゃな寝台へと腰掛ける。そこに眠ったままで目覚める気配もない老人へとにじり寄り、自らの化粧のおすそ分けとばかりに、その乾いた唇を水筆で撫でて潤いを与えた。

「どうですか？　私、もうお母様よりも美しいでしょう？　これでもまだ途上でしてよ？」

　自慢げに笑みを浮かべたその美女の名はマルガレータ。アスリア王国の第二王女である。眠る老人は彼女の父であり、死の病に臥ふせる者であり、アスリア王国の国王だ。そこは王宮で最も尊貴な部屋であり、入室を許されているのはごく限られた少数のみだ。

　そんな部屋に隣接した場所で、彼女は身支度をしていたのだ。亡き母の化粧台を用いて。

「では、行って参りますわ。お父様におかれましては、御機嫌よう」

　颯爽と廊下へ出る。侍従長や医官長の挨拶を軽く流す。待機していた己の侍女と侍女武官とを一瞥もせずと従えて、ゆっくりと、どこまでも優雅な一団の長として王宮を進む。

　目指す先は謁見の間だ。近づけば近づくほどに管弦の調べと人々の賑わいとが聞こえてくる。洗練された音楽とこの国の貴き者たちの声とが混じり作るそれは、いささか粗野に傾いている嫌いはあるものの、マルガレータが浴するべき音たちである。年の瀬の王侯貴族の世界だ。

「あら、マルガレータ。またお母様の化粧台を使っていたのね」

　謁見の間へ至る前の特別な休憩室には、既に彼女の姉エレオノーラが居て、その手には小さいながらも酒杯が持たれていた。それは彼女が機嫌のいい証だ。マルガレータはそれを嬉しく思う。

　エレオノーラは気分の良し悪しの狭間に甚大な溝があり、前者であれば華やかな美貌で周囲を魅了するが、後者となると鬼気迫る有り様がまるで絵物語の魔女のように映ることすらある。

　マルガレータは美しい姉が好きだった。その在り様には一人の女性として尊敬の念を持っていた。勇者伝説という悲恋物の姫君であるところのエレオノーラには、他の誰が求めても得られない華がある……マルガレータはそう感じていたし、それを羨ましく思っていた。

「お父様がいるというのに……貴女もつくづく妙な子だこと」

「私がお母様より化粧室を受け継いだのは、お父様がお倒れになるより前のことですわ。私、あそこで身を整えることが何よりも好きですの。それに、お父様にもご挨拶できますわ」

「ふふ……貴女は昔からお父様お母様ばかりね」

「あら、お姉様のことも追いかけていましてよ？　私も勇者か聖騎士の夫が欲しいですわ」

「ほほほ、この子ったら、もう……おほほほ」

　華やかに、どこまでも華やかに笑う。それだけで舞台演劇の一場面のようだ。一挙手一投足には人目を引く華やぎがあり、一度笑ったならばもうその場の主役とならずにはおかない。自然体でそうあることこそが彼女の特質であって、マルガレータの憧れてやまないところであった。

　ついと振り向ける眼差しにも艶美をまとわせて、エレオノーラは言う。

「勇者様はいないけれど……でも、特別な英雄はいてよ？」

「特別な英雄……それはもしかして、あの流行歌の？」

「そうよ。今回の戦争で最も活躍したのではないかしら。貴女の夫とするには歳が若過ぎるし、家格も何もあったものではないけれど、私のために戦った私のための英雄ですもの」

　顎に手を当ててしどけなく首を傾げる姿は、同じ女性のマルガレータをして魅入らせるものがあった。今日の姉は近頃稀なほどに上機嫌だ……そう納得すると同時に、疑問もまた生じた。尋ねる。

「その子、お姉様のための英雄でしたのね？」

「そうよ。私を脅かす帝国皇帝を追い払ったというのだから、素敵でしょう？　きっとご褒美を待っているわ。私にはわかるのよ」

　陶然として思いを馳せる姿は生ける美人画だ。マルガレータはその上機嫌の理由を知ると共に、己の集めていた情報との差異を冷静に分析する。美しい姉を長く見続けるために必要なことだ。

　まず、特別な英雄とされるところの少年の活躍は本物だ。彼女の好むところではない歌にある通り、先の帝国軍撃退に多大な功があると聞く。彼の出身地を治めるヘルレヴィ伯爵、領都にあって命を救われたサルマント伯爵などが口を揃えて少年を絶賛しているという。

　爵位を継承するところの若きペテリウス伯爵もまた意見は同じであろうし、むしろ誰よりも熱狂的かもしれない。貴族の長たるユリハルシラ侯爵に至っては少年の活躍のお膳立てをしたほどだ。今も誰よりも彼のために動いているようだ。

　しかし、エレオノーラのための英雄とするには二つの無理がある。

　一つに、少年は王国民の鑑かがみとして謳うたわれていたものの、それは妹パウリーナを救命した献身を発端としている。王族への忠誠を誓う切っ掛けに過ぎないと見るべきか、それともパウリーナ個人への忠誠心を抱いたと見るべきか……これまでに聞いた噂をまとめるならば、マルガレータには後者の可能性が高いように思われた。

　実際、この戦争においては第三王女親衛団の活躍もまた大きく聞こえてくるのだ。どれだけ殺したかを誇るようなそんな名声はマルガレータの忌むところのものだが、姉もまた剣角騎士団の活躍を妙に強調するのだから表立っては批判ができない。自身の名において人殺しが為されることなど醜いと思うマルガレータである。かの勇者も死んで初めて美しいものになったと考えていた。

　姉は妹のこととなると心の均整を欠く。それはもうマルガレータにとっては常識だ。そしてそれはエレオノーラの不機嫌を増幅し、美しい王女を魔女のようにしてしまう……その原因たる者を嫌うことは当然のことだった。

　第三王女パウリーナ。エレオノーラやマルガレータとは母を別にする異母妹だ。彼女の母はヒルトゥラ家……当時伯爵家の娘で、かつての戦乱において帝国の侵攻軍に抗戦せず屈したことから、パウリーナを産んですぐにその爵位を奪われている。今やヒルトゥラ家といえば王国貴族の間では売国奴の代名詞だ。

　パウリーナの母は離宮に篭りまだ存命のはずだが、他のヒルトゥラ家の面々がどこでどうしているかを誰も知らない。帝国へ亡命したなどということも聞かないから、父王が手を回していずこかへ匿っているというのがマルガレータの予想である。

　親とはそういうものなのか、父王は末姫たるパウリーナに対して甘いところが多々あった……マルガレータはそう思い返すと共に、その父王が倒れた後のパウリーナの境遇をも思った。庇う者がいなくなれば惨めなものだ。

　そして、思い至った。パウリーナを救い、第三王女親衛団に参加し、戦争における英雄となった十四歳の少年……十三歳のパウリーナには何ともおあつらえ向きの英雄である。

　姉は、意識してか無意識でかは知れないものの、そんな組み合わせを認めたくないのではないか。まるでかつての自分と勇者とが時を変え人を代え再現されていて、自身を主役とするところの物語が過去のものとされそうな……そんな危機感が強引さの根底にあるのではないか、と。

　王女と英雄との新たなる伝説……それはマルガレータにとっても承服しかねる物語だ。彼女にとって主演女優は今も姉エレオノーラであり、それを継ぐ者があるとすれば自分をおいて他にいるわけもない。無粋で可愛げのないパウリーナなど論外だ。

　協力しなければならない。マルガレータは決意した。英雄たる少年を妹から引き剝がし、関係性を断って、姉を飾るものの一つにしなければならない。そうでなくては美しくない。

　本当ならば戦争の英雄など土臭くて好ましくないが、もうしばらくは戦いもないであろうし、いざとなればマルガレータ自身が磨いてやってもいいのだ……貴公子の作り方など幾らもある。

「……今日の表彰式典、教会は誰が出席しますの？」

「教会？　さあ……どうだったかしら？」

「ベック司教は来られませんの？」

「ベック……」

　エレオノーラの表情に苦味が生まれた。最近はパウリーナの名に次いで避けなければならない名で、マルガレータとしても口にしたくはなかったが、それでも確認しないわけにはいかなかった。

　少年をエレオノーラの英雄とすることを妨げるもう一つの無理、それが教会だ。

　最後の会戦時、帝国皇帝に対して少年は火のような弁舌を振るったそうだが、その内容を問題視する動きが東方司教たちの間にあるという。特に慌しく動いているのがヨアキム・ベック東方司教だとマルガレータは聞いている。滑稽なほどに丸々とした中年男だが、その影響力は広く強い。

　何か信仰心を疑われるような発言があったのかもしれない。あるいは、そんな場で教会への非難など口にしていたのなら、何らかの制裁が行われることもあり得る。教会は王国の許可の下に国民を拘束し、尋問し、時に教義上の罰を与える権利を有する。マルガレータの知る限り、そう強引で荒々しい手段を取ることはないそうだが。

　しかし注意すべきはベック司教が奇跡調査室と関係があるということだ。マルガレータにとってそれは恐怖対象である。世に死に方の多々あれど、教会の断罪による刑死ほど、おぞましく醜い死に様はないと思われるからだ。

　水刑、火か刑けい、虫刑、鳥刑……聖典の中に挙げられる事例はどれもマルガレータの想像を絶する代物だ。〝聖炎の祝祭〟の日などは部屋で震えていたものだ。しかも奇跡調査とはあらゆる権威を無視して行われる。歴史上には一国の王であっても無惨な最期を迎えた例があるのだ。

　確認しなければならない。よもや戦争に勝利しただけで奇跡調査官が派遣されることもなかろうが、万一でもそんなことがあったなら、それはエレオノーラであっても庇い立てや入れ込みがそのままに断罪の対象となりかねない。

　教会が少年をどのように扱うつもりなのかを知っておきたい。場合によっては少年とパウリーナの関係を喧けん伝でんする必要もある……マルガレータはそんなことを考えていた。

「来るのじゃないかしら？　会いたい人間がいるようなことを言っていたわね、そういえば……」

「まあ、そうなのですか」

「私は顔も見たくないのだけれど……司教は司教なのだから仕方がないわね。いっそ大司教にでもなって、早く聖杯島へ行ってしまえばいいのに……」

「まあ、お姉様ったら、そんな風な言い方でベック司教の昇格を願っておいでなのですね。魅力的な言い回しだと思いますわ。冷たく突き放すようにして、それでいて応援していますのね」

　マルガレータは矢継ぎ早に言葉を重ね、おどけてみせた。聞きたいことを聞いた以上、もう姉の機嫌を損ねるつもりも、姉に危険な発言をさせるつもりもないからだ。目一杯に道化を演じる。可愛がられるための技術を駆使するのだ。

「どうしたらお姉様のように素敵な女性になれるのでしょうか？」

「あら、貴女も充分に可愛いのよ？　工夫もいいけれど、そんなことをせずとも幸せが向こうからやってくるからこそ、それは素敵なのではなくて？」

「まあ、それはとてもとても素敵ですわ」

　世界の中心に在る者の発言だった。そしてそんな夢のようなことを信じて許されるところでエレオノーラは生きている。どこまでも美しく咲く大輪の花は、ただ在るだけで全てを周囲から与えられて誰憚はばかることもない。

　どうして憧れずにいられるだろうか。マルガレータは焦がれるように姉を見つめた。

　姉は流行を追うことをしない。作る側だ。化粧に凝ることをしない。薄化粧で誰よりも美しい。日々を気だるげに遊ぶだけで多くの事業が姉の名の下に実施され、成果を出す。賛美と賞賛は自然と姉を目指してやってくるのだ。

　マルガレータ自身もまた、何を言われずとも尽くしている。ならば少年も尽くすべきだ。それが世界の自然であるように思うから、パウリーナの出番などないし、教会も邪魔をしなければいい。エレオノーラという美が在り続ける限りにおいて、物語は彼女を中心にして回ればいいのだ。

　あるいは、それは異端の信仰であったのかもしれない。だから後世の歴史は第二王女マルガレータを魔女と呼ぶのかもしれない。

　激動に見舞われた一年が寒く寒く閉じゆき切り替わろうとしていた。

　前線に駆ける兵馬の数は次第に減りゆき、混乱の市井も徐々に落ち着きを取り戻しつつあった。

　戦いの明確な決着を見ることもできないまま、何もかもが翌年へと持ち越されようとしていた。

　厳冬の日常がやってきて人の世の粉塵全てを押し流していく様子は、連綿と続く人と自然との戦いが人同士のそれよりも大きく抗い難いことを示しているかのようだ。

　それでも人は動く。実感をもって日々を生きることを欲し、区切りなき時間に歴史を刻んでいく。

　アスリア王国王都において、その日、戦いの一年を総括するものとして表彰式典が盛大に行われた。帝国皇帝の生死は不明であれど、ここに王国の勝利を高らかに宣言し、大きく論功行賞を行うというものだ。それによって様々に秩序を再編し、国内の混乱収拾に弾みをつける狙いである。

　それがまさか、新たな戦いの勃発を広く知らしめる歴史的式典になろうとは……少なくとも、休憩室で待機するマルガレータは、まるで何もわかっていなかったのである。





◆第六十三話　知らないその続きを知るために




　表彰式典が開催され、絵物語の如くに進行していた。

　謁見の間には咳一つなく、金銀螺鈿の装飾も荘厳として、尊き者たちが揃い踏みしている。至尊の玉座は空席なれど真紅の装いにして豪華絢爛、そこがこの王国の頂点であることは変わらない。

　その足元から広間を貫いて長く伸びゆく赤絨じゅう毯たんの道は、まさに王国最高の舞台だ。誰もがそこを歩く栄誉に身を震わせ、そこで繰り広げられる物語に心を震わせる……赤色の直線に左右分けられつつも諸人挙りて、舞台に呼ばれることを期待し、呼ばれた演者へと喝かっ采さいを送るのだ。

　マルガレータはそれを特等席で観る権利を有する。最上の座に近い王族のためのその席は、上手隣には姉エレオノーラが座り、下手隣には妹パウリーナが座る。本来であれば父王の政を傍観するための場所であるそこは、今、王権の長たる決定を側近くに見聞きすることができるからだ。

「アスリア国王の権を代行し、私、エレオノーラが許す」

　その美貌を豪ごう奢しゃに飾り立てたエレオノーラが己の席の前に立ち、その手に聖別の宝剣を優雅に握って、一人の青年の肩に刀身を触れさせている。四し侯こう六ろく伯はくがそれを行えば騎士の叙勲であり、王がそれを行えば爵位に関する何某なにがしかの意味合いを持つ。今行われたそれは爵位の継承だ。

「あり難き幸せ。亡き父の誇りと、父に従い果てた一万将兵の勇気とを我が魂とし、この身の燃え尽きるその日まで不断の努力で戦い抜くことを誓います。アスリア王国に栄光のあらんことを」

　黒髪黒目で眉目秀麗な彼が、新たなるペテリウス伯爵である。その礼装の一分の隙もない着こなしといい、気難しげな表情といい、窮屈で格式ばった人物であることがマルガレータには見て取れた。言動と併せて鑑かんがみれば、どこか飄ひょう々ひょうとしていた前ペテリウス伯とは異なり、職務に精せい励れいすることの他に生きる術を知らないようにも見える。マルガレータは判断する……見た目はいいがつまらない人間だ、と。

　次いで、同様にエレオノーラの宝剣を肩に受けた人物がいる。典礼官の口上もほぼ同じだ。何故ならばその青年もまた爵位の継承が舞台上に上がった用件である。

「あり難き幸せなれど、父の首級を取り戻さぬ間は、真に伯爵領を継いだとは思いません。父が先駆した帝国侵攻への道、この私もいつか駆けましょう。アスリア王国に栄光のあらんことを」

　金髪碧へき眼がんで容姿端麗な彼が、新たなるカリサルミ伯爵である。その装いは洒脱であり、優しそうでいて悪戯っ気の閃く目元、自負の滲む口元、どちらもが彼を華のある貴公子としている。

　畏かしこまり殊勝なことを言っているようにも聞こえるが、もとより家の功績の多くを担っていたとされる彼のことだ。言う以上の何かを成すつもりかもしれない。マルガレータはそれを野心と見た。

　王国の重鎮たる四侯六伯十人の内ではこの二人が若手である。それはつまりマルガレータにとって配偶者となり得る二人であるということだ。どちらも未婚者であることが、そのままに立候補を意味している。少なくともマルガレータはそう承知している。

　父王亡き後は姉が女王となり、自分はいずれかの大貴族へと降嫁する……それがマルガレータの未来図であり、そのためには夫選びは重要事項だ。勇者との物語のような恋もしてみたく思うが、それが夢のような奇跡であって、現実的にはあり得ないことをマルガレータは弁わきまえている。

　彼女の視界には黒髪の新ペテリウス伯があった。

　戦争の埃ほこりっぽさは今後収まり、平穏で文化的な時代が再開されるとマルガレータは予測している。そうであるならば地味で根気のいる政務が増える。花とは土作りが重要なのだ。そしてそれは、領都を破壊されたペテリウス伯爵領において最も困難なものとなるだろう。領地の位置も最前線だ。その復興はアスリア王国の十年後を占うものとなるかもしれない……そんな重責を担う新伯爵の隣に立つ自分を想像し、マルガレータは小さく鼻を鳴らした。

　楽しみは少ない頻度で、短い時間しか訪れないに違いない。しかし彼女はその必要性を認めたのだ。姉エレオノーラが女王として輝く時代において、妹たる己が最も効果的に働くとすればペテリウス伯に嫁がなければならない。第二王女が降嫁したという事実が必要だ。王権の安定のためにはそれが最適解だ。マルガレータはそう見極めた。

　第二王女が多くに思いを馳せている間にも式典は進む。伯爵についての言及が終わったならば、次いで子爵、男爵、更には準貴族たる騎士の叙勲もまた主だった者についてはこの場でそれを行われる。大変な名誉だ。新伯爵二人がそれぞれに新たな騎士を認定するところなどは大変に見栄えが良く、絵画にしても歌曲にしても人気を博すことは疑いないとマルガレータには思われた。

「さて、ここで皆には感謝の祈りを捧げてもらいたく思う」

　エレオノーラの声が貴き者たちの頭上を美しく響いていく。

「既に聞いていよう。此度の帝国の侵攻において、我らは護国の龍により守護を賜っていると。東龍河における敵船団の大炎上がそれである。これは未確認ながらも、教会より奇跡の可能性が高いとされている……そうであるな、司教」

　喜色の末尾に苦さをまとわせてエレオノーラが声をかけた先には、肥満体のベック司教が立っている。マルガレータは事前に話せなかったことを残念に思いつつも、その肉多き顔を見やって、意外さに小さく声を漏らしてしまった。

　顔色が悪い。いつものように笑みを浮かべてはいるものの、肉の皺しわで細め隠した眼差しには欠片の余裕もないようにマルガレータには感じられた。心なしかその頰ほおも肉に張りがなく、垂れ下がり、老いたような印象がある。

「左様左様、まったくもって目出度きことでありますな！　神が、この国の在ることを寿いでおいでなのでしょう。さあ！　皆々様！　あちら、西を向いて手を組みましょうぞ！　東龍河へ感謝を！」

　やはり無理をしている……マルガレータはそれを目の端に確認するも、その目を閉じて祈りの姿勢を取った。帝国軍六万を一挙に焼いたとされる東龍河の奇跡、龍が火を吹いたとされるその新伝説に、些いささかの感銘も受けずとも感謝する。

　助かったのは事実だ。しかし内実は無理な侵攻作戦がそこで破綻をきたしただけだろうとマルガレータは考えていた。その後一気に王国領からいなくなったことからも、やはり尋常の作戦ではなかったのだろうと。

　瞼まぶたの裏の闇の世界で、簡単に独りきりになれるそこで、マルガレータはいつも思うのだ。世界なんてお芝居。主役がいて脇役がいる。そして脇役は何を為そうとも成功しやしない、と。

　かつての戦乱において幼いマルガレータは脇役の中でも特につまらない脇役だった。幼児としてただ安全な所へ押し込められるばかりで、ただ見知った顔が減っていく現実に怯えていただけだ。

　兄がいたはずだ。他の姉もいたはずだ。そもそも彼女の母は王の妃の内の第一位ではなかった。四侯六伯にしたところで、ロンカイネン侯爵とエテラマキ伯爵が討ち死にした。子爵以下の貴族も死んだし、騎士に至っては顔を覚える間もないほどだった。

　そんな人々の狂騒を横目にして、どんな危険にも負けない人間がいた。むしろ危険であれば危険であるほどに力強く輝き、周囲を魅了してやまない特別な人間……それは敵味方共に幾人かいるように思われたが、中でも最大の存在が勇者だった。その彼に愛された姉もまた特別だった。

　生きる者がいて、死ぬ者がいた。戦争の中でそれは偶然でもなければ、戦う力の強弱ですらなかったようにマルガレータは思い返す。

　誰がこのお芝居に最後まで登場し続けるのか……つまるところ、それは主役か脇役かの違いではないだろうか。そう感じていたから、勇者が死んだと聞いた時、心の底から驚いたものだ。物語の結末が差し替えられたような、そんな気分で、現実がわからなくなった。

　しかし、やはり主役は勇者と姉だったのだ。恐ろしい〝聖炎の祝祭〟という結末をもって、二人は勇者伝説という悲恋物を主役として演じきったのだ。自分はそんな素晴らしい女性の妹として生きる権利を有している……マルガレータはそれを誇りに思うし、十五年経った今もまだその物語の後日談を生きているのだ。

　祈りが終わり、諸々の表彰が終わってからも、この謁見の間に集う人々が飽いたり帰ろうとしたりすることはない。誰もが未だ何かを期待するような顔をして、何かに落ち着かない風で、その視線を行き交わしている。玉座でこそないものの、この場の最上位であるところのエレオノーラの方へと、熱の篭った視線を代わる代わる投じている。

　エレオノーラは嫣然として高貴なるそれらを受け止めているのだ。それは既にして熱烈な支持を集める女王の構図である。マルガレータは目に涙をすら浮かべた。美しく強いその在り様は、悲劇の王女の後日の姿としてどこまでも崇高だ。それが時代の主人公の姿でなくて何だというのか。

「ほほ、わかっている。皆に紹介する者が残っているな。誰よりも賞賛されるべき英雄が」

　熱気が膨らんだかのようだった。その圧を弄ぶ様も艶あでやかにしてエレオノーラが指し示したその先には、扉が開かれて一人の少年の姿。遠目にも端整な彼こそは最後にして最大の出演者だ。

　無数の熱視線を涼しげに浴びて欠片の緊張もなく、その流麗な歩みが乗るのは玉座へと繫がる紅の一直線。礼装の襟首にも赤色の布があって、少年の歩みに合わせて揺れ動く様は火炎を装飾としているかのようだ。

　風が……室内において吹くはずもないそれが少年の黒髪を舞い上げた。あるいはそれは首の火色が空気を逆巻かせでもしたものか。それとも彼の表情が周囲へ表出することを望んだものか。

　微笑んでいた。それは何という微笑みだろうか。紫水晶を思わせる神秘の瞳が妖光を発していて、まるで深い深い谷底から霊気が立ち昇ってくるかのようだ。しかもそれは熱い。見たものの目から入って内側を……心を、魂を焼く。焼きつくす。

　マルガレータは眼底にその色が残ることを確信した。そして、怒りを覚えたのだ。

　何だというのか、その少年は。何様のつもりでそのように世界を睥睨しているのか。王国の貴きを左右にして野を散策するが如きであり、その一歩一歩は至高の紅の価値をすら足蹴にしている。

　この少年は、そのまま、玉座に座ってしまうのではないか？

　予感が悪寒を伴ともなって訪れて、マルガレータは喉の奥に息の苦しさを覚えた。少年は明確に圧力を放っていた。その巧妙に整えられた容姿は、教会の船の舳先に取り付けられるという魔神像の類なのかもしれない。周囲を魔力で押さえつけるところがある。

　あるいは不可視の大軍を背後に率いているのかもしれない。退かせ難い巨大さを発揮している。

　姉を見た。夢のような麗しさを体現して、祝福の神像のように少年を待ち受けている。その姿はしかしマルガレータの焦燥を誘うのだ。違うと。わかっていないと。どこまでも美しく在ることが、マルガレータの憧れるところの在り様が、今、危機に晒さらされているようにしか思えないのだ。

　少年が玉座からも姉からも遠く跪ひざまずいた時、マルガレータは大きく安堵の吐息を漏らした。彼女の姉が陶酔の笑みをもって受け入れたそれは僥ぎょう倖こうとすら思われた。されど未だ予断を許さない。鼓動が激しく喉奥を突き上げる。

「キコ村のマルコよ。〝火撃〟の騎兵隊を率いる者よ。此度の戦いにおいて特別の戦旗を掲げたるお前の功績は、満場の一致をもって最大にして第一位と認められるものだ。私、エレオノーラは、王権の代行者としてそれに大いに報いようと思う」

　威厳のある姿だった。この場に集いし高貴な者たちの総意を代弁し、自信に満ちていた。

　そうにもかかわらず、危うい。どうしようもないほどに。

　マルガレータは愕然とする思いでエレオノーラを見ていた。つい先刻までは主役であったはずの姉の姿が、視界に青とも紫とも言えないそれが焼き付いた今、悲しいほどに道化じみている。

「まず、お前に家名を授けよう。貴族になるのだよ。いずれかの家に養子縁組をとも思うたのだけれど、お前はそれを一度断っている。美談よな。今更それをさせるのも興ざめであるから……途絶えて継ぐ者もなき家より、お前の好きなものを選び取ることを許す」

　エレオノーラの言葉を受けて、典礼官が装飾も美しい巻物を持って前に出た。それを広げると、二十を超える家名がズラリと列記されていて、その多くがマルガレータに過去を思い出させる。かつての戦乱によって絶えた家だ。その後の復興期に養子を認められずに絶えた家も混じるが。

　中でもたった一つ、異彩を放つ家名があって、それはマルガレータの目には色すら違って映った。典礼官はその巻物を周囲にも広く示しているから、同じく気付いた者たちが次々と唸うなり、どよめきが込み上げていく。

　典礼官は少年の前に立ち、巻物を示して、いずれかを指し示すことを求めた。

　マルガレータには予感があった。あれだ。あれを選ぶに違いない。あれを選び取ることによって、少年はその不ふ遜そんの証を立てる。

　食い入るような視線を一点に集めて、少年の指が、巻物に触れた。

　ああ……果たして彼はそれを選んだ。その位置はやはりあれだ。その家名はかつてあの男が名乗ったものだ。典礼官が仰々しく声を上げる。忌むべきものとなったはずの家名をば、少年の名と連ねて姓名にするのだ。もう誰にも止められない。

「ここに、アスリア王国貴族、マルコ・ハハトが誕生するものなり！」

　どよめきは一気に盛り上がり、マルガレータはそれが否定一色でないことに驚愕した。あり得ざることのように思えた。嫌悪や不快を表した声は確かにある。それは勇者伝説を賛美するこの国の当然だ。しかし賞賛や納得といった感情を表した声もまた上がっているのだ。

　それの最大はどこか。誰か。先の決戦に参加した者たちだ。戦馬鹿で雅を理解しない男であるサルマント伯、貧乏性で神経質な小男であるヘルレヴィ伯、そして……その二人の間に立って実に風流な佇まいを見せる不敵な男……第三王女親衛団の団長だ。

　その三人を中心とした一団が事態を肯定的に捉えていることは明らかだ。マルガレータが夫として選ぶところの黒髪の貴公子、ペテリウス伯もその一団の中にいるではないか。

「……ハハト？　そんな家名が混じっていたか……そんな家名でいいのか？」

　不思議そうな、ただ純粋に不思議そうな声がして、マルガレータら全ての注目を集めた。エレオノーラである。小首を傾げた美女の、その眼差しはどこを見ているとも知れない。見た目の美しさをそのままに、何故か幼くなったような印象がマルガレータを捉えた。

「ハハト……マルコ・ハハトか……響きは悪くないが、どうしてか印象が悪い……どうして？」

　マルガレータは酷い悪寒に襲われた。反射的に探した人物がいる。存在感もなく控えるその男は、姉の夫であり未来の王配であるところの元聖騎士だ。勇者と同じ名の彼を目線で探した。いた。控えているべきところにいるが、その表情は常と同じの微笑みであった。動く気配もない。

「まあ、良かろ……そこはどうでも……」

　遠い。エレオノーラのその発言は何かがマルガレータから遠かった。

　どうでもいいわけがなかった。何故そんなことがこの場で許される。そもそもどうして用意されていたのだ。マルガレータは視線を走らせて、一人の老いたる男のところでそれを止めた。

　クラウス・ユリハルシラ侯爵。彼だろうか。いや、彼しか考えられない。かかる重要な事案が彼を素通りして成されるわけもない。

　責める眼光があった。マルガレータからではない。ユリハルシラ侯のその鋭い眼差しは今、他の誰でもなくマルガレータに向けられていた。この場では逆であろうと思った。胸元に冷たく突きつけられる無形の何かを感じて、マルガレータはしかし、恐怖よりも何よりも憤りを覚えた。

　四侯六伯の長とはいえ、それは臣下の長であるに過ぎない。現状、王位継承権の第二位たる自らに向けていい視線ではないように思われたのだ。

「ではマルコよ。次に、お前の軍才を最大限に活かすために幾つかの特例を設けよう」

　あり得ない発言だった。マルガレータはユリハルシラ侯とぶつかる視線を引き剝がし、姉のその顔を窺うかがった。

　夢を見ている。この状況で、未だ覚めない夢を見ている乙女がそこにいた。今、目の前で、勇者を謀殺した男の家名が新しい命を得たというのに、それは彼女にとって僅かな当惑でしかなかったのだろうか。選んだ者も、用意した者も、そのどちらからも暗に示された何かがあるだろうに。

「お前の率いる〝火撃〟を三千人規模へと拡大せよ。騎士団の如く誇り高く、親衛団の如く絶対の忠誠を示せ。その軍旗としては件の戦旗を掲げよ。王権の特別な守護軍であるということだ。騎士団よりも親衛団よりも上位の軍団として、必要とあらばそれらを先の決戦の如くに指揮せよ。護国の龍が放ったという火炎を体現する軍となるのだよ。ほほほ……素晴らしかろ？」

　エレオノーラは再び陶酔し、満足げである。

　マルガレータはそこに姉の浅慮を見てしまった。第三王女親衛団の別働部隊として在った騎兵隊をば、親衛団から出向する形で指揮していた少年ごと独立させて、むしろ上位に据えてしまう……パウリーナから少年と騎兵隊とを奪い取ることが目的なのだ。

　貴族の意向をいちいち窺うかがわなければならない騎士団とも、パウリーナの二番煎じとなる親衛団とも違う、次期女王となることが確定している自らのための特別な軍団を組織したいのだろうが。

「マルコの率いる火撃の騎兵団の上位には、ただ王権の頂があるのみ。その性質上、多くにおいて独立行動権が認められような。ふふふ、特別な英雄には相応しい待遇よ。お前は並み居る将軍を抜き去って、勇者様に準ずる立場を得るのだから……嬉しかろ？　私はとても嬉しく思う。この特例は王国が王国の定めたる勇者様を得たに等しい」

　マルガレータにとってそれは危険な発言でしかなかった。少年が特別扱いに感動し、王国のために献身するというのならばいい。その決定は彼と彼の軍とを姉のための特別にするだろう。だが、王国のあらゆる権威を平然と見渡し、ハハトという家名を選ぶ彼にそれを期待できるのだろうか。

　息を吞む貴人たちの中に、独り、血の気もない顔色で立ち尽くしている男がいた。マルガレータにはそれがまた衝撃的であった。ベック司教である。嫌味なまでに健康的な肉塊であったはずのその男は、今や肉の重みに耐えかねている老人のようでしかなかった。張り付く笑みもなく、ただ虚ろな表情をして、その視線を跪ひざまずいた姿勢のままの少年に向けている。

　事態はマルガレータの理解を超えて進行している。それでも閃くものがある。会ったのではないか。マルガレータは為す術もない状況にあって視線を二人の老人の間で行き来させた。

　ベック司教は事前に少年と会見したのではないか。ユリハルシラ侯もそうだ。この国の中枢に大きく立つところの二人は、既にして、少年の魔的な影響の下に置かれているのではないか。

　そうでもなければかかる異常事態が罷り通るはずもない……マルガレータは歯嚙みした。

　エレオノーラは歌うように気持ちよく言葉を発している。止めようもない。

「今後は家名と共に〝龍将軍〟と名乗るがよい。その受領をもってして、以上の特例の全てを、即刻お前に許すものとする」

　謁見の間に渦巻いていたどよめきは、その言葉を受けてどっと沸き立った。溜めに溜めた熱情が遂に溢あふれたのだ。意見の賛否を綯い交ぜにして、ただ一様に興奮を露にして、王権に服する者たちが至上の位置に展開される歴史演劇に歓声を送っているかのようだ。

　マルガレータはその凄みに吞まれた。だから、声もなく、それを見守ることとなった。

　王侯貴族が大音量を轟かせている中、少年は静かに立ち上がり、特別の称号を受領すべく歩き出した。エレオノーラがこの上ない艶やかさでもって笑み、彼女の侍女武官がそっとその手に自らの佩はい剣けんを……教会により祝福を受けた宝剣を握らせた。

　ペテリウス伯のように、またはカリサルミ伯のように……それは肩に当てられ、許され、誓いを立てるはずだった。そうなるべきだった。そうなればよかった。

　待ち受けるエレオノーラの下に、少年は向かわなかったのだ。

　少年はその眼中にエレオノーラもマルガレータも入れずに、一人の少女の下へと歩み寄った。マルガレータが魂を焼き尽くされるかと思ったほどの、それほどの微笑を……彼が神であると言われたならば信じてしまうほどの筆舌し難い美麗に、彼が悪魔であると言われたならば信じてしまうほどの恐るべき酷こく薄はくを香らせる微笑を浮かべて、パウリーナの足元に跪き、頭を垂れたのである。

　時が止まったかに見えた。

　その時、少年とパウリーナ以外には誰も息をしていなかったのではないだろうか。

　事実、誰もが動けずにそれを見ていた。そのゆっくりとした動作を、見入るよりなかったのだ。

　パウリーナがその手に細剣を握った。彼女の侍女武官は教会より宝剣を授かっていないから、それは聖なる剣ではない。装飾されこそすれただの一振りの剣でしかない。

　そのはずが、どうだ。この瞬間に時代を動かす巨大な意味を付加されて、光源も定かでない輝きを放っているではないか。マルガレータは眩さに目を瞬しばたたいた。

　刀身が返され、音もなく、少年の肩に触れた。そこに儀式が始まった。

「アスリア国王の権を代行し」

　パウリーナとはこんな声をしていたのか。マルガレータはその響きの澄ちょう明めい過ぎることに震えた。大きな声ではない。そのくせ広大さがあった。天空を轟く雷鳴がそうあるように。

「私、パウリーナが許す」

　許されざることが目の前に行われていて、マルガレータは打ちのめされるばかりだった。それはただの儀式ではなかった。それがわかってしまっていた。多くを特等席で見てきたマルガレータは、今ここに、歴史の大舞台を目撃していることを理解してしまったのだ。

「あり難き幸せ」

　初めて、少年が言葉を発した。それはパウリーナの声音と不思議に共鳴する遥かな響きをもっていた。パウリーナのそれが聞かずにはいられないものであるとするならば、少年のそれは聞かぬことを許さないものであった。巨大な威が込められていた。

「炎の中に世界が呪われた獣であることを嘆いた私は、図らずも再び獣と相対した今、もはやその嘆かわしさを焼いてしまわずにはいられません」

　そして語る内容が凄まじい。マルガレータの理解を超えている。畏い怖ふすべき何かがある。

　鈴が鳴り響く様をマルガレータは幻視した。これは……この発言は何か大いなる流れの先触れとなるものに違いなかった。意味を解せない自分を矮わい小しょうなものに感じた。

「死を経ぬ何者にも私を止めることあたわず。王女殿下の寿ぐ世界に気高き強さの在らんことを」

　ああ……始まってしまった。マルガレータは多くを理解しきれないままに、そう思った。

　特等の場所で見せ付けられたそれは、始まりなのだ。彼女が信仰する物語が終わり、新たな伝説が始まろうとしている……その歴史的事象が、今彼女の眼前にて、起こったのである。

　悲鳴が上がった。

　大静寂を破るものとして上がったそれが誰のものであるかは、マルガレータには目で見るでも耳で聞き分けるでもなくわかった。振り向く前に、確認する前に、その刹那の間に、彼女は瞼まぶたを閉じて闇に祈った。万感の思いを込めて祈った。その祈りは、哀悼のそれに酷似していた。





◆第六十四話　怠惰も妥協も許されぬと知れ




　もはやどうしようもない。あの男を止められる者などいやしない。

　ベックは虚脱感と寒気とに体を苛まれながらも、その視界の中心に黒髪の少年を据えて、事態が収拾のつかない方向へと進んでいくのを見続けるよりなかった。典礼官が少年の姓名を高らかに宣言する様も、エレオノーラが得意げに特例を語る様も、どちらも己の思惑を越えて作用するだろうことを確信していてなお動けなかった。

　少年により動くことを禁じられていた。ベックはそれを肯んずるよりない。抗い逆らうことは許されていない。どうしようもないのだ。事前に少年が命じてきたものを破ったならば、より悲惨な未来がやってくる。一つの弱みが握られていて、それはベックら教会にとって致命的だった。

　金切り声が上がった。少女のままに今までを生きたエレオノーラだ。

　全身を硬直させ、背伸びするようにして叫ぶその姿は狂おしい。眼は血走って真円を描き、鼻び梁りょうは皺しわを深くして二穴を晒さらし、口は頰ほおを歪ませて顎を突き上げるおぞましの弓形を描いて、その面相は妖魔の類と成り果てた。震えを全身に不規則に波立たせ、認め難い現実を目の前に凝視している。彼女の夢世界に在り得ざるものと直面している。

　少年が少女の前に跪ひざまずいていた。ベックはそれを見ぬわけにはいかない。目を逸らしたところでもはや己の謀略は破れていて、この場に挽回の手段などないのだ。少年の謀略が成り行く先に、僅かでもマシな着地点を見つけるよりない。握られた秘密が暴露されたならば全てがご破算となる。

　再びの悲鳴が上がった。顔を押さえて床をのた打ち回っているのはマルガレータだ。

　エレオノーラが闇雲に振り回した細剣が命中したのだ。傷は深いようで、泣き叫び首を振るたびに血が飛び散っている。

　いかにも反応の遅いことだが、両王女の侍女武官がそれぞれの主に抱きつき取り押さえている。しかも腰が引けていて、二つの色をもってする悲痛の絶叫を止めようもない。エレオノーラは心の痛みを、マルガレータは体の痛みを、それぞれ世界も裂けよとばかりに訴えているのだ。

　少年は静かにそれを見ていた。ベックと目が合うなり、幽界の青紫色に発光するかのようなその両眼を細め、小さく横に首を振ってみせた。苦笑しているのだ。少年の目にはその程度のこととしてしか映らないのだ、この凄惨な有り様が。

　この場に集った誰もがその魂を凍えさせていた。

　事実、あちらこちらで糸が切れたように倒れる者が現れていて、呻きつつ蹲る者はそれより多く、残る大多数も顔面に血を通わせることを忘れ立ち尽くしている。ヨロヨロと動き出す者もいるが、事態の収拾を図らんとしたところで、王女の身分が踏み込んだ対応を妨げているようだ。

　ごく少数、かかる状況においても毅然として動く者たちがいる。ベックは彼らをこそ見極めなければならないと理解していた。次の十年の鍵となり、大陸の未来に強く影響するに違いない者たちだ。

「医官を呼べ！　マルガレータ様だけではない！　エレオノーラ様にもだ！」

　率先して動いているのはユリハルシラ侯だ。かかる事態においても揺るぎない在り様はいかにも貴族の長たる態度で、ベックの見たところ、近年の塞いだ様子から脱却して往年の迫力を取り戻したような印象もある。

　その理由に思い当たる節があるから、ベックは腹の底に冷たいものを覚えた。

　他の四し侯こう六ろく伯はくはと見てみれば、やはり年嵩のいった者を中心に無様を免れている。

　マルヤランタ侯、アハマニエミ侯という怪老二人については動じるわけもないし、その二人に次ぐ年齢のパルヴィラ伯も手に持った焼き菓子を啄ついばむことをやめたのみだ。それについてはそもそも現時点で未だ取り皿を手にしていることにベックは目を見張る。

　かつての戦乱で父を亡くしたロンカイネン侯は、壮年の身の上としては踏み止まっているものの、他の侯爵と比べたならばいかにも頼りない。

　比較対象が悪いか……ベックは思考を転じて、同年代であるエテラマキ伯を観察した。動じていない。しかしそれは鈍さであるのかもしれない。自ら動くことを滅多にしないというその男は、今も狂乱の風景を他人事のようにして些いささかの乱れもないようだ。

　新顔の伯爵としてのペテリウス伯、カリサルミ伯はといえば、どちらもが蒼白に立ち尽くす多勢の内の一人と化している。ベックはそれを無理もないと思う。

　この日この時、美しい王女から剣を当てられ、栄誉栄光の一時を体験した二人である。同じ王女がかくも狂乱し、同じ剣があってはならない惨事を起こして取り上げられたのだから、爵位の重責を担ったばかりの青年らに不動心を求めるのは酷だろう。

　四侯六伯の残る二人、サルマント伯とヘルレヴィ伯についてはとても仲睦まじい様子である。口から泡を吹く鼠ねずみのようなヘルレヴィ伯をば、背から〝鬣タテガミ獣ケモノ〟のようなサルマント伯が呆れ顔で支えているのだ。

　ベックはそこにいたはずのもう一人を探した。これほどの惨事を想定していたかは知れないが、少なくともエレオノーラが激昂すること、場が混乱することについては承知していたはずの男を。

　いた。青い飾り布を揺らせて、第三王女親衛団の団長を務めるその男は少年の側近くに侍はべっている。パウリーナの侍女武官が主を護るように前へ立つのに対して、男は自然体で少年のやや後方へ立つ。その目は油断なく周囲の様子を窺うかがっているが、頰ほおには興奮の色があるし、口元に浮かぶのは見間違うこともなく笑みだ。男は式典の乱れる様を楽しんでいる。

　そうであろうとも、とベックもまた口元を歪めた。胸中に込み上げる不愉快があった。叫び出したいほどの激情が渦巻いていた。言葉が次から次へ生まれては口をついて出ようとし、それを止めることに努力を要した。

　そうであろうとも。さぞかし楽しかろうよ。お前はそこにいて、私はここにいる。お前の前には彼がいてその威力を発揮しており、お前はそれに従って共に世界へ影響していくことを許されている。素晴らしい風景が見えていよう。漲みなぎる力を体感していよう。充実していよう。何とも愉快であろうな！

　ベックは思わず強く一歩を踏み出していて、それが大きな音を立てたものだから、俄にわかに衆目を集めることとなった。今や二人の王女はどちらも退出して人々のどよめきがあるばかりだった。三人目の王女と少年は超然と成り行きを見守るのみでこの場の雰囲気に迎合する気配などない。

　大多数が事態の異様に吞まれて次の行動を図りかねていたところへ、ベックは図らずも自己主張してしまったのである。

　幾つもの顔がそれぞれの速度でベックへと振り向く。鋭く、ギョッとして、悠然と、のろのろと。そしてそれぞれの表情でベックを見る。怯えて、警戒して、訝しげに、面白げに。誰もがベックの次を観察している。東方司教が動き出すことを待っている。

　彼も見ていた。

　何人も揺るがし難い巨大を華奢な体軀に秘めて、黒髪に薫らせるは死の陰影、赤布に思わせるは罪の火炎、双そう眸ぼうに青とも紫とも定かならぬ妖光を灯す姿は……〝魔人〟だ。ベックは真の魔人というものを見たことがないが、少年の在り様たるや、かつて魔人として死んでいった男よりも遥かにそれらしい。

　ベックは知る。人の才の抜群として誰よりも凄まじかった男を。火か刑けいに処された男を。

　ベックは知る。人に非ざる霊威を身にまとって強大だった男を。勇者と呼ばれた男を。

　その少年は万人を睥睨している。血脈の貴賎や兵法軍略の強弱巧拙をもって人の世の上位にあることを自認する者たちをば、ただの雑踏の一括りにして迷うところもない。

　その少年は……マルコという名の彼は、勇者の霊験にも似た何かを感じさせつつ、炎に殺された英雄の如くしてそこに存在している。

　呼吸している。ベックを見ている。

　しかも笑むのか。上弦三日月の曲線を描く恐ろしい唇が、裂けて、音を発せずに言葉を紡いだ。

　ベックはそれを読んだ。

　いいよ、と言ったようだった。

　少年は僅かに顎を引いて頷きさえした。何かを許可しているようだった。それは挑発なのか命令なのか、あるいは慈じ悲ひなのか冷酷なのか。

　もう、ベックは動くよりない。

　返事の代わりに大げさな表情を作ってみせた。頰ほおの肉を持ち上げ、眉を捻じ曲げ、渾身の力でもって己に滑稽を体現したのだ。道化じみた驚愕の顔である。その意味するところは宣戦布告だ。

　たとえ望まぬ役割であれ、事ここまでに至ったならば、もはや最後までやり遂げる他に生き方も死に方もありはしないのだ。いずれ避けられぬ対決であるならば、ここは攻め込まなければならない場面だ。これ以上の失望を買うわけにはいかない。

　ベックは唾をゴクリと飲み込んだ。震える身に息を吸い入れ、吠える。

「おお！　何と痛ましいことが起きたものか！　どうしてこのようなことが！」

　大声を上げつつ両腕を広げて悲嘆を表すと、果たして追従の顔が幾つも幾つも広がっていった。その場に漂う感情を拾い上げることはベックの得意とするところである。それを増幅し、導くこともまた。

「エレオノーラ王女殿下はその御心を乱し、マルガレータ王女殿下は不幸な不幸な事故に見舞われてしまった！　王国の中枢たる王都のここで、貴い身分でもって国政を担う皆々様の前で、何という恐ろしいことが起きてしまったものだろう！」

　この混乱はかくの如しと断言し、定義付けていく。人は不安を忌避するからこれに飛びつく。多数派の安全の中に逃げ込むのだ。

　ベックは己の舌が動かすほどに潤い、速くなっていくことに気付いた。その力の源は腹に据えかねる何かで、今自分は大声を出したいだけなのかもしれない……そうも思った。

「しかし私は知っている！　かかる悲劇を招いた原因のあることを！」

　指差すことはせず、まるで主賓を紹介するように身振りして、ベックは少年へと衆目の焦点を放りやった。束ねられた多勢の意識には非難の色が加味されている。疑問ではぬるい。少年の笑みは微み塵じんも揺らがないが、それでもベックは全力を尽くすのみだ。

「敢えて家名は口にすまい……マルコよ！　何の権利あってか上座に立ち続ける者よ！　まずはこれを問おう！　汝は何を思ってその家名を選び取ったのか！　汝の前にそれを名乗った者が何者であったか、王国の民の鑑かがみとも謳うたわれた汝が知らぬわけもあるまい！　帝国皇帝を前にして〝聖炎の祝祭〟を論じた汝が知らぬでは通らんところであるぞ！」

　踏み込んだ発言だった。教会は王国の政治について積極的に意見する権利を持つわけではない。曲がりなりにも貴族として承認を受けた少年に対して、ベックは今、その正統性を問うている。一人の貴族を衆目の中で糾弾しようとしているのだ。

　その返答は思わぬところからやってきた。

「王国貴族の名誉を傷つけること、断じて許し難し！」

　ユリハルシラ侯である。王国貴族の筆頭たる者が、老いを感じさせない迫力でもって、ベックと少年との間に割って入ってきたのだ。ベックはそこに往年の大将軍の在り様を見た。

「ハハト家は由緒ある貴族である。王国の歴史に多くの軍功を記録されておるものぞ。その中にはサロモンという当主の名もあるが、その者がどのような末路を迎えたとしても軍功が帳消しになるものではない！　ましてや、御坊が執り行った火刑とはハハト家の当主を裁いたものではないぞ！　家名は返上されていたではないか！」

　口ぶりが生き生きとしていた。態度に自信と充実とがあった。

　ベックは己の腹中にいよいよ盛んになる衝動を覚えた。

　お前もか。クラウスよ、お前もなのかと。反論するその舌鋒も激しさを増していく。

「これはこれは、ユリハルシラ侯爵閣下ともあろう御方が、異なことを仰いますな！　ハハトの家名が王国にとって忌むべきものとなったことは確かでありましょう？　名誉とは不変不動のものではなく、間断なく時代に審査されて価値を定められるもの。かつての戦乱とはまさに名誉を試すものでありましたなあ！　勇者と共に在って英雄となったハッキネン家然り、護国の御大将として名実共に貴族の筆頭となったユリハルシラ家然り……魔人が名乗ったことにより貶められたハハト家もまた然り！」

　言葉で斬りつけたならば、やはり言葉で斬りかかられる。それは戦いであるから、ベックとユリハルシラ侯の間に人は絶え、誰もが遠巻きにして観戦する構えのようだった。気付けば両者の間の距離は縮まっている。

「無礼者め！　いかな教会とて王国貴族の名誉を審査する権利などあるわけもないぞ！　全ては王権の定めるところであり、王はかつても今もハハト家についてそれを貶める発言をなされたことなどないわ！」

「王権？　王権を口にするのならば、侯爵閣下、まさにその代行者たるエレオノーラ王女殿下こそが魔人糾弾の代表者であらせられる！　その王女殿下が不快に思う家名がどうして名誉を保っていると言うのやら！　はっはっは！」

「つくづく不ふ遜そんを吐く！　この場におられぬ王女殿下の御心を、どうして今、御坊が代弁する権利を有するというのか！　勇者伝説にかこつけて全てを寓話の世界に引きずり込むことなど許し難い暴挙である！　領分を越えた発言を猛省あるべし！」

「勇者伝説を寓話と仰ったか！　エレオノーラ王女殿下がおられぬからと言って！」

「軍略による火計を龍の火炎などと飾り立てることのいちいちに、余人は知らず、このクラウス・ユリハルシラがいつまでも追従するとは思わぬことだ！　つきあいきれぬと言っている!!」

　ユリハルシラ侯の雷撃のような一喝が為された。とてつもない発言だった。

　謁見の間には咳一つ生じない静寂が生まれ、誰もがそれを破らない。

　ベックもまた衝撃を感じずにはいられなかった。ワナワナと湧き起こり体を震わせるものは感動か、あるいは憤怒か。

　ベックは言葉を発しようとして、口が窮屈で動かし難いことに違和を覚えた。肉のついた頰ほおに触れる。歪んでいた。この上なく、この十数年で一度としてなかったほどに、ベックは笑顔になっていたのだ。

　視界が広いことにも気付いた。今、自分はどれほどに目を見開いているものか……ベックは鼻息も荒くそれも手で確かめ、そして堪らずに哄こう笑しょうした。大声で、全身の肉をユサユサとして、大笑いした。

　見る。遂にそれを言ってしまった旧知の男をば、ベックは見る。クラウス・ユリハルシラを見る。かつての戦乱における王国軍の良識であり、宿将であり、政治的事情を知りつつもあの男を火刑台へと送り出した男を見る。雄々しい。その後背にいる少年は見えない。

　二歩、三歩とベックは進んだ。叫ばずとも声の届く距離へと歩み寄るのだ。もはや遠慮はいらない。ベックはこれまでの健闘を称えて握手でもしたい気分にかられていた。忌まわしき聖炎の祝祭よりの十数年を、火刑後の世界を生き、立場こそ違えど互いに歯嚙みしつつ働いてきた仲だった。暗黙の内に築いてきた協力関係があった。抱える苦悶は共通するもののはずだった。

　三歩の距離にまで寄って、ベックはユリハルシラ侯と対峙した。視線に感情が乗るのなら、さぞかし高熱が吹き荒れ火花が散るだろうと思われた。表情は異なる。しかし互いに嵐を抱えていると知れた。

　憎み合いがそこに在った。

「随分と楽しそうに吠えるではないか。後ろめたさはどこへ行った、クラウス・ユリハルシラ」

「貴様こそ、己が堕ちてはいかんところにまで堕ちたことを恥じよ。ヨアキム・ベック」

　周囲に聞こえるか否かという、そんな音量で言葉が行き交った。

　それは決別の挨拶だ。もはやこの後は互いを思いやることなどなく、互いの死を願い、その屍を踏み越えた先にしか望む未来など訪れないものと思い定めて……そのことを伝え合ったのだ。

「祈りを捧げたばかりの新たな伝説を蔑ろにする今しがたの発言、教会としては許すわけにはいきませんぞ、侯爵閣下」

　ベックは大きく身振りして、息も絶え絶えな面々を見渡してやった。誰もが見えざる権威の矛先を恐れて仰け反り、後ろに下がりもして、ベックの意のままに人の波がうねった。

　視線を戻したならば、そこには威厳をすら感じさせるユリハルシラ侯の立ち姿がある。応戦の言葉が更なる衝撃を生む。

「諸卿、聞くべし！」

　もはや並の者では威儀を正すこともできぬ中で、それを叱咤するように声を上げたユリハルシラ侯は、続く言葉をもってしてアスリア王国内乱の第一歩を踏み出すのだ。

「私、クラウス・ユリハルシラは四侯六伯の長たる権限により、ここにパウリーナ王女殿下の王位継承権第一位への昇格を発議するものである！」

　そこまでの覚悟であるならば、こちらも相応に対するのみ……ベックは冷徹にそう思うばかりだ。謁見の間に吹き荒れる有象無象の感情を聞き分ける。分析する。計算する。今やこの場は内乱の勢力図を定める分水嶺と化した。瞬まばたき一つの油断も許されない。

　戦いは、始まったのである。





◆第六十五話　対岸の火と空嘯くも許さず




「諸卿に問いたい！　ここに我々が戦勝の式典を開き集うたは何故かと！　河が龍と化して火を吹いたからか？　馬鹿馬鹿しい、否だ！　王国軍がその栄光を打ち立てたからか？　悲しいかな、否であるぞ！」

　ユリハルシラ侯が熱弁を振るう様は猛烈だ。かつても今も国家の重鎮として多大な影響力を発揮してきた男の本気がそこにある。

　ああ……この日この場に立てることの喜びよ。

　アクセリ・アーネルはこみ上げる楽しさに唇の端が下がらない。

　帝国との大戦が決着してもなお時代は冷めゆく気配もない。より熱くなっていくばかりだ。

　延焼という言葉を思う。東龍河において点火し行イク禍マガ原ハラに燃え上がった炎が、今、未だ鈍重なままでいる王侯貴族を焼き尽くさんとしている……堪らなく愉快な光景だ。

「エベリア帝国皇帝が昇り龍の大旗を掲げて行禍原を越えてきた……そのことが既にして敗北であるとわからぬ者は自らの不明を恥じよ！　失われた十二万将兵を思え！　踏みにじられた北部領を思え！　そして何よりも、その侵攻速度の凄まじさを思い返すがいい！　彼らが過ちから学び、我らが過ちを犯した結果として、アスリア王国はかつてを上回る危機に見舞われたのだ！」

　その言葉は峻厳な響きを持っていた。式典の初めには考えられなかったものだ。熟し過ぎた果実を思わせる甘く腑抜けた香りは雲うん散さん霧む消しょうして、謁見の間には死地にも似た空気が立ち込めている。

　やはり、こうでなくては。あの旗が世に掲げられたのだ。どうしてそれを他人事に見る者を残すだろうか。怠惰な平穏などを許すだろうか。

　一人の貴族の姿が目に付いた。伯爵位を示す黒外がい套とうを羽織るその偉丈夫はレオ・サルマントだ。目を爛らん々らんとさせてユリハルシラ侯の演説に聞き入っている。

　さもあらん、彼は此度の戦争で九死に一生を得た身である。前線砦が落とされ無傷の帝国軍十万余りが王国領へと侵入してきた時、サルマント伯爵領とペテリウス伯爵領には絶望しかなかっただろう。対抗できるだけの戦力がないばかりか、篭城したとて援軍を期待できなかったのだから。

　王国軍十二万は行禍原の向こう側で大敗し、後備の三万もまた行禍原の半ばで蹴散らされて……それでも領都での篭城を選択した両伯爵の心境はいかなものであったか。

　アクセリは推察する。ユリハルシラ侯に国防の秘策を期待したのだろうと。

　両領都に篭ったそれぞれ一万将兵は、勝利のためではなく、栄光を求めてでもなく、ただ護国のためにこそ死んでいったに違いない。兵としての見事がそこにある。

　そしてその期待は応えられた。サルマント伯がユリハルシラ侯に与するのは当然である。

「帝国軍を追い払ったとて失地を挽回したに過ぎん！　そしてそれを成したものがどうして神の奇跡であろうか！　奇跡とは我らが物を知らぬことや恥を知らぬことを隠すための詭弁ではなかろう！　現実と向き合うべし！　かつても今も王国の窮地を救ったのは人の力の成果であるぞ!!」

　物凄まじい発言だった。言葉の雷撃がこの場に集う全ての人間を打ち、痺れさせ、それを聞く前の世界に生きることを禁じたのである。

　誰もが息を吞む中、一人、賛同の雄叫びを上げた者がいた。やはりかそれはサルマント伯だ。

　集まる視線はその数で彼を威圧することはない。怯え戸惑った者たちでは、いかなる手段をもってしても生粋の将軍である彼を怯ませることなどできはしないのだ。

　それでいてサルマント伯は何も語らない。無言のままに周囲を睨みつけ、威圧している。

　すわ、ここは戦場か。

　アクセリは知らず身じろぎしていた。殺気、あるいは戦気とでも言うべきものが吹きつけてくるからだ。惰弱を屠り怠惰を滅ぼす戦場の風……なるほどサルマント伯は歴戦の勇である。ユリハルシラ侯を守勢の傑けつ物ぶつと見るならば彼は攻勢のそれか。

　卒倒する者が散見された。さもあらんとアクセリは思う。

　露骨に不快を示す者もいる。ござんなれとアクセリは思う。

　もはやこの謁見の間は戦場と成り果てている。雑魚は蹴散らされ、強者は良き敵を求めるのだ。

　サルマント伯が靴音も高らかに歩き出した。ベック司教を一瞥して礼の一つも為さず、ただ玉座への礼を為してから、ユリハルシラ侯の前へと至った。護国の大将軍たる眼光に対して力強く頷いてみせ、その傍かたわらに立った。そして演説が再開される。

「今、十万余の侵攻軍に立ち向かった前線領将兵の勇気と献身をこそ讃たたえるべし！　大軍を水上に火計をもって沈めた計略も、その後の決戦も、全ては彼らが示した英雄的抗戦があって初めて成し得た戦果である！　もしも奇跡が彼らの犠牲を必要とするものだというのならば、やはり祈る相手が間違っていよう！　支払われた血と魂とに真摯に向き合わずして何を祈るのか！」

　また靴音が鳴った。新ペテリウス伯である。どこか血の気の足りていない顔色でありながら、優男と言ってもいいその目元に決意の光を漲みなぎらせて、熱弁の源へと合流した。

　前線二領の領主がその旗幟を明らかにした。

　その意味を知るから、アクセリは高揚も隠さずに笑みを深くした。

「かつての戦争もまた然り！　勇者は確かに現れて、王国のために戦い、果てた。私はそれを否定するつもりはない。彼は奇跡であったのかもしれない。彼と聖杯騎士団とが王国の危機を助けたことは間違いのないところだ。しかし、帝国軍の主力を掃滅して王国を救ったのが彼ではないこともまた確かである！　勇者の戦功は否定しない！　だがそれが全てではなく、戦功の第一位でもない！　一人と一軍をもってして全てを覆せるほどに、我らの生きる現実は簡単ではないのだ!!」

　アクセリは時代が激動する音を聞く思いであった。

　理不尽に命を奪われ、今日この時まで全てを辱められてきた男が、ユリハルシラ侯の発言によって暗にその名誉を回復されようとしている。明言はすまい。すれば当時の軍部および王族批判となることを避けられないのだから。

　サロモン・ハハト。第一王女エレオノーラに懸け想そうし勇者を謀殺したとされるその男は、魔人として火か刑けいに処され、今も邪悪の権化として大衆に忌み嫌われている。

　しかし少しでも見る目のある軍人ならば、彼の軍功を知らずにはいられない。そのとてつもない戦果がなくば勇者の登場を待たずして王国は滅んでいたに違いない。

　サロモンは英雄だった。救国の、である。ユリハルシラ侯の言はそれを示唆していた。

　かつて王国と教会が大陸の東側に存在する権威の全てをもって断罪し処刑した男を、今、王国の四し侯こう六ろく伯はくの長が再評価したのだ。東方司教の言を否定する形をもってして。

　そして……と、アクセリは視線を転じた。いや、戻したと言うべきか。

　マルコがいる。ユリハルシラ侯によって次代の王位に据えられんとする王女の側に、静かに佇んでいる。まるで平野を見下ろし聳える巨山の如し。しかもその山は盛んに燃えているのだ。

　仰ぎ見るがいい。猛熱を発するその威容を。知れ。もはや逃げ場などないということを。

　この炎の時代を生き抜くために、各々、命を燃やし尽くすべし。

　アクセリは詠いたくなった。先ほどから沸き起こる詩想が胸にむず痒い。即興でも朗々と吟じる自信があるし、この場に相応しい主題を確信している。

　マルコとサロモン。ハハト姓を得た新旧の英雄をば、今こそ、世に誇らかに並び称するのだ。

　突然の思い付きではない。アクセリは以前から両名に共通する性質を感じていた。運命に作用し、万能の効果を発揮する特別な力……時代をどよもす影響力をである。

　それはアクセリだけが得た着想ではない。先の行禍原決戦にて戦列を共にした者たちの中には、更に進んで、マルコとサロモンを同一視する者までいた。サルマント領軍の一部兵士……かつてサロモン軍に所属していたという男たちである。

　彼らは涙を流し、感動に打ち震えていた。そして口々に言っていた。『サロモン軍が蘇った。あの火色の旗こそハハト将軍の戦旗に違いない』と。

「我々は国家としての責任を果たし、強く自立せねばならん！　人の力を束ねて実の世界をより盛んにしてゆかねばならん！　そのためにこそ、私はパウリーナ王女殿下に次代の王位を望み、それを発議するものである!!」

　さても、ユリハルシラ侯がその主張を嵐のような威力でもって放ち終えた。王国貴族の名誉を謳うたうことを皮切りにして、守護龍伝説と勇者伝説とを諸共に批判し、教会への依存を否定した。

　それは暗にエレオノーラが王として不適格であることを訴えたに等しいが、彼女の異常性をああも見せ付けられた今となってはむしろ自明の理として各々の胸に宿っていたものかもしれない。

　一方で、第三王女パウリーナの王としての優位性は強まったと言える。

　国家の重鎮ユリハルシラ侯が教会の国政へ影響することを嫌うのならば、三人の王女の内で最も教会と縁遠いのはパウリーナである。擁立する理ことわりが示された形だ。アクセリはしかし、そんな理などあくまでも補強に過ぎないと見た。

　今、この謁見の間に、王位継承権の上位者として在るのはパウリーナのみである。

　未だ第二王女マルガレータの散らした血の残るその上座にあって、パウリーナただ一人が臣下全てを見渡しており、その側にはマルコの姿がある。

　若き彼は、エレオノーラが聖なる剣をもって特別であることを許そうとしたところを無視し通り過ぎて、パウリーナの剣によって許されることを欲した。彼の肩に触れたその剣が聖別されていないことは有名である。これはユリハルシラ侯の主張に即している。

　顧みれば、今や大陸に知らぬものとていない精兵たる第三王女親衛団も、火撃の騎兵隊も、どちらもその発足において教会の祝福を受けていないのだ。

　アクセリは察している。それが偶然ではないと。全てがマルコの企図したことなのだと。

　ユリハルシラ侯より手配され掲げた火の色の戦旗……行禍原決戦において帝国軍を打ち払った旗であるそれは、未だ標的を失っていない。

　さもあれ、あれこそは火刑戦旗。

　マルコの征く道に立ち塞がる全てを焼き尽くすまで、決して下ろされることはない。

　既にして帝国皇帝を倒し、エレオノーラを退け、マルガレータすらも刃の犠牲にした。

　行く行くは教会をも滅ぼすだろう。パウリーナを旗はた頭がしらとした以上、対決姿勢は明白である。

　戦力も拡充していくではないか。龍将軍として直率する火撃の騎兵団、アクセリが団長を務める第三王女親衛団、ユリハルシラ侯とその精強なる領軍および剣角騎士団、更にはサルマント伯と新ペテリウス伯をも戦場に練られた領軍と共に傘下へ迎え入れた。

　アクセリは確信する。表彰式典はそのための宣戦布告の場と化したと。

　もう誰にも止められない。後は誰もが戦の火嵐の中で試されるばかりだ。既存に甘んじ怠惰を改めない者は生き残れまい。才の大小や優劣にかかわらず、己を磨かない者もまた死に絶えよう。

　アスリア王国は革新されるのだ。

　戦場に命を懸けた者からすればおよそ受け入れ難い酔夢が奇妙に持て囃はやされる社会からもっとマシな社会へ……後の世のために死んでいった者たちを誇りとし、彼らに誇れるような社会へ……まさに実の世界を盛んにすることが宣言されたのだから。

「ほぅ、さすがは」

　一人の大貴族の去就を見て、アクセリは思わず独りごちた。

　瘦せぎすでどこかげっ歯類を思わせる風貌の初老の男……かつての上司マティアス・ヘルレヴィ伯爵は、一連の騒ぎの中で失神でもしたと思いきや、サルマント伯と並び立ってユリハルシラ侯を支持する構えをとった。

　ヘルレヴィ伯は大人物ではない。アクセリを左遷させたこともあれば、ダニエル・ハッキネンに辛く当たったこともある。パウリーナを暗殺する動きを察知することもできなかったし、マルコの策にかかって第三王女親衛団の設立にも利用された。前線将兵からも嫌われている。

　しかし、アクセリは知る。問題多きこの大貴族が愛すべき人物であることを。

　誤解されることも多いが、ヘルレヴィ伯とは実のところ滅私奉公の人なのだ。人使いは荒いが命じた誰よりも過酷に働いているし、融通のきかない性格も職務への情熱と不器用な生真面目さを原因としている。前線兵には吝りん嗇しょく家と揶や揄ゆされるも、私的な蓄財になどまるで興味もない。

　確かにヘルレヴィ伯は戦場を知らない。兵を率いて戦うことはできない。しかし兵站の重要性を理解している。だからこそ国王に信頼され、兵站重要地域を任されたのだ。

　そんな彼がユリハルシラ侯に味方することを決断した。

　次の戦争における国庫の収支を彼なりに勘定し、より国益に適う側を見定めたということだ。

「……同数か。やはり」

　アクセリは吐息して昂りを抑えた。目前には王国の縮図とでも言うべき風景がある。

　ユリハルシラ侯の発議を受けて動き出したのは北部の貴族ばかりではない。ベック司教の側にも四人の大貴族が集い立った。侯爵が一人に伯爵が三人というのもまったくの同じである。

　南の怪老とも呼ばれるウンタモ・アハマニエミ侯爵が、その老齢と白髪には不釣合いとも映る大柄な体格でもって立っている。威風堂々たる在り様だ。

　その傍かたわらには逆に小柄に過ぎる老人ニコデムス・パルヴィラ伯爵がいて、この期に及んでも小皿から何かをちまちまと食べることをやめない。

　ずんぐりとしたエンシオ・エテラマキ伯爵は、どこを見ているとも知れない眠たげな顔をして直立している。若きセヴェリ・カリサルミ伯爵は緊張の中にも不敵な笑みを浮かべている。

　つまるところが、北部勢力と南部勢力の軋轢が露になった形だ。

　サルマント、ペテリウス、ヘルレヴィの三伯爵領は北部であり、即ち行禍原に近く軍事的な色合いが強い。かつても今も戦禍を被っており、大氷原に近く冷害にも晒さらされる土地だ。厳しい現実を生きており、そのためか教会の語る幻想に対して冷ややかな距離感を持つ者も多い。

　パルヴィラ、エテラマキ、カリサルミの三伯爵領は南部であり、即ち前線に遠く産業の活発な地域である。かつても今も戦禍を被ることなどなく、聖杯島にも近いため教会の施設も多い。文化的である一方で軍事に疎く、北部に助成される国庫支出を苦々しく思ってきた歴史がある。

　北部と南部は意識の差異が大きい。二つの戦争はそれを助長し、両者の和解を遠ざけた。共通の敵である帝国の脅威が去った以上、こうなることは時間の問題だったのかもしれない。

　ところで、南北どちらにも与せず事態を見守っている大貴族が二人いる。

　一人は老人で、アドルフ・マルヤランタ侯爵だ。王都北面に位置する領地は裕福かつ派手さのある土地柄で、そこな領主は多芸多情にして〝北の怪老〟などと呼ばれている。今も年甲斐もない淫蕩さを漂わせて笑んでいる。

　もう一人は落ち着いた印象の男で、ヨハンネス・ロンカイネン侯爵だ。王都東面に位置する領地は南北どちらの勢力も影響力を発揮しにくい。王家の血筋に最も近い家柄であり、領内に歴代の王墓を抱えそれを護る役割を担っているからだ。

「拝聴し、考えた。その上で発言する。私は賛同しかねる」

　アハマニエミ侯が重々しく言葉を発した。それは一つの決着であり、開戦の合意である。

　ここにアスリア王国四侯六伯は対立構造をはっきりとさせることとなった。

　第三王女パウリーナを擁立し、ユリハルシラ侯を筆頭とする北部勢力四領。それに反対し教会勢力を味方につけた形の、アハマニエミ侯を筆頭とする南部勢力四領。そして中立の立場をとる構えの二侯爵領。その他諸々の貴族はそれに追従する。北部は北部に、南部は南部にと。

　アクセリは笑む。不安はない。心は高揚感に満ち満ちている。だから熱く呟つぶやいた。

「全ては我が王の企図するまま……熱烈に戦うことで急激に変わる……その先へ至るために」

　前を見ればマルコが妖しく微笑んでいる。その傍にはパウリーナがいて、無感動に貴族たちを見渡している。時代に革新をもたらす象徴としてこの二人以上があるだろうか。

　表彰式典はかかる次第をもってして閉幕する。

　それは、アスリア王国内乱の時代の幕開けであった。





◆第六十六話　冷たき月下、火が撃つは妄りなる者




　後世、大陸南部の歴史を繙ひもとくその時に、誰しもが突き当たる一つの謎がある。

　マルコ・ハハトとは何者か。

　献身的な愛国者だという説がある一方で、大戦争を企くわだてた破滅主義者だという説もある。敬虔で勇敢な英雄と見なされる一方で、冷酷で悪辣な背教者という指摘もある。絵物語の題材にされることもしばしばで、〝勇者〟や〝白狼君〟に類似した扱いとなることが多い。

　そもそも、実在した人間なのだろうか。

　とある歴史家が投げかけた疑問は、学会の紛糾を招き、混乱の果てに一つの新説へと結論した。

　マルコ・ハハトとは、王姉に魔女を生じさせてしまった王国が権威の強化と正統性の証明を図って創作した可能性が高い、という学説である。

　王国中興の祖である女王パウリーナにのみ忠誠を誓っていたとされる点も、その説の説得力を補強している。年齢が近かったとされる点も然りだ。

　まるで神が遣わしたかのような英雄が女王を認め仕えている……そういう印象を持たせることで、革命的かつ強権的な政治を行いやすくしたのではないか。そこまでしないでは、大寒波により存亡の危機にあった国家を運営できなかったのではないか。

　歴史の真実や、いかに。それを探るためにもマルコ・ハハトの経歴を辿ろう。




　彼はアスリア王国北東辺境の村に生まれ、当時は第三王女であった女王の危急を救ったことにより王国史に初登場する。恩賞を求めない忠烈と危険を顧みない勇気とを発揮し、折しも発足した第三王女親衛団へと入団した。

　以後、彼は武勲を重ねる。

　勃発した対帝国戦争においては軽騎兵隊の隊員として幾度も戦闘に参加した。槍をよく使ったという。終いには行イク禍マガ原ハラを横断して帝国軍前線砦へと突入し、〝火撃〟の武名を得る一人となった。

　帝国軍が王国領へと侵攻した際には河上大火計作戦に参加して戦い、その後の追撃戦においては帝国軍の軍略家ドナルド・コレトスを討ち取った。

　そして決戦……彼は特別の戦旗を手に口上を述べて帝国皇帝を圧倒、帝国軍を全面敗走へと追い込んだ。その奮闘たるや決着後に意識不明となるほどであったと伝えられている。

　そして第一戦功者として表彰式典へと臨んだ。そこで彼は貴族としての家名および爵位と、龍将軍という特別の将軍位、そして火撃の騎兵団団長という役職を得た。英雄の誕生である。

　ここで歴史は更なる急転を見せる。

　論功行賞を巡って四し侯こう六ろく伯はくの長クラウス・ユリハルシラと東方司教ヨアキム・ベックが突如として対立、それは一気に王国を南北に分かつ内戦へと発展した。王国内乱期の幕開けである。

　当然ながら、マルコ・ハハトは女王の即位を支持する北部側に味方した。

　事前協定のもとに戦われた弓張原会戦……両軍の総指揮官の言葉が残っている。

　北軍クラウス・ユリハルシラ曰いわく。

「我らが王はパウリーナ様である！　誇り高きアスリア王国を蝕みし退廃惰弱の酩めい酊ていから目を覚まし、今再びの勇気を取り戻すために、新しき歴史を刻みゆくために、我らはパウリーナ様を奉ほう戴たいしなければならない！　来し方に果てし者に、行く末に生まれる者に、強く気高い今を示すのだ！　そもエレオノーラ様がお臥せりになりマルガレータ様が王位継承を辞退した今、王位の正統はまさにパウリーナ様にある！　異を唱えるの不ふ遜そんを知るべし！」

　それに対して南軍ウンタモ・アハマニエミ曰く。

「我らが王はクリスティアン様である。長き伝統のアスリア王国を徒に乱す者たちへ告ぐ。戦火の熱病から健全に立ち返るべし。正統とは順序を弁わきまえ粛々と営まれ連綿と続くをもって正統と言う。勇者と共にあったエレオノーラ様こそが王国の歴史を体現している。臣下の忘恩により御心を乱されることもまた国の乱れの体現。秩序の回復はエレオノーラ様の長子たるクリスティアン様の即位によってのみ果たされると知るべし」

　両軍合わせて十万にも届こうかというその戦いにおいて、マルコ・ハハトは軍略家としての卓越した働きを示した。サルマント伯爵家に伝わる文書に彼の言葉とされる文言が残っている。

「南部の民を精兵に鍛えるために三年では足りません。南北の物流を断ちましたから良馬も軍資金も揃いません。協定により国軍からの引き抜きも傭兵の雇い入れも禁じられていますから、優秀な士官も数を欠くでしょう。一方で我々は精兵、良馬、優秀な士官とを擁します。この差が最も顕著となるよう戦いましょう」

　その解答が〝飛鳥の陣〟だ。彼の率いる火撃の騎兵団は戦場を高速で迂回、迎撃に出てきた南軍軽騎兵隊を一撃で撃破、そのまま南軍の後背へ展開して戦いを決定づけた。軽騎兵運用の極みとして戦術史にも名を残す大戦果である。

　マルヤランタ侯爵家に伝わる文書にも、彼のものとおぼしき文言が残っている。

「会戦における南部の軍勢……あれは酷いものでした。討つまでもなく多くが崩れました。僕はそれを兵権を有する者の無能とだけ断ずる気になれません。民であれば犠牲者という理屈には畜舎の糞尿の臭いがします。彼らは知るべきです。龍は南部を無条件に寿ぐ存在にあらず。それの吹く炎とやらは、今、南部の怠たい慢まんを焼こうとしているのだと」

　北軍の圧倒的勝利に終わっても、しかし内乱は終わらなかった。

　第二王女マルガレータ率いる騎兵団が協定を違反してユリハルシラ侯爵領の村々を襲ったからだ。自国民を虐殺するという暴挙は悪名高き彼女の本領といえよう。

　さて、このマルガレータであるが、マルコ・ハハトの謎を解明するための鍵でもある。

　それというのも、彼女は王国内乱期から聖王戦争終盤までの流れを作る主要な人物であるばかりでなく、マルコ・ハハトの伝説と表裏をなすかのような形で多くの逸話を残しているからだ。

　彼女は魔女だ。それゆえに多くの忌まわしい犯行を重ねている。

　一つに、国王の暗殺だ。長期間にわたり遅延性の毒を用い続けて実の父を殺めたのである。

　一つに、ウンタモ・アハマニエミの殺害だ。北部との講和に向けた動きを潰したのである。

　それらの動機について、パルヴィラ旧伯爵家に伝わる文書には不穏な文言が残された。

「マルガレータ王女を衝き動かしているのって、恐らくは怨恨だね。凄いものだ。以前は移り気で派手好みであった彼女が、たった一つのことに専せん心しんして他の全てを投げ捨ててしまっている。可愛らしい娘の皮が剝けて、中から鬼か魔物の如きものが姿を現したんだ。今の彼女は殺人の刃以外の何物でもないよ。きっと、目的を遂げた後の諸々をまで捨て切ってしまっている」

　かくして混迷を深めるかに見えた南北の騒乱も、北軍の大規模南下作戦により一気に収束する。それもやはりマルコ・ハハトの策であるとされていて、彼の言葉も残っている。

「南部の全域を戦場にします。誰一人として戦を他人事と思わせません。経済封鎖でひびの入った日常に次の一撃を加えるのです。手加減は無用ですよ。それでようやく半分なのですから。そうまでしても南部の温さは人々に夢見ることを許し続けるでしょう。他力をもって願望を叶える酔夢にまどろんでいるでしょう。僕はそれを踏みにじります。何、酔っ払いに冷や水をかけてやるだけのことです。死にはしませんよ」

　辛辣で酷こく薄はくな言い様だ。彼を否定的に見る者たちがよく引用する文言である。

　そしてカリサルミ領都包囲戦。北軍はユリハルシラ領軍四千、ペテリウス領軍八千、そして火撃の騎兵団三千の合計一万五千という兵力でもって領城に篭るカリサルミ領軍五千を攻めた。

　そこへ来援したのはエテラマキ領軍を主しゅとする二万余の軍勢であり、その中にはマルガレータ率いる〝冷月〟の騎兵団三千もいた。領都入りしていた北軍を更に包囲するという軍略だ。

　領都を炎上させる激闘……遂にマルコ・ハハトとマルガレータとの直接対決の機会が訪れる。

　門外へと突破した火撃の騎兵団は、まるで三つ首の蛇の如くに凄まじい軌道を描いて南軍を次々に撃破していったという。後の戦術研究において〝包囲する敵をぐるりと各個撃破していく非常識な駆逐騎行〟と評された恐るべき高速戦闘である。あのサロモン軍との類似も指摘される。

　対決をこの目で見てみたい。多くの研究者が垂涎の的の一つとする戦いだ。

　願えば見られようか。火の色の旗を掲げて望めば、その凄まじさを体感できないだろうか。





　　　　◆◆◆






　夕闇をより赤く染めて、カリサルミ領都が燃えている。

　それを囲う戦陣に黒き戦旗を掲げる一軍を率い、マルガレータは一人の男を思う。初めて見たその時は十四歳の少年であった。今は十八歳か。

「策は破れたようね。かつて魔人が勇者を死なせたように、ここで魔人を殺そうとしたけれど」

「餌が悪かったな。勇者と伯爵とでは似ても似つかん。しかしそれなりの成果はあった」

　マルガレータが発言すると、すぐ隣に控えていたギリーは素っ気なく返してきた。教会から推挙されたこの男は、互いに馬上であると心なしか口数が多くなる。

「あら、貴方の献策でしょう？　あの男の軍を僅かに消耗させただけで満足しているのかしら」

「あの軍を摩耗させ、しかもこの場に逃がさず留め置ける。これは戦果だ。それに、包囲に火計を付け足したのはお前の発案だろう。そのせいで餌がもがくことをやめてしまったのではないか？」

「魔人には火か刑けいでしょう？　それに、火でも着ければカリサルミ伯がもう少し熱心に躍るかと思ったのよ。やっぱり成り上がり者は駄目ね。気骨がないもの」

　溜息を一つ、マルガレータは眼前に迫る一軍へと目を向けた。

　火撃の騎兵団である。あの男の率いる魔の兵力である。

　王国の民とも思われない使い魔のような手勢を騎馬として、掲げる旗は火刑の残り火のような陰湿の赤色。あるいは凄惨の血色か。どちらにせよ、まるで魔境に巣食うという魔物の群れのようではないか。

　世界の全てを呪うが如き剣吞さだ。己ら以外の何もかもを踏み躙って悦に入るが如き狂猛さだ。あの男を頭として動く怪獣の如きものだ。

　討伐しなければならない。

　あれは在ってはならないものだ。既存を壊す。伝統を崩す。世界を乱す。まるでこの世の王のような態度で、その厚顔無恥を発揮して、ありとあらゆる美しきものを汚している。何様のつもりなのかと問うたところで満足な返答など期待できまい。所詮は獣だ。

　マルガレータは唯一のものとなった左目を細めた。領都を燃料とした灯火に照らされて、あの男のいる位置がわかる。あの男の顔が見える。

　マルコ。辺境の村の汚童。忌まわしきハハト姓を名乗る魔人の再来。

　最愛の姉、輝けるエレオノーラを中心として回っていた世界はもう戻らない。狡猾にしておこがましい陰謀によって全てが駄目にされてしまった。台詞もなき端役に過ぎないはずの男が汚らわしい手を伸ばして主演女優を引き倒した。

　それだけでも万死に値しように、今、その男は自らが世界の主役と言わんばかりの態度で顎を上げている。胸を張っている。身を反らせて得意げにしている。

　殺すべし。疾とく殺すべし。

　触れるのも汚らわしいゆえに燃やしてしまおうと思ったものだが、さすがは魔の者、煤に塗れながらも恥ずかしげもなく騎馬を揃えなどしている。笑んでいる。それが見える。許されざることだ。

「ギリー、半分を任せるわ。上手くやりなさい」

「了解した。お前も上手くやることだ」

　マルガレータは軍を千五百騎ずつの二つに分けた。

　これから行われるのは高機動戦闘である。やや数に勝るとはいえ速度に劣れば敗北は必至だ。瞬間的な速度を得るため、状況に応じて小隊規模にまで部隊を細分化することもあろう。マルガレータはそれを実行する技術を有する。血を吐く思いで習得した技術だ。

　しかしそれがあの男に対抗できるほどかと自問したならば、己を過信することなどできようはずもなかった。軽騎兵の指揮を知れば知るほどに、あの男の異常な戦果の意味がわかってくるからだ。

　ギリーの力が必要だ。仮面を被る正体の定かでない男だが、軽騎兵を指揮することにかけては他の追随を許さないほどの練達がある。個人としての馬上戦闘技術も高い。

　実際、模擬戦においてマルガレータはギリーに勝利したことがなかった。全ての技術は彼に教え込まれたものなのだから、当然と言えば当然なのかもしれないが。

　他方、それゆえにギリーはマルガレータの戦術に以心伝心の呼応を示す。預けた千五百騎はマルガレータにとっての最善を機動するだろう。千五百騎に意識を集中することでもって三千騎を自在に操ることとなるのだ。

　軍を二つに分けることはマルガレータにとって最上最強の選択肢である。ギリーを左部隊とし、自らは右部隊を率いた。この二部隊は双頭の龍のように戦うだろう。

　敵もまた動いた。火撃は軍を三つに分けたようだ。

　マルガレータから見て左方にはあの男が率いる部隊があり、それを起点として右方へ部隊を展開している。敵右部隊……あの男の部隊を最前方として、敵中央部隊はやや後方に位置し、敵左部隊は更に後ろに控える。つまりは斜形陣だ。

「帝国相手にもそれ。弓張原会戦でもそれ。馬鹿の一芸かしらね」

　マルガレータは嗤わらった。

　戦列を斜めに構えることの利点は時限的な戦力優位を作ることにある。兵力か練度、あるいはその双方を偏在させ、そこでもって真っ先にぶつかるのだ。左右両翼いずれかにおいて敵軍を早期に崩したのなら、後はその優勢を拡大していけば勝利に繫がる。そういう戦術である。

　長所を理解したならば、短所もまた推察できようというものだ。

　斜形陣を用いるということは、裏を返せば軍の弱点を晒さらすことにも等しい。偏かたよって強い部分があるのならば、偏って弱い部分もまたあるからだ。

　即ち最後方の敵左部隊である。数はどれも等しいようだから、部隊指揮官か兵に問題でもあるものか。何にせよそこを狙えば敵を動かすことができる。敵が対応せざるを得ない点を衝くことこそが戦の流れを摑む法であり、必勝の法なのだ。

「そう何度も通じる戦術ではないの。それを教えてあげるわ」

　手を掲げ、それを前方へと振り下ろした。互いに名乗り合うことも言葉を交換することもない。そんなものはもはや必要ない。

　死だ。あの男の死のみが望ましい。笑いが込み上げた。戦闘開始である。

　騎兵疾走……マルガレータは右方奥、敵左部隊を目がけて千五百騎を駆けさせた。ギリーら左部隊もやや遅れて追走してくる。いい位置だ。敵がどう変化しようともそちらの千五百騎が応じて時間を稼ぐだろう。マルガレータは敵の弱点を衝ける。そういう進路を確保できる。

　敵の足並みは乱れた。三部隊それぞれの上げる土煙りが均一ではない。速度の調整を行っているのだ。それこそは隙である。応じた証拠である。それゆえにマルガレータは鋭く命令を発するのだ。

「全軍左旋回！　敵右部隊を破る！」

　唸うなりを上げて進路を変ずる。馬首を左方へ返す。味方にぶつかりそうになり、右前方へ体を持っていかれそうになっても、それでも歯を食いしばり進路を急転させるのだ。

　視界が変わった。前方にあの男のいる部隊を捉えた。己の軍の弱点を補うためにこちらへ向かおうとしたところか。土煙りも少なく戦気も弱く、まるで打ち倒されるために待っているかのようにしてそこにいる。殺されるために控えている。

　剣の柄つか頭がしらに輪状に結んだ紐へ右手首を通し、柄を深く握った。抜き放つ。馬上に片手で用いるための刺突剣である。拳を護る装飾は簡素だ。余計な重さは要らない。あの男の胸を過たず一撃することが全てだ。

　機会は一度あるきりだろう。一度あればそれで充分だ。

　手綱を鞍にひっかけ、左手をも離し、その手で腰に触れた。そこに吊り下げた革袋がある。中に入っているものへと祈る。祈願する。神に対しても、姉に対しても、マルガレータは切に願った。

　この突撃があの男の命に届きますように。男の命を奪いますように。

「な……ギリー!?」

　鋭く集中した意識は味方の騎影によって乱された。後に続くべき左部隊が進路を塞ぐようにして前方に姿を現したのである。あってはならない機動だった。

　しかし、それがマルガレータの命を救ったのである。

　右方より敵の二部隊がまさに迫っていた。最高の速度で、最大の脅威として来襲したのは敵左部隊だ。最奥にして弱点と見ていた部隊がいつの間にか最前方に突出してきていたのだ。

「応じるな！　最大戦速！　このまま駆け抜ける！」

　それしか手段はなかった。マルガレータは状況を把握しきらないままに部隊を駆けさせた。

　間に合わない。部隊の後部を鋭く衝かれ、抉られた。生き物が痛苦の悲鳴を発する。金属が歪み砕ける音が弾ける。被害を確認できない。馬首を転じて応戦することもできない。第二撃が来る。敵中央部隊だ。

「左へすれ違う！　右方、一人一騎を討ってみせよ！」

　命じつつマルガレータは不利を口中の苦みとして感じていた。こちらは一撃された動揺の残る状態で、あちらは準備万端に戦気を高めている。刺突剣を構えた。ここで死ぬわけにはいかない。

　数多の剣槍が振るわれて暴力が絶叫を上げた。

　刃こそマルガレータには届いてこなかったものの、視界には血飛沫が散る。持ち主を離れた手足が飛ぶ。明らかに競り負けた。しかも長い。右側面は広く被害を受けたようだ。

　先頭で指揮を執っていた男が印象に残った。首に金の環などつけて、未開の部族なのか悪魔の猟犬なのか。何と獰猛な部隊なのだろうと思う。

　第三撃は来なかった。本来はあの男の部隊が来るはずのところを、ギリーが分け入る機動によって防いだのだ。ぶつかりもしたようだが、浅いものであった様子だ。しかしそれで命拾いをしたのだと、マルガレータの中の冷徹な部分が即座に分析していた。

　先を行くギリーの隊に追従するように駆ける。振り返って目算する。被害はどう少なく見積もっても三百騎以上に及ぶ。こちらは殆ど討っていまい。

　敵は三部隊を合流させずに転進しようとしている。どの部隊も練度は等しく高い。まるで三匹の魔蛇のように、恐ろしいほど滑らかな動きだ。

「……そういうこと。魔人め！」

　マルガレータは歯嚙みした。斜形陣の隙を衝いたつもりが、まんまとあの男の術中に嵌ったのだと悟った。その仕掛けは人を馬鹿にしたものである。

　あの男の部隊を最前方とした斜形陣は見せかけだったのだ。

　マルガレータらに先を取らせて駆け出したように見えて、実のところ、三部隊は等速で駆けていなかったに違いない。最高の速度でもって駆けていたのは最奥の部隊で、中央はマルガレータらにやや劣る速度、そしてあの男の部隊に至っては途中から停止していた疑いすらある。

　その場から動かずに速歩の足踏みをさせる馬術がある。あれだ。あんな歩法でもってマルガレータを誘い、痛撃を加えてきたのだ。

「魔人め……どこまでも人を食う奴……！」

　転進を終え、再びギリーの部隊を左方にして並んだ。

　敵はと見れば、あの男の部隊を中心として両翼に二部隊を並べている。マルガレータの部隊へ最初にぶつかってきた敵は敵左翼、金環の敵は敵右翼か。三部隊の間隔は広い。その広さは魅力的に映ったから、つまるところ罠に違いない。

　マルガレータは震える下唇を強く嚙んだ。血が滲み呼吸を鋭敏に感じる。

　誘われている。あの男がマルガレータを見ている。

「ふ……うふふ……」

　わざわざ部隊の先頭にまで出てきて、あの男は本当に何様のつもりなのか。高速度で命がやり取りされるこの騎馬の宴にあって、どこまでも主催者気取りで、いつまでも世界を見下していて、本当にどうしようもない。

　マルガレータは肩を揺らせた。殺したい。殺したくて殺したくて狂おしいほどだった。

「待っておいで……私の命を使って、お前の全てを滅茶苦茶にしてあげる……！」

　口を拭った。それはきっと血の色の口紅だ。あの男の眼前に出るに相応しい。

「真っ直ぐに駆けて敵を分断する！　敵軍中央を挟み上げるのだ！　全軍、突撃!!」

　再びの疾走が始まった。三部隊の間に開く二空間に向けての突撃である。

　マルガレータがそれを望んだところで、この速度では騎馬同士が正面衝突することなどあり得ない。馬がそれを避ける。真正面から行く以上はそこに駆け入るよりないのだ。

　しかし充分にあの男の命を狙える位置取りだ。

　あの男は性懲りもなく部隊の速度に緩急をつけているようだ。両翼に比べると中央が遅い。この分ではあの男の部隊を間合いに捉えるよりも早く左右の部隊とぶつかる。こちらの二部隊の外側が接触する形勢だ。

　それは望むところだった。そこにおいて被害は五分のものとなろう。そんなことより、短時間でもあの男の部隊が孤立することが重要だ。

　罠であろうが構いやしない。どう変化したところでぶつかってしまえばいいのだ。剛なる一撃、柔なる技巧を制す。策の想定内から一歩でも二歩でも想定外へと踏み出してしまえばいい。そういう駆け方をすればいい。

　あと二呼吸で左右が刃を交える……そんな刹那だった。

　視界に赤いものが映った。それは不思議なことだった。

　マルガレータはこの高速の戦場においてただの一人きりに意識を集中している。戦術的な情報以外は何も見えず、聞こえず、感じないはずだった。それが戦場の緊張だ。それが才能だ。経験浅き身が戦場に威力を発揮するための能力だ。

　そうにもかかわらず、鮮烈な赤色が見える。血なのか。それとも火なのか。

　いや……騎馬だ。小数の騎馬集団だ。それがどうしてか赤い。マルガレータにはそれが赤い塊に見えていた。

　あの男だった。マルガレータがその身命を熱烈に欲するところの男が、僅かに百騎ばかりの騎兵を伴ともなって、自らの部隊を置き去りにして吶とっ喊かんしてきたのである。

　その一団は誰もが首に赤い布を巻いていて、それが凄まじい速度の中で火炎の如く揺れている。それが集まって一個の赤色となって見えたのだ。

　速い。その赤い百騎は速過ぎる。奇妙にゆっくりと自覚される時間の中にあっても速い。

　その男らは槍も構えず、両手で手綱を握り腰を浮かせるようにして前傾になっている。いや、小刻みに体を後ろに振っているのか。馬の後ろ足が地に着くその時には重心を後ろへ寄せているのだ。見たこともない騎乗方法だ。しかし速い。極めて速い。

　マルガレータは声もなく手信号を発していた。殆ど無意識の行為だった。ギリーの部隊との距離を詰めるのだ。それで止められる。あの男の進路を潰せる。その命を消し去ることができる。

　だが、間に合わなかった。火炎に囲まれるようにして、火炎そのもののような在り様で、あの男がマルガレータの左方を駆け抜けていく。

　そちら側にはまだ視界が広いから、マルガレータはその姿を追った。追わされた。追わないではいられなかった。怨敵の凄まじき姿を残された左目に焼き付けることになった。

　美しかった。煙火の都から飛び出してきた彼は勇猛だった。大火の壁をぐるりと回って姿を見せた彼には威厳があった。騎馬戦術の玄妙を見せた彼は、人馬の火炎となって今駆け行く彼は……ああ……何と美しいことか！

　悲響と絶叫が炸裂した。遂に世界が砕けたのか。

　違う。軍馬と兵士の砕かれる痛烈な大音量だ。それがマルガレータを現実の時間へ引き戻した。

　敵両翼の部隊が苛烈な角度でもって獲物を刈り取っていったのだ。あの男の部隊は二つに分かれてそれに追従したようだ。だから長い。肉を裂き骨を抉るようなその攻撃は絶望的に長く続く。

　しかも一方的だ。虚を衝かれ呆けていたのはマルガレータ一人ではない。全員ではなかろうが多くの人間が幻惑されたその致命的な瞬間を襲撃されたのである。

　被害は甚大だった。どうしてか重くなった体で己の指揮下の兵を見やる。初め千五百騎いたはずのものが、千騎などとうに下回っていて、半数ほどにまで討ち減らされていた。ギリーの方はと見れば、あちらは未だ千騎以上は残しているようだ。それでも相当の被害である。

　そのギリーが馬を寄せてきた。仮面の男から感情を察することは難しいが、その言葉を聞く前から言いたいことは想像できた。

「これまでだ。逃げるぞ」

　予想通りのそれに頷いたのかどうかも怪しい……マルガレータは気怠さの中でもはや身動きも取れなかった。いつの間にか剣も失っていた。手に引っ掛かって邪魔っけだったものを振り払った覚えがあり、それが剣だったのかもしれないと思う。

　どうでもよかった。何もかもを他人事に感じていた。

　逃避行は困難を極めた。エテラマキ領へと到達した時、冷月の騎兵団という名の三千騎は千騎ほどの騎馬集団にまで成り下がっていた。ギリーは言う。これでも多くが残った方だと。火撃の騎兵団はマルガレータらと当たる前から機動戦闘を連続していた。馬脚の疲労は追撃戦に大きく響く。それがなければ全滅していたのだとか。

　カリサルミ領都の戦いは北部の軍勢の全面的な勝利となった。

　カリサルミ伯は北部に降伏し、エテラマキ伯は激戦の中に討ち死にしたという。討ったのは火撃の騎兵団だ。東大門付近において強襲されたのだ。魔眼、という言葉が出た。

　マルガレータは何ら心動かされることもなくそれらの報告を聞いていた。





◆第六十七話　怪人口笛して、宝鳥、南方より来たる




　歴史の神秘に心惑わせる者は幸いかな。

　事実とは時の流れに浸れば浸るほどに豊潤なる幻想をまとっていくがゆえに。

　さても、マルガレータは逃走した。それを迎え入れたエテラマキ伯爵領は他との関係を断絶し、王国内に孤立した。教会の支援があってこそ可能な行動だろう。

　北軍はそれを攻めなかった。それよりも先に女王の即位式を執り行ったのである。

　戴冠の祝詞は古教によるものだったと記録されている。

「祈りとはいずこにあるものか。それは慟哭の内にある。希望とはいずこにあるものか。それは努力の内にある。人とはいずこから来たりて何を成すものか。絶望の荒野より来たりて人の世界を切り開くことを成すのだ。世界が闇であろうとも、怯えることなかれ、同胞への愛が灯火となってお前を導くだろう。神よ、照覧あれ！　ここにアスリア王国国王の即位を宣言する！」

　それに続く式典では第三王女親衛団が近衛兵団へと昇格した。近衛兵団団長を任じられた際、英雄将軍アクセリ・アーネルはかくの如く答えたという。

「兵を練る才をもって人心を練る新しき時代に奉公いたしましょう。天に白雲、地に戦旗、そして人に目覚めの勇躍をこそあるべし。女王陛下の寿ぐ御世の幾久しく続かんことを」

　また、パルヴィラ家より爵位が剝奪され、新たにテルヴァハル家へ伯爵位が授爵されたことも大きな意味を持つ。その家名を継いだのは王姉エレオノーラの第二子ビルギッタだったのだから。

　女王パウリーナの即位は、王国内乱の終わりを象徴するものであると同時に、王国が教会との対決姿勢を明確にしたことをも意味する。

　そしてそれに対する教会側の返答は痛烈を極めた。ふらりと王都王城に訪れた肥満の聖職者……マルコ・ハハトの謎を解明するもう一つの鍵であり、後世に〝魔人〟であったと伝わるその男……ヨアキム・ベックは、四し侯こう六ろく伯はくを前にして告発したのだ。「その者、マルコ・ハハトには魔人の疑いがありますぞ？」と。

　あってはならない発言だった。悪意に満ちた言葉が重ねられて、邪な笑い声が木霊したという。

「決定的な証拠がないというだけの話で、まず間違いなくその男は魔人でしょうよ。何しろ神への畏おそれがない。そして多くの人間に恐れられておりますな。さもあらん、さもあらん。その者一人がいることで、一体どれだけの人間が死ななければならなかったか……しかもまだまだ死を撒き散らす気でいるのだから堪らない。次から次へと戦争を遊んでいるのですよ、その者は。そうやって人間を殺していくのですよ、その者は。この反社会性は魔人の証左ですなあ。どこまでも人に仇なす存在ですなあ」

　そして魔人であることを自白してはどうかと尋ねた。そうであるならば教会が火か刑けいに処すると笑顔で付け加えて。ハハトの家名を名乗る者へ、聖炎の祝祭を連想させて。

　場を凍らせて、しかもそれだけでは終わらない。

「先日、エテラマキ領にて奇跡の瑞光が見られましてな？　およそ二十年ぶりになりますが、勇者が聖定されたのですよ。いや、素晴らしいことですなあ！　神はいつも我らを守護し祝福して下さっている！　ああ、ちなみに皆々様のよく知る人物が勇者でしたぞ？　マルガレータ王女です。ま、神の使命を帯びた身に俗世の名など意味をなしませんがね？」

　聖定の勇者の顕けん現げん。しかもそれがマルガレータなのだから衝撃的だ。

　しかもその時点で、勇者は無敵の聖杯騎士団を率いて進発していたのだから。

「行イク禍マガ原ハラです！　行禍原ですよ！　何を血迷ったものか禁きん忌きを犯してあの地を開拓しようなどという暴挙が行われているではありませんか！　ええ？　それは駄目も駄目、許されぬことですぞ？　この者が魔人でないとしたら……それはもう、勇者顕現の理由はそれより他にないでしょうよ！　いずれどちらも清く正さねばならぬところのものなれば？　こちらに時間がかかるものならば？　まずはまずはあちらからというだけのことですなあ！　勇者とはそのようにして駆け抜ける！　聖なる使命のままに！」

　エテラマキ伯爵領を発った勇者と聖杯騎士団は、軍を砕き村を焼き、まるで天災のようにして北上していく。行禍原開拓計画を正すという名目により一切合財を破壊し、殺戮していく。

　王国は徹底抗戦を決断した。ヨアキム・ベックの身柄を拘束し、全軍をもってして神威の軍団へ立ち向かったのだ。

　世に言う聖王戦争の勃発である。

　クラウス・ユリハルシラが戦死するほどの激戦を経て、やはりか、マルコ・ハハトとマルガレータは戦場にて出会う。再びの対決だ。

　詳細不明でありながらも、恐るべき機動戦闘であったことだけは疑いようもないそれは、マルコ・ハハト最後の戦いとして後世に伝わっている。彼はその戦いで倒れ、火撃の騎兵団も猛将クスターを含む多数の戦死者を出した。

　もしもその戦いをこの目で見られるのなら、自らの命を差し出してもいい。

　そう望む研究者も多いが、はたして、それは尋常の世界に生きる者の眼に映るものであったろうか。あまりの異常さに、当時を生きた者たちすら語ることを忌避したようであるのに。

　いや、だからこそ想像しないではいられない。

　マルコ・ハハトとはどのようにして歴史上から姿を消すこととなったのか。





　　　　◆◆◆






　あの敗北は冬のカリサルミ領でのことだった。今は夏、場所はユリハルシラ領である。

　マルガレータは心底から思う。待ち望んだ逢おう瀬せであると。

　彼が馬上で手綱と槍を握っている。

　赤色の戦袍が遠目にも鮮やかだ。その下に覗く黒影色の軽甲冑はしっとりと彼の細身を包み込んでいる。僅かにも肌の白さを見せまいとしてか首元には赤色の巾が巻かれている。佩はい剣けんの鞘も赤色だ。あちらこちらに鈍く装飾の金色が光る。

　兜を脱げばいいのにと思う。甲冑と揃いの暗色に金と朱の装飾が美しくはあるも、それでは彼の顔がよく見えない。見たい。どうしても。その首の生死は問わない。

　マルコ・ハハト。鉄兜の陰に紫炎の如く二つ瞳を輝かせて。

「綺麗……本当に綺麗ね」

　マルガレータは堪らず吐息を漏らした。

「口に含んだならどんな味がするのかしら？」

　想像するだけで震えるほどに心地良かった。口中に舌を遊ばせて喉を鳴らす。思いの外に大きな音がした。少しはしたなかったかと思う。手を口元に添える。笑みの形の唇に触れる。

　空はからりと晴れ渡って、風は西から涼気を運ぶ。背の南には白く聖なる三千騎を自在なるものとして整然と並べ、眼前の北には赤く獰猛なる三千騎が彼を中心として戦列を形作る様を眺める。

　ここは約束の地だ。これは約束の対面だ。

　マルガレータは愉ゆ悦えつを味わいつつ、ゆっくりと馬を進めた。単騎だ。進みつつ兜を脱いだ。首を振って白髪に風を孕ませる。少々を手で櫛くしづける。右目を覆うものはそのままだ。今はまだ。

「うふふ……当然ね。貴方も私に会いたいの。そのために貴方は来たのよ」

　同じように単騎で進み出てくる彼を認めて、マルガレータは笑みを深くした。まだ随分と距離はある。軍を率いる者としての間合いがある。本来ならば無骨無粋なそれが、今、マルガレータにとってはまるで気にもならなかった。

　彼の者と己との間に尋常の距離などは意味を成さないと知っていた。粒ほども視界に入れば、それは手を触れるほどの近接とさして変わらなかった。見つめ合えば溶けて混じるかのようだった。

　巨大なる者同士……余人の感知し得ない感覚がそこにはあった。

　彼の全貌を見渡せる者は己のみである。己の全貌を見渡せる者は彼のみである。彼と己にのみ共有し得る視点視界があって、世界は眼下に低く小さく在るばかりだ。その認識は楽しい。見つめ合いさえすればたちどころに世界高所の絶景が感得できるのだから。

　それでもマルガレータは前へ出たかった。彼を前へ出させたかった。互いに三千騎を背景にして唯の二騎になりたかった。そうすることが当然であると確信していた。

　そら、彼も兜を脱いだ。夜闇よりも暗い黒髪が垂れて、月光よりも白々と灯る額や頰ほおに音もなく降り掛かる。一度その手で搔き上げたなら……彼の美しい顔がそこに在る。笑んでいる。唇は上弦なる弓張り月の形に孤を描き、双そう眸ぼうは大きく見開かれて紫炎の霊威を盛大にしている。

　射れば矢も届こうという距離まで近づいて互いに進みを止めた。申し合わせる必要もない。この間合いがいかにも相応しい。南北に対面して西からの風を受けている。日はやや東から照る。

　さあ、世界よ。見るべし。

　二騎の間には隔たるものの何一つとしてなく、万物を背景として互いの瞳をのみ見つめている。

　この一場面こそ文化の粋であろう！　歴史の頂であろう！　美の極致であろう！

　そう叫び出したいほどの満悦を表情に出して、マルガレータはこの黄金の時間を楽しんだ。世界の中心に在って畏敬され瞠目される身の栄光に浴した。

「素敵ね……本当に素敵。貴方もそう思っているのよ」

　溜息をつくようにして言う。返事は待たない。必要もない。

「私と貴方だけが美しいわ。後は全てが塵ちりの山。芥の原。澱の川。屑の命。下らないものばかり」

　超人の憂いを眉に表して、心を吐露する。それができる贅沢を遊ぶ。

「呆れるほどに情けなく惨めなこの世界……愚かさは祝福ね。何もわからないままに生に酔い痴れていられたなら、それはそれでとても幸せだもの。どんなにか滑稽で醜悪でも、知恵の鏡がなければ己を省みることなどないわ。汚らわしい姿で無様を踊ったまま群れ成し死んでいくのなら……そう……それはきっと慈じ悲ひよ。せめてものね」

　戦いくさ外がい套とうの下に肩をすくめた。特別の甲冑が音を立てた。教会が大陸文化に寄与せず独占する様々な技術の内には冶金の技も含まれる。過去の勇者の記憶がそれを知る。

　アスリア王国も、エベリア帝国も、教会の歴史と比するならば赤子も同然だ。両国が建つ以前にも多くの国家が大陸に興亡の無常を繰り返してきた。愚劣な国もあった。優秀な国もあった。もうどれ一つとして残っていない。監督者たる教会ばかりが、時の無常を越えて今も存続している。

　蕭々として吹く乾ききった寒風のように……記憶の大蔵に眠る亡国の勇者たちの記憶が、否やを肯んじずマルガレータに教え告げるのだ。稀代の力の代償として聞き知ることを強いるのだ。

　鼓動の毎に、身体の内側からそれは唸うなり響く。

　歌だ。哀哭の歌だ。一度聞こえてしまったならば、もうそれまでなのだ。

　知らされてしまった。幻想の霞に隠された真実を。わかってしまった。この世に望みなど絶えて久しいのだということを。わからずにいられたならば、さぞや愉快に生きられたろう秘め事を。

　人類など無価値だ。人生など無意味だ。

　聖杯島の高きに居座る者共の常識というものは遣る瀬ないほどに冷ややかで力が抜ける。勇者を神器として奉たてまつる寒色の道理には鎮魂の調べが酷く似合う。実際、あれらは死者なのだろうとマルガレータは思う。生と死の間に境界の線があったなら、間違いなく死の側に立っているのだから。

　それゆえにこそ人類無価値。それゆえにこそ人生無意味。まったく度し難い話だった。

「もう、本当にどうしようもない……嫌になるわね」

　虚無を低きへ吐き捨てて、空ろなる心に馬上の気を吸い入れた。

「だから、せめて、私たちは楽しむの。私たちにこそ楽しむ権利があろうというもの」












　以前は己の不甲斐なさで成立しなかった舞踏であるが、今日この時においてはむしろ立場は逆かもしれない。マルガレータはその自負を目元に表し、優しさをすら込めて彼を見つめた。力の強弱で言えば、その差は明らかであると心得ていた。

　己は勇者である。彼は勇者のようではあるが、違う。魔人であるということもないようだ。魔人であればかくも美しく在れない。魔人の魔人たる所以は、人の命を蝕む冒瀆性にあるのだから。

　そしてマルガレータは溜息をつくのだ。憐れなり、マルコ・ハハトと。

　どんなにか美しくとも、所詮は紫の一色でしかない瞳を思う。そこに宿る命の数量を推し量る。高が知れていた。彼は人を超えているにしても未だ新参の者に過ぎないと察せられる。

　百年を一瞬と見限る時間感覚など、なかろう？

　百度を数える滅亡の歴史記憶など、なかろう？

　惚れ惚れするほどに見事であろうとも、哀しいかな、彼は超越の園においては成り上がり者でしかないのだ。勇者の強大長久とくらぶればいかにも初々しい。為しようには未だ気忙しさがあって埃ほこりと汗が飛ぶ。

　それでも、今、この世界における至高の男女が互いに軍を率いて巡り会ったことには違いない。

　高速の風となる踊りを踊ろう。美しき軌道を描く舞いを舞おう。眼差しで彼の心にそう呼び掛けつつ、マルガレータは惜しみをも感じていた。

　何故なら、この一度きりの舞踏は彼の死で終わる。マルガレータは彼を殺しにきたのだから。彼の死を己のものとすることなしに、勇者の生を終えるつもりなどないのだから。

「さあ……美しくも最後の時間の始まりよ」

　誘うように手を差し出した。

「貴方は私と踊りに来たの。このつまらない世界が舞台でも、せめて、最高の相手と踊りたいと欲してね」

　これ以上のない笑みを添える。真心を込めて彼の心に語り掛ける。

　さあ、喜びなさい。私が相手をしてあげる。超人たる私が、この限られた時を贅沢に使って、至宝の充実を共にしてあげる。これは一つの奇跡。私たちだけに許された、奇跡の遊戯なのよ。

　そら、彼が笑顔でいる。返答が来る。

「鬱うっ陶とうしいですね」

　おや？　今、彼は何と言ったろうか？

　マルガレータは言葉を聞き違えたように思われて、笑みのままに少し首を傾げた。彼は笑顔のままだ。〝嬉しいですね〟と言ったろうか。そうであったのだろうと思う。当然だ。喜々として承諾が為されるべき場面である。

　彼の言葉が続けて発せられた。注意して聞く。

「戦場の倣ならいと思い静かに聞いていましたが、名乗りもなければ正当性の主張もありません。随分と気持ちよさげに鳴いていましたが……つまるところ、ただの愚痴でした。同情と共感を求めています。童が己の幻想を人形に物語るように……いや、違いますね。失礼なことを言いました」

　彼が首を振った。困ったような顔をした。それはわかる。それは見える。黒髪が揺れてごく細い一本一本が舞う様までがつぶさに見て取れる。紫の瞳はやや伏し目がちにされて、凛々しい眉はやや持ち上がった。

　しかし、何を言っているのだろうか？

　その美しく響く声で、何を語っているのだろうか？

「童に失礼でした。彼ら彼女らのそれは弱い己を今は護り、いずれは勇躍するための忍耐の手段です。別を喩えるべきでした。そうですね……童繫がりで、寓話などいかがですか？」

　マルガレータはどういう表情をしていいかもわからずに、ただ彼の声を耳に受け止めていた。

「寝物語に聞かされた寓話にいわく、黄宝鳥は聞くに堪えない禍々しきを囀さえずる醜き鳥なれど、人に益する宝の鳥である」

　差し出したままの手をどうすることもできずに、聞く。どうしてか聞かされる。

「人の届かぬ深山に隠れ暮らすも、己を賛美する歌に誘われて地へ舞い降りたという。似合うものぞと歌われれば薬味の葉を身にまとい、相応しからんと歌われれば薪まきの玉座の上に鎮座したとか」

　まさに歌うように言葉を紡いで、そして笑気を小さく弾けさせた。

「さて、ご満悦を湛えた首は落とされたのでしたか。それとも繫がったままでしたか。いずれにせよ鳥は焼かれました。美味しい肉は栄養に、硬く鋭い骨は道具に、腹に吞んで蓄えていた宝石は財産にと、その身にまつわる全てがまさに宝物。見るに堪えず聞くに堪えない御前なれど、よくぞここまで愚かでいてくれた……そう、人々は感謝を述べたのだとか」

　目が細められた。紫色の輝きはそうされることでむしろ強まったようにも見える。燃え立つ炎の花弁が眼の枠を越えて閃いている。烈しく、そして熱い。何とも嬉しげである。そしてどこまでも猛々しげである。

「貴女も……よくぞ」

　口から火を吐いたろうか。違う。鮮やかに閃いたそれは、彼の舌だ。何故それが見えた。マルガレータは理由がわかってしまった。彼の方へと向けた手が震えた。血の気が引いた。

　小さく、素早く、彼は舌なめずりをしたのだ。

　彼の物語った内容が今更に脳裏に溶けてきた。意味が伝わってきた。彼が獰猛に笑むわけが知れた。身体が震えた。戦慄が心を痺れさせた。息が詰まった。

　魔的に猛る紫炎の眼光……それは狩る者の眼差しなのだ。

　妖しい喜悦に緩む口元……それは獲物を前にした笑みなのだ。

　マルガレータは短く悲鳴を上げた。ここは約束の地、今は約束の時であったはずだ。絶望に沈みゆく世界の中で、彼とここに遊ぶことのみが希望であった。全ての人間を蔑み、それらの羨望を集めて、彼と己の二人艶あでやかなる姿を見せ付けるはずであった。

　そも、勇者となることを望んだのは、彼と再び相見えるためだ。

　その美しき瞳に己の姿を焼き付けたい。認められたい。塵芥でしかない有象無象を払いのけて、あらゆる穢れを白く清めたこの身に魅入らせたい。姉のことを消し去り、妹のことを消し去らせて、互いに互いがあるきりの二人となりたい。そうなって、そうまでに至って、そして死にたい……そのために教会の道具となることを受け入れたのだ。

「それが……これか。それが答えか」

　特殊鋼の甲冑が鳴っている。口中では歯も鳴っている。視界の揺れは狂おしいほどだ。

「それがそれが、お前の、この私に対しての、言葉だというのか！　心だというのか!!」

　激しく痙けい攣れんする手を突き出して、届くわけもない彼の頭蓋を握らんとした。

　避けられた？　違う。この距離だ。彼は顔を反らし、髪を搔き上げたのだ。

「まだ囀さえずるのならばご自由に。僕は貴女が身に宿す勇者にのみ用があります」

　おお……その表情の何と酷こく薄はくなことか！　紫なる輝きは今や熱気とも冷気とも知れない極地の鋭利を放っている。狙いを定めている。

「この地にまで引き寄せたからには、もはやどうあろうとも逃がしはしません……放たれたる神の矢、頂戴仕ります」

　誰だ、この人物は。炎をまとって幻の如く映像を結ぶこの男は。

　サロモンか、お前は。聖なる炎の中に滅んだはずのお前なのか。

　マルコ・ハハトとは、その実、サロモン・ハハトの命を宿す魔人だとでもいうのか。

　蒼天とも青海とも似て非なる魔性の紺碧……その色の霊威を中心として、世界そのものを焼き尽くさんとするばかりに轟ごう々ごうと燃え盛る凄まじの大火炎……風なくも揺れる黒髪は身を焼かれた絶望を表し、透き通るような白い肌は神に依らぬ不思議の不完全なるを表し……かつても今も、勇者を前にして人間の不ふ遜そんを貫くというのか。

「そんなことが……そんな勝手が……許されるものか……許されるはずがない」

　もはや語ることもなしに兜を被り直した彼は、その自惚れた背徳を颯爽として馬首を返し、総員赤色の戦袍をまとう騎馬の戦列へと戻っていく。無防備に晒さらされた背には傲岸が薫る。

　痛い。背を向けられたことが、遠ざかっていくことが、胸に痛くマルガレータを苦しめた。

「……見てよ」

　か細く、絶え絶えに、そんな言葉が口をついて出た。

「見てよ。私を見てよ。私は勇者にまでなったじゃない……誰よりも美しく、誰よりも偉いのよ……褒めてよ。認めてよ。気持ちよくさせてよ。私は……汚れていない……綺麗な、綺麗なマルガレータなのよ。だって勇者だもの。そうよ……勇者なのよ……？」

　視界が水滴で滲み、ぼやけた。彼が見えなかった。よく見たかった。

　だから、邪魔な覆いに手をかけた。これだ。これさえなければよく見える。これさえ外せば、素晴らしい己を世界へ全開にできる。そうだ。簡単なことだ。臆することなどはない。ひと思いに済む話ではないか。

　息が上がっていた。興奮のせいだ。目前に迫った幸福がそうさせる。鼻息を荒くすることは不作法であるとマルガレータは思ったが、もう構わないと思い切った。もうそういった細かなところはどうでもいい。

「私を……私を見なさい！　マルコ・ハハト!!」

　顔の右半面を覆うものを摑み取り、投げ捨てた。

　万色の魔力が奔流のようにして彼を襲った。それに留まらず、彼の向かうところの三千騎をも吞み込んだ。あるいはそのままに北の地を全て覆ったのではないかとすら思う。愉快なる想像だ。

　マルガレータは笑った。幸福を味わう時が訪れたのだと確信していた。





◆第六十八話　時は今、死地に約束の旗を




　この世には目に見えない不思議な力が実在するのではあるまいか。

　どんな甲冑で身を鎧おうとも、どんな思想で心を構えようとも、そんなことはまるでお構いなしに命を一撃してくる力だ。抗いようもなく、有無を言わさぬその力……運命に直接作用するかのようなその力は、きっと、人間であれば誰しもが有している力なのだ。老若男女の区別なく、誰もが互いに影響し合うことなしに生きることなどできないのだから。

　ただし他の多くの力がそうであるように、この力にも様々な差がある。発することについては強いか弱いかの差があり、受け取ることについても鋭いか鈍いかの差があって、人物の見えない個性となっている。

　中には受け取る力ばかりが突出してしまった者もいる。つまるところ己の〝予感〟とはそういうことなのではないだろうか。三十八歳の夏を戦場に過ごしつつ、クスターはそんなことを考えた。

　今、眼前には聖杯騎士団が騎馬の横陣を組んでいる。

　その戦列を背後として、勇者から力が放たれている。

　目にも見えるのではないかと思わせる、突風のような力だ。耳に聞こえないことがむしろ奇妙なほどだ。明らかな圧力があって息が詰まる。この力は冷たく乾いていて、どこかしら辛気臭く、まるで何かの遺灰でも吸わされているかのようだ。そのくせ酒気を孕んで命を蝕む気配がある。毒気と言うべきか。

　クスターは思う。力には質や好みもあるのかもしれないと。勇者のそれは実に気色が悪いと感じるからだ。唾を野に吐き捨てた。

　そして鼻を鳴らした。嗤わらったのだ。無駄とも知らず風圧と寒気を得意げに放っている、無粋で無様な無能の勇者のことを。

　滑稽だった。余人は知らず、火色の戦袍をまといこの場に集った男たちがこの程度の力で動じるはずもなかった。精神力や主義主張の問題ではない。ましてや練度、士気、装備なども関係ない。

　敢えて言わば、正気の問題だ。常人であれば正気をかき乱されるだろう、この白き力……それがどれほどの理不尽なる魔力であるにしても、この場にあっては相手が悪いというものだ。手遅れもいいところだ。今更にでは欠伸あくびすら誘われる。

　何故ならば、クスターらは既にして常軌を逸しているからだ。

　我ら三千騎……もはや迷う余地などは皆無であるぞ？

　倫理道徳などは趣味の範疇だ。世界の道理も社会の常識も知らないではないが参考にする程度のものである。事の善悪にも頓着しない。他人の冷静が評価する諸々は全て考慮に値しない。いかなる法もクスターらを拘束する力を持たない。何人もクスターらに命令することはできない。

　勇者？　教会？　神？　聖性？　等しく無価値だ。何の特別もない。何の意味もない。

　火炎を吸い狂猛を吐く灼熱の生にのみ価値がある。それへ命をくべている。それゆえに我である。それこそが我である。それが全てである。全てはそのために在る。

「さあ、狩りの時間だよ。お前たち」

　ああ……その眼差し。その声音。その物凄まじき笑み。

　この人だ。黒髪に紫の瞳をしてマルコと名乗るこの人が、クスターらを戦わせてくれる。命を燃やしてくれる。劫火の一片としての生あるいは死を与えてくれる。

「これより戦うは尋常の闘争に非ず。一度駆け出したる後はあれらを掃滅するまで立ち止まることはない……ただの一騎とて逃さず、首の一つも残さず、勇者と聖杯騎士団の身命を全て収穫する。僕らはこのためにこそ戦争の技を磨いてきた。このためにこそ、身の内に命をとっておいたんだ」

　彼の手が胸に、皆で揃いの赤き戦袍に触れた。今日の日のために用意された特別の衣……布地も特別だ。確か名をヒルトゥラ帆布といったか。紫雲海の魔風にも魔境の瘴気にも朽ちず綻びない強靭なる素材だ。柔軟性には欠ける。しかし鉄の刃をも易々とは通さない。火撃にのみ着ることを許された決戦装束だ。

「血を流し尽くす準備はできているかい？　煌きらびやかに死ぬ覚悟はできているかい？　あの白き者共を焼き尽くして黒く滅ぼす……そのための用意は万全かい？」

　答えるまでも、頷くまでもなかった。身命は疾とうの昔から彼に捧げられているのだから。

　後は待つばかりだ。彼が運命を預言することを。彼が征討を宣言することを。

「火か刑けい戦旗を掲げよ！」

　おお……彼の言葉にこそ霊力は宿る！

　得たりや応と掲げられたるは約束の旗だ。深い赤色の中央に黒き十字の印章……様々な意味を含有し、どの一つもクスターらにとって特別であるところの、宿命の旗だ。

　それは火刑の旗だ。

　初めに焼かれたのは一人の英雄である。商人上がりの彼は名をサロモンといった。

　王国滅亡の危機に雑兵の中より現れて、誰よりも冷徹に戦争を計算し、誰よりも峻烈に戦場を駆け抜けた男だ。彼は王国のために戦い、王国の民に殺された。焼けて炭となった。その無念はクスターら全員の胸に今も燃えている。この旗は喪章でもあるのだ。復讐の誓約書でもあるのだ。

　しかし、戦場に掲げられたならば、それはやはり火刑の旗なのだ。

　帝国侵攻軍を一挙に焼いた。帝国皇帝はその熱波に殺されたと言っていい。再びに王国を侵略した報いを受けたのだ。彼は言っていたではないか。つまるところが帝国も英雄火刑の暴挙により滅亡を免れていたのである。それを弁わきまえない愚挙を罪として火刑に処されたのである。

　旗はひるがえり、王国もまた焼いた。南部の鈍く温きを嫌悪し、怠惰なるを罪として、戦場の兵にとどまらず広く民の日常を焼いて焦がした。彼はこの時勢に転寝する者を許さない。既存既得に胡坐あぐらして安易に妥協する者を許さない。誰も彼もが焙られる。南部そのものが刑場と化したのだ。

　そして今、火刑の旗は勇者と聖杯騎士団に向けて掲げられた。

　ならば滅ぼそう、勇者と聖杯騎士団を。焼いて落とそう、神を表すあの白き旗を。己が身命の一切合切をこの場この時に思い切って、生きようとも死のうとも火刑を邁進するのだ。

　さして特別な覚悟はいらない。我が身は既にして火撃である。我が命は既にして火撃である。

「いざ、征かん」

　それが聞こえた。だから吠えた。クスターは火を吐くようにして突撃を開始した。

　彼がただその指を勇者へと差したから、この初撃は陣形も戦術も何もない。競争だ。速さが全てだ。勢いが肝要だ。先頭を駆ける。この特等の一番槍を誰に譲るつもりもない。

　聖杯騎士団は明らかに動揺している。

　およそ兵とは将の質に左右されて士気の高低を見せるものだが、それにしたところで酷い有り様だ。各騎の反応が鈍い。隊列が機能していない。動く者と動かぬ者とがぶつかり、別な動きをする者同士が衝突している。まるでごく短い間隔で異なる命令が幾つも飛び交っているかのようだ。

　しかも退いている。開戦早々にしてである。火勢に煽あおられて仰け反るかの如く、神聖なる軍勢は決戦の第一歩を後ろへ向けて踏み出したのだ。

「へっ、まともをやめるにも上手い下手があるってもんだぜ。カッコ悪ぃ」

　馬上に両手で槍をしごいた。朱の柄、長穂先の愛槍である。己と勇者とを結ぶ進路上に入った聖騎士を狙う。白き軍装……盾持つ左手に手綱をも握り込み、右手には馬上槍というお定まりの構えをしている。

　貧相だった。形ばかりが結果としてそこにあり、刃の向こう側に底力も底意地も感じられない。それはそれで狂気ではある。しかし薄い。烈火の狂奔に対抗できるものではない。

「そらよ！」

　兜ごと首を飛ばした。一騎目だ。火撃の最初の収獲だ。

　馳せ違うよりも刹那に早く、クスターはその身を伸ばしての一突きを繰り出した。装備の隙間を衝いて首を貫いたのだ。自慢の早業だ。一合として得え物もの同士が触れ合うこともなかった。刺してしまえば、後は少々手首を捻ってやるだけでいい。馬の移動が獲物の首と胴とを派手にお別れさせてくれる。

「はん、勇者様は隠れようってかい。させねえ！　させるわけがねえ！」

　白い馬列の向こうへ退かんとする背を追い、更に一騎へ槍を見舞った。甲冑の薄い肩口を突き刺し、すぐにも穂先を返して傷を大きく広げてやる。怯まず反撃してきたが、腕の力だけでそれをしたところで避けるまでもない。甲冑どころか赤い戦袍を裂くこともできやしない。

　クスターはその一騎に構わず勇者を追った。別な火撃がとどめを刺した気配を背に聞く。すぐ後ろに二十騎ほどが付き従っているようだ。進むにつれて合流する者は増えよう。それならばと一層に加速した。最大の獲物を狙う。

　槍を振るうも、刺さない。邪魔なものを分けて、除けて、振り払って、とにかくも奥へと駆ける。囲まれることはない。今や百騎を超える赤色が後に続いている。枝を折るも葉を裂くもそちらへ任せた。己は実を狙う。毒々しくもたわわに実ったらしい白色の勇者を追う。

　横合いから剣撃が来た。手甲で払う。正面に立ち塞がった一騎にはその顔面に槍をお見舞いする。馬で体当たりをしてきた一騎には槍の石突を振るって落馬させた。

「けっ！　ベソかいたガキみてぇな抵抗だ！　大陸無双が聞いて呆れるぜ！」

　クスターは止まらない。この初撃は相当に深くまで捻じ込めると判断していた。そうしなければならないとも察していた。

　今、聖杯騎士団は軍としての統制を失っている。率いる者の混乱を体現して迷子の群れのようになっている。幾らでも乱せる。幾らでも殺せる。乱獲の好機である。望むだけの戦果が得られる。

　あわよくばこの勢いのままに勇者を討ち果たしたいとクスターは思う。

　通常の軍隊が相手ならばもはや勝敗は決している。ここまで押し込まれては持ち直せるはずもない。壊走も始まっていようし、戦いはいかに素早く追撃しいかに上手く殲滅するかという段階に入っていただろう。あるいは降伏する者も後を絶たなかったかもしれない。

　しかし聖杯騎士団だけは勝手が違う。火撃は誰でもそれを知る。サロモン軍として戦った日々の中でその奇妙異様は目撃されており、厳に注意すべき事項として戦訓が共有されている。

　この白き軍は次の瞬間にも態勢を立て直してくる恐れがある。

　動揺し混乱することに時を必要としなかったように、統制を取り戻し反攻に転ずることにも一切の時を必要としないのだ。壊滅を目前とした次の瞬間にも最大限の力を発揮しかねない。尋常の物差しで測ってはいけない。

　勇者がいるからだ。

　勇者は霊威をもって人心に作用するが、その影響を最も受けるのが聖騎士である。勇者が猛れば聖騎士も猛り、勇者が乱れれば聖騎士もまた乱れる。つまるところが聖杯騎士団とは勇者の兵装である。この白き軍と戦うということは、軍事力を有する一個人と戦うことを意味するのだ。

　軍のようではあるのに軍のようには崩せない。勇者の在る限りにおいて聖杯騎士団は無敵に近い。かつても今もそれは変わらない。

　だから狙うべきは勇者である。勝利も敗北もその首一つにかかっている。

　ゆえにこそ、それを狙う貫きの先端はクスターばかりではない。馬上に身を起こして赤と白との争う戦場を見渡すと、そら、他にも七つの同様の突撃が為されている。どの一つも火色の流星のように突き進んでおり、どの一つもただの一騎を狙っている。

　いざや、ここに勇者をば討つべし。討ち果たすべし。

　神意が人の形を成しているのならば神を殺すようにして。奇跡が白き色を成しているのならば聖性否定の黒色へ焼き焦がすようにして。今や収穫物と成り果てたその身命をば炎殺すべし。宿命の戦旗へ捧げる贄とすべし。

　まだ行けるか？　もう少しで届くか？　この初撃の槍先に果実を捉えることは叶うものか？

「おっと、上等！」

　右腿に槍の一刺突をもらい、クスターは即座に反撃した。首を狙ったが避けられた。間合いを詰めての並走となった。しかも槍の柄を握られた。その一騎は己の槍を捨ててそんなことをしてのけた。もう片方の手で剣を抜こうという、その隙を逃さず顔を殴りつけた。

　兜が飛んで露になった顔は貴公子然とした美形だ。髪の具合からダニエル・ハッキネンを連想する。だから何だということもなく、その無表情な顔にもう一撃を加えた。その男が体勢を崩したから、すぐに槍を引き寄せて首を薙いだ。血と空気とが噴き出して悲鳴のような音が鳴った。そのまま落馬していくも、抜剣はしたらしい。刃があらぬ方向へ振られた様子が視界の端に映った。

「……そういや、ダニエルの旦那は知ってんのかな？」

　馬を寄せてくる次の一騎へと槍を構えて、クスターはふと思う。

「ハッキネン子爵とその長子ね……まあ、親父さんの方はともかく兄貴の方は戦場に向いちゃいなかったみてぇだけどよ？」

　間合いを測る。狙いを定める。

「あん時の！　勇者の側にいちゃあ！　元が！　どんな人間だろうと……おりゃ！」

　名も知らぬ聖騎士に話しかけるようにして槍を交えること三合、一瞬の隙を突き首を刺し貫いてやって、クスターは腿の痛みを得意げな笑みの内に誤魔化した。

「影響されちまって、泣き喚くしかできなかったろうぜ。勇者に同情してりゃ尚更によ！」

　熱い脈動をもって傷口が存在感を強めているが、止血する暇いとまはない。

　まだ来る。左から二騎、右から三騎が速度を合わせて寄せてくる。クスターを狙うその五騎の後ろには中隊規模の馬列が続く。

　聖杯騎士団は俄にわかに陣構えらしき厚みを生じさせている。直進が難しくなる一方、どこまで駆けても突破は難しいと知れた。白い軍勢は全体として後進しつつ火色の突撃に応じようとしている。

「焦れってぇな、畜生が……」

　やや速度を減じ、同色の戦袍に身を包む男たち数騎と馬列を揃えた。目を合わせ手信号を二つ三つ、一騎を右方への牽制に残して一気に左方へ攻め掛かった。猛烈な勢いで槍を突きに突き、打ち砕いた。すぐに右へと思えば、何のことはない、寄せるまでもなく這う這うの体でクスターらの方へと寄せてきていた。

「上等上等、任せとけや！」

　熾烈な槍の応酬となった。クスターはその身にこそ一撃も許さなかったものの、同胞を一人失った。数では勝っていた。圧殺するつもりであった。そのように戦った。そのように勝利した。

　しかし、致命傷を受けた聖騎士の一騎が、その身を槍に貫かれたまま飛び掛かってきたのである。手には短剣が握られていて、それが飛び掛かられ驚いた同胞の口中へと吸い込まれていった。他のどこでもなくそこを狙った狂気を思う。

　見たのはそこまでだ。その後はわからないが、たとえ歯で嚙み止める妙技を閃いたところで、あの勢いで落馬したからにはただでは済むまいと思う。確認に行く暇もない。別な聖騎士がかなりの数で迫ってきている。

　聖杯騎士団の動きに鋭さが出てきた。いや、粘着きと言うべきか。展開が執拗である。

　クスターは舌打ちした。速度の風圧に混じって頰ほおや首に絡みつくような殺気が感じられる。先ほどまでにはなかったものだ。それが生じた。その意味するところは一つである。

「駄々っ子の意固地が出てきやがったか……前回も今回も、まったく、勇者ってやつぁよお！」

　初撃はこれまでだ。左脚に力を込めて、馬上に身を立ち上がらせた。見る。やはりか旗が振られている。既にクスターらを除く七つの突撃は動きを変じていたようだ。その意図を汲み取ることは容易い。クスターもまた手信号を発し、動きを合わせて旋回を始めた。

　一時的に進路が開けた。その間に右腿を確認する。傷はやや深い。布巾を押し付け、別の布巾で強く縛った。上手く刃をねじ込まれたものだと思う。そこにも何かしらの執拗さが感じられて、クスターは顔を顰しかめた。

　上体を起こしたところで、それは来た。

　風の音がやんだ。馬の振動が消えた。装備の重みもない。傷の痛みもない。視界は灰色の一色となり、それどころか目に映るあらゆる輪郭が形を失い曖昧になった。世界が凪ないだ。

　クスターは震え上がった。〝予感〟だった。

　この十年ほどは味わうことのなかったものだ。彼の炎に熱されて感じることのなかったものだ。もう来ないはずのものだ。彼や勇者が放つ不思議な力であると解釈したばかりのものだ。

「ああ……そうか……そういう……」

　旋回の進路上に聖騎士の一団が侵入してきた様が見えた。クスターは迷うことなく手信号を発した。回避だ。迂回ではなく更なる旋回だ。合流地点に向かうことをせず、全体の進行方向とは逆向きに駆ける。

　白い騎影を、赤い騎影を、どちらをも避けるようにして疾走する。天から見下ろせば八つの赤い流星の内の一つが逃げ出したように見えるだろう。それとも落伍したように映るものか。そんなことを思い、クスターは小さく笑った。

「……へへ、怖ぇ怖ぇ。ちびったかもしんねぇ。まったく、カッコ悪ぃ」

　両脚にあらん限りの力を込めて、立ち上がった。

　まず後ろを見る。三百騎ほどの赤き騎兵が後に続いている。その中に赤布の首巻をした者が十騎ほどいることを確かめ、頷く。

　次いで戦場を遠く見渡した。茶色の霧のように立ち込める砂さ塵じんの先に、見えるだろうと予期したものを探す。見当たらない……いや、見えた。見つけた。まさにそれだとクスターは納得した。

　探し始めた後に生じたそれは、新たな砂塵である。

　全体として両軍入り混じりつつ南へと駆けるこの騎馬の群れ……その流れに逆らったクスターは、同様に逆らい駆ける騎馬集団を発見したのだ。

「さて……じゃあ、カッコつけっかな！」

　馬首を転じて南面、集団の最後尾に三百騎の戦列を敷いて、クスターは勇ましく槍をしごいた。

「怖ぇ時はカッコつけるに限るってもんだ。どうしたって怖ぇけど、どうすりゃカッコいいかってのはわかりやすいからなぁ」

　南を見る。火刑戦旗を目に焼き付ける。

　次いで南西を見る。空の続く先、海の向こうに浮かぶ忌まわしの島を思う。

「ま、俺も案外に孝行もんだったってこったな。里の息子どもが健気なわけだぜ」

　声に出して大きく大きく笑った。まるで痛みも疲れも恐れをも知らない、偉大な英雄のように。

「おっしゃあ！　おめえら！　死なずに戦えよ！　死んじまっても戦えよ！　喜べや！　ここが死力の尽くしどころってやつだぜ!!」

　吠え声が連続した。まるで火炎が一気に燃え盛るかのように。

　クスター、一世一代の槍働きが始まろうとしていた。





◆第六十九話　聖なる軍を滅ぼすは我が雷火




「本当に、この世界は何もかもが上手くいかないわ……何をするにつけても無粋なものが混じるのだから、嫌になる」

　高速に身を晒さらす機動戦闘の最中にあって、マルガレータは白い髪の毛先をいじっていた。

「きっと負け犬の造った箱庭だからなのね。土も水も空気も、全部が全部、いじけているのよね」

　枝毛を見つけてそれを抜く。風に乗せ、それが吹き飛ばされていく様を愉快に思う。

「奇跡だってそうよ。勇者に与えられた三つの奇跡……どれもこれもが中途半端。記憶は気分が悪くなるくらいに煩わしいし、聖騎士は人の兵とさして変わらない。この右目だって効果があるのかないのかはっきりとしない。素直に期待した私が馬鹿ということかしら」

　溜息を一つ、すぐ後にこの空間を通るだろう者へと置いて残す。

「結局、与えられたものなど総じて下らないのね。把握され、記録され、勇者であれば誰でも再現できることなんて……所詮は手垢のついた使い古しだもの。本当に素晴らしいものは誰かに教わることなんてできやしないの。だって、私にしか持つことの叶わないもののはずだから」

　馬上に憩いこいつつ、赤色をもって追いすがる軽騎兵集団を見やる。この速度を受けて旗も衣も何かを乱打するような音を連続させている。まさに燃え上がる火炎のようだ。ひと塊にまとまりつつも外周部は揺らぎ、跳ね、聖騎士を巻き込んではそれを壊していく。焼き捨てていくと言うべきか。

「貴方は私を求めている」

　その熱量に当てられてマルガレータは断言した。

「口では何を言おうと、つれない素振りを見せようとも、私を欲するその本音を隠せていないわ。熱情が伝わってくるもの。貴方はずっと私を探している。ずっと私を追っている。そうせずにはいられないのよ」

　微笑む。艶あでやかに。聖騎士の二百騎ほどを不意に攻め込ませた。指でつつくようにして。

　健気にもそれを吞み込んで焼こうとするから、笑みを深めて二百騎を戻した。先ほどからこんなことを何度か繰り返している。怒らせないように少しは焼かせてあげることを忘れない。火へくべる薪まきを忘れないと言うべきか。

　脳裏に聖杯騎士団の残数を数えた。すぐにそれはわかる。二千四百三十三騎。初めの混乱で失った数が大きい。そこで戦列を破られ数を減らされた。駆けてはいるが負傷している個体も多い。

「素敵ね。貴方はそうまでして私を望んでいるの。心ではなく身体を寄越せだなんて、求愛にしても少し野蛮に過ぎる気もするけれど」

　彼を中核として機能する赤色の騎兵集団は、その数を殆ど減らしていない。精強なものだ。火撃という名がよく似合っている。マルガレータはその威勢の良さを愛おしく思った。情熱的だと感じるからだ。美しいと感じるからだ。

　見渡す限りを埋め尽くしている、この貧相で寒々しい世界……みすぼらしく滅んでいくよりない世界……注目に値するものは大変に希少だ。

　では、世界で最も美しく価値ある男とは誰か。マルコ・ハハトだ。

　では、世界で最も美しく価値ある女とは誰か。己だ。己以外の誰がいる。

　だから見たい。だから見る。彼を、彼だけを見る。

　マルガレータには彼の様子が手に取るようにわかる。白と赤の騎馬を透過して、砂さ塵じんもないものとして、距離をも無視して彼を見ることができる。正面から、斜め前から、横の左右から、同時に彼を見つめることができる。彼が馬上に凛々しくある姿を観賞することができる。

　聖騎士たちの視覚を思うがままとしたからだ。誰に説明されたこともない現象だ。〝聖戦の絆〟は、ここに既存を超えた不思議を発揮するに至っていた。

「追ってきなさい、マルコ・ハハト。もう少し……あと少しで、貴方を抱き締めてあげる」

　脳裏に思い描く騎馬の配置があった。

　誰も彼もが南へと馬首を向けて駆けゆくこの野において、中央には彼の率いる赤い集団がいる。それに追われ、突破されそうな態で、白い集団は左右に分かれつつある。

　マルガレータは小首を傾げ、思う。

　彼もそろそろ気付いただろうか。包囲されつつあるこの状況を。

　勇者たる己を狙うことはまったく正しい。聖杯騎士団は勇者を失ったならば戦闘を停止するだろう。そうならないための予備としてギリーが同道していたのだが、傷ものになったがためにもう捨てた。彼の狙いはいよいよもって正解ということだ。一人を討つことで全体を破壊できるのだから。

　しかし、それは執着だ。情熱が強さと共に分かち難く併せ持つところの、弱さだ。彼の鋭利な聡明さを曇らせ、広大な視野を狭めているに違いない。たとえ一時的なものにせよ。

「恋は人を一目散にさせるの。初々しいわねぇ」

　笑う。マルガレータは彼の可愛らしさを笑う。楽しくて堪らない。

「あら？　駄目よ、あと少しは待っていて？」

　彼を中心とする火炎の中から一匹の蛇が出現した。五百騎ほどの騎馬集団だ。それは右方へ旋回して包囲の壁を破ろうと動いたが、槍が交わり激突することしばし、跳ね返されるようにして元の火炎の中に逃げ戻っていった。

　次いで反対側にも五百騎ほどが出た。それも強く弾き返す。まるで夜の宴において腰にまわされた手をたしなめ払うかのようにして。

「ご自慢の騎兵が通用しなくて不思議かしら？　そんなに厳しい顔をして……うふふ……本当は不思議なのでしょう？」

　堪え切れず、顎を上げて笑った。そして言う。

「いいわ、これから何が起こるかをわかってもらうためにも、少しだけ見せてあげる……！」

　十騎ほどの聖騎士を意識する。これまでのように攻撃命令を下すのではない。十騎がそれぞれの身体に蓄える力を捉えるのだ。それは潜在能力か、あるいは命の力そのものか。

　いずれにせよ生物が存続するために秘されているのだろうそれを、ついと、暴いてやる。

「るおおおおお!!」

　いきり立った十騎が猛然と駆け出した。槍を振り上げ、赤い集団の中に……燃え盛る炎の中に突入していく。すぐに何かが飛んだ。赤色だから火の欠片だろうか。違う。槍を持ったままの騎兵の上半身だ。他にも色々と飛ぶ。馬の首、血しぶき、四肢のどこかしら一部……今のものは聖騎士の首であったか。

　十騎による試みで何騎を討ったろうかと思う。千を超える視界から情報は精査されて、四十七騎分の人肉なり馬肉なりが生じたのだと知れた。

「また、そんな顔をして……驚いたのでしょう？　本当に素直じゃないわね、貴方は」

　これもまた新たな奇跡の形だった。〝聖戦の絆〟と〝感情感染〟を併用し、より遠慮のない代物に仕上げたというのがマルガレータの印象だ。上手い名前はないものかと思案する。

「そうね……〝死命の舞踏〟なんてどうかしら。使い捨ての命の利用法としては最上でしょう？」

　笑う。マルガレータは笑う。ようやくとお気に入りの玩具を手に入れた気分だった。

「今のように一息に暴走させるとすぐに壊れてしまうけれど……その儚さも素敵だと思わない？　ああ、大丈夫、大丈夫よ？　まだ全部にはそれをしないわ。今貴方を囲んでいる聖騎士は、少しだけ感覚や筋力を強めているだけ……」

　笑い過ぎたものか涙を生じた目を外がい套とうで拭った。視界がぼやけるのはいけない。彼のことは数多くの目で見つめているが、彼が見つめる瞳は己のこの二つきりなのだ。見苦しくてはいけない。

　瞬まばたきを二つ、世界を見る。白色が赤色を包む高速の壮麗を見る。美しく崇高な風景だ。

　彼の炎のような情熱は、まさにその赤こそが相応しい。他の者が表したならば見苦しいだけの激情も唯一彼においてのみは素敵だ。それに寄り添う己には聖なる白色こそが相応しい。まるで神を前に誓いを立てる新婦のようにして。

　白い髪、白い甲冑、白い軍馬、白、白、白……赤。

「あら……？」

　己にも赤があった。外套の一部が赤く汚れていた。返り血などは浴びるわけもなく立ち回っている。無論のこと負傷などもしていない。それなのに赤い。鮮血の色をもって白い衣が汚れている。

　目か。もしやと思い右目の縁に触れたなら、はたしてそこには僅かながら血が溜まっていて、先ほどからの涙の正体が血液であることをマルガレータに教えた。思いついて口中に舌を遊ばせる。ぬるりと鉄の味がする。咄嗟に吐き出したくなるも、地に唾する下品を思い踏みとどまった。

「もうなの……随分と早いじゃない……」

　布巾を出して目元を清めた。口の中のものは嚥えん下げした。微笑む。最も美しい己を作る。

「楽しさは瞬間ね。いやらしい世界だこと、本当に」

　また一つ諦めを重ねて、マルガレータは彼を抱き締めることにした。華やかにして凄惨なる典礼を始めるのだ。そのための時間ならばまだ残されているはずだから。

　彼が己の手勢をもって世界に示しているところの火炎……まずはそれを消火する。

　普通のやり方では駄目だ。中途半端に水をかけても勢いが増すばかりという点は本物の火と同じだ。あの軍は攻めれば攻めるほどに勢いを増すに違いない。現に十騎を突入させてからというもの盛んに左右へ抵抗の部隊を送り出し、叩かれてはそれを戻すということを繰り返している。

　かくも威勢がいいのだ。一気に大水をもって消火に当たらなければならない。そのための力は〝死命の舞踏〟で用意できる。具体的には槍の二千本ほどで事足りるだろう。

　槍を投じればいい。東西南北全ての方角から致命的な力で。その直後に抜剣して突入させる。

「大丈夫、貴方には当てないわ。突入も貴方が殺されない程度の数にするつもり。残りの聖騎士で燻くすぶる火の一つ一つを打ち消して……それで、最後には私と貴方が剣を交えるのよ？」

　吐息した。期待の吐息だ。これから起こることはあまりにも素敵だった。

「あら、嫌そうな顔。やっぱり聞こえていたのね……うふふふ……構わなくてよ。聞いているのならそれでいいの。睦言には返事などいらないのだから」

　血の味の混じる唾を吞み込み、胸を高鳴らせて、マルガレータは火消しの儀式に臨もうとした。

　しかし、できなかった。

　既に包囲しているはずであった。彼の目を南のこちらに引き付けつつ、東西の最外周を北へ向け二百五十騎ずつの聖騎士に駆けさせてあった。回り込ませたのだ。北に蓋することを目的として。

　北を塞げていない。二百騎にも満たない火撃の騎兵が邪魔をしている。閉じようとする白い門の狭間で楔のように頑迷さを働いている。美しい儀式の遂行を妨害している。

「この……！」

　彼にばかり注目していたことの油断に舌打ちし、マルガレータは左右から襲う聖騎士らに攻勢を強めるよう念じた。自壊してしまうほどの〝死命〟はまだ使えない。それでも少数の邪魔者ならばわけもなく潰せるはずだ。

　潰せない。それどころか逆に押し込まれた。左右同時にだ。

　まさに閉じんとしていた門が開かれていく。己と彼とのために用意した式場が乱されていく。

「あ！　どうして!?」

　彼が去っていく。馬首を南へ向けたままに、開いた門の方へと赤色の集団が退いていく。速度を減じて門を出ようとしている。門は閉じない。そこから出てしまう。マルガレータは何かを叫んだ。彼へと手を伸ばした。

　駄目だった。出てしまった。彼は式場から退いてしまった。最高の式となるはずであった、この騎馬による式場から。

「また……こんな……こんな……」

　口の端に何かが泡立った。視界が赤くぼやけた。

　彼だけなのだ。この惨めで哀れな敗北者のための世界において、彼だけが美しく存在していた。他の全ては醜かった。勇者となる前の己もだ。彼の美しさに打たれ、彼の前に立つ資格などない己を嫌悪し、それでもどうにかして彼を手に入れたいと思ったところへ聖定の打診があったのだ。

　今にして思えば、初めからマルコ・ハハトは特別だったのだ。

　彼が龍将軍に任命され、己の右目を失うこととなった表彰式典……マルガレータは他の誰よりも彼に注目していた。あの当時にして姉エレオノーラよりもである。それは好意的な感情ではなかったが、しかし最も心動かす存在として彼を捉えていたことは確かだ。

　勇者になることの危険や代償など、考慮するまでもなかった。彼の前に立てるか否かだけが問題だった。それが生と死だった。勇者になれば彼の前に姿を現すことができる。ごく短期間に限られた生であっても、輝かしい在り様を示すことができる。断るはずがなかった。喜んで儀式に臨んだ。霊薬を飲み下した。

　その結果が、これか。相対して言葉を交わしてもすげなくされ、右目の奇跡を用いたところで通じず、彼の好む機動戦闘を共に踊っても逃げられる。

　誰も彼も……いや、そんな有象無象はどうでもいい……彼だけは……唯一人と思い定めた彼ですらも、己を見捨て離れていくというのか。

　マルガレータは歯を剝いて怒りを表した。品性など念頭から消えた。顎に、頰ほおに、熱く何かが溶け零れて落ちていってもどうでもよかった。憤りしかなかった。それしか残っていなかった。

「……こん……な…………世界ぃぃっ!!」

　馬首を北に、彼の方へと転じた。減速などという生易しいものではない。一気に転進したのだ。強い反動を予期し身構えて為したことだが、それは実に呆気なく成功した。聖騎士はどの一騎も落馬することなく簡単に方向転換をしてのけた。

　馬術の極みか？　違う。速度だ。気付かぬ間に南への進み方は相当に減速していたのだ。

　彼だ。彼が原因としか考えられない。マルガレータは彼を包むことを目的として駆けていた。彼に追いつかれることも彼を置いていくこともないよう気をつけていた。常に一定の距離を保っていた。それで全体の速度が減じていたのなら、それは彼が徐々に速度を落としていたのだ。

「だから……何なの！　何なのよ！　ねえ！」

　襲い掛かる。全聖騎士をある程度まで暴走させて、己もまた狂おしい衝動のままに、ただ彼のみを狙う。殺到する。もう形式にこだわるつもりなどはなかった。

「マルコ！　マルコ・ハハトォ!!」

　逃げる。彼が逃げる。こちらの思いを知りもしないで、あるいは知っていて敢えてなのか、気に障る赤色を衣に旗にとはためかせて、軽騎兵の機動を発揮する。炎の矢のように駆けていく。

　追う。逃しはしない。絶対に生かしては返さない。いや、殺した後も逃すものか。マルガレータは赤いものを零しながらも吠えた。声にもならなかったが、構わない。

　お前は私のものだ。お前の身も心も、殺して、手に入れる。

　命を啜すすってやる。精神を取り込み、肉体を吸い取り、お前を私のものにしてやる。

　言葉にはならずとも、マルガレータはそう宣言したのだ。その旨覚悟せよと通知したのだ。荒々しく愛されることを受容すべしと威い嚇かくしたのだ。伝わったはずだ。伝わらないはずもない。これは刻限の迫った勇者による咆ほう哮こうである。伝わらないでは済まされないのだ。

　猛追する。届いた端から全ての火撃を殺し尽くすつもりで駆ける。絶対に追いつく。絶対に殺す。そのためだけの生だ。それだけは果たして死ななければあまりにも惨めではないか。

「な……にぃ……!?」

　追いつけない。速い。火の色に加速するその集団は恐ろしく速い。見開いた眼を痛撃する高速の風の中で、空気などという壁は存在しないとばかりに疾走していく。どこまでも力強い。まるで天も地も彼らによって新たに拓かれていくかのようだ。

　容赦なく巻き上がる土煙りを浴びせられながら、マルガレータは炎の在り様に唸うなった。

　届かない。とても届かない。どうして届かない？

　マルガレータが真っ先に思ったのは馬の差だ。それは確かにある。この北方遠騎行のため方々に手を回させ、優秀な馬を揃えさせはした。実際に予想以上の良馬が集まったと思うが、それは尋常の内側で測った優良でしかなかった。

　相手は彼だ。彼の率いる軽騎兵だ。兵の練度もさることながら、その馬が尋常の手段で入手できる軍馬であろうはずもない。急激に加速する未知の馬術を用いるように、何か特別な方法でもって最良馬を揃えているに違いない。マルガレータはそこに確信をすら持っていた。

　それでも己の率いる五千騎を総軽騎兵とすることにこだわった。その意義は後付けにいくらも説明できるが、何よりも彼の軍に合わせることが目的だった。当然だ。彼以外のものは何もかもが下らないのだから。

　この期に及んでその無理が出たものだろうか。それだけだろうか。それで充分に説明がつくだろうか。連戦の疲労をも考慮すれば、これが当然の結果なのだろうか。

　いや、おかしい。それにしても差があり過ぎる。

　あちらがああも全騎全力で高速を駆ける一方で、こちらは遅いばかりか馬列も乱れている。整然と従うはずの聖騎士らが縦に列を伸び切らせていて、大小様々な集団に分かれつつあるのだ。

　まさかと思い、確かめた。遅れている聖騎士の視線を用いて、その跨またがる馬の様子を確認した。

　傷つけられている。剣槍の傷もあれば、矢が突き立ったままという例もあった。聖騎士の方は無事であるのに、馬ばかりが手酷く痛めつけられている。いつだ。いつやられたものだ、それらは。

「あの……時か！」

　マルガレータは記憶を探り、そこに彼の悪意を見るという苦痛に歯軋りした。まだ彼を包囲していた時だ。もうじきに北の退路も断てると過信していた時だ。十騎に〝死命〟をかけて放ち、その後に血の涙を拭いて……それでも最高の幸せを思い描いていた時のことだ！

　火撃の騎兵は激しく左右の白い壁に攻撃を仕掛けていた。何度跳ね返されても、何度でも再挑戦するという有り様で、囚われた獣にも似た活きの良さを晒さらしていた……いや、そう見せていたのだ。必死な抵抗に見せかけて、実のところ馬を狙った陰湿な攻撃を繰り返していたに違いない。

　聖騎士が新奇跡の影響で強化され、歯が立たなかったからか？

　違う！　彼が軍を動かすその時に、無駄で非合理な行動のあった例がない。狙いがあってのことだ。思惑があってのことだ。そうに決まっている。

　駆ける先に丘が見えてきて、マルガレータは思わず呟つぶやいていた。

「これが……これが、お前の戦か……！」

　轟ごう々ごうと燃える炎が、今、雷鳴を伴ともなって烈光と化したものだろうか。

　圧倒的な速度でもって丘を駆け上がるなり、即座に反転、吶とっ喊かんして逆落としが始まった。天地を両断するかのような物凄まじい勢いだ。しかも真直線ではない。左右へと揺れる機動がある。まさに落雷だ。いや、雷火と言うべきか。

　殲滅の機動なのだ、それは。

　切れ切れに長く伸びた聖杯騎士団の馬列……その白き先頭集団をば文字通りに吹き飛ばした。人と馬とが宙に舞った。多くが白色だが赤色も混じったようだ。馳せ違うつもりなどないのだ。体当たりに近い角度でぶつかってくる。

　それでも角度はついているから、火撃の先頭集団……赤色の戦袍のみならず揃いの首巻をした小集団は向かって右方へと抜けた。しかし勢いをそのままに戻ってくる。機動の揺れは変化を匂わせる牽制ではない。このためだ。再びに馬列へ突入するためなのだ。猛もう火かの如き馬列が後に続く。

　龍か。これは火龍というものか。

　角と牙とに続いては爪と鱗とが威力を発揮する。徹底した破壊が行われている。

　寸刻みにされるだけならばまだいい。この雷光の如き突撃は貫くだけでなく叩き壊し、斬り崩し、削り滅ぼす。機動の鋭利と速度の衝撃とを力に聖騎士を殺し尽くしていく。火花を撒き散らすようにして己が騎兵も損じてはいる。しかし相討ち目的でないことは明らかだ。

　何という光景か！　聖杯騎士団が粉々にされていく！

　マルガレータの血色の視界は、今、この世の終わりを映しているかのようだ。命を消し飛ばすほどの熱圧を放ちながら、恐るべき波が寄せてくる。白色の掃滅を目論む赤色の怒涛が、神聖にして無敵であるはずの軍勢を弾き、屠り、砕き、消し去って……とてつもない速度で迫り来るのだ。

「あああ!?　あああああ!!」

　叫んだ。マルガレータは激情のままに叫び声を上げた。恐怖ではない。そんなものは今更だ。死など既に決定事項だ。神聖なるものが踏み躙られていく様にも既視感しかない。どうでもいい。

　彼だ。彼が見えなくなったのだ。現時点で聖騎士を一千八百騎ほど失い、その分だけ視界を失ったからだろうか。それとも熱圧に当てられたせいか。あるいは血涙のためか。

　右目をこすろうとして、そして気付いた。

　ない。眼球がない。右の眼窩には何ら固形物が存在していない。転げて落ちたか。溶けて流れたか。血塗れの半面をさすったところでわかろうはずもなかった。

　声にもならない何かに喉を掠かすれさせながら、マルガレータは機動を転じた。僅かに八十騎ばかりが後に続いたろうか。それ以外は機動を変ずる間もなく蹴散らされた。火の色の激烈に吞まれ、滅ぼされたのだ。離脱は間一髪の行為だった。

　あんまりだ。どうして世界は己に対してかくも酷こく薄はくなのか。

　右の穴からは血を、左目からは涙を流しながら、マルガレータは呼吸困難に陥おちいっていた。もはや口中には唾液では洗い流せないほどに出血がある。それが喉に粘着き息が詰まる。何度か血塊を吐いた。水袋を引っ張り出して吸った。飲みはしない。胃が受け付けない。口を濯いで吐き捨てる。

　どこで間違ったのだろうか。どこから、いつから、世界は辛酸に満ちたものとなったのか。

　残余の聖騎士を束ねて駆ける。奇跡は未だ発動している。眼球なき右の目に妖しく灯る力がある。八十騎の視界を掌握し、強化し、火撃の様子を探らせた。目算で二千五百騎は未だに残すか。こちらの三十倍以上の兵力ということだ。初めは同数であったが。

　マルガレータは血と体液に汚れた口元を拭いもせず、笑みの形を作った。

　どうもこうも、ない。

　どうあろうとも、これが現実だ。どこでもなく、ここが望んだ地だ。どこの誰に決められたのでもなく、このマルガレータが己の裁量でもって摑み得た機会……それが今この時である。

「私の生も死も、全て私の物だ。私の勝利も敗北も……私以外が記す歴史にどう書かれようとも、私の心を動かすことはない。私の評価は私が決めるからだ。私しか私を語れやしない……」

　息を吐く。ただのそれだけで身中の力が大きく抜け出ていく感触がある。

「私……私だけが……私をわかる。この世界で唯独り、私だけが……私を愛しているのだから」

　ともすれば崩れ落ちそうになる身体を細心の注意でもって馬上の凛然として維持している。背筋を伸ばすというただそれだけのことが難しい。瞬間ごとに工夫がいる。

　マルガレータは己の時間が終わりを迎えたことを悟った。もとより勇者の強大なる命は人一人の肉体に収めきれる代物ではないのだ。耐え切れず、内側から崩壊していく。奇跡の力を濫用すればそれが早まる。火勢を増したならば薪まきが早々と燃え尽きるようにして。

「どこまでも理不尽なるこの世界……優も劣も曖昧なるままの愚ぐ昧まいと酩めい酊てい……一等マシな場所は、戦場。ここだけは潔い。強と弱とでしっかりと結果が出るもの。私の負けね、マルコ・ハハト」

　騎馬の進みは止めていた。馬ば蹄ていの振動が辛かったからだ。少しでも時を延ばすためにはそんな工夫すらも必要となっていた。周囲を固める八十騎には火撃の観察を続けさせている。

　勇者とそれを護る八十騎を除いて、全ての聖騎士が討たれたようだ。火の色の旗が掲げられるばかりで、神の旗などはもうどこにも見えやしない。それはあるいはこの後の時代を象徴した光景なのかもしれないと思う。力強い時代が訪れるのかもしれない……これまでにないような、何かしら熱く速い時代が。

「ふふ……そこで投降を呼びかけず軍を動かすところは、とても貴方らしいわね」

　八十騎へ向けて二千五百騎ほどの軍が整然と近寄ってくる。槍持つ者は槍を、そうでない者は剣を、それぞれに構えていて物々しいことである。マルガレータは笑んだ。

「けれど……マルコ・ハハト……うふふ」

　呼び掛ける。見えたからだ。見つけたからだ。静かに寄せ来る騎兵団の中に、はっきりと一騎の存在を認めたからだ。マルコ・ハハトの馬上にある姿を確認したからだ。

「貴方、まだ少し優しいわ。それで神を殺せるのかしら？」

　駆け出す。最後の奇跡を用いる。〝死命の舞踏〟だ。七十八騎は今や狂猛なる獣と化した。その操作も放棄した。ごく短時間でそれらは自壊するだろう。しかしそれまでの間は誰にも止められない。二騎だけは残す。どうせ何か不都合が生じる。世界はそういうことをする。そのためだ。

　無論、狙うはマルコ・ハハトである。

　それと察して火色の戦列が組まれたが、無駄だ。先ほどとは逆の現象が起きた。白色が暴虐を働き赤色が天に飛び散り地に撒き散る。すぐには速度も得られないのだからもはやこれまでなのだ。

　抗えない。逃げられない。お前たちはマルコ・ハハトを護れない。

　マルガレータは己の左目にマルコ・ハハトの姿を捉えた。そこへ至る道も開けている。化け物兵らがいい具合に混乱を巻き起こしている。

　最速をもって駆け込む。剣を抜く。刺突に特化した特注の片手剣だ。馬上に身を低くする。剣を腰だめに構える。唇は引き結んでいる。最後の二騎を精密に操作して道を確保する。

　そら、届く。

「舐めんな!!　届かせねえよ!!」

　汚らしいものが視界を遮った。己と彼とを結ぶ道を遮断したから、これは排除しなければならないと思う。首に金の環を着けた野蛮なる男……見覚えがある……ああ、カリサルミ領都包囲戦の時かと思い至る。即座に二騎へ〝死命〟をかけた。ここで使い捨てる。この男は強者と知る。

　たちまちに吹き荒ぶ血風を潜り抜けて、進む。

　いた。目の前に。マルコ・ハハトがそこにいた。

　やはり見惚れるばかりに美しい。もっと早くに出会いたかったと思う一方で、きっとそうであったらこの美しさに気付かなかったろうとも思う。己の醜さを抱えたまま堂々と会見するには、この男の美は苛烈に過ぎる。結局は憎悪したのかもしれない。

　だから、これでいいのだ。

　彼が見事な速度で槍を繰り出し、それが己の身体を貫いても、マルガレータはまるで動じなかった。左手に槍の柄を摑んだ時、それが高速で回転していたことに少し驚いただけだ。そういう技なのだろう。ここにきて新たな彼を知った。それが嬉しい。

　柄を引き寄せた。槍の穂先は背から突き出ただろう。構わない。そして逃さない。左手を素早く動かして彼の右手首を摑んだ。彼が驚いた顔をしている。それも嬉しく思う。右手に力を蓄えていた剣を、その切っ先を、彼の胸へと目がけて思い切り突き込んだ。

　何も起きなかった。剣が見えなかった。

　致命的な刺突を……この時のために練磨を重ねもした技を放ったつもりだったが、残念ながら右腕の肘から先が失われていたようだ。脇目にそれを確認した。

　あの金環の男の仕業だ。こちらを向き、獰猛な顔に得意げな笑みを浮かべている。身を乗り出して勇者の右腕を切断することをしてのけたのだ。マルガレータはそれを見事だと思った。決死も決死、捨て身も捨て身の一撃だからだ。

　その男は胴体を半ば断ち切られていた。それはそうだ。〝死命〟の聖騎士を前にしてその姿勢、その隙……自殺行為である。そら、胸を刺し貫かれた。その勢いで落馬する。あれはもう助からない。

　名くらいは聞いておいても良かったかもしれないと思う。その男が命を捨てても護りたかった人物を、マルガレータもまた同様に愛しているからだ。命を捨てても殺したいと願っている。

　そのための手段は、まだ、ある。

　身を投げ出し、同時に死力をもってマルコ・ハハトを引き寄せた。驚きに目を見開いたままの彼の顔が近づく。綺麗だ。この紫色の瞳は本当に綺麗だと思う。永遠に見つめていたいとすら。

　唇を奪った。接吻だ。本当ならばこんな形ではなく行おうとしていたものだ。しかしこれもいい。いや、これがいい。この瞬間の何と幸せなことか……マルガレータは満ち足りた心で世界を見る……今や彼の瞳の紫色ばかりとなった世界を見る。

　ああ……美しき哉。死ぬに足る。

　髪を摑まれた感触があった。無視する。目を閉じる。もうこれ以上はないのだから、もう何を見る必要もない。首に何かが冷たく触れ、そして衝撃があった。喉の詰まりが急に通った。そして急速に意識が遠のいていく。

　あら、結局のところ、私の首が欲しかったのかしら？

　首だけの身となってはそんな皮肉を言葉にすることもできない。惜しいと思う。もう口を開き舌を自由にできるのに……口に含んでおいた霊薬を、すっかり彼の口へと移し切った今となっては。

　何にせよ、もはやこれまで。

　マルガレータは命を手放した。思いがけず得た幸せな最期を……マルコ・ハハトの手の中で死ぬ幸福を味わいながら。





◆第七十話　旧き時代の旗と、新しき時代の旗と




　龍将軍マルコ・ハハトの失踪……それが聖王戦争における最大の謎である。

　多くの仮説は存在する。魔女マルガレータと相討ちになって死んでいたとする説や、戦傷を受けて再起不能となったために故郷キコ村へ帰ったとする説などだ。クラウス・ユリハルシラという後ろ盾を失ったため失脚したとする説も有力だ。アクセリ・アーネルという新たな軍事的英雄の登場により役目を終えたとする説は同人物が独立を画策していたとする説と共に語られることが多い。

　いずれにせよ、王国は戦功絶大の英雄を欠いて教会との決戦に臨んだ。総力戦である。

　あるいはそれは、神話の時代の終わりと人間の時代の始まりを象徴する出来事であったのかもしれない。絵物語の主人公のような一人ではなく、名もなき一人一人の奮闘により新時代が切り拓かれたのだから。

　教会の大陸支配に終止符を打ち、東西の国家間戦争を終わらせる契機ともなった戦いにおいて、王国軍が掲げていた旗は火の赤色ではなかった。雲のような白き旗であった。

　女王パウリーナの御旗として伝わるその旗は、さて、いかにして世に現れたのか。

　これについては多くの資料が残されており、当時の熱狂を知ることができる。その様子を題材にして描かれた絵画も多く、大陸の今を生きる者へ女王の威徳を感じさせてやまない。

　しかして、当時は女王も十八歳である。その御心はどのようなものであったろうか。

　ヒルトゥラ家、テルヴァハル家、ユリハルシラ家それぞれに伝わる文書を照らし合わせることにより、それを推し量ることができるだろう。





　　　　◆◆◆






　日の差して明るい部屋で窓の方へと顔を向けているから、それはもう眩かった。

　目をしぱしぱとさせて視線を脇へやる。そこには鏡があって、己の背後に所狭しと並ぶ絵画や綴織が映っている。暗がりで見れば迫力のあるそれらも、こう光に照らされていてはことごとく白んでいて何とも弱々しい。埃ほこりの舞う様も見える。

　光とは乱暴なのだ。それは透明さから水に似るが、晒さらされたものを摩耗させ朽ちさせる働きについても同じで容赦というものがない。時の流れは常に光や水の側に味方していて、影に固着する全てを怯えさせている。

　髪を櫛くしづけられ化粧を施されながら、パウリーナはそんなことを考えていた。

「どうせ何も変わらない。今までもこれからも、ずっと同じことの繰り返し」

　窓を背に座る灰色髪の少女が話している。青色の瞳が空とは異なる水の色を表している。

「大人たちはいつも忙しそう。それしかないって顔をして、同じことばかりをする。何度も何度もする。でも、見分けのつかない毎日に意味なんてない。そういうものだと思い込んでいるから、そうするだけ。そうしたいのかどうかもわからないまま、いつもそうするだけ。それをしないではいられなくなっただけ」

　話しかけているようでもあり、ただ呟つぶやいているようでもある。彼女の名はビルギッタ・テルヴァハルという。もうすぐ十歳になる。言葉が泡玉のように部屋を流れて、舞うでもなく床に落ちては消えていく。

「何をしたって、何をしなくたって、どうせ世界はこんな風なまま。魚がどう群れてどう泳いでも川は流れを変えない。鳥の空も、獣の森も、人の国も、皆そう。いつものようでしかない。今までもこれからも」

　それは侮ぶ蔑べつのようでいて冷たくない。憤怒のようでいて勢いがない。言葉はそれが歌でもない限り、誰かに聞いてほしくて発せられるに違いないが……誰かに届くはずもないと諦め果てているかのように、彼女の言葉は枯れ萎しぼんでしまっている。

　パウリーナは小首を傾げることでビルギッタに先を促したが、優しくも逞たくましい手によってすぐに首の傾きを直された。身支度はまだ終わっていない。

「パウリーナも、そうやって国王をしているけれど……きっと何も変えられない」

　水の音が聞こえた気がして、パウリーナは耳を澄ませてみた。聞こえない。ビルギッタの声をくぐもらせたものは何であったかと思う。声が鈍く反響し、濁ったようにも感じたのだが。

「国王になる前となった後とで、何が変わったわけでもない貴女は……そんな貴女でしかないなら……この世界にとっては一尾の魚。一羽の鳥。一名の人。何もできない。何も。何も変わらない」

　髪留めを作業していた手が止まっている。パウリーナは鏡を手掛かりにして戸惑いの手に触れ、続けることを促した。強張りはすぐに解れたようだ。丁寧な手つきが再開された。

「そうかな。変わらないものなんて、あるのかな」

　女王としての体裁を整えることは任せきりにして、思うままに言葉を発した。

「魚も鳥も人も、皆、食べて寝て、起きて食べて、寝て起きて、また食べる。そういう風にしていると、皆、大きくなっていくよ。小さいままではいないの。貴女はもう幼いビルギッタじゃないし、私も小さいパウリーナじゃない。鏡を見なくてもわかることよ」

　返ってくる言葉はなく、立ち去る音もしなかったから、パウリーナは続けた。

「繰り返すことはたくさんあるけれど、皆、少しずつ変わっていくよ。木も草もそう。畑は同じように世話しても同じだけ収獲できるわけじゃないし、山菜は年ごとに採れる場所が移動するよ。石もまろむよ。山も彩りを変えるよ。風はいつも新しいし、空だってこれまでに一度も同じ空なんてなかったよ。世界は変化するの。今も変わっている。目を凝らして、耳を澄ませば、わかるよ」

　パウリーナは窓の方を見やったから、少女が上目づかいに己を見ていることに気付いた。その二つ瞳は影の中にも青く揺らめいている。井戸の底を見下ろした時のような、何かしら妖しい深さがパウリーナを見据えている。

「違う。見える形や聞こえる音が変わっても、それはパウリーナにとって新しいだけで、きっといつかどこかであったものに決まってる。それに、そんな小さなことは世界を動かさない」

「ううん、世界は動くよ。小さな種の一粒が豊かな食卓と元気な毎日に繫がるように、そんな一日一日がいつか歴史になるように、大きな変化は小さな変化から始まるの。世界はそんなきざしで満ちているのよ」

　寂しく水を湛えた青色へ、思うところのものを投じる。そうしたいからではない。求められるままにだ。必要とされるままにだ。パウリーナはただ反応しているに過ぎない。

「……私の周りには、そんなの、ない。見当たらない。何にもないわ」

「あるよ。遠くを探さなくてもいいの。今、いっぱい話してるでしょう？　それもきざし」

　指差したなら、ビルギッタは慌てたように口元を両手で隠した。青い眼差しが強まった。今にも何かが零れそうだ。若葉の先に集まる朝露のように。

「無理よ。関係ないわ。私と世界を一緒くたにしないで」

「一緒よ。同じだもの。貴女も世界の一片だよ。私もそう。皆、そうなの」

　誰に向けてというわけでもなく、パウリーナは頷いた。そして告げる。

「世界は生きているの。だから変わるの。貴女も生きているよ。だから変わるのね」

　それは確認だった。予兆として知らされたものを言葉にしただけのことだ。だから、声もなく涙を流したビルギッタを見ても、パウリーナは小首を傾げるのみである。

「どうすれば……変われるの？」

「どうしても変わるよ。変わるのは嫌だって頑張らなければすぐに変わるよ。十数えるくらいで」

　唇に朱が引かれた。首には赤い宝石の首飾りが巻かれた。耳に飾ったものにも紅が光る。己が身には予め備わっていない色だ。パウリーナはそれらが熱を帯びていると感じた。

　立ち上がる。女王としての正装に身を包んでいる。クウィン織物の衣は白色にして草花の刺繡が豪華なれど、開いた胸元にも、それに繫がる肩にも、手袋の縁にも、やはり火の色の宝石が輝いている。一つ一つが強い。どの一つも何かを宿して熱を発しているかのようだ。

　どれ一つのみでも燃え上がるには足らないが、合わさって風を受けたならば、パウリーナの身を包み赤色を吹き上げるのだろう火炎の申し子たち……まさにその熱量こそが変化の力だ。

　パウリーナはそんな人々を知る。赤熱として燻くすぶる者たちを。大なる炎に炙られて、自らも燃え出さずにはいられなくなった者たちを。

「陛下、お支度が整いましてございます。後はこちらを」

　全ての作業を終えたヴィルマがそっとパウリーナに示したものがある。他の宝飾とは別にされて在るもの……王たる者のための冠だ。戴冠式用の重厚なものではない。パウリーナが日々に用いるため作られた小冠だ。これにもやはり燃えるような火色の宝石があしらわれている。

　これを手に取り頭上に持ち上げることは、今やパウリーナ以外の誰にも許されていない。身につける以前から特別があるのだ。埃ほこりを払うにも定められた形式がある。幾重もの約束事がその小さな冠を包み込んでいる。

　この冠で頭上を飾る者こそがアスリア王国の国王であるからだ。

　王とは人間でありながら人間を統べるという至上の大権を有する。それがどのような根拠を、意味を、影響力を持つものか……いかに恐るべき重責であるのかを、パウリーナは承知している。王たる者の学ぶべきこととして教授された知識によってばかりではない。実体験として理解したものがあった。

　今より六年前、十二歳の春のことだ。場所は王国北東の辺境、小さな村だ。そこでパウリーナは運命と出会い、二つの覚悟を決め、一つの物語を見届けるための人生を始めたのである。

　運命は不思議な少年の形をしていた。名をマルコと言う。

　パウリーナの生き死にを試したと明言して悪びれるところもなかった黒髪碧へき眼がんの彼は、淡々と大陸の未来を予言した。戦乱を言い当てていた。人間の歴史が避け難くそこへ至ることを確信する静かな眼差しは、しかし、その流れを破壊せんとする膨大な熱量を秘めていた。

　一つ目の覚悟とは、マルコという名の炎を受容することだった。二つ目の覚悟とは、その壮絶なる力を世界へと解放することだった。それらどちらをも、パウリーナは微笑みをもって覚悟した。

　すぐさま世界は姿を変えた。

　真新しく大きくなった。

　思いがけず力強くなった。

　加熱と膨張、加速と躍動……世界はマルコという炎によって大変化の時代を迎えたのだ。

　パウリーナはそれを素敵なことだと思い、全てを抱き締めるようにして見届けた。健やかに、大らかに、世界の動揺を受け止める日々を過ごした。肉体としては小さな庭に生きていたに過ぎないが、精神は世界へ向けて広がっていたのだ。人間を包む大自然を思い、人間の作る小自然を思っていた。寿いでいた。

　つまりは、あの日からだ。彼がパウリーナを奉ほう戴たいすると約束したあの日から、パウリーナは王として生きることを始めたのである。

　言わば、神の祝福を受けるよりも先にマルコという運命に祝福されたのだ。それがパウリーナを王にした。炎に洗われるような感覚があった。当然だ。彼を受け容れた以上、その治世は凄まじいものとなる。彼は世界を変革する。王たる身には他人事どころの騒ぎではない。まさに己が身を焼かれるに等しい。

　マルコと共に在るとは、そういうことだ。

　彼に奉戴される王とは、常に己を焼き清めながら遥かな道程を見据えていなければならない。

　そして、パウリーナは今も一つの物語の結末へと思いを馳せている。名もなきその物語は、背に毒の瘤を持つ獣を主人公としている。惨めで、悲哀に満ちていて、救いようもなく終わってしまいそうな、血塗れの獣の物語だ。特別な意味を持つ物語だとパウリーナは承知している。

　生き長らえるために己を傷つけ、上手に血を流す獣……それは、この世界そのもののことではないだろうか。

　マルコはあの冬の表彰式典において言っていた。

「炎の中に世界が呪われた獣であることを嘆いた私は、図らずも再び獣と相対した今、もはやその嘆かわしさを焼いてしまわずにはいられません」

　彼の言葉は意味深長に過ぎて、パウリーナにはその全てを理解することができない。しかし世界を呪われた獣と表現していた。そして嘆いていた。焼いてしまいたいと漏らしていた。

　彼はこうも言っていた。

「死を経ぬ何者にも私を止めることあたわず。王女殿下の寿ぐ世界に気高き強さの在らんことを」

　最初の半分は意味がわからない。けれども後の半分は明白だ。パウリーナを奉戴する彼がそれを言ったならば、即ちこの時代に気高き強さを希求するという意思表明に他なるまい。

　彼の目には惨めと映るこの世界……血塗れの獣に比喩されたこの大陸をば、彼は火炎と化して変革しようとしている。その手段が戦争だ。

　戦って、戦って、戦い抜いた先に、何か新しい世界の形を思い描いているに違いない。

　パウリーナはそれが見たい。血塗れの獣の結末を……彼の征く果てを。

　だから王冠を手に取り、頭上へと持ち上げるのだ。人の身から王たる者へと変ずるのだ。彼に熱せられた世界がどのように変わりゆくかを見届けるために。美しい火炎の、火の粉の一つとてつぶさに見極めるために。

「貴女も来る？　ビルギッタ」

「……仰せのままに、女王陛下」

　女王として王城を歩く。侍女武官ヴィルマとテルヴァハル女伯爵ビルギッタを傍かたわらに、四名の女官を後方にして、王者の在り様をもって厳かに進む。急ぎはしない。時の流るるようにして行くのだ。衣擦れの音すらも密やかにして。

　角を曲がったならば、廊下の先に跪ひざまずいて待つ者がいた。

　若い男だ。格式を備えた重厚なる外がい套とうを羽織っている。表地は真黒色で裏地は貴血色というそれは、この国に四着しか存在しない宝物だ。その左の胸元に由緒正しき家紋を飾る者とは即ち侯爵家の当主である。

「ユリハルシラ侯」

「は。臣ルーカス、陛下の仰せによりここに罷り越してございます」

　立ち上がらせ、同伴させる。パウリーナは更に進む。何代か前の王の名を冠した部屋へ入り、その豪華なる調度に一切目もくれないで、窓辺へ。壁面から外へと張り出した場所へと数歩進み、手摺に遮られて立ち止まった。

　そこには世界が広がっていた。遥かな地平には天地定かならぬ横一線が左右見えぬまでに引かれ、上を向けば蒼穹が白雲を装飾してどこまでも清く澄み渡り、下を向けば大地の雄大が万緑に彩られて海原の如く迫り王都の繁華へと繫がる。大いなる自然に抱かれてアスリア王国が在る。

　王城の中枢を背に眼下を見たならば、大庭には敷石の色も見えないほどに男たちが集っている。誰もが武装し、兜を小脇に抱えている。揃いの作りの鎧上衣は色が数種類あって、それはその者がいずれの師団に所属しているかを示している。手前ほどに装備は上等で、奥へ行くにつれて簡素になっていくものか。

　国軍だ。アスリア王国の最大兵力たる国軍が集結しているのだ。

　数万という顔が、それぞれに二つの瞳をパウリーナへと向けている。甲冑の鋼があちらこちらで陽光を照り返す様は水面にも似るが、寄せられる意思の力というものがあって、間違いようもなく彼らが戦士の集団であることを教えている。

　パウリーナは女王として彼ら全員と相対している。

「聞け。我が民、我が勇敢なる兵士たちよ」

　咳一つなく迫力だけを放射する軍集団へと語りかけた。一歩とて退かない。可能であれば空中へと歩み出したろう。

「この暑き季節に、南から瘴気が吹き寄せている。国難である」

　眼下に音のうねりが生じた。人体と衣服と甲冑とが擦れ合う音が無数に縒り合わさったものか。声はない。数万の将兵が同時に息を吞んだのだ。それが武器持つ国民の率直な反応ということだ。

　今、パウリーナは聖杯騎士団を忌むべき敵であると断じた。国を滅ぼしかねない脅威であるとも明言した。アスリア王国国王として、である。

「されど、どうして冷気に凍え怯える必要があろうか。我らは熱き時代を生きている」

　無数の明滅が連続して眼下は無音の騒めきに満ちた。水の細かな煌きらめきにも似たそれらは人の目蓋の瞬まばたきだ。この場に集った男たちは揃って目が眩んだらしい。

　応ずるようにしてパウリーナもまた一度目を閉じた。視界に薄い皮膚の幕を下ろしたところで、万を超える男たちの熱気は僅かにも圧迫感を減じない。むしろ増した。王城の外からも届くものがあると知覚したからだ。

　民だ。民に違いない。どのような不思議が作用してか、王都の民もまた意識を向けてきている。パウリーナはそれを確信することによって、己の立つ場所の意味を悟るに至った。

　天地の狭間にして、人の営みを睥睨する無二の頂……ここだ。

　ここが王座だ。ここが真の王座なのだ。

　謁見の間の最奥において贅を極めた椅子が再現せんとする空間が、今、一切の調度品を必要とせずに現出している。ここは王でなければ立つことの叶わない場だ。天を背にして人間を見渡す者のみが在れる高所だ。まさにパウリーナの居場所である。

『貴方はここに立たないのね』

　孤高のパウリーナは、心の中でマルコへと語りかけた。今ここに居らずとも、いつも誰よりも近くに居るような彼のことを想う。今も戦い続けているに違いない彼のことを。

『貴方は人間の抜群。未踏を駆ける炎の騎士。世界を燃やして……そして、病み毒へも挑むのね』

　返事などは必要ない。己も彼も独りきりで、誰に寄り掛かることもなく己の宿命を全うすべき立場にあるとパウリーナは知る。挨拶のように届けばいい。互いの存在を寿ぎ合って、互いの健闘を期待し合えばそれでいいのだ。

　彼は征く。己は残る。いずれ来るその時のために、今は為すべきことを為す。彼に奉ほう戴たいされる王として、パウリーナにしかできない仕事を遂行するのだ。老若男女の区別なく誰もが試されているかのような……生にしろ死にしろ烈しいものとなること必至の、この火か刑けいの時代を生きるために。

　ゆっくりとゆっくりと眼を開き、そして世界へ向けて宣言した。

「生きることは神聖である」

　天に轟くように、地に響くように、そして人を貫くように。

「誇らかに立て。我が民、我が勇敢なる兵士たちよ。我らの在り様が世界を確定している。我らの営みが大陸を踏み固めている。神意は我らの日常に宿る。聖性も然り。我らは誰に恥じることもなき日々を生きている。我、アスリア王国女王パウリーナが、今ここにそれを認定する」

　熱い。眩い。パウリーナの眼前に広がる世界は俄にわかに熱と光の量を増大させたようだ。

　頷き、合図する。ヴィルマが恭しく差し出した物をパウリーナは受け取った。介添われつつもそれを世界へ向けて広げた。

　伝国の宝物にして大陸にただの二つきりの大旗……即ち昇龍旗である。

　それは教会により王国へ貸与されたものだ。王国最大の兵権が旗の形を成したものだ。これを掲げる者は国軍を統帥する権限を得るが、建国時の厳法により、たとえ国王といえども教会の許可なく掲げることができない。無許可に掲げたならば即座に神敵として認定される。国家解体の危機を招来する。

　通例であれば即位に際して東方教会大司教より掲げることを許可されるが、特別教区の祓魔師によって祝福され即位したパウリーナであるから、未だ一度としてこの旗に触れていなかった。

「我らの神聖と、我らの進むべき新時代とを鑑かんがみ、我はこの旗が役割を終えたことを確信する」

　軽く視線を振って促したならば、まずはビルギッタが水差しを抱えて前へ進み出てきた。次いでルーカスが炬火を手にして出てくる。事の成り行きを見て何かを察したものか、眼下から全身を撫でるようなどよめきが届き始めた。

「我が民、我が勇敢なる兵士たちよ。見届けるべし。我、アスリア王国女王パウリーナは、ユリハルシラ侯爵とテルヴァハル女伯爵の手を借り、ここに昇龍旗を神の御許へ返し奉たてまつることとする」

　声ある叫びも声なき叫びも、いずれも全て世界の音として受け止めて……パウリーナはそれを実行する。ビルギッタが水差しより油を旗へと注いだ。ルーカスが炬火を近づけて着火した。たちまちに燃え上がるそれを、ヴィルマの腕力に援けられながら手摺の向こう側へと掲げてみせた。

　火勢が強い。火花すら散る。放熱は当然としても轟音と風圧については得体が知れない。

　火に奇怪が生じていた。天地人の注目するこの場においては不思議も起こるというものか、信じ難いほどの炎となって四方八方へと大小の舌を伸ばすではないか。あるいは一つ一つが火の龍か。意思すらあるか。そら、鎌首をもたげて威い嚇かくしたかと思えば、すぐさま嚙みついてくる。

「へ、陛下！　お手をお離し下さい！」

　ヴィルマの必死を聞いても首を横に振って、パウリーナは旗の棹を握りしめ続けた。世界へ対して旗の燃えゆく様を示し続けた。

　その手に絡みつかれた。熱い。痛い。しかし決して力を緩めない。断固として退かない。苦しくとも微笑みすらが浮かんだ。強がりによってではない。

　マルコの視線を感じたからだ。

　ここに居なくとも、マルコはこの炎を見守っている。それがパウリーナにはわかる。

　優しくではない。励ます意味でもない。確認すべき戦果を指差し数えるというだけの、冷徹なる戦場の眼差しでもって昇龍旗の炎上する様を見ているのだ。いかにも彼らしいとパウリーナは思う。きっと旗を手放す無様をなど想像もしていないに違いない。本当に彼らしいことだ。












　やがて全てが燃え尽きた。パウリーナの腕は無傷だった。火傷を負っていなかった。それどころかクウィン織物の手袋にも焦げの一つとて見当たらない。

　ヴィルマも、ビルギッタも、ルーカスも目を見開いている。その一方で、数万将兵の顔には驚きはなかった。いや、昇龍旗の焼失については驚きのどよめきが沸き起こっているのだが、パウリーナの腕の不思議については誰も気付いていない風なのだ。

　そういうこともあるのかもしれない、とパウリーナは一人頷く。

　ここは真なる王座で、世界の注目を集めるところの空間である。何が起きてもおかしくはない。または、何かが起きて当たり前なのだ。火刑の時代だ。まったくもって火刑の時代なのだ。

　だから成し遂げたことの先へと進もう。神秘の炎に洗われた腕を世界へと真っ直ぐに伸ばして。

「見ての通りである。アスリア王国国軍は軍旗を失った。それは国軍の解体を意味する。そこで我は、ここに新たな一旗を創出し、我が勇敢なる兵士たちへと与えることとする」

　その声を受けてヴィルマが掲げた旗……それは白色で、風にたなびき長く長く流れる。

　白流旗。

　かつて第三王女親衛団が掲げていたあの旗によく似るが、より大きくより長く、そして王者の装飾が施してある。金銀の宝飾の内の一つは、パウリーナを護るため戦った一人の老戦士の手による銀細工だ。そこに飾ってはいつもの不満顔で文句を言われるかもしれない。しかし今はそこから兵士たちを見守って欲しかった。

「我らの神聖により国軍は新生すべし。その願いを込め、この旗を白龍旗と名付ける」

　今やどよめきは沈着して風ばかりが鳴っている。誰もが新たなる白き旗に目を奪われ、それぞれに思いを馳せているようだ。パウリーナはその様子を広く見渡した後、小さく頷いて、ルーカスを己の隣へと立たせた。

「我はこの旗を与える初めの戦士として、ここにユリハルシラ侯爵を選ぶ。亡父の遺志を継ぐことを期待するからだ」

　囁ささやき声も数万ともなればかくの如く聞こえるものか。湿り気を帯びた鳴動を受け止める。将兵はここに認識したのだ。既にクラウス・ユリハルシラは亡く、ルーカス・ユリハルシラが後を継いだという事実を。

「白龍旗を授ける。新たなる軍を組織し、敵を打ち払うべし」

「は！　必ずや！」

　ルーカスは棹を握り、それを眼下へ向けて大きく掲げ持った。そして瞠目するほどの声量でもって吠えた。ビルギッタなどは驚きで小さく跳ねたほどの声だった。

「諸卿！　聞いての通りである！　私、ルーカス・ユリハルシラはここに白龍旗を掲げる栄誉を賜った！　諸卿を代表してのことだ！　そして諸卿を護国の戦いへと誘うものぞ！」

　あるいはこの男は手摺を越えて宙へと飛び出すのではないか。パウリーナはふとそんなことを思ったが、ヴィルマも同様であったようで、つと手が伸びている。

「白龍旗の下に参じ、南より神聖を偽って迫る脅威、聖杯騎士団と戦うべし！」

　男の腕力というものか、片手でもって白龍旗を高く掲げ、ルーカスは盛大に声を上げるのだ。

「ここに！　王国防衛軍の設立を宣言する!!」

　数万将兵へ届くばかりか、その頭上を越えて南方にまでその宣言は響き渡ったろうとパウリーナは思った。よく通る声だった。しかもその声音には邪なものが乗らない。

　静寂は一瞬にして、直後には物凄まじい大絶叫が轟いた。

　城をも都をも吹き飛ばさんばかりの音量だ。世界を一息に焼き尽くさんばかりの熱量だ。数万将兵はその気炎でもってここに大火災を巻き起こすつもりだろうか。白龍旗が上向きにすらはためいたほどだ。

　思えば対帝国戦争における敗北より数年、彼らには働きどころがなかった。それどころか先日には国軍内の反乱分子が一斉検挙される事態までが起こった。志ある者たちは鬱屈として戦意をわだかまらせていたのかもしれない。戦うべき時に戦えない焦燥をば胸に抱えていたのかもしれない。

　それが今、解き放たれたのだ。

　パウリーナはその全てを見届ける。

　民が、兵が、軍が、国が……世界が烈火の中に変貌していく様を見届ける。

　この在り様には生き長らえることばかりに勤しむ惨めさはない。熱狂がある。果敢がある。勇猛がある。背に病毒の瘤を抱えていたのならばそれを切り裂きむしり取るほどの勢いがあろう。

　世界という名の獣はどのような結末を迎えるのであろうか。

　マルコはどのような結末を望んでいるのだろうか。

　それを見届けたい。見届けるために生きている。

　独りきりでしか在ることのできない王座に佇み、パウリーナは遠く遠く思いを馳せていた。





◆第七十一話　魔人は世界を発つ、北の果てへ




　聖王戦争の決着以後、大陸南部は長きにわたり戦争なき時が流れることとなる。

　それは戦後復興の時代であると同時に、人類の存亡をかけた農業革命の時代でもあった。天境山脈から吹き降りてくる瘴気の寒風がその勢いを年々増加させ、従来の農法では社会が立ち行かなくなったからである。大自然という脅威の前には、人間同士で争う暇いとまもなかったのかもしれない。

　マルコ・ハハトは、そんな未来を予測していたろうか。

　絵物語の題材となって語られ、苦心の時代を生きる人々がひと時の夢を見る……己のそんな扱いを知ったなら、何をどう思ったろうか。

　彼が笑うと思うのならば、研究者よ、発想を変えよ。いっそ寓話の世界にこそマルコ・ハハトの真実が隠されているのかもしれないと。この時代にまつわる作品は実に多い。

　そして真摯に歴史を繙ひもとこうではないか。勝利者により記録されるそれを浪ろ漫まんをもって疑い、明確に示された善悪功罪すらも逆転させて、悪人と断定された人物の実際を想像してみるのだ。

　魔人サロモン？　彼はマルコ・ハハト在りし時代に既にして再評価の対象となっている。

　魔女マルガレータ？　残念ながら彼女を良いように語る物語は存在しない。

　もう一人の魔人がいるではないか。無論、マルコ・ハハトのことではない。彼に正体を暴かれ滅ぼされたと伝わる男のことだ。舌先で神をも欺あざむいたとされる極悪卑劣の男のことだ。

　その男は聖職者の衣をまとい、当時としても珍しいほどに肥え太っていた。

　サロモンを火か刑けいに処した彼には、サロモンの親友であったという異説がある。

　私はそれを尤もらしく思うのだ。

　遡さかのぼれば女王パウリーナに連なるとされる我が家が秘匿してきた、誰のものとも定かでない手記……そこには以下の文言が記されているのだから。




　パウリーナには教えよう。歴史の真実を。火刑に処される者の本当を。僕とベックの友愛を。

　そして伝えてもらおう。僕らの血脈が続くその先で、いつか、彼も免罪されることを願って。





　　　　◆◆◆






　ヨアキム・ベックは王城の尖塔の一つに身を囚われて、細い窓から王都の夜景を眺めていた。身動ぎをしたなら手足を繫ぐ鎖が鳴るから、僅かも動かず、食事もせずに。

　コツリ、コツリ、コツリ。

　聞こえてきたその音は落陽への時を数えるものか……それとも靴音であろうか。ベックはその音を忙しないと感じるも、何故か邪険には思えないで、窓から扉へと視線を転じた。登り来る何者かを待つためだ。そうさせるだけの音をしていた。

　迎え入れよう。せめてもの威儀をもって。

　居住まいを正したから、鎖が迷惑そうに音を立てた。ベックは小さく吐息した。これはただの鎖ではない。〝冷鉄〟という特殊な金属でできている。魔力封じの効果を持っている。

　無意味だ。ベックには不思議な力などは何もない。

　それでもこれで繫がれる。教会特製のこれを王都へと持ち込んだのは他ならぬベックであり、使い慣れた品ではあるが、繫がれる側となったのは初めてのことだった。

　以前までは専もっぱら繫ぐ側だった。稀に現れる異能の者を調査する際に使用した。教会に利するならば解き、害するならばそのままに殺めた。

　仕事だった。世界の秩序を保ち、世界の崩壊を遠ざけるための。だから、時には異能などない者にも鎖を巻いて殺した。残酷なる方法で。

　意識を過去へと向けると、昨日のことのように生々しく、あの日の鎖の感触が思い出される。忌まわしき火刑の夜……聖炎の祝祭の日に、ベックは一人の英雄を魔人であるとして縛り上げた。叫ぶ群衆の前に晒さらした。猛る炎の中に殺した。

　そうすることが必要だった。そうしなければならなかった。

　そうすることで友を失った。そうしたいはずがなかった。

　サロモン。小憎らしいほどの澄まし顔で万事を解決していく男だった。彼は困難を切り裂き、障害を貫き穿うがち、絶望を叩き潰した。己と敵対する者を容赦なく滅ぼした。行動は徹底的だった。

　では世間一般に言われるように冷酷かつ残虐な男だったのかといえば、違う。

　彼は公私の区別もまた徹底的であったから、一度仕事を離れればまるで別人だった。義理人情に厚く世話好きで、下手なくせに絵や歌を趣味とし、飲食や色事では軽はずみな挑戦をして失敗することも多かった。

　彼の周りはいつも賑やかだった。見ていて飽きない男だった。

　商人であった頃も軍人となってからも、サロモンは何ら変わることなくサロモンだった。変わったのは周囲だ。激しさを増す戦争が彼を傑けつ物ぶつとして際立たせていった。

　彼は日増しに注目を集めていった。老若男女や身分の貴賤、敵味方といった区別なしに、誰もが彼を無視できなくなった。心に彼を受け止めざるを得なくなった。それが好き嫌いまでの感情で済むのならばよし、愛するか憎むかのどちらかにまで心染められた者たちは大変だ。当時の勇者はそれがために心乱し、戦死したのだろうとベックは思う。

　そして、サロモンも死んだ。死んでしまった。殺された。ベックが殺した。

　しかしベックはこうも思うのだ。己が火という手段をもって彼を殺したように、巨大なる意思がベックという代表者をもって彼を殺したのではないかと。王国が。帝国が。教会が。この世界を生きる人間の全てが、彼の死を望んでいたのではないだろうかと。

　積極的に殺せと叫んだ者とやむを得ないと目を瞑った者との間にさしたる違いはない。火刑を見物し狂喜した者と火刑から目を背け悲嘆に暮れた者との間にも微々たる差しかない。大いに関わり事を実行した者とまるで関わらず知りもしなかった者とて同じだ。赤子も胎児も例外ではない。

　何故なら聖炎の祝祭とは万人に平穏なる日常をもたらすためにこそ執り行われたのだから。

　観念的な話ではない。厳然たる事実だ。彼の死をもって世界は均衡を取り戻した。そのためにこそ火刑が必要だった。狂気に満ち満ちたあの夜が。

　軍事においては王国の逆襲的侵攻を踏み止まらせ、政治においても東西両国の落としどころとなった。勇者に敵対しそれを討った帝国も、勇者を混乱させそれを討たれた王国も、どちらの邪悪も魔人の陰謀であったのならば仕方がない……教会がそう認めることで、両国は諸共に信仰の正道へと立ち返ることができた。

　国や組織の理屈に関してのことばかりではない。哲学や道徳、個人の精神においても火刑は必要だった。魔人が必要だった。そうと意識せずとも求められていた。

　例えば口汚く狂猛に殺人を奨励していた舌が急に博愛の詩を詠じたとしても、何らおかしなことではなくなった。誰かの子を残酷に殺めた者が己の子を笑顔で抱き締めることも、人間の血肉を吸った土に育った作物で食卓を囲うことも、何ら疚しいことではなくなった。全てが罪悪の汚れを免れた。

　戦時の狂気や罪科は全て魔人の負うところのものとなったからだ。

　魔人の呪いと企たくらみによって惑わされたのであれば仕方がないという理屈だ。免罪の便法だ。誰もが群がった。人々は身を清めるための手拭いを得て、それを用い、使い捨てにしたということだ。

　ベックは人間の浅ましさに慄然としつつ、強い悲哀もまた感じずにはいられない。

　二つきりの国家の内の一つが滅びかけるほどに激化し、聖定の勇者すらが命を落とす戦争……それはどちらの国の人間にとっても悪夢でしかなく、救いが必要だった。希求されていた。

　悪夢から覚めるために、薪まきをくべよ。

　非日常から脱却するために、火を燃やせ。

　健やかで安定した暮らしへと回帰するために、炎よ、燃え上がれ。

　教会が魔人と認定した男を消し炭とすることをもって、我ら人間を善なる朝へと救い上げ給え。

　豪華なるお立ち台の上で火ひ炙あぶりを指揮し熱狂を煽あおり立てながら、ベックは人間の弱さと罪深さとに打ちのめされていた。己もまた焼かれているかのような気分だった。その時の熱さも痛さも哀しさも、もはや心身に焼き付いてしまっていて、二十年の時を経た今もベックを苦しめ続けている。

　かくして戦争の悲惨はあらゆる意味で過去のものとなり、誰もが復興の時代を生きることとなった。誰もが何かを許されて、平和に穏やかに、幸せの時を過ごすことができた。

　しかし、ベックは知ってしまったのだ。

　司教以上の位階の聖職者しか知り得ない、教会の秘中の秘を。世界の残酷なる真実を。

　平穏などは小休止でしかない。幸福などは収獲を前に撒かれた肥料でしかない。誰も彼も許されもせず罪人のまま生かされているに過ぎない。何も知らずに呆けた様を晒さらしているに過ぎない。

　いわば、一人一人の命なぞは世界を維持するために支払う貨幣の一枚一枚でしかないのだ。

　しかも、どんなにか支払いを続けたところで世界が人間のものになることなどはないのだ。

　人類は滅亡するのだ。その未来は確定しているのだ。延命を図ること以外に術がないのだ。

　そんな絶望的な真実をベックは知りたくなどなかった。知らなければ、己が殺した友との約束を守れたかもしれない。理想に邁進し、この世界から惨めな戦争をなくすべく働けたかもしれない。

　エレオノーラを誑かして王権の掌握を目論んだことも、マルガレータを唆そそのかして国王の暗殺を謀たばかったことも、勇者伝説の流布も、帝国と王国の軍事力の調整も……ありとあらゆる策動は全て戦争を制御下に置くためだった。定期的に戦争を起こす必要があるのだから、せめて安定的に終わらせられるようにしたかった。

　それは、教会の真の目的のために誰よりも熱心に働いたということである。

　そして、友の期待に応えず友を裏切ったということである。

　火刑後の世界を司教として生きたベックは、友から託された戦いに命を懸けなかった。語り合った理想を追求することに挫け、認め難い現実に抗うことも放棄し、己の志を変じてしまった。

　だから、この音を聞く。

　コツリ、コツリ……カツリ。

　靴音は扉の前で止まった。心を炙る熱量が扉の向こうから届いている。ベックはそれを浴び、身体の内と外から焼かれる幻覚を味わいながら、ふと銀髪紅眼の女の言葉を思い出していた。

「あの人は死んでしまった。けれどまだいる……また生きる」

　それは傷心のあまりに発せられたものだろうか。

　違う。命を暴き命を量るという神秘の瞳には絶望の色など欠片もなかった。尋常を超えた何かを見据えていた。だからベックは彼女を逃がした。

　友情のためではなく、罪滅ぼしのためでもない。

　悲劇的に終わった友へ向けて、何か人知の及ばない力が発揮されることを期待したのである。

　果たしてそれは起こった。ベックの予想に反し、南からではなく北の地からだ。新たなる戦乱の風に乗って不思議な少年が王国に現れた。少年は苛烈に戦い、勝ちに勝って、帝国の軍勢を完膚なきまでに打ち払った。その結果として大陸に知らぬ者とていない英雄にまで成り上がった。

　心が震えた。少年が帝国皇帝へと振るった弁舌には神秘の見識がちりばめられていたからだ。直接には言わずとも、教会の秘密を知る者にとっては聞き逃しにできない内容であった。

　よもやと思った。あるいはまさかと思った。

　しかし……それはあるまいと首を横に振った。己の愚かさに溜息を吐いた。ベックは胸にときめいたものをすぐにも捨てて、その少年の現実的な利用方法を考えることにした。

　慣れてしまっていたからだ。諦めることに。

　やり方を忘れてしまっていたからだ。夢を見ることの。

　厚遇して取り込み、王国の力を集約するための駒とすべし。その方針をもって旗騎士トピアスに指示を下した。エレオノーラを操り特別な将軍位を用意させた。それで充分だと思った。それが現実というものなのだと、味わい慣れた暗鬱を咀そ嚼しゃくした。

　違った。まったく違った。

　ベックが死ぬまでを過ごすはずだった灰色の世界は鮮やかに切り裂かれて、天地を焼き尽くさんばかりの灼熱の火炎が現れた。心身に冷たく降り積もっていた青灰色の諦てい観かんは一息に焼き払われて、露になった己の罪深さと脆弱さとに震え慄おののきながら、ベックは殺したはずの友と再会した。

　マルコと名乗ったその少年は、サロモンだった。見た目は違えどサロモンだった。

　帝国軍の撃退を祝い、多くの者にとってこの上なき栄光の舞台となるべく支度された表彰式典……それが始まるよりも前のことだ。紅の瞳に神秘の力を宿す女に呼ばれ、案内されて、ベックは少年と会った。言葉を交わした。

「久しいね、ヨアキム。司教への昇階おめでとう。僕を焼いた功績によって袖を通す祭服とはどのような着心地かな？」

　そう挨拶された。嫌味のようでいて嫌味にならない素っ気なさで。

「また随分と顔色が悪いね。教えてあげる。怠惰と妥協が原因さ。君はよく楽がしたい楽がしたいとぼやいていたけれど、それは本当に楽をしたなら苦しむことになるとわかった上での冗談だったはずだ。まったく、何をしているのやら……破戒僧の君が、誰よりも聖杯島のために働くなんて」

　そう非難された。呆れたというよりは興味が失せたという風にして。

「行イク禍マガ原ハラに吹く南風の意味を僕は知る。君も司教であるからには知っている。惨めにしておぞましい、この世界の真実の姿……教会は長く長くひた隠しにしてきたけれど、僕はその秘密を大陸全土へと暴露する用意がある。事と次第によっては、まるで瘴気の風のように、天境山脈の方角からそれは流布されていくよ。良馬の駆ける速度でね。そして世界は悲惨なことになるだろう。人類の終わり方はひどく足早なものになるだろう。君はそれを望んでいないのだから、この後の式典では大人しくしておくことだ」

　そう脅迫された。とてつもないことを言葉にしながらもまるで猛りのない口調で。

「ヨアキム……僕はいずれ、君を無残に殺すだろう。勿論だけれど復讐のためではないよ。君の死が必要となるからさ。かつて世界があの火刑を必要としたようにね。僕は僕の目的のために世界を改めるから、その過程で沢山の死を踏んでいくことになる。君のものは最後の方だ。その日までを……僕に殺されるまでの日々を真面目に勤め上げるといい。それぐらいのことはできるだろう？　できないのならば、ただ意味もなく死ぬことになるだけだ。僕の敵にすらもなれないままで」

　そう予言された。凄まじの未来を冷徹に。宣戦の布告というよりは死刑の宣告のようにして。

　それは神の奇跡か悪魔の呪詛か。いずれにせよ尋常の外側に属する何かが作用したに違いない。火刑の夜から十数年の時を越えて、その時、少年の形をしたサロモンがベックを追い詰めたのである。避けようも耐えようもなく、心を一息に攻め崩してきたのである。

　その少年はサロモンだった。間違いなく。

　しかし……ああ……何と無残なるサロモンであったことか！

　強烈なる存在感は、思わず注目してしまうという意味ではかつてと変わらない。だがそれは巨大になり過ぎていて周囲と和するところがなかった。迫力にしてもそうだ。どうあっても揺るがないという頑なさを伴ともなっていて自縄自縛に陥おちいっているように感じられた。何事をも徹底していくという意思の圧力は他の誰よりも己自身へと向けられていて、常軌を逸したところにまで心を研ぎ澄ましているようだった。

　僅かも休息する気配がなかった。欠片の幸福も求めていなかった。微み塵じんの迷いもまた。それは人間の人間らしい在り様ではなかった。

　冷酷な言動の裏に限度を超えた憤怒があった。鮮烈な印象の裏に想像を絶する覚悟があった。それもまた人間の在り様を超えていて、勇者の如き霊威を感じさせつつも魔人とはこういうものかと思わせるところがあった。

　つまりは見るに堪えないほどだったのだ。少年はベックの知るサロモンの成れの果てのようだった。凄まじい才を持つもあくまで人間であった……人間でしかなかった……人間でいられた男は、やはり死んだらしかった。人間らしさを削ぎ落とされてしまっていた。甘い曖昧も温かい汚穢も許さず、許されず、残酷なまでの眩さを放っていた。

　幻を見た。火ひ炙あぶりの幻影だ。

　縛られた一人を芯として世界を焼き滅ぼさんばかりに燃え上がる火炎……紅蓮の中心にいるのはサロモンだ。世界の都合で、人間の総意で、おぞましき火刑に処されたというのになお滅びず直立するサロモンだ。あるいは一度滅びたる後に再び立ち上がったサロモンだ。断固たる眼差しを世界と人間とに向けていた。

　そしてベックは己が大罪人であることを自覚した。裏切り者であり、怠け者であり、臆病者であると心底から納得した。酷く後悔もした。一部の人間に嫉妬もした。心を八つ裂きにされた上に炒められてでもいるかのようだった。

　だから、せめて勤勉なる敵であろうとベックは思った。

　火刑後のこれまでによって、己は友に大きく失望された。この上更にということになっては死ぬに死ねない。愚かなりにも苦痛と煩悶を抱えて生きてはきたのだ。その終わり方が友に軽蔑され忘却されてのものではあまりに惨めだ。少なくともヨアキム・ベックという名前のついた死を踏んでいってほしかった。

　それは実に難儀な仕事ではあった。それでもしっかりとやり遂げたようにベックは思う。

　それゆえに心穏やかに待つことができる。己が身を拘束する鎖が音を立てぬよう気をつけてまで耳を澄ますことができる。恐らくは己の死を踏みにきたに違いないその人物を迎えることができる。

　ガチャリ。

　鍵を挿す音もなしに、扉の錠前が開く音がした。

　小さな予想外は不思議の予兆だ。

　ベックは息を吸い込み扉に相対した。

　瞬まばたきもしない。

　もはや吸った息を吐くこともできない。

「やあ、ヨアキム」

　はたして姿を現したのはベックの待ち望んでいた彼だった。闇の色の外がい套とうを身にまとって人相風体を隠してはいてもその正体は明らかである。被ったままの頭巾の奥から黒髪が零れ出ている。

「随分と遅かったではないか。もう私の処刑日は明日の朝だぞ」

「随分と嬉しそうに言うね。さすがに魔人であると自白した人間は肝が据わっている」

　入室した彼はすぐにも椅子に腰かけた。足を高々と組んで。

「手配はしてあった。島へ渡ることに支障はなかったろう」

「教皇に会ってきた。やはり天の女神と同一人物で、エルフだったよ」

　とんでもないことをあっさりと言って、彼は小さく笑った。

「会ってすぐに一つの疑問の答えを得たよ。神の像とは実物を見て作られたことが始まりらしい。つまりは地の男神とやらもあんな風なドワーフということさ。魔女はハーフエルフだそうだから、これで残るは小人族かな？　寓話を解釈するなら、人と混じり合って消え去ったのかもしれないけれど……それともどこかに隠れ住んでいるのかな？　ダークエルフの血が少数民族として今に残るように」

　常識を逸脱した話題である。そうにもかかわらず素朴な響きで聞こえてくるから、ベックはしみじみと思うのだ。世界のありのままの姿をば、教会がどれほどに歪めてきたのだろうかと。

「まるで絵物語だな……この世界には人間きりでないなどと」

「何もかも残照さ。遥かな昔には人間と共に在っただろう、夢や理想のね。教会の創作した天使や妖精の類と本質は変わらない。理性という焦点をぼかしたなら、世界はたちまち万華鏡の如くに煌きらめき出す。それに幻惑されることをして祝福というのかもしれない」

「ふむ……詩に聞こえるが」

「古の真実とは詩的だからさ。あまりにも遠いから理解よりも先に情感が届く。永遠ならざる僕らには、詩をおいては他に、永遠なるものを語る術がないということだね」

　わかるようなわからないようなことを言い、彼はヒラリヒラリと手を振った。

「女神との対話は上手くいったよ」

　彼は窓の方へと顔を向けたから、頭巾の包む影の奥に黄金の色が閃いた。

「行禍原を狩場とし、紫雲海を煮鍋とし、聖杯島から大氷原へと向けて吹く異常の風……大氷原を維持するために人の命を魔力として送り込む南風……即ち〝魂風〟の大奇跡」

　口に出すことも憚はばかられる秘密が言葉にされたから、ベックは戦慄に息を吞んだ。

　それだ。まさにそれこそが世界の真実であり、教会の存在する最大の理由である。

　神々は魔王とその軍勢を氷雪の下に封じたが、その奇跡の力は永続するものではないから、定期的に命の力を供給する必要がある。それをせずには大氷原は融け崩れてしまう。魔王とその軍勢が絶望的な力でもって蘇ってしまう。世界が滅ぼされてしまう。

　ベックはそれが迷信や過剰な恐怖でないことを承知している。大陸を見渡せばわかることだ。

　天境山脈を越えて漏れ来たる瘴気の風……生命を蝕み人間に仇為す忌まわしのそれの正体は、封じられた魔王の息吹に他ならない。その呪わしい力は農作物の不作などにはとどまらず、そら、大陸の方々に魔境を育んでいるではないか。神々の封印はその点においても不完全なのだ。

　それでも人類はすがるよりあるまい。命を支払い続けるよりあるまい。

　ベックはそう考えたから、今、こうして鉄てっ鎖さの束縛を受けている。まったく逆に考えた者へと処刑前夜の姿を晒さらしている。

「もう、あの風は吹かない」

　聞く。耳から入って命を一撃する、その恐るべき言葉を。

「素敵な夕暮れだろう？　もはや世界は延命することをやめているんだ。僕がやめさせた。三つの戦争を手段とすることによって」

　聞く。遥かなる高みから届くようなその声を。

「まずは帝国と戦ったが、あれは教会の失敗の尻拭いでもあった。君たちは柔軟性を欠いているばかりか油断し過ぎていた。今回は少しばかり帝国側に勝たせておこうなどと考えていたのだろう？　それでまたしても王国滅亡の危機を招いた。これは馬鹿の所業だ」

　反論などできるわけもなく、さりとて糾弾されている心地もなく、ベックはただ静かに聞く。

「いざとなればまた勇者をという考えが透けて見えていた。教化にも利用できて都合がいいと？　まったく馬鹿な発想さ。傍観者を気取り過ぎていて、闘争の本質がまるでわかっていない。奇跡など使えない者たちの方が余程に緻密さや執念深さを発揮するというのに……」

　小さく吐息して、彼はどこか憮然とした風に言った。

「僕は計画を早めることにした。魔女にも女神にも大量の命を支払い、国家間戦争の起こらない期間を買い取ってから、君に会った。次なる戦争を王国内で戦うためにね」

　ベックとしても憮然とするよりなかった。初めて会った時の衝撃と、表彰式典の顚末とが思い出されたからだ。随分と無理矢理に踊らされたものだと思う。

「教会に甘やかされた王国の世情たるや、実に酷いものと成り果てていた。特に南部だね。人心の一新は急務だった。少し焦ったよ。このままでは僕の思い描く未来に国を支えられない、わけもなく滅びてしまう、とね。荒療治でも闘争の洗礼が必要だった。南北対立の構図は経済構造の改革にも利用できたから、もう少し戦っていてもよかったのかもしれない。南部の窮状を見ての判断だったけれど、少し決着を急いた気もするな……」

　頭巾を被ったままに小首を傾げて、彼は束の間思案する素振りを見せた。

「……お前が全部の面倒を見なくともいいだろう」

　ベックがそう言ってやると、小さく笑い声が返ってきた。

「はは……そうだね。悪い癖だ。君とは真逆に、僕は楽をすることが苦手なんだ」

「まだそれを言うか。お前の考える楽の基準がおかしいのだ。私はしっかりと働いたぞ。お前の言う三つの戦争の内の、最後の一つ……お前と教会との戦争は、私の演出によるところも大きかったではないか」

「確かにそうだね。勇者をああいった形で寄越してくれたことには感謝するよ。何しろ想定以上の威力を持つ勇者だったから……ああも孤立していなかったら、補殺するためにもっと犠牲が出ていたろう」

　彼の手が己の首元へと持ち上がり、そこに曲線を描く金の首環に触れた。

「さて……残念ながら、今回は君の番だ。戦乱の罪は君が一身に負うことになる」

　何を残念とするのかはベックの知るところではないが、しかしその金色の眼光を強くして、彼は問うてきた。

「どうして釘刑を選んだんだい？　樽を使う処刑法は苦痛が長く惨たらしいというのに」

　責めているのだろうか。ベックは鼻を鳴らしてそれに応じた。

「ちょっとした誤算だ。私が上手く収まる樽なぞ、そう容易くは用意できまいと高を括ったのだ。困らせるつもりが見事に用意されてしまった。今更に喚いて無様を踊るのもいいが……まあ、もう充分だろうよ。さっきの今ではないが、最期くらいは踊らぬ楽をさせてもらう。私は樽でいい」

「……四ツ目鎖蛇の毒を入手したんだ。釘に塗るよう手配しておく」

「好きにしてくれ。お前には私の死を自由にする権利がある」

　強く言い切ったから、そこでぼんやりと沈黙が生じた。

　思いが淀んで鼻先をむず痒くさせた。

　腕を組んだから鎖が音を立てた。

　遠く、夜を告げる鐘の音が王都の空に響き渡っている。

「それで？」

　ベックは彼の方を見もせずに問うた。

「マルガレータはどうするのだ？」

「魔人ヨアキム・ベックの詐術によって立てられた偽りの勇者……つまりは魔女として処刑される。そういう事実を残す。身体は残っていないから空の棺を紫雲海へ流してお終いだ。水刑だね」

「旗騎士の連中は？」

「聖杯騎士団は罪に問われない。魔人と魔女によって騙された未熟を叱責されるという儀式があるだけさ。もっとも、東方教会の所属では誰も生き残ってはいないけれど」

　言う方も聞く方も、その視線を机の上の短剣へと向けていたようだ。ベックはそれに気付いたが何も言わなかった。代わりに瞑目した。仮面の男の在りし日の姿を偲んだ。粗末な食事でも残さず綺麗に飲食する男だった。

「誰も彼もが死んでいくな……命を空に飛ばして」

　そう呟つぶやいたのはベックだった。

「王国の側だけ見ても酷いものだ。お前が数えた三度の戦争と、それ以前の戦乱と……四し侯こう六ろく伯はくの内ではレオ・サルマントとマティアス・ヘルレヴィくらいか。生き残ったのは」

　他にもたくさんの人物の面影が、瞼まぶたの裏に次々と映像を結んでいく。貴族、騎士、軍人、商人と様々だ。老いも若きもいる。男も女もいる。その顔という顔の全てが、今はもう肉体を失っているばかりか、奇跡の風に乗って天境山脈を越えてしまったのかもしれないと思う。ベックは震えた。

「無駄……ではなかったはずだ。少なくとも」

「無駄ではないさ。無様で、僕には到底認め難いけれど」

　感じたばかりの寒気が数歩の距離からの熱に搔き消されたから、ベックは見る。彼を見る。今や見目にも魔人のようでしかないその男へ、命を懸けた問いを発するために。

「かつてはサロモンであり、今はマルコであるお前に問う。この世界を生きた一人の人間として」

　答えは得られそうだ。未だ顔を見せることはなくとも、彼はその居住まいを正したのだから。

「お前は世界をどうするつもりなのだ」

「取り戻すつもりだ。人間を誇るために」

　即答には火炎の威力があった。ベックは頰ほおに火傷の痛みをすら覚えた。

「わからんな。大奇跡を止めたからには、魔境の拡張は早まる。瘴気の風は酷くなる。それだけでも世界は滅ぶだろうに……いずれ魔王すらが蘇るのだぞ」

　ベックは食い下がった。口を開き舌を動かすそれだけで、喉が焼かれ腹が焦がされるかのような感覚があった。

　しかし怖おぞ気けづくわけにはいかない。震える暇などはない。

「滅びを招く源を絶つ」

　答えは黄金の輝きを伴ともなってベックへ放たれた。

「特別な軍を組織し、人間世界を後方拠点として、大氷原へと進軍する」

　何を言い出したのか。必死に聞く。決死の思いで受け止める。

「僕は征くんだ、ヨアキム。眠る神々を叩き起こし、世界の存亡をかけた戦いを再びのものとするために！　魔王とその軍勢を打倒し、絶望の病苦を祓うために！　抗うために！　生きるために！　戦うために！　拓くために！　僕は！　僕は征く!!　そのためだけに僕は在る!!」

　これが魔人か。これが魔人というものか。

　ベックは火刑を体験していた。肉こそ焼けぬものの命が焼かれている。己が消し飛ばされそうな猛もう火かに晒さらされている。火刑だ。これが火刑でなくて何だと言うのか。

「誰も逃がさない……誰も逃げられないように、僕は世界を整えたから」

　火勢は一挙に静まった。代わって妖気が立ち込める。ベックは己が炎の檻おりの中に囚われていることを幻想した。

「滅亡したくないのなら、もう、僕に協力するよりない……ふふ……どこまでも無体な話さ。僕は誰の意見も聞くつもりがない。何しろ一度ああも理不尽に殺された身だからね。何も斟しん酌しゃくする必要を感じないんだ。僕は止まらないし、誰も僕を止められない……」

　それは偶然か。それとも奇跡か。

　その時、細い窓から突如として月明かりが差して、頭巾の内側のものをベックに見せた。

「……僕はね、ヨアキム」

　ベックは言葉もない。

「僕を焼いた世界の全てを巻き添えにして、人間であることを生来の当然の権利と夢見る万人を巻き込んで、僕が納得するというただそのためだけに戦争をするつもりなんだよ」

　ただ聞く。一心に。明日には果てる己が命に彼の言葉を刻みつけるために。

「ふふ……僕がいるだけで人は死に、世界は大きな危機を迎えたのだから、まさに魔人さ。何しろ魔女の協力も取り付けている」

　尋常の裏側の出来事が語られている。これでもかというほどに魔人の在り様を示されている。多弁だ。ベックは途中からそれを音楽のように聞くしかなかった。神秘的に過ぎて理解を超えたからだ。それでもしばらくは聞いていたかった。彼の時間と己の時間とを重ねておきたかった。

「眠いかい、ヨアキム」

「ああ、眠いな。そろそろ横になりたいが」

「わかった。では征くよ」

「ああ、征け。武運長久を祈っているぞ」

「……ありがとう。どうか安らかに」

　夜は更け、その闇に溶けていくようにして彼は去った。

　夢だ、これは。覚めるには惜しい。












　そう思ったから、ベックは寝台へは向かわなかった。

　窓辺に膝をついて夜空を仰ぎ見る。

　遠く遥かな希望のようにして星が瞬またたいている。

　人間の理想のようにして気高く輝いている。

「……つまりは、あれを取ろうと言うのだな。お前は」

　呟つぶやく。祈るように。

「勇者だな。私には想像もつかん」

　笑う。これもまた祈るようにして。

「神々よ、あの男に祝福を。人間の世界より理想を追って黄金色の日輪が参ります。どうか、どうか祝福を。人間の世界を背負って艱難辛苦し、月下にすら涙を堪えるあの男に、どうか……！」

　祈る。ベックは命を捧げるようにして祈る。頰ほおを伝う涙も、喉を鳴らす嗚咽おえつも、歯軋りも、冷鉄の鎖も、何もかもを忘却して祈り続ける。己に残された時の全てを費ついやして。

　そんな夜を独り過ごした果てに、東方司教ヨアキム・ベックは処刑されたのだった。





◆特別章　友よ、杯を交わそう 前編




　かつて行イク禍マガ原ハラと呼ばれた土地がある。

　大陸の中央北辺に位置するこの地を舞台として、アスリア王国とエベリア帝国は過去幾度となく戦火を交えてきた。

　まさに戦地である。争地である。つまりは死地である。

　剣槍の閃きに飾られて将兵は生き、死に、そして季節を問わない南風に吹かれる……地名の通りの禍々しくも生温かな風に。

　しかし戦はやみ、もはや風も凪ないで。

　その地は、今、行ゆき交こう原ばらと呼ばれるようになった。

　公式の呼称だ。東西二大国の間に和平が成って五年、それを祝して様々に発表された記念事業の内の一つである。

　最大の目玉は交流都市建設計画であったが、魔法によって一晩で都市が生ずるわけでなし、先触れの如く人口に膾炙したのは忌まれた土地の新名称であった。

「行交原、か……」

　その東側半分を領地とするヒルトゥラ辺境伯領の、領都目抜き通りに面した宿屋三階の部屋。

「言葉の力って凄いよね。何かもう空の色まで変わった気がするもの」

　ラウリはしみじみと言った。感心から溜息も混じる。

　さもあれ、窓越しに見上げる空は晩冬の清廉さに透き通っている。

　綺麗なものだ。年を追うごとに瘴気の濃度が増してきているなど、とても信じられない。

「希望を……少し先取りしている気分なのかもしれないなあ」

　かつては北方においてのみ活用されていた瘴気対策農法……それは今や王都周辺においても効果的な技術となりつつある。クワンプの食用についても、もはや農村の常識だ。

「あれだね、いっそ紫雲海も名前を変えたらいいのかもね。そうしたら海流の正常化が早まったり風がいい感じになったりして、海路の開通が現実味を帯びてくる……なんてことが起きたりしないかな？」

　あはは、と笑った。とても素敵な未来に思えたからだ。

　二国間の物流には行交原を通る陸路しかない今でさえ、王国と帝国の経済交流は活気に満ち満ちている。そこへ大量輸送の可能な大型船舶が登場すれば更なる勢いが加わることは明白だ。上手くすれば貿易額が倍増することもあるかもしれない。

　実のところ、そのための布石は既に打ってあるのだ。

　ヒルトゥラ辺境伯領の南端には紫雲海に面した町がある。今は主に海洋実験のために活用されているが、その港湾施設はいずれ大規模に拡張することを前提とした造りだ。

「あ、夢物語じゃないよ？　聖杯島から色々と技術供与を受けているからね。帝国との共同研究だから資金的には潤沢だし、ほら、現場では例のあの人たちが物凄く頑張っちゃってるから……いや、ありがたいんだけどね？　私は大いに応援してるけどね？」

　しかし理解には苦しむ。

　ヒルトゥラ辺境伯お抱えの技術集団はどこまでも非常識である。

　例えば、どうして潮流を研究していて画期的な傷薬が発明されるのだろうか。船を作ると言って、まず雨具を仕上げてくるのだろうか。

　己には把握できない存在をも信じ抜くこと……それはラウリの得意とするところではあるが。

「海運業、関わってみたいなあ。交流都市の完成と、どっちが先になるかなあ。これって凄い商機だよ。うん。戦雲ならぬ商雲たなびくって感じだね。農業の方が苦戦続きだから、こっちでぐわっと盛り上げたいね！」

　王国政務官としても、元行商人としても、鼻息の荒くなるところである。

　ラウリは大いにやる気を表明して……そして街を見渡した。

「人の行き交うところとは、これ即ち物の行き交うところ」

　豊かだ。街並みも、人通りも、何もかもが賑々しい。

　北は天境山脈に近く吹き下ろしの風が刺々しくあるはずなのに、寒気も瘴気もものともしないぞとばかりに熱気が放たれている。

「そして文化の行き交うところでもあるわけだけど……」

　雑踏を形成しているのは多種多様な人間たちだ。

　国の東西、性別の男女、年齢の老若、身分の上下……財布の重さについてもそれぞれの事情があるだろうが、見たところでは露店で旺盛な食欲を発揮している男たちが目立つ。

　中でも食べっぷりで喝かっ采さいを浴びている大男を見つけたから、ラウリは笑顔で窓に張り付いた。注目の対象は相も変わらず黒い頭巾を巻いていて、季節を無視した薄着でいるのだから。

「うん、よし、昼食は練れん麵めんにしようかな。本場帝国の料理人が出店したらしいんだ。王国における練麵の頂点を知る者として確認せずにはいられないよね。これも忠義ってやつなのかも。だから溶き卵と絡めたやつを食べよう。うん。そうしよう」

　鈴の音のように響くものを部屋の内側に聞いたから、ラウリもまた笑い声を上げた。

　楽しもう。この稀なる時を。

　折しも歓声が外から聞こえてきたが窓は開けない。ラウリは夢の儚さを知っている。

　惜しもう。この得難き時を。

「……もう五年。でもまだ五年。全てはこれからもいいところ」

　節をつけて、陽気に、ラウリは言う。

「全部が全部順調とは言えないけど、私たちは決して挫けないし、絶対に後退はしないんだ。だって抗えないほどの理不尽なんてこっちには残ってやしないからね。そういうのは全部やっつけてくれた……そっちは理不尽ばかりなのかもしれないけどさ？」

　羊皮紙を巻いていく音がする。紐を手に取る音も。

「何十年だって支えきってみせるよ。だから存分に、思うままに、高く遠くへ……」

　窓に映る幻を目の端に意識する。直視はしない。それでもわかる。見える。

　その昼にも闇の色の黒髪が。金色に輝く月の如き双そう眸ぼうが。

「でも、まあ、長いことかかる話ではあるからね。息抜きは必要さ。緩急ってやつだよ。激しく辛いばかりじゃなくて、穏やかに過ごす時間もなくっちゃね」

　ウムウムと頷きながらそんなことを言って……そして振り返った。

　誰もいない。

　この部屋には初めからラウリしかいない。卓の上には開封前の新聞が一巻置いてあるが、それもラウリの私物でしかない。

　しかし、それでも。

　巻物の紐は綺麗に結び直されていて、先刻まではあった緩みがなくなっている。

　椅子もいい加減な置き方ではなくて、卓へ向け位置をぴしりと整えられている。

　そしてふわりと漂うものがある。

　彼が……今やその存在が夢幻のようでもある彼が残した気配だ。姿を確認できずともラウリにはそれがわかる。歴史が彼を記録しなくとも、彼の残した業績が消えることなどないように。

　自分はマルコ・ハハトを知っている。

　今、彼がどのように戦っているかを知らずとも……彼が戦い続けているという事実を知る。

　ラウリは小さく吐息して、そして笑った。

「今は少し値下がりしたんだけど……私たちの間ではこの価格だよね」

　巻物の陰にそっと、一枚の白銅貨が置かれていた。





　　　　◆◆◆






　空とは晴れるものだし、晴れたならば青いものだ。

　ごく当たり前のことをしみじみと思い出しつつ、オイヴァは縁石に腰を下ろしていた。屋台を食べ歩いても満腹には至らず、そのくせどうにも眠気が抜けない。

　平和なものだ。大陸のこちら側というものは。

「や、オイヴァ。元気そうでよかった」

　二年ぶりに聞いたその声は、いつものように気軽で陽気だった。

　仲間がそこにいる。

　地位と権力を得たというのに行商人風の身なりで、相も変わらず人好きのする笑みを浮かべて。

「おお、ラウリ。そっちこそ」

　年単位の別離を経た再会であっても、長い口上は必要ない。昨日の今日という調子で挨拶すればそれでいい。オイヴァも笑んだ。

「王都勤めだろ？　何でここにいるんだ？」

「仕事半分、趣味半分かな。一時帰還兵の受け入れ期間に合わせて用事と休暇をねじ込んだというか何というか……あはは」

「ふぅん？」

　何を照れ臭そうにしているのだろうか。オイヴァは肩を竦め、竹筒からグビリと水を飲んだ。ラウリのことだ。悪いものであるわけがない。必要とあらば話してくるだろう。

　もう一口飲もうと顎を上げて、オイヴァは空を横切る小鳥を見た。よく知る一羽だ。彼方で過ごした二年余りで何度となく目にした、その凛とした在り様。

　随分と気持ちよさげに飛んでいるじゃないか。

　そういえば、お前さんの故郷は天境山脈のすぐ南側だったっけ。

「……ああ、なるほど。なるほどなあ」

「オイヴァ？」

「いや……こっちの空は綺麗なもんだと思ってな。清浄で……正常だよ」

「向こうは……やっぱり酷いもの？」

「とりあえず、鳥はいないかな。昼と夜の区別がねえもんだからずっと薄暗い紫色だしよ。あんまり気分がいいもんじゃねえなあ」

　息を吞む音が聞こえたから、逆にオイヴァは大きく吸い、吐いた。

「外の匂いもないからな、あっちは。鼻の奥が凍っちまって嗅げねえだけかもしれねえが」

「うわ、それは……」

「だからよ、食事が何よりの楽しみになるんだ。湯気にゃいい匂いが乗っかってくるしよ？」

　そう言うと、ラウリは思い出したとばかりに手を打ち、まだ空腹かと尋ねてきた。

「一緒に練麵食べに行かないかい？　ちょっと気になるお店があるんだよね」

「おう、いいな。練麵。そういえばしばらく食ってなかった」

「あはは。お互い、どうしたって練麵には絶品を期待しちゃうけどね」

「そういやそうだ。懐かしいなあ、懐かしいよ」

　思い出されるのは、聖王戦争勃発の前夜……王都における一幕だ。

　その日、オイヴァは不意に王城へと招かれた。夕食時とあって迷惑極まりなかった。腹を減らせたままに参ぜよという指示にはこれも宮仕えかと嘆息したものだ。

　同じく呼び出されたラウリらと合流し、城の奥へ奥へと案内されて、そしてどういうわけか練麵を食べることとなった。しかも女王の手料理をである。

「……ありゃあ、美味かったな。親衛団時代に食ったやつも美味かったが、あの王城で食ったやつは格別だった」

「そうだね……あれはきっと特別だったんだ。今でもたまに夢で見るよ」

　嬉しそうな、切なそうな、溜息まじりの声だ。その理由をオイヴァは問わない。

　格別で特別な夕食を囲んだあの日あの時……それは嵐が吹く前の、掛け替えなき誰かを失い始める前の、奇跡のような日々の一場面だ。

　仲間たちがいた……揃っていた。まだ。

　腐れ縁の凄腕剣士も、健気で逞たくましい少女も、情に厚い髭の古兵も、陽気な歴戦の馬賊も……誰も彼もが生きていた。やがて始まる大戦に向けて準備に余念がなかった。

　無論、何人もの友人知人が当時既に戦死していた。剣友とて皆が無事だったわけではない。

　しかし己の心を……人生を占める割合と強さとを鑑かんがみたならば、やはり決定的な喪失は聖王戦争におけるものと断言できる。

「楽しかったよなあ……本当に楽しかったよ。そりゃあ、一等美味く食えたわけだ」

「……ま、私としては気が気じゃなかったんだけどね。どっかの誰かさんたちが腕白な口調で言いたいこと言うもんだから」

「そうだったか？　別に料理を貶したりはしなかったと思うが」

「いや、まあね！　貶しはしなかったね！　でもさ……次は辛いのがいいだの、もっと食わせろだの、色々と言ってたからね！」

「うーん……そりゃクスターの奴じゃねえか？」

「オイヴァも言ってたよ！」

　指摘されても特に思い当たらず、オイヴァは首をひねった。その拍子に通りすがった少年兵と目が合った。会釈されたから、頷いて返す。

「部下の子？　オイヴァの部下にしては細身な感じだけど……」

「あいつは軽騎兵だからな。年齢が足らねえってんで俺の方で預かってるけど、もう少し仕上がってくりゃ火撃に入れるだろうよ」

「へえ！　そりゃ凄い……凄いんだけど……何だろ？　意外に思わないというか、何というか……さっきの子なら当然って気がするなあ」

「まあ、当然っちゃ当然だろう」

　右に左にとしきりに首を傾げるラウリへ、オイヴァはその答えであろう事実を教えた。

「あいつはクスターの息子だからな」

「わあ！　本当に!?」

「三人兄弟の一番下だ。上の二人はもう火撃入りしてるよ」

「三人!?　え、凄い、初めて聞いたんだけど！」

「あいつらとは腹違いの娘もいるぞ？　二人姉妹だ」

「ええっ!?」

「馬賊の里で暮らしてる。ちなみに、兄弟と姉妹の母親同士も姉妹だ。言ってて俺もわけがわからなくなってくるけどよ？　他にも養子って立場の奴らが何人もいるぞ」

「おおお……ク、クスター……さすがはハンナマリ様に種馬と揶や揄ゆされた男……！」

「孫の代の誕生一番乗りはクスターってことになるだろうなあ」

「クスターおじいちゃん!?」

　騒ぎながら街を行く。どこもかしこも活気に満ちていて、まるで熱い風呂にでも浸かっているような気になる。夢のような気分が続いているのもそれが原因かもしれない。

　オイヴァばかりではない。

　浮かれたようにそぞろ歩き、金を使い、飲んで食べて……人間的な日常に酔い痴れている男たちが多くいる。彼らは北からやってきた。極北開発事業に動員された者たちだ。この喧騒は春を前にした一時帰還によるものなのだ。

　暖かくなれば、また、あの凍てついた世界で戦いに明け暮れることとなる。

　今は……今だけは憩いこおう。悪夢に凍えてしまわないために。

「……そういや、ラウリの子はどうなんだ？　娘が生まれたんだろ？」

「元気だよ！　ハイハイが上手でね？　誰に似たのかあっちへ行ったりこっちへ来たり……冒険心に富んでて凄く活発なんだ！」

「可愛い盛りってやつか？　それじゃあ、王都から離れるのは辛かったろ」

「そんなことないさ。ミルカ君が素晴らしいお兄ちゃんぶりだからね。何の心配もしてないよ」

「ふうん？　ミルカって確か……」

「うちの子たちは異父兄妹ってことになるね。二人とも大好きなんだ！　もう、幸せになってほしいし笑っていてほしいしで堪らないよ！　よおし、父さん、お仕事頑張っちゃうぞってね！」

　喜色満面のラウリを見やって、オイヴァもまた笑顔になった。嬉しかったからだ。

　暖かい。ここは。

　帰るべきところへ帰ったという思いを新たにして、オイヴァはグウと腹を鳴らせた。

　練麵に用いる出汁の香りが、湯気に乗って漂い届いていた。





　　　　◆◆◆






　顔を顰しかめ、さも不機嫌という風にして。

　アスリア王国近衛兵団団長アクセリ・アーネルは国家の重鎮たる者に相応しい声を心掛けた。

「うむ、なるほどな。概ねのところは理解したぞ」

　重々しく頷くなどする。その動作の中でチラと扉の方を窺うかがう。

　やはりか薄く開いている。何者かが廊下から書斎を覗き、聞き耳を立てている。

「つまり、お前たちは私に巡察の必要性を説いているわけだ。急な話ではあるし、些いささか距離もあるが……その地へ足を運ぶことの緊急性と重要性は極めて高いものであると」

　頰ほおに力を入れる。ともすれば震えそうになる唇を引き締める。

　アクセリはその戦勘にて今こそが勝負どころであると察しているのだ。

「尤もである。速やかに現地へ向かうことを約束しよう」

　目力をもって前に立つ二人へと訴える。耐えろと。

　扉側からは顔が見えないとはいえ、お前たちは何でそうも堪え性がないのか。鼻の穴を広げて笑顔を……いや、滑稽顔を並べるのはやめろ。

　アクセリは思う。いっそ殴りつけてやろうかと。

　笑いたいのを堪えているのは自分も同じだというのに、この愛すべき仲間たちは何の了見でもって更に笑わそうとしてくるのかと。

「政務官、案内を頼めるだろうか」

「ひゃ、ひゃい。勿論ですともん」

　馬鹿か。ラウリ。馬鹿なのかお前は。

「其方もご同道を願いたい。よいか」

　おのれ、オイヴァ。声も出せないか。

「……よし、ではついてこい。まずはチトガ大町へ行く」

　決意に満ちた表情を意識し、颯爽と立ち上がる。後は勢いだ。

　休暇中とて公務は優先されて当然であるぞ、ええい下がれ下がれと馬車へ乗り込む。荷物など方々で現地調達すればいいのだ。気分は戦時徴発でも、払うべきものはきっちりと払って。

　そうやって、アクセリは脱出したのである。

　アスリア王国北部サルマント伯爵領領都領城という名の、恐るべき妻の実家から。

　しかも追手を予測して休まず移動した。途中、囮おとりの馬車を用いることもした。目晦ましにと早馬と早船も出させた。権力と戦術とを駆使した全力の逃走だ。

　ようやくと三人が休憩したのは、一昼夜を移動した後のことであった。

　東龍河北部支流を眺めやる風流な茶屋で軽食を囲み、改めて旧交を温めようと思えば、

「サルマント領に滞在しているとは、聞いていたけど……」

　ラウリが肩を震わせている。再び笑いの発作に襲われているようだ。

「まさか、逃げ出したくなるくらいに愛されていたなんて！」

　そして堪え切れずに笑い出す。痛い痛いお腹が痛い助けて、などと言いながら。

「いやあ、大したもんだ！　大したもんだぜ、本当によ！」

　オイヴァの方は笑うことの先にまで達したようだ。何やら感動している。

「天下の将帥たるアクセリさんを尻に敷くどころか、いいように翻弄してるってんだからなあ。女傑って言葉でも足らねえや。女大将軍とでも言ったもんかなあ」

　愛ってやつだなあ、愛ってやつだよ、などとしきりに頷いている。

「何度でも笑いたいだけ笑うがいい。どうとでも感心したいだけ感心すればいい。何であれどうであれ、俺が虎口を脱したことは確かなのだからな」

　一昼夜を経て小休止した茶屋に憩いこいつつ、アクセリは誰に恥じることもない。

「なるほどクスターは三男二女に恵まれていたらしいが、俺はそれをもって奴という人間の評価を上下させない。そこら辺りは運も絡む。俺が称賛したいのは妻を二人も御していたことだ」

　至って真面目に言う。真心すら込めている。

「手に負えんし、身がもたん。何なんだ、あの怪物じみた執着心と支配欲は」

「愛だろ？」

「黙れオイヴァ。新婚の時期には仕方がないと受け入れていたものが、何の悪夢か、今の今まで継続しているどころかより悪化している……どういうわけだ」

「若さかなあ？」

「言うなラウリ。それに俺が言っているのはサンドラを衝き動かしている動機のことだ」

「だから、愛だろ？」

「そうだよね、愛だよね」

「……よしよし。よくわかった。お前たちが俺の悩み事を心底から楽しんでいるということがな。先にも言ったが止めも咎とがめもしないとも。だが楽しんだという事実を記憶しておくことだ。そしていつの日か後悔に塗れて思い知るがいい。俺を楽しんだ以上は俺に楽しまれるのだと」

　ふざけ合って小突き合う。罵り合って笑い合う。

　ああ、仲間と過ごすことの素晴らしさよ。心が時を越える。

　いつしか、アクセリはせせらぎに耳を傾けていた。手の中に茶杯は温かく、目には川面の照り返しが眩い。穏やかに頰ほおを撫でていく風は未だ冷気を孕むも、音もなく降りそそぐ暖かさにほだされてか眠気を誘われるばかりだ。

　足音が聞こえた気がした。小さくサクリサクリと草を踏む音が。

　少年を見た気がした。幼子らと舞い踊るように遊ぶ少年の姿を。

　懐かしき麦畑の風景を……キコ村のそれを思う。

「会える気がするな」

　誰に、と言わずとも同意の声が上がった。

「そうだな。会えるだろうよ。そういう感じだ」

「やはりわかるものか」

「あっちだともう少しわかりやすいな。火撃が最前線から帰ってくる時にゃ、大概、前触れみたく見えない火花が弾ける。鍛冶場みてえによ」

「ふむ、感じ取り方は人それぞれということかな」

　ラウリの方を見やると、何とも嬉しそうな顔をして頷いた。

「ヒルトゥラの領都で会った……ような気がするよ。面と向かったわけじゃないんだけど」

「ああ、そういやそんなこと言ってたな。ありそうな話だぜ」

「ほう。ならばこれは四人旅なのかな？」

「どうだろうなあ……五人……もしかすれば六人にも七人にもなってるのかもしれねえぞ？」

「わあ、素敵だね！」

　誰からともなく茶杯を掲げ合う。それを呷あおり、香と味とを贅沢に味わう。

　おとぎ話だ。大の大人が揃って幻想を舌の上に乗せ、語らっている。

　何という平穏だろうか。益体もなく時を過ごして。

　アクセリは思う。これでいいのだと。

　黒い十字を刻んだ赤き旗……あの運命の戦旗を掲げて戦い抜いた者にとって、天境山脈以南で過ごす戦後とは夢見る時代なのだ。

　炎の理想が、山の彼方に遠く輝く様を信じて。

「こうなると、ダニエルさんにも会いたいところだな。喜ぶだろうしよ？」

　素朴にそういうことを言うから、オイヴァという男は誰からも好かれる。

「そうだね……けど遠いよ。一時帰還の日程からするとハッキネン伯爵領へ行って戻るのは厳しいんじゃないかな」

　ラウリが笑みを崩さずに言う。心配りに長けた男だ。既に計算はしていたのだろう。

「だよなあ……」

　また次の機会か、などと残念がるオイヴァへアクセリは告げた。

「王都で合流するぞ。これは決定事項だ」

　驚く二人へ、ニヤリ笑って種明かしだ。

「早馬を出したろう？　あれにはチトガから早船を下らせるよう指示してある。ハッキネン伯ダニエルにおかれては体調良好というわけでもないようだが、しかし俺からの文が届けばすぐにも船に乗り北上してくるだろう。あるいは待ち切れず見切り発船すらしているかもしれん」

「それはまた……どうして……」

「どうもこうも、ラウリとて予感あってこそのヒルトゥラ辺境伯入りだったのだろう？」

　図星をつき無防備な顔を晒さらさせたところへ、笑いかけてやる。

　片目を閉じ、人差し指を左右に振って。

「ダニエルもまた同じということだ。そういう摩訶不思議については、生死の境を彷徨さまよった経験がある分だけ勘も鋭いのだろう。俺が確認するまで無理はしてくれるなと伝えても返事はなく、そして今日この日を迎えたわけだが……さて、どうなるだろうな？」

　ともすれば、王都到着を競うような状況なのかもしれない。

　それもまた愉快と思い、アクセリは笑った。オイヴァとラウリも笑う。同じようなことを想像したのだろう。ダニエル・ハッキネンという男は時に突拍子もない行動力を発揮することがある。

　さても、幻聴だろうか。

　三人の笑い声の中に鈴の音のようなそれが交じった気がして、アクセリはより楽しくなった。なおのこと笑った。嬉しさを表明するために。

　大丈夫。王は在る。それは極北に旗が掲げられ続けていることを意味する。

　そうだ。大丈夫だ。個人的にも。

　サルマント領軍による追手の気配は、未だここまでは届いていないのだから。





　　　　◆◆◆






　一枚の人物画を前にして、ダニエル・ハッキネンは立ち尽くしていた。

　まずはその出来栄えの素晴らしさに驚き、次いでいつの間に描かれたものかと訝しむ。そも誰の作か。想像で描かれたものではないようだが。

　とにかくも、見入る。時を忘れ我を忘れて。

　滑らかで艶つややかな黒髪。

　美しく整った中性的な顔形。

　軽甲冑からスラリと伸びた手足。腰に帯びた愛用の片手剣。

　そして……黄金の色をもって表現された、妖しくも圧倒的な二つ瞳。

　燃え上がる炎のような赤色を背景として……英雄マルコ・ハハトの立ち姿である。

「龍将の間、か」

　この部屋の名前を呟つぶやいた。

　王城の奥まった位置にあり、立ち入りを禁じられているどころか、その存在をすら秘された一室である。

　ダニエルを案内した侍女武官ヴィルマ・カントラは言っていた。ここは女王パウリーナにとって特別な場所であると。他ならぬハッキネン伯であればこそ入室を許されたのだと。

　女王パウリーナは時折この部屋に篭るという。侍女武官を外で待たせ、独りきりで。

「悲恋という言葉では、到底、捉えきれるものではないが……」

　杖を持ち直し、ゆっくりと息を吐いた。

「……やはり、思い定めておられるか。己の伴侶たる者は彼以外にありえないと」

　口にしてしまえば、それは至極当然のことのようにダニエルは感じた。

　マルコ・ハハトとパウリーナ。

　性別も性質も異なる二人は、しかしどちらもが稀代の英雄である。

　喩えるならば……人間社会を圧倒する巨人と、そんな巨人を包む天空。

　喩えるならば……人類を指導する厳父と、そんな教育を認め愛する慈母。

　喩えるならば……人の形をした火炎と、そんな光と熱を受け止め支える大地。

　年齢が近いことも偶然ではないのだろう。

　二人の出会いは運命的なものであり、その機会を設ける一助を担ったことはダニエルの誉れとするところである。己が歴史に影響した最大事とはそれだとすら思うのだ。

「凡人の目には不幸と映る諸々も……苛烈に生きる者の運命ではある。ままあることだ」

　薄く目を閉じる。目の離せない絵から受け取る威力を多少なりともやわらげるために。

「それでも……今は離れていても、いつかは……」

　そしてダニエルは己の呼吸と鼓動とを数える。刻み刻まれる今という時の感触を欲して。

「革命は続いている……続いていくのならば、いつの日にかは……」

　マルコという名の火炎は世界の旧弊を焼き尽くし、人々の倦怠を吹き飛ばした。

　在るがままではならぬと断じ、不安を殺して挑戦し続けることを義務付けた。

　そして自らは極北という想像の届かない先で戦い続けている。人類の矛先として飽かず怯まず。

「……ユリウスが生きる未来には、きっと……！」

　眩暈に見舞われ、ダニエルは杖にすがった。淡い吐き気も覚えつつ壁際の椅子にまでたどり着く。腰掛ければ安堵し、そして苦笑いだ。

　夢中になっていた。己が身の不自由をも忘れて立ち続けた。そしてよろめいた先に椅子がある。

　この部屋に篭る者の作法なのかもしれない……そんなことを思った。

　控えめに扉が鳴ったのは、しばらくしてからのことだ。

　女官に先導されて廊下を行く。常のゆっくりとした歩調だが、その実、胸にはときめくものがあった。

　数ある貴き賓ひん室の内の一つ、特に日当たりと居心地のいいそこへ、ダニエルは入室した。

　仲間たちがいる。

　それぞれに笑みを浮かべ、思い思いにくつろぎながら、素晴らしい男たちがここにいる。

「卿ら、遅かったではないか」

　嬉しさを隠さず言うと。

「早過ぎだ、ダニエル。さては船上で俺の知らせを受け取ったな？」

　アクセリが、椅子で優雅に足を組んだまま答えた。愉快げだ。

「ははは……まさか、もう、王都入りしてたなんて……」

　ラウリは立ったまま、乾いた笑い声を上げた。両手で水杯を持っている。

「よう。聞いてたよりも調子が良さそうで、安心したぜ」

　オイヴァが笑顔で身じろぎし、長椅子を軋ませた。相変わらずの巨軀だ。

　彼ら三人と一堂に会するのは何年ぶりのことになるだろうか。もしかするとアクセリの結婚式以来のことかもしれない。懐かしさが胸に溢あふれる。

　そして……やはりと思う。

　日差しが入るとはいえ室内には輝きが満ち満ちているから、ダニエルはそう思う。

「来ることはわかっていた。それならば迎えるべく用意するのが道理だろう？」

「ほう？　俺が確認するまでもなく、か……」

　思案顔など瞬またたく間のこと、アクセリはすぐにも察してきた。

「陛下だな？」

「ああ、その通りだ。皆で会えるようお招きいただいたよ」

　皆、という言葉を強調した。それで伝わるだろうと思った。

　やはりか、三人ともが目を細めた。素敵に過ぎるものを目の前にして、目が眩んだとでもいうように。堪らないとばかりに。

「皆ってな、随分ぶりになるなあ！」

　オイヴァはそう言うが。

「あれ？　もしかしなくても、随分ぶりどころじゃないかも」

　ラウリはしきりに首を捻る。

「私たちって、実は、皆が一度にそろうことってなかったのかも」

　ダニエルは笑って同意した。

「ラウリの言う通りだ。今日は記念すべき日となる。だからこそ、私は急いだのだ。祝うためには様々に用意が必要だろう？」

「いいな。天候にも恵まれている。日頃の行いの賜物だろう」

「なるほど、近頃のアクセリは生物の義務に邁進すること極めて熱心と聞くからな」

「……おい、ダニエル」

「あはは、噂になってるものね。さすがは英雄将軍、有言実行の御人であるって」

「待て、ラウリ、噂だと？　それはどういう……」

「ああ、そうか、だから嫁さんの実家で巣ごもりしてたのか。なるほど納得だ。五人以上こさえるって宣言した以上は、こう、集中的に頑張る必要もあるわなあ」

「何の話をしている、オイヴァ！」

「ん？　子づくりの話だろ？　後は宴会の話か？」

　心底不思議そうに言うから、アクセリはそれ以上何も言えないし、ダニエルは更なる笑いを誘われる。まさにあの結婚式の日のままだ。ただただ心地よい。

　気の置けない友であり、認め合った仲間である男たちと語らうこと……それは人生の謳おう歌かだ。

　ダニエルは大いに話し、聞き、笑った。四人でありながらそれ以上の人数を感じるこの場この時を満喫した。先立って彼の絵と対面してきたためだろうか、視界の端に何度となく黒髪の英雄を感じながら。

「何だか喉が渇いちまったなあ」

　言うと同時に腹まで鳴らすオイヴァの妙技を笑って、ダニエルは提案した。

「では、そろそろ行こうか。皆でそろうために」

　頷き合い、小突き合い、笑い合って……王城の外へ。





◆特別章　友よ、杯を交わそう 後編




　アスリア王国王都の、王城から南東へと馬車を走らせた先。

　そこには木立疎らな一区画がある。外壁に囲われ、警備の兵も常駐はしているものの、中にはこれという建物とてなくさやさやと風が吹き抜ける。

　王都離宮……いや、離宮跡と言うべきか。

　先王時代にあっては木々も鬱蒼として、内奥にやんごとなき母子を隠していた場所である。王国内乱期に起こった変事によって、建造物にしろ樹木にしろ多くが焼失した。

　今も女王パウリーナお気に入りの散策所であるそこへ、四人の男たちがゆっくりとした足取りで進んでいく。手に手に籠や包みなど荷物を持って。

「久しぶりに来たな。このところ臥ふせっていたから、不義理にも足が遠のいてしまった」

「気持ちはわかるが、何よりも養生することが正解だ。未だ王国南部は危ういのだからな」

「そうだね。きっとハッキネン伯爵領は魔境浄解事業を推進していくための要になるもの」

「おいおい……仕事の話はとりあえず置いておこうや。酒やら肉やら抱えて話すことかよ」

　彼らはどういった集団だろうか。

　今の身分で言うならば、豪華にして豪壮な集まりと言えるだろう。

　四し侯こう六ろく伯はくの一人たるハッキネン伯爵。

　近衛兵団団長たるアーネル将軍。

　国政の中枢にあるラウリ政務官。

　大陸最強と目される兵法家オタラ。

　四人がその気になりさえすれば、大陸に新たな戦乱をすら招来できるに違いない。集まり語らうことが既にして危険視されかねない。

「その通りだな。場所柄もある。生きる者の苦労を語りこぼして、静けさを乱すこともない」

「であれば、近衛兵団団長としてこれだけは確認したい。オイヴァ。こちらの軍には戻るのか？」

「極北の戦況次第だなあ……場合によっちゃあ、俺も最前線へ出張る。そうしたらもう戻れねえ」

「そっか……尋常の外の戦場なんだもんね、大氷原って。マルコはそこで戦争をしているんだね」

　視点を変え、彼らの過去を思えばどう映るだろうか。

　護国の盾たるユリハルシラ侯爵家に近しい貴公子と、第三王女親衛団の幹部たちだ。

「ま、上手く勝ち切れば、帰っても来られるだろ」

「大氷原の戦か……異常なる機動戦と伝え聞くが」

「アクセリはこっちに残ってくれないと困るよ？」

「その通りだ。いずれは塵夢森を攻めるのだから」

　もう少し遡さかのぼればどうか。

　王国北部に始まって村々と商家とを富ませたハッキネン護衛団の幹部集団だ。

「無論、俺の役割は弁わきまえているさ。長生きと英雄だ」

「あと父親だろ？　幼な妻との間に五人もこさえる」

「両親共に武勇に優れる以上、大いに期待している」

「あはは！　ユリウス君だって凄く将来有望だしね」

　それよりも過去となると、四人は散り散りになってしまう。あてどなく彷徨さまよい、塞ぎ込んで膝を抱えるような、いじけた在り様が現れてくる。

　そう……彼らは誰もが、一度は挫折しているのだ。

　懸命なる努力の末に心挫かれ、世界を儚むなり呪うなりした者たちなのだ。

　そんな彼らをして今の英雄然とした姿にまで至らしめたものは何か。屈した膝に力を注がせ、世界と真っ直ぐに向き合う勇気を……誇りをもたらしたものは、何か。

「さあ、着いた……って、あれ？　掃除がしてある。誰か来た後なのかな？」

　四人が立ち止まったそこは、敷地の中でも特に静かな場所だ。

　草木に囲まれ花々に彩られて小さな墓石が設置されている。天然石を加工した温かみのある造形で、何かどっしりと胡坐あぐらをかいているような趣おもむきだ。

　刻まれた名は一つきり……ヤルッコ、とある。

「これは……女王陛下かもしれない」

「ああ、そっか、そうかもしれないね」

「またぞろ手ずから掃き清めたものかな？」

「何にせよ、こいつを掲げにゃ始まらねえや」

　墓石の後ろへ、力強く、一本の旗が立てられた。

　火か刑けい戦旗だ。

　世界を燃やし、改め、新生させた火炎嵐……その象徴たるものだ。

　今は天境山脈の以北においてのみ掲げられるそれを、この男たちは、瞳を輝かせて仰ぎ見る。

「さあ、杯を交わそう」

　誰が言ったのかもわからない。あるいは四人の眼差しの中で交わされた声なき声かもしれない。

　ごく自然な流れで、当然とばかりに用意された杯の数は……九つ。

　その内の四つは男たちがそれぞれに持った。

　残る五つの内の一つは墓前に置かれ、あとの四つは草の上へ置かれていく。九つが円を描くように。それらを仰ぐものが車座になるように。

「あれ？　十個じゃなくていいの？」

「ジキルローザさんは来ちゃいないだろうからなあ」

「ふむ……もしも来るのなら、穏やかな状態で来てほしいものだ」

「そういえば言っていたな、ダニエル。魔眼に凄まじい剣幕で迫られたなど貴重な体験だ」

　酒が注がれていく。一つ一つになみなみと。

　豊潤な香りが場を包んでいく。宴の始まりを予告するかのように。

「乾杯！」

　唱和されたその声は、果たして四人分に留まったや否や。

　飲み、語り、食い、笑う。

　酒肴は存分に。談笑は痛快に。そして今この素晴らしい時を……夢中に。

　杯が進むにつれて夢と現とが曖昧になっていく。

　世界がその姿を変えずとも、世界の見え方が変わっていく。

　酩めい酊てい幻想……もとより現実とは移ろいやすく惑いやすいものなれば、そこへ少しばかりの夢を混ぜ込むことがどうして罪となろうか。

「酒と神と戦……三つをまとめて人間の宿しゅ痾くあと評した人もいましたが」

　ああ……彼、来たれり。

「僕はどれも平等に愛しています。どれも薬です。度を過ぎなければ人間に勇気をもたらすものと言えるでしょう……つまり何が言いたいのかというと、オイヴァ、その飲み方はよしなさい」

　マルコだ。夜闇の色の髪を涼やかに垂らして、黄金の月の如き瞳を輝かせる美貌の英雄だ。

　赤い外がい套とう……火刑戦旗のようでもあるそれをまとい、寸鉄も帯びず、寛くつろいだ様子で酒杯を手にしている。ひょいと手を伸ばしてつまんだ肴は果実の酒漬けだ。

「いいじゃねえか。何たって一時帰還中だぜ？　美味いもんに酔い痴れておかねえと」

「舌で味わうも喉でそうするも止めませんが、顎や髭ではどうかと言っているのです」

「あはは、本当だ。小さい子みたいだよ、オイヴァ」

「これほどの大男を相手に小さい子呼ばわりができる……さすがは天下の政略家だ。俺に言えるのは精々、こぼすな汚すな見苦しい程度だというのにな」

「あまり責めてやるな。これは陛下より賜った王家秘蔵の酒だ。喉の内側であれ外側であれ楽しめるに違いないのだから」

「おうおう、お前ら、何だってんだ。悪口と皮肉の騎馬突撃か」

「おや、弁舌で戦をするのならもう少し練らないといけませんよ？」

「か、勘弁してくれ。それは本当に勘弁してくれ」

　お前がやるんじゃ洒落にならねえ、とぼやいて大男は行儀よく杯を傾けた。見慣れないその姿に笑い声が上がった。大男もまた笑う。

「そういえばさ、マルコ、火撃にクスターの子がいるって聞いたんだけど」

「二人いますよ。どちらも優れた軽騎兵です。弟の方はクスターに似ていると思います。僕とお揃いになろうとするところなんてそのままですよ。兄の方は……サロモンに似ていますね」

　それは凄いと驚く周囲の声の中に、どこかから嬉しそうな叫びが混じった。よっしゃさすがは俺の息子たちだぜ、と聞こえたろうか。

「時にマルコ、陛下にはお会いしているのか？　君の描かれた絵を拝見させていただいたのだが」

「年に一度は会いますよ。絵については初耳ですが……恐らくはパウリーナ自身が筆を執ったのでしょうね。そういえば絵を勉強していると言っていました。もっと会いに来いとも」

　おい名前で呼んでいるぞと驚愕する周囲の声の中に、どこかから老男若女の会話が混じった。何じゃろう聞いとるだけで照れるわい儂わし、何でですか素敵じゃないですか、と聞こえたろうか。

「ふむ……既知の問題については俺たちの代で全て解決するつもりでいたのだが、ある程度は次の代へ任せた方が面白いような気がしてきたな。子らが腑抜けでは長生きもつまらん」

「実際問題として任せざるを得ないでしょうね。気概はいいとしても、現実的には長期にわたる弛まぬ努力こそが肝要です。世界が極北に育てた病苦は巨大ですし……」

　ついと逸らせた黄金の視線の先に人影があった……いや、幻だったろうか。緑色の頭巾をした長身の男が、酒杯を手に、木へ背を預けていやしなかったか。

「……神が聖性を失った以上、人間はその英知をもって世界に挑戦し続けることを運命づけられたのですから」

　マルコが微笑めば、それだけで一陣の風が吹く。

　それは熱風だ。易きに流れる心を打ち、諦めて屈した膝を叩き、飽いて曲げた背を焼く。

　並み人であらば痛かろう。辛かろう。恐ろしかろう。

　しかし、ここに集う者たちは心底から笑うのだ。望むところだと。この熱さをこそ欲すると。

　これは夢か。はたまた幻か。

　九つの杯はそれぞれに何度も乾され、すぐにも満たされていく。

　生ける四人と、死せる四人と、生死定かならぬ一人とが憩いこい楽しむ摩訶不思議の宴よ。

　酒の酔いが醒めたとて、炎の酔いは死して尚醒めぬものぞ。

　火刑戦旗が風にはためいている。

　マルコとその仲間たちの誇りを示して。
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　かすがまるです。『火刑戦旗を掲げよ！』をお読みいただきありがとうございました。

　本作は〝復讐〟の物語のように見えて、実は〝再起〟の物語です。

　全ての登場人物が何らかの失敗や挫折を経験しています。国家や大陸の在り方も同様です。順風満帆な存在は皆無です。ある者は諦め、ある者は腐り、またある者は惑って……何もかもがどんよりと終わろうとしていく中で、少年マルコは起ちました。

　彼は厳父でした。これでいいわけがないと、激烈な怒りを示しました。

　その潔癖から辺境を巡っていたラウリは、彼の大望を察して好奇心に駆られました。

　世情にいじけていたオイヴァは、彼の軍事的才能に気づき目が離せなくなりました。

　闇の世界に堕落していたベルトランは、彼の抱える己以上の闇を信奉しました。

　己の多才に飽いていたアクセリは、彼の王たる姿に全力を発揮する機会を確信しました。

　人を疎んじ世を厭うていたダニエルは、彼の強烈な存在感に禊ぎ魅入られました。

　年季の入った悲哀に凍えていたヤルッコは、彼の眩まばゆさと熱さに惚れ込みました。

　クスターとジキルローザは彼の前世とでもいうべき存在に既に命を捧げていました。

　エルヴィにとって彼は未来の象徴であり、パウリーナにとって彼は運命そのものでした。

　全てを挙げることはしません。しかし敵も味方もマルコを見ていました。全登場人物から注目されることをもってマルコは本作の主人公であったのです。

　彼を見つめる幾つもの視点……それらは互いの視界を共有できませんが、ただの一人だけ、全ての視点に寄り添うことで総合的にマルコを観察・分析できる立場にいた人物がいます。

　この物語を読んでくれた、あなたです。

　あなたの心に〝火種〟を宿すことができたなら、この物語に意味があったということです。




　末筆ながら本作の刊行に携わってくださった皆様に心より御礼申し上げます。

　ネット小説よりのデビューとなった私は、一冊の本にどれだけの方々が関わるものか存じ上げませんでした。それを知った時、まずは恐れ戦おののき、次いで心強く励まされたことが思い出されます。

　新人賞に入選することをもって書籍化の実現した本作です。選考し、評価してくださったＭＦブックス編集部の皆様の熱意なくしては何も始まりませんでした。特に金田一編集長、辻副編集長、そしてご異動なさった堤様の御三方には大変なご尽力をいただき、著作を持つための大きな勇気をいただいたと考えております。また、佐藤様と渡辺様のご両名には細やかなご配慮を賜り、勝手ながら戦友を得たような思いでおります。どれほどに心強かったことか。

　そして、あんべよしろう様に深く感謝申し上げます。本作のイラストをあなたにご担当いただけたことはこの上もない幸運でした。マルコをはじめとする登場人物たちは正しくあなたの筆によって受肉し、物語世界における生を得たのだと確信しております。




　最後に、改めまして読者の皆様に御礼申し上げます。

　本作があなたにとってよき物語であることを心より願っております。
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